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本 資料 は.わ が 国 にお け る情 報 化 基 盤の整 備.情 報処 理

お よび情 報 産 業 の振 興 等 に関 す る問 題 点 と対策 につ い て検

討 す る た め に,各 界 の 有 識者 よ り提 言 い た だ きま した御 意

見 を取 纏 め た もの です 。
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この資料は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械工業振興資金の補助

を受けて作成 した ものであります。
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1医 療 関 係 情 報 シ ス テ ム.」

1.シ ス テ ムの必 要 性 とそ の概 要

わ が国 の 医療 サ ー ビス の現 状 を み る と き、そ の最 も大 きな問 題 は 、医

療に寄せ る国民の期待 と現実 とのあい だに大 き友へだた りが存 在 するこ

と で あ る 。

そ れは 医療機関 におけ る慢性的 な診療の混雑や夜 間、休 日の救急 診療

体 制の不十 分な ことな ど国民の 日常生活 に不安 を抱かせ ているこ とにあ

らわれ て い る 。

この よ うな現 象 は 、 医療 サー ビ スに 対 す るニ ー ズ の大 き さに 比 べ 、そ

の供 給 が十 分 でな い こ とに起因 してい る 。

す な わ ち、 いわ ゆ る包 括 医療 が叫 ばれ る よ うに な って 国民 の あい だ に

も健 康 意 識 が普 及 した こ と、 あるい は社 会 、生 活 環境 の変 化 か らがん 、

その他の悪性新生物 に よる疾患 や高血圧 ・心臓 疾 患な どの ・いわ ゆる成

人 病 の増 加 、 さ ら には 交 通事 故 、公 害 丙 、そ して 治療 法 の い ま だ に解 明

さ れ な い難 病 の増 加 に よ っ て医療 に対 す る ニ ー ズは高 ま る一 方 で あるが 、

これ に対 す る供 給は 、 医師 。看 護 婦な ど 法鼓 関係 者の 絶対 的 不 足 お よび

医療 施 設 の 地理 的 偏 在 な どか ら、 きわ め て不十 分 で あ り、大 きな社 会 問

題 とな っ て い る。

他方 、最 近 の医 学 の急 速 左 発 展 に よ り、治 療 。診 断 。検 査 な ど各 方 面

に挺 る技 術がい ちだん と進歩 い そね ℃ともな って・医学 の分野で も

い ち じる し く専門分化 が進め られてい る。そ してその結 果 これ らの分化

した 医学 の 各 分野 で取 扱 わ れ る情 報 量 も、ぼ う大 力 もの となっ て き てお

り、従 来 の伝 統 的 な 方 法 に よ っ てい ては 、 と うてい処 理 し きれ な い ほ ど

の もの ど 凌 っ てい る 。

この よ うに 、一 方で は 医療 に対 す る ニ ー ズの 増 加 、他 方 では 医 学 そ の

もの にお け る情 報 量 の増 加 と、 そ のおか れ た環 境 は 、 きわ め て厳 しい も

ノ)とな っ て ぬる ∩
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しか しな が ら、 医学 な い しは 医療 の 向 上 が一 国 の福 祉 に重 要 な役 割'を

担 っ てい る今 日 、 この よ うな現 状 を放 置 す る こ とは 許 さ れ な い 。 また 、

これ らの現 状 が従 来 の方 法 に よっ て即 座 に 解 決 され る こ と が困 難 で あ る

以 上 、医療 の 分野 に も新 た な発 想 に基 づ くシス テ ム化 を早 急 に導入 す る

必要 が あ る 。

この場 合 、 医療 が社 会 の 動態 的 な 面 、す な わ 、包 括 医 療 の立場 か ら、

広 く とらえ られ てい る こ とを 考慮 して 、他 の社会 的 、公 共 的 シ ス テ ム と

と もに一 つ の サ ブ シス テ ムを構 成 す る もの と考 え る のが 妥 当 で あ る.さ

らに 、そ れ も目的 、対 象 に よっ てい くつか の 単位 シ ス テ ムに ブレー ク ダ

ウン し、 さ らにその うえ でそ れ らを緊 急 性 、実 現(可 能)の 時 期 な どに

よ り時 系 列 的 に配 置 し、将 来 これ らを有 機 的 に統 合 し得 る よ う 、慎 重 か

つ周 到 な考 慮 が は らわ れ な けれ ばな らな い 。 ・

この よ うな シス テ ムは 当 然 、大 きな社 会性 を持 っ てお り 、開発 のた め

の プ ロジェ ク トもま た大 規 模 な もの に なる こ とが 予想 され る 。 した がっ

て これ らの プ ロ ジェク トは 、ナ ショナル ●プロジ ェク トの一 つ と して 、国

家 的見 地 か ら強力 に推 進 すべ き もの と考 え られ る 。

医療 に関 す る情 報 シス テ ム を構 成 す る もの と しては つ ぎの よ うな もの

が 考え られ る。

(D病1亮 管理 シス テ ム

病 院 の 業務 は患 者 の 受 入 れ 、治 療 が中 心 で あ る こ とは 、 い うま で も

ない が 、 これ に付 随 して 、い くつ か の重 要 な業 務 が あ る。 た とえ ば カ

ル テの 管理 、資材 管 理 、病 床 管 理(入 院予 約 。空 ペ ッ ト管理)・ 給 食 、

窓 口料 金 会 計 、保 険 事務 、統 計 事務 、人 事 管 理 な どで ある 。

これ らの業 務は ・か 左 り複 雑 で あ り ・手 間 の か か る もの となっ て い

る が 、病 院 の運 営 に は不 可欠 の もの で あ る。 したが っ て 、 これ ら の業

務 を シス テ ム化 し省 力化 と資源 の よ り効 率 的 な利用 をは か る,,

(2}病 院(自 動化)シ ス テ ム
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病 院 の運 営 に関 す る上 記 の よ うな業 務 の ほか 、病 院本 来 の業 務 で あ

る診断 、治 療 を 迅速 に 、 しか も的 確 に行 な うた めミ各 種 の検 査 装 置 、

診 断装 置 、個 人 別病 歴 管理 フ ァ イル 、患 者監 視 装置 な ど を導 入 し、 と

れ ら を体 系化 し、病 院 内 の 諸情 報 を一 元 的 に管 理す る。

(3)医 学情 報 シス テ ム

医学 の進 歩 ぱ 日々新 しく 、医 師 ぱ そ の 使命 を果 すた め 、常 にそ の 動

向 を注視 し、それ を 吸収 して い か な けれ ば な らない 。

しか し、そ の情 報 量 はほ う大 な も ので あ り、そ のな か か ら医 師 が 求

め る情 報 を全 国各 地 か ら細 大 も らさず 迅 速 に入 手 す る こ とは 非 常 に困

難 で あ るの で その 解 決手 段 と して コン ピ ュー タ やこれ と結 ぶ 通 信 回線

等 を利 用 す る大 規 模 な情 報 検 索 シ ス テ ム を確立 する 。

これ には 単 に文 献情 報 の み 友 らず 画 像 、波 形 等 のア ナ ロ グ情報 をは

じめ 、音 声 等 の 多様 な 情 報 を も大 量 に 蓄積 。処 理 で きる よ うに す る。

(4)医 療 資 源 情報 シス テ ム

医 師 が 診 断 。治 療 を行 な う場 合 に必 要 とす る医薬 材 料 、,各種 医療 用

機 器 ・装 置 の 所在 を ファ イ ル い そ の入手 ま た利 用 を 円滑 に行 動 と ～

もに特 殊 技 能 を持 つ専 門科 医 師 等 医療 ス タ ッ フの援 助 が容 易 に受 け ら

れ る よ うに し、医療 に 関 す る人 的 。物 的 資源 の有 効利 用 をは か る 。

(5)救 急 医 療 情報 シス テ ム

救 急事 態 の発 生 に対 応 して 、患 者 の応 急 処 置 、搬送 、受 入 れ病 院 の

選 択 ・ノ㍉ ノク ア ッ プ等 につ い て 、各 機 関 の緊密 な連係 の も とに迅 速 な

救 急 活 動 が行 なえ る よ うに す る 。'

(6)遠 隔 診療 シス テ ム.tt,

離 島 、僻 地 等医 療 機 関 の無 い地 域 の住 民 。患 者 に対 し、都 市 部 の医

療 機 関 ない し医師 が通 信 回線 等 を介 して診 断 を行 ない 、 そ れ に よっ て

現 地 の看 護 婦 、保 健 婦 等 の 医療 ス タ ッ フに治 療 法等 を 指示 す る 。

この場 合 、診 断 に 必 要 方 情報 は 音 声 、 画像 の ほか 、体 温 、聴 診音 等
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が考 え られ るの で 、最 小 限 これ らの情 報 を伝送 で きる よ うにす る 。

(7)医 療 機 器 シス テ ム

各 種 の 医療 機 器 、伝 送 装 置 、情 報 処 理 装 置等 を有 機 的 に結 合 し、か

つ 医 療 機 関相互 の ネ ッ トワー ク を形 成 し、各 医 療 機 関 の連 係 、省 力化

を可 能 に す る と同 時 に 、僻 地 、無 医地 区 の住 民 。患 者 に対 して も都 市

部 と同程 度 の医 療 サ ー ビス を確 保 す る 。

(8)個 別 病 歴 管理 シス テ ム

個 人別 の既 往 症 、 診 療 記 録 、そ の 他 必 要 と され る デ ー タ を ア ッ プ 。

ツー 。デ ー トに ファ イル してお き 、以 後 診断 に あ た る医 師 が 即 座 にこ

れ を参 照 し、正確 な診 断 を 下せ る よ うにす る 。

(9)広 域 健 康 管理 シス テ ム

比較 的 広 範 囲 にわ た る地 域 の住 民の 健康 管 理 を行 う た め・、個人 別

の病 歴 、健 康 管 理 デ ー タの収 集 、定 期 お よび随 時 に 行 な う各 種 の健康

診断 、ス ク リーニ ン グ、 予 防 接 種 、 ア フ タ ケ アな ど地 域 の保 健 活 動を

迅速 、徴底 的 に行 う。

こ のた め 、各 種 の 医療 機 器 、車 両 、船 な どの移 動施 設 を含 む健 康診

断 設 備 、お よび情 報処 理 装 置 を一 体 化 した シス テ ムを つ くる 。

OO)医 学 研 究 。教 育 。コ ンサ ルテ ー シ ョン ・医師 や研 究 者 が 医学 デ ー タ

の解 析 や シ ミュ レー シ ョンな どを 自由 に行 な え る よ う、高速 、大 容量

の コ ン ピュ ー タを設 置 して 、 これ をオ ン ラ インで利 用 す る。

ま た 、医 師 、看 護 婦 な どの医 療 関 係 者 の生 涯教 育 に役 立 て るた め 、

最 近 の医学 情 報 、治 療 、看 護 技 術 等 の 学 習 、基 礎 知 識 の フ ィー ドバ ッ

ク 、 診療 上 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ンな どを か ん たん な装置 を介 して 受 け

られ る よ うにす る 。

2.シ ス テ ム開 発 の効 果 と問題 点

これ らの シ ステ ムが 実現 され た場 合 の効 果 は医 学 の 水 準 の 向上 で あ り 、
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そ れ は 直接 、間 接 に 医療 サ ー ビス の改 善 ・充 実 とな っ て国 民 に還 元 され

る 。 これ は今 後 、福 祉 国 家 へ 向 か お う とす る 、わ が国 と して 、十 分 、意

味 の あ る こと と考 え られ る 。

しか し、 これ らの シ ス テ ムのな かに は 高度 に社 会性 を持 つ もの もあ り、

それ が個 人 生 活 に さ ま ざまな イ ンパ ク トを与 え る こ とが 予想 され る 。

これ に対 しては 社 会 通 念 の 変革 や 、法 律 、行 政 等 の 面で の基 盤 整 備 や 、

具 体的 な運 用 面 で の技 術的 な うらづ け を 明 らか に して 国 民 多数 の合 意 を

と りつ け る よ うに す る こ とが 必要 とな ろ う。

以 下 、各 シス テ ムの 開発 お よびそ の普 及 にお け る問題 点 、主体 等 の諸

様 相 につ い ての べ る 。

(1)病 院 管理 シス テ ム

病 院 にお け る外来 受 付 、入 院予 約 、 カ ル テ 、薬 剤 の調 剤 、受 渡 し、

窓 口会計、給食等 を能 率 的 に行 な うこ とに よっ て患 者 が 診 療以 外 の手 続

きで待 た され る こ・とが少な くな り、病 院 内 の 患者 の 流 れ が ス ムー ス に

な る 。

ま た 、病 院 の財 務 会 計 、保 険 料 請求 事 務 、人 事 、労 務 、給 与 、 資材

の 在庫 調整 等 経 営 管理 面で の省 力化 、合 理 化 がは か られ る。

しか しこの場 合 は 、い わ ば事 務 の機械 化 で あるの で従 来 の手 続 きや

制 度 を 多少 と も手 直 しす る必要 が起 きて く るの で 、そ れ に伴 な う混乱

は あ る程 度 さ け られ な い 。

ま た 、患 者 に とっ て は従 来 よ り対 人関 係 が 少 な くな るの で不安 感 、

疎 外 感 を持 つ こ と も予想 され る。

開発 上 、問 題 とな る ものは 、 この よ うな シス テ ムを 個 々の病 院 が別・

々に導 入 しては 投 資効 果 も少 な いの で 、 あ る系 列 ご とに 汎 用性 を持 た

せ た標 準 シス テ ムが 作成 で きるか ど うか で あ る 。

この た め には 標 準 フ ォー ムの 作成 等で きる だ け広範 囲 にわ た る標 準

化 を行 な う こ とが 必要 で ある 。 さ らにそ の うえ で個 々の病 院 の特 殊 性
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規模 等 に応 じた フレ キ シ ビ リテ ィを考 慮 して お くこ とが 必要 で あ る 。

この種 の シス テ ムは 従 来 、民 間(メ ー カ サ イ ド)で 開 発 が行 われ る

こ とが多 か っ た が 、前 述 の よ うに標 準化 等 、 メー カが行 うには 困難 な

問題 が あ るの で 、国 また は 、そ の意 を 受 け た公 益 法人 が 、そ の主 体 と

な る こ とが 妥 当 で あ ろ う。

シス テ ムの普 及上 の 問題 と しては 、病 院 の経 営 主 体 は 多様 であ り、

そ れ に よっ て 医 療上 の系 列 も異 な っ て い る こ とか ら、 なん らかの 調整

ない しは 連 絡 擬 関 を設 け る こ と、単 独 で導 入 す る こ とが 困 難 で あ る病

院 に対 しては 、 国 ま たは都 道 府県 か ら財政 援 助 の 措置 が 講 じ られ る よ

うに す る こ とが 考 え られ る。

(2)病 院(自 動 化)シ ス テ ム'

これは 前 述 の 病 院 管理 シス テ ムに盛 られ た もの に加 え 、診 断 。治療

そ の もの に シ ステ ム化 を導 入 す る もの で ある 。

した が っ て 、そ の メ リッ トは 病 院全 体 の運 営 に ま で及 ぶ 。 と くに医

師 の 負担 が軽 減 され るこ と に よ りそ れだ け患 者 に対 す る診 療 を徹 底 さ

せ るこ とが 期 待 で きる 。

しか し、そ れ が 直 接 、患 者 の 診断 ・治 療 に かか わ っ て くるの で シス

テ ムの信 頼 性 は よ り重 要 な もの とな る 。

との 場 合 、 診断 。治療 に か か わ る部 分 は す で に発 表 され た シス テ ム

にお い て も一 箇 の サ ブ シス テ ムを形 成 して い る の で 、 こ れ と前 述 の病

院 管理 シ ス テ ム との リン ケ ー ジを考 え てい くのが 適 当 で あ る と考 え ら

れ る 。

開発 、 普及 上 の 主 体 。方法 等 は 、 前述 の病 院 シス テ ムの場 合 とほぼ

同 様 と考 え られ る 。

(3)医 学 情 報 シ ス テ ム

医 師 が 、そ の 診断 。治療 あ る いは 研 究 に あ た っ て 必要 と す る情報 が

手軽 に入 手 で きる よ うに な るの で、 医師 の 負 担 が従 来 よ り軽 減 さ れ、
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医師 の知 識 。技能 を高 める ことがで き、これ を全 国的規模 で琴 施すれ

ば 、そ れ だ け 医療 全 体 の レベ ル ア ッ プ につ な が る 。

これ は一 種 の デ ー タバ ンク と考 え られ るが 、,その場 合 の共 通 の 性質

と して不 正 確 な情 報 が 蓄 積 され て しま っ た場 合 の影 響 は大 きい 。 した

が っ て フ ァ イル され るべ きデ ー タは 、 つ ね に権 威 の あ る もの とす るこ

とが と くに 必要 で あ る 二

開 発上 の問 題 として は 、蓄 積 され.る情 報 が文 献等 の ドキュ メン トの

み な らず 画像 、波 形等 の ア ナ ログ情 報 を も含 む必 要 が あ る の で これ を

処理 し得 る機 器 等 の 開 発 が 必 要 とな る と とで あ る 。

この点 に つ い ては 従 来 の 技 術 の集 積 ど あわ せ 、現在 進 め られ てい る

開発 の動 向 を注 視 し、 そ の成 果 を と り入 れ て行 ぐ必要 が あ る 。.

一方 、 ソ フ トウェ アの 面 では 検 索技 術 が重 要 で あ り、対 象 分 野 とそ

の幅 、深 さ等 につ い て 慎 重 な考 慮 をは ら うべ きで ある 。 この 場 合 、検

索 の 目的 に応 じて 、 デ ー タの階 層 構 成 を と る こ とな どの方 法 が考 え ら

れ る。

開発 の主 体は 、す で に 医学 文 献情 報検 索等 に 実 績 の あ る大 学 、公益

法 人 を 中 心 と してい く とと が妥 当 で あ ろ う。普 及 にあ た っ ては 、開発

の 主 体 が 中心 とな っ て 、差 当 り大 学 の附 属 病 院 を 中心 に シス テ ムへ の

参 加 を 呼 ひか け 、そ の場 合 、国 が大学 に対 し助 成 等 を行 うこ とが必要

とな ろ う。

(4)医 療 資 源 情 報

医 師 が 診 断 。治療 に あ た っ て必要 とす る各 種 の 医療機 器 、薬 剤 、血

液 等 の物 的 資 源 が 自 己の 新 篇 す る医 療機 関等 に な い場 倉 に も、 これ ら

の もの を最 寄 りの 医療 機 関か ら迅 速 に融通 が 受 け られ る よ うに な る。

した が って物 的 資源 の入 手 難 に よ り患者 が危 篤 状態 に お ちい る な ど

の ケー スが 防 が れ 、 ま た 、特 特異症 例 や救 急 の患 者 に対 す る処 置等 に つ

い て も必要 に応 じて専 門 科 医 師 や その 池 の 医療 ス タ ッ フを迅 速 に召集
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し、 あ るいは そ れ らの 助 言 等 を得 るこ とが可能 とな る 。

問 題 は 経 営 主 体 の異 な る 医療機 関 等 の 間 で手 続 き上 、 実 際 に 、 これ

らの 資 源 の融 通 が 可能 で あ るか ど うか で あ るが 、 これ には 一 定 地 域 内

の 医療 機 関等 との間 で 調 整機 関 を つ くり 、 これ に よっ て リン ケ ー ジす

る とか 、 あ る いは 資 源 を プー ル して お く機 関 を設 け 、共 同利 用 とす る

こ とが考 え られ る 。

開発 お よひ運 営 の主 体 は 医 師会 が 中心 とな り、 これに 大 学 、都 道府

県 が間 接 的 に参 加 す るの が適 当 ど思 わ れ る。

(5)救 急 医療 情 報 システ ム

救 急業 務 にお け る関 係機 関 の連係 が 強 ま り患者 の応 急処 置 、搬 送 、

受入 れ 、治療 が迅 速 、 的 確 とな り 、処 置 の遅 延 に よる 容態 の悪 化 、後

遺 症 の発 生 が 減 少 する 。一 方 、 これ と同 時に救 急病 院の 管 理 も合 理化

さ れ 、統 計 的 デ ー タの解 析 か ら、救 急 患者 に対 す る体 系 的 な治 療 法 、

ある いは救 急 患者 そ の も のの 発生 を 予防 す る対 策が た て られ る 。ま た 、

従 来 、処置 が遅延 しが ち で あっ た無 医地 区 に 対 して もよ り迅速 な処 置'

が 可 能 とな る。

問題 は 医療 関係 法 規 の 面か ら、 医師 で な い ものが ど こまで 医 療類似

行為 を行 え る か 、 とい う法 制上 の問 題 で ある 。 なか には 法 規 の改 正 に

よらな け れ ば不 可能 な場 合 もあ り 、実際 の場 面 で有 効 な処 直 が とれ な

い場 合 も予想 され る。 した が っ て現 行 法 規 の なか で の 制約 条 件 を明 ら

か に し、 こ れ を考 慮 す る一 方 、法規 の改 正 、解釈 の拡 張 を促 進 す る こ

と も必 要 とな ろ う。(医 療 ス タ ッ フの 緊急 召 集 のた め の所 在情 報 につ

い ては 、 医療 ス タッ フ 自身の プ ラ イ バ シ ーに か かわ る問 題 も生 じよ

う。)

また救 急 業務 の 円滑 な運 用 には 通 信 系 が不 可欠 の技 術 要 素 とな るが 、

とれ には 電 波 、回 線 上 の制 約 が あ り 、 これ ま た同 様 の 対 策 が考 え られ

な けれ ば な らない 。
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寓

開発 の主 体 は 救 急 業 務(運 営)の 主 体 が 市町 村 で あ る こ とに か ん が

み 、公 益 法 人 と し、 そ の運 営 は 自治 体 が 行 う。

なお 、 この シス テ ムの運 用 に あた っ ては 他 の公 共 的 シ ス テ ム・》 た と

え ば交 通 管 制 シス テ ム と リン ケー ジ して救急 車 に よる患 者 の搬 送 を容

易 友 ら しめ る等 の配 慮 も必 要 で ある 。

(6)遠 隔 診療 シス テ ム

医師 が 直接 往 診 す る労 力 や 患者 が医 療 機 関 ま で往 復 す る労 力 を な く

し、無 医地 区 の住民 に とっ て も都 市 部 と同程 度 の 医 療 サ ー ビス を提 供

す る。:、 ・ 、

こ こで の 問題 は 患 者 と 医師 とが 相 対 す る こ とな く機 器 を介 して診療

が行 わ れ る た め 、患 者 の 忌 避 を受 け る こ とが ある こ と 、ま た 、忌 避 さ

れ な 冷 場合 で も法 規上 、 それ が 医 療 行 為 と して どこ まで許 容 され るか 、

さ ら に医療 上 の責任 問 題 な ど現 行 法 規 で は判 断 の つか ない 問 題 が 予想

され る こ とで あ る。

これ らの問 題 に対 しては 、 と り あえ ず実線 的 規 模 の シス テ ムを構築

し、そ れ に よっ て フ ィー ドバ ッ クを行 い なが ら実 用 化 の た め の シス テ

ム の ア セス メン トを慎 重 に 行 うよ うにす べ きで あ ろ う。

ま た 、 この シス テ ム では 前述 の救 急 医 療情 報 シス テ ム と同様 に 通信

。伝 送係 の技術要素が重要 な役割 を持つ 。 したがって、その信 頼性に

は 十 分 の考 慮 をは ら う必 要 が あ る 。電 波 や 回線 上 の制 約 に つ い て も前

述 の救 急 医 療 情 報 シ ス テ ムの場 合 と同 様 の対 策 が考 え られ る。

開発 の主 体 には 国 また は 公 益 法 人 が な り、 この 中 に大 学 そ の他 の研

究 機 関や 民 聞 企業 が 参 加 す る形 が 妥 当 で あろ、う。

ま た ・そ の普 及 に あた っ ては 公益 法 人 が主 体 とな っ て・ 自治 体 ・大

学 等 へ働 きか け るの が望 ま しい 。

(?)医 療 機 器 ち ス テ ム

この シス テ ムは これ ま での べ た各 シス テ ムお よび後 に の べ る健 康 管
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理 シス テ ム、医学 研究 。教 育 ・コン ナ ル テ ー シ ョン シス テ ム等 を複 合

的 に組 み 合 わ せ た もの で あ り、 と くに機 器 を中 心 と した 医療 の サ ポー

ト・システ ムで あ り・形 と しては 既存 の 医療 とは別 の体 系 を とる 。内容

的 に は 前述 の 遠隔 診療 シス テ ム を よ り高度 に した もの と考 え て差 支え

ない 。

これ に よっ て無 医地 区 の実 質的 な解 消 をは か り、 やが ては医 療 のサ

ー ビスが 全 国 あ まね くもた ら され る よ うにな る 。

この シ ス テ ム に関 す る 問題 は 、上 述 の シス テ ム にお け る諸 問題 のい

わば集 約 で あ り、複雑 多 岐 にわ た っ てお り、 同 時 にそ の対 策 もまた各

シス テ ムに お け る対 策 の 集 約 で あ る。

しか し 、 この シ ステ ムが 複合 的 な もの で あ る こ とか ら、さ らに相 乗

的 な デ メ リッ トに も明 確 な予 測 と対 策 を用 意 す る必 要 が あ る.シ ス テ

ム の 開発 は 、当初 実 験 的 規 模 の シス テ ム で始 め 、そ の フ ィー ドバ ック

を経 て実 用 化 シス テ ムの 開発 に着 手 すべ きで あろ う。そ の場 合 、 当然

長 期 にわ た る ア セス メン トが必 要 と考 え られ る の で 開発 の 主体 も国あ

るいは 、そ の意 を受 け た公 益 法 人 が 官民 の総 力 を結 集 して実 果 す べ き

で あ る 。

普 及 に あ た っ ては 都 道 府 県 な どの 地 方 自治 体 が中心 的 な 役割 を演ず

る もの と考 え られ る。

そ して ・ さ らに こ れ と、地 域 の 関 係 機 関 を網 羅 した 形 の 運 営機 関を

設 け て 実 際 の運 用 を行 うこ とが 考 え られ る。

(8)個 別 病 歴 管理 シス テ ム

診 断 。治 療 の 実 施 は 、 事 前 の検 査 や問 診 が確 実 に行 わ れ る こ とが 前

提 で あ るが 、同一 人 の患 者 に対 し、そ の都 度 、同 じよ うな検 査 、問 診

等 を実 施 ・して いた の では 時 間 と経 費 の 面 か ら も無 駄 が 多 い 。

この シス テ ムに よっ て個 人 の基 礎 的 な検 査 デ ー タや 、禁 忌事 項 、過

去 の 診療 記 録 な どを1件 ご とに整 備 し、 これ を異 な る医療 機 関の 間 で
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も即 座 に活 用 す る と とに よ り、診 療 の効 率 化 がは か られ る。 これ に ょ

っ て 医師 、 患者の 双 方 に負 担 の軽 減 が もた ら され 、 地域 住 民 の健 康 管

理 の充 実 が 期 待 で きる 。

一 方 、 医学 研 究 の 立場 か ら統 計 的 なデ ー タ解 析 を行 い 、疾 病 の予 防、

新 た な 治 療 法 の 開 発等 が期 待 で きる。 ・

こ こで の問 題 は 、値 入 の病 歴 とい う、高 度 に プラ イバ シ ー を含 ん だ

デ ー タを一 元的 に 管理 し、流 通 させ る と こ ろ に あ る。 プ ラ イバ シー の

権 利 は現 行 法 制 の もとで も明確 で は な く、医 療 以 外 の 面 で も問題 は 多

い.元 来 、個 人4)記 録 に 関 す る主体 は 、本 人 で あ る こ とが原 則 で あb、

(申 告 あ るい は 、そ の拒否)、 更 新 ・訂 正 。抹 消、1さ らに は デー タ

の使 用 目的 、 方法 等 につ い て 、そ の管理 者 元対 し、意 見 を述 べ 、場 合

に よっ て は差 止 めを 行 う等 の権 利 を留保 す る もの と考 え られ る が 、医

療 に 関 す る デ ー タに つ い て も果 して 同様 左 の か 、問 題 が あ る 。

これ に対 しては 、シ ス テ ムの ユー ザ(医 療 機 関保 健 所 等 、直 接 に恩

恵 を 受 け る側 と患 者 、住民 等 間接 的 に恩 恵 を受 け る側)と の間 に所要

の デ ー タの'範囲 につ いて 、 なん らかの コ ン セ ン サス を得 た うえ で 、 フ

ァ イル 、入 出 力 等 の 防護 策 をハ ー ドウェ ア 、 ソ フ トウェ ア の両 面か ら

厳 密 に 設 計 し、 とり あ えず 小規 模 シス テ ムで の フ ィー ドバ ックを通 じ、

順 次 、拡 張 して い くこ とが 望 ま しい 。

この よ うな観 点 か ら開発 、運 営 の主 体(国 、公 益法 人 、 自治 体 等 が

考 え られ る)に は 、 なん らか の形 で患 者 ・住 民 の参加 が必 要 と考 え ら

れ る 。

(9)広 域健 康 管理 シ ス テ ム

こ の シ ス テ ム に つ い ては 前述 の 個 別病 歴 管 理 シス テ ム と 目的 。機 能

が ほ ぼ同 様 の もの と考 え られ るの で省 略 す る 。

OO)医 学研 究 。教 育 。コ ン サ ルテ 一一シ ョン..

これは 、 ㈲ 医 学 情報 シ ステ ム 、ω 医療 資 源 情 報 シス テ ム と(5)救 急 医
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捲 情 報 シス テ ムの一 部 の そ れ ぞ れ に相互 に 関 連 を もって お り、そ こに

の べ られ た諸 様 相 を参 考 とす るの が よい と思 わ れ る.

こ こで と くに 、 つ け加 え た い こ とは 医学 研 究上 の シ ミュ レ ー シ ョン

で あ る 。

す なわ ち 、従来 、医 学 上 の臨 床研 究 は動 物 あ るい は 生体 実験 に よっ

て きたが ・今 後 は 諸 般 の情 勢 か ら、 それ は 困 難 とな っ て くる こ とが予 ・

想 され る 。

そ こ で これ らに か わ っ て生 体機 能 お よひそ の 反 応 を シ ミェ レ ー,ト し、

これに よ って 実 験 と同 等 の 効 果 を期 待 す る もめ で あ る 。 、

これ が どの程 度 、高 度 の もの に発展 で き るか につ い ては 今後 の問題

で あ るが 、 医学 研 究 の全 体 的 な レベ ル ア ッ プに効 果 の あ る こ とは 疑 い

ない で あ ろ う。

以 上 のべ た各 シ ス テ ム の開 発 、普 及上 の 諸様 相 につ い て要 約 して み る

と、

まず 第 一 は 医 療 そ の も の につ い ての社 会一 般 の通 念 、慣 行 、 あ るいは

医 の倫 理 とい っ た 根 本 的 な 問 題 にふ れ る もの も少 な くな い こ とで あ り、

第 二 は そ れ か ら派 生 す る問 題 と して法 制 お よび行 政 上 の問 題 で ある 。

この ような社 会 的 な 背 景 、 基 盤 にか かれ る問 題 の ほ か 、 シス テ ム開 発

上 の基 本 的問 題 と しては 技 術 的 、経 済 的 な可能 性 や プ ロジ ェ ク ト推 進 に

あた っ て主体 とそ の要 員 の 問 題 等 が あ る。

これ らの 問題 につ い ては 、い ずれ も国民 的 な 合意 の うえ に立 っ て民 間

の シ ン タ ンク 、 メ ー カ な どを ふ くむ 関係 機 関 の間 で 慎 重 に検 討 され る も

の と考 え られ る 。'

さ ら に、個 々の 問 題 と しては 触 れ なか っ た が 、 シ ス テ ムの運 用 に あた

つ て、 当然、 必 要 と され る要 員(医 師 お よび看護 婦
、 保 健 婦 等 の パ ラメ

デ ィ カル ・ス タ ッ フ、M・E、 オペ レz－夕、 保 守 員 、 管 理 部 門 職員 等)
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の充 足、 教 育 ・訓 練 等 の問 題 も重 要 で あ る。

シス テ ム の開発 に あた つ て は、 こ う した運 営 上 の裏 付 け につ い て も

綿 密 な検 討 を行 うべ き こ とは い うま で もない 。

な お、 これ までの べた 事項 を総 括 し、 表 一1に 示 した。

5.シ ス テ ム の時 系 列 的 分類

これ ま での べ た各 シス テム をそ の開 発、 運 用 上 の制 約 につい て、 関 連

が 深 い とみ られ る もの 痴 あけ れ ば表 一一2に 示 す よ うな もの と なろ う。

これ らの こと を前提 と し、 各 シス テム の実 現 の時期 を 予測 すれ ば 表 一

3の ご と き もの とな る ことが 考 え られ る。
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表 一1シ ス テ ム開発 ・普 及上 の諸 様 相

,シ ス テ 。1効 果.、,。 一 デ 、,。 ■
'汐 ス テ ム

問 題 点

病 院 管理

シス テ ム

・病 院 の事 務
、 経営 の合 理

●
化

。患 者 待 ち蒔間 の短 縮

・入 院 予 約、病 床 管理 の徹

底

。制 度、 手 続 きの変 更 に よ

る混 乱

・機 器 の誤操 作 、 誤 動作、

1故 障 に よる業務 の 停 滞、

i風
i・ 対 人的 接 触 が少 な くな る。

。標 準 的 シス テ ム作 成 の可

能 性

・フ レ キ シ ビ リテ ィ

・信頼 性 等

・コス トお よび 費 用負担

・操作 性

病院(自 動化)

シ ス テ ム

・病院の診断、治療、経筒

の合理化

・患者待ち時間の短縮

・医師の負担軽減

・病院の運営全体の合理化

同 上

■

_・_・'吟 一

同 上

一一

医学 情報

システ ム

wA一

・診断 。治療 の迅速 化 、 的

・医 師 の知識 技 能 向 上

・新 薬 の適 正 使 用'

不正確な情報が混入 した場

合の影響大

.一 ー一.}

。取扱 う情 報 の 種類 、 分野 、

程 度 に よ り、 シス テ ムの

規 模 が大 き く異 な る

他 の デ ー タバ ンク と

の整 合 性

医療資源情報

システム

。医 療機 器 、 装置 、 薬 剤 の
.

合 利 的 利 用

・医 療 ス タ ッフ の利 用

。救 急 患 者 の迅 速 な処 置

同 上 ・ 同 上

救急医療情報

システム

A

・処置遅延による死亡、後

遺症の減少

・救急症例の統計的分析に

よる新 しい治療の頻発

・救急病院の管理合理化

・無医地区の急患処置可能

同 上

現行法に抵触する。

医師でない者の医療行為や

通信回線を通 しての医師O

指示等の合法性、電波、通

信回綿の制約

一 一一

遠 隔診 療

シス テ ム

i

。無 医地 区 の 医療 サ ー ビス

改 善

・都 市 部 での応 用可 能

・患者 、 医師 双方 の 労 力 の

軽減

・現行法に抵触

・愚老一医師の人間国係の

喪失

.患者の生命、健康に対す

る危険

・地域社会 との整合性

同 上

!
唱 －ii^
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開 発 上 の 諸 様 相' シス テ ム普 及 上 の 諸 様 相

対 象 柱 体 問 題 点 一 対 第 {主 体

標準的病院業務の把握' 国 経営主体の多様世一 調整機関の設立 自 治 体

標 準 フォー ムの 作成 公益法人 費用負担能カー 補助金交付 病 院

ソ フ トウエアで の配 慮 自 治 体

ハー ドウエアで の 配慮

簡易廉価な端末装置の開発

●

'

4

同 上 同 上 同 上

一 一.'.

。デー タを 階層 構成 にす る 国 関係機関の リンケー ジー 調整機関の設 公益法人

・小規模なものか ら順次拡 大 学 立 大 学

蔑 す る。 研究機関 研究機関・
■

.

公益法人
●

一,一 一

同 上

医 師 会

大 学

自 治 体

同上、調整機関の設立

-≡,一

法律および制度の改正また 公益法人 他 の シス テ ム との重 複 一 三連緊、 調整 公益法人

は解釈の拡張(特 例等) 自 治 体 (交 通管制システム等) 自 治 体

国 同.上

公益法人 医療機関、患者の認識改善

自 治 体 一 デ モ ンス トレ ー シ ョ ン

同 上 同 上

1

i
I.一 ρ'"
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1

iシ ス テ ム
1

効 果 。 メ リ ッ ト
:

デ メ リ ッ ト
シ ス テ ム

、一 一

問 題 点
・無 医地 区 の医療 サー ビス

・一',

改善

医療機器 。無医地区周辺の医療機関

シ ス テ ム へ の サポ ー ト
同 上 同 上

・都市部その他の地域への 9

一 一
応用可能性

・診 断 。治 療 の迅 速 化
、的 ・プ ラ イバ シー 等 人権 の侵

亨一

、

個別病歴管理
確化 害

シス テ ム

・健康管理 の充実
同 上

。医学研究のための統計的

一↓
利用

広域健康管理.
・健康管理の充実 一一 一.r

シ ス テ ム

・診 断、 治療 の的確 化 同 上 同 上
・

医学研究 ・教育 。医療関係者の資質河上 ・不正確 な情報が混入 した
「'一

取扱 う分野と範囲が広い他
コンサルテー ション ・医学研究の向上 場合の影響大 のデー タバ ンク との 整合 性

1 システム 。医 療 ス タ ッフの活 用
i シ_
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開 発 上 の 諸 様 相

≡一 一
、

シス テム普 及 上 の 諸 様相

対 策 主 体 問 題 点 一 対 策
㊨.',← 、、

主 体

同 上

実 験的 規模 の開 発 とフ ィー

ドバ ッ ク(テ ク ノ ロ ジー ア

セス メン ト)

●

同 上

同 上

系列の異なる医療機関相互のリンケー

ジー 調整機関の設立

、

・

同 上

同 上

医 療 デー タに お け るプ ライ

バ シー の定 義 とハ ー ドウ ェ

ア、 ソ フ ト ウエ ア にお げ る

各 種 の防 護措 置

同 上 同 上

A

病 院

同 上 同 上 同 上

「 一,A-}

保 健 所

病 院

自 治 体
一.一 ーー 一

公益法人

天 堂,

デー タの階層 構 成

プ ログ ラムの パ ッケー ジ化

1

公益法人

大 学

'
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表 一2シ ステ ムの開 発 ・運 用 上 の 制約

・1

、
＼

、、
、、

、

＼ .

＼

}＼ 自 酌
同 輪

li

技i
t

"「,

費i

用1

9i

l

…

1＼ ＼
、

i＼
i＼ ＼

の

倫

的

慣

・行

泊

よ

び

●

=コ

ll

i備 考i
|

、1

シ ス テ ム ＼
＼ 通 行 ス1

1
1＼

、 、

、

理 念 政 術 トi

i…
1　 一 ・

l

l病繍 理システム
i

○

十 P・,÷,雫

1

病 院(白 方 化)ッ ス テ ム c ○ ○

,「

i
1 1『'『"…

∈ 戦 報システム
…

○ ○

i
一 一ー 一 一

l

i医鱗 溺 ㌢ ステム
○ ○ ○

÷一.
` 一.A

i
、

i鯨 願 麟 システム
!

○ ○

,

}… 一}'
|

一 ー一}一 一 ・一

遺 書診 療 シ ステ ム ○ ○ ○ ○ ○

「『 一 一一
:

・一

!
畷 療望 器 シス テム
…

○ ○ ○ ○ ○

一一'一 一 一 一

佳月病歴管理システム ○ ○ ○ 101
i.

|
一 一

I

l広聴 康 管理 システム
}

○ ○ ○ ○
1
†'一'一…-i

i⌒ ・鮪 ・i
iコ ンナルテーシヨンシステムi

{
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i

一

;○
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表・一…5シ ス テ ム開 発 の時 系 列的 分 類

1、 、一連 ＼ 堅剛 短

し ステ・ぺ 司

ilヲ

司 中 剃 長 規

←

備 考－
ii

～5年L5～1・ 年 いn～2睦
ト ーー 一

一^

病 院 管理 シス テ ム

i

'一 一 ー 一

,,,一 一

一部で稼働中のものも
ー

あ るo

一,-9→

一 －A

O '一一 →

'

唱

病 院(自 動 化)シ ステ ム.一 ○

シス テ ムの掛 日願 ぼ

}
固 ま っ てい る。

,'ト

一
医学 情 報 シス テ ム ○

3ζ献 情 報 に関 して{全一

部 で稼 働 して 硲る。

○

一 ・

医療資源情報 システム C

→ 一 一 ・ ●一 層一■

部分 的 に1=r蒙貨 車の も

の ㎏あ るが統 合 には時

間 を ≡す。

救急医療騨1シ ステム

L

・

'

○ 7_

丙 ≒

同 上

遠隔診療システム
で:

－A-

i実験段階ではある程度
の成功を収めているが

安 田化には時間を要す
.

○ ○'一 一 一」

・

・

.

医療機器システム

㎡ 一 一 ⌒7

シス テムの基 礎 研 究 は

す でに着 手 して いる。

○

個別病歴管理システム ○

二

〇

吟

小鶏 懲 た ものは一 部 稼

働 して い る。

,

1

広域健康燈理 システム

}
一'^,・ 一'一 ¶'

1
↓ 〇一

1
システムの樵 鰍 ほぼ

[

固 っ てい る。

σ

医学研究輔 ・{

…
コンサルテ』 シヨンシステム1

一 一 一,

…
1:

O

i

小規模のものから順次

糠 されて眈 う.1
←..1

一1q一



H教 育関係情報 システ ム

1.シ ステムの必要性

教 育情報 システ ムの重要 性は教育への新 しい情報技 術の導入 とい う意

味 だけ では なく・ い鰭 でと⊇ 法・ 酪 ともに根本的 に異 なっ た新 し

い教 育 シ ス テ ムを必 然 的 に もた らす とい うと ころに ある。

す な わ ち① 画一一的 な教 育 か ら個 別 教 育へ、 ② 教 え る教 育 か ら 自己学 習

へ ③ 知 識 のっ め込 み か ら問 題 解 決 型 へ ④ 定期 テス トか ら 日常 評価 へ ⑤ 学

年 別 か ら脱 学 年 制 へ とい つた方 向 に教 育 シス テ ムは180度 の転 換 を辿

る もの と考 え るo

そ して、 この よ うな新 しい 教 育 シス テ ムが 必要 とされ るの は つ ぎの理

由 に よる。

① 今 後 教 育の重 要性 が ま す ます 高 ま るに もか かわ らず、 学 校 や教 師 の

不 足 傾 向 が一 層 強 ま る もの と予 測 され るの で、 教 育 の 生 産性 を抜 本 的

に高 め る必要 が ある こ と。

② い ま ま での教 育 は 工業 社 会 に対応 した教 下 体 系 と して 発展 した もの

で あ り、 したが つ て新 しい 情 報 化社 会 に は、 これ に ふ さ わ しい 教 育体 系

系 が整 イ芦さ れ るべ きで ある こと。

③ ま た情 報 マ イ'ン ドの 育 成 を通 じて、 一 般 国 民 の知 的 創 造 力 を高 め る

こ とに よつ て新 しい社 会 ・経済 発展 の原 動 力 に す る必 要 が あ る こ と。r

2シ ス テ ム啓 発 の長 期 的 な プ ログ ラ ム

と ころ で教 育情 報 シ・ろテ ムの 開 発 に 当っ ては つ ぎに の べ る よ うた理 由

に よ り長 期 計 画 の も とに これ を着 実 に実 施 す る ことが肝 要 で あ る。

① 情 報化 社会 は 未 済 の社 会 で あ り、 これ に対 応 す る教 育 シス テ ムに っ

い ては 前 例 が な く試行 錯 誤 に ょる 開発 以 外 に方 法 が な い。

② 本 来、 人 格 形 成 期 の 幼 少鉦 の 時代 か ら徹底 しなけ れ ば、 教 育 の真
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の効果 が あが らない 。 この た めの基 礎 教 育 を要 す る。

③ 教 育の根 本 的 な変 革 に対 して 抵 抗 が予 想 さ れ る。 そ こで、 教 育情 報

シス テ ム の開発 に つい て、 つ ぎの よ うな段 階 的 ・漸進 的 な政 策 を とる

ことが望 ま しい。

(1)短 期 プ ロ ジェク ト

a情 報 化 教 育実 験 学 区

b学 校 教 営情 報 シス テ ム

(2)中 期 プ ロ ジェ ク ト

社 会 教 育情 報 シス セ ム ニ

(3)長 期 プ ロジ エ クb

基 礎教 育情 報 シス テ ム

3.開 発普 及す べ き シス テ ム と問 題 点

(1)情 報 化 教 育 実験 学 区

この プ ロ ジェ ク トは将 来 の 情 報イヒ社 会 に対応 した新 しい 教 育 シ ス テ

ム を開 発 す る ため の実 験 的 意 味 と、 一 方教 育費 や一 般 国 民 に対 す る デ

モ ンス トレー シ ョン的 な狙 い を 持 つ もの で あ る。

① シ ステ ムの概 要

aた とえ ば筑 波 学 園 都市 の よ うな地 域 を実 験学 区 に選 定 して、 そ

の 中核 体 と して教 育情 報 セ;ン'ダ を 設置 し、 これ に付 属 の 研究 所

を 設け、 研 究 所は 実 験学 区 にお け る教 育 情 報 システ ムの 体 系 化 ・

シス テ ム開 発、 評 価、 教 師 や教 育 エ ン ジニ アの養 成 を行 う。

b教 育情 報 セ シ ・タ と地 域 内 の大受、 高 校 、 中、 小 学 校 、 幼稚 園

な どを ネ ッ トワー クで 結 ぶ,'

c個 別 教 育、 自区学 習、 問題 解 決 の5つ を 基 本 ど した 新 しい 教 育

シス テ ムを 実 施 す るo

② シ ステ ム 開発 上 の 問 題点 と対 策
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a教 師 や学 校 側 の保 守的 な 教 育観 や 抵 抗 が 教 育情 報 セ ン ター運 営

の 最 大 の障 害 と 友 る もの とみ られ る。 そ こで学 校 事 務 の合理 化 と

か数 学 ・物 理 な ど比 較的 抵 抗の 少 た い分 野 か ら進 め る とと もに学

生 側 が 自由に セ ン ター を 利用 した り、 学 習 で き る よ う な条 件 を極

力 整 備す る。

b教 師 や学 生 の コ ン ピュー タ ・ア レ ル ギ を な くす ため に①会 話

モー ドの ラ ンゲー ジ②操 作容 易 な端末 機 ③ 各種 の ア プ リケー シ ョ

ン ・プ ログ ラム な どを 騨発 し用 意 す る。

c問 題 解決 型 の プ ログ ラム や ソ'フ.ト ウ エ アの魔 発 が大 きな ネ ッ

ク に なる が、 これ を解 決 す る ため に、 教 師 や学 生 子 ど もた ちが 自

分 た ちで プ ログ ラ ム を簡 単 に拒 め る ように す る。 そ のた めに一 般

向 きの ブmグ ラム言 語 や これ をサ ポ ーー一一■トす るO.S(オ ペ レー シ

ョン 。シス テ ム)を 準 備 す る。'

③ シス テ ム普普及上 の問 題点 と対策.

a普 及上 の最 大 の問 題 点 は情 報 処理 コス トが 高い こ とで あ り、 こ

れ を 解決 す るた め に、 ①通 信 用線 の特 別 料 金 制 ② コ ン ピュー タ端

末 機 な どの 購 入 への政 府補 助 た どの 施策 が 必 要 で あ る。

bま た ここで の研 究 ・成果 を もとに して 日本 の各 地 に同様 の実験

学 区 を増 や して行 く必 要 が あ るが 、 この ため にパ イ 巨 ツ ト 。モ デ

ル の経 験 を もとに して地 域 単 位 の標 推 化 した教 育 ネ ッ ト ワー ク ・

シス テ ムを嬰 発 ずべ きで あ る。

② 学 校 経 営 民 報 シス テ ム

① シス テ ム'の概 要

a古 、 区、 世、 村 レベ ル の教 育委 員 会 に そ れ ぞれ コ ン ピュー タ…

セ ン ターを お き、 各 学校 か ら持 ち こま れ る デー タを バ ッチ で 処理.

す る。 対 象 は差 当 り幼小 ・中 ・高 校 と し、 漸次 そ の範 囲 を拡 大 し

て行 く。
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b時 間 割 の作 成s採 点 、 身 体検 査 な どの共 通の 学校 事 務 のEDP

化 を計 る。

cス ケ ログ ラ ムそ の他 を利 用 した個 別学 習 指導 の た め の基 礎 資料

の作 成 をEDP化 す る。

② シス テ ム開 発 上 の問 題 点 と対 策

a学 校 経営 のEDP化 を 促進 す る た め には、 そ の た め の プ ログ ラ

ム ・パ ケー ジが 必 要 で あ るが、 これ にっ い ては政 府 が メ ー カや

ソフ ト ウエ ア会 社 にそ の開 発 を委 託 す る。

bい くつ か の学 区 を指 定 して、 学 校 経 営 近代 化の 研 究学 区 に して、

教 頭 、 学 年 主 任 な どを中 心 と した 研究 グル ー プ を作 らせ シス テ ム

房 発 に協 力 させ る。

Cコ ン ピュー タ や周辺 機 器 の 導 入 費 の1部 を慰 庫 補 助 す るO

③ シス テ ム普 及 上 の 問題点 と対 語

aコ ン ピュー タ お よび 周 辺 機 器 の 導 入 コ スFが 財政 上 の大 きな ネ

ック どな る ので、 これ に 対 す る国 庫 補 助率 を引上 げ る とと もに、

メー カ に よ る 学 校 事 務専 用 の標 進 化 コ ン ピュー タ ●シヌ テ ムの

弾 発 を 助成 す るc

b学 校 経 営 情 報 シス テ ム に使 用 す る ブPグ ラム ・パ ケ ー ジは 国 が

無 償 で 教 育 孝 貞会 に供 与 す る

c全 国 の 教師 か ら学 校経 営 情 報 シ ス テ ムの ため の新 しい プPグ ラム

ムの 開 発 を公募 し優 秀 な プ ログ ラム を鷺 発 した学 校教 師 を表 彰 す

るoま た 学校 経 営EDP化 で 優秀 な業 紅 を あげ た学 校教 師 に つい

て も、 これ を表 彰 す る。

(3)社 会 教 育情 報 シス テ ム

① シ ステ ムの概要

a社 会 教 育 は将 来 の情 報 化社 会 で は非 常 に重要 な もの と な るが、

国 と して と くに重 点 をお ぐ社 会 教 育 シス テ ム と しては ① 中高年 層
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向 け の教 育 シス テ ム と② 身体 障 害 者 向 け の教 育 シ ス テ ムの二 本柱

とす るo'

b中 高 年 層 向 け の教 育ツ ス テ ム と して は、 ① 各 府 県 に労 働 力再 開

発 セ ン タ を1～2ケ 所 宛 開設 し、 ②全 額 国 庫 負 担 で全寮 制 に よ

るi～5ヶ 力 め長期 研 修 を行 な い、 ③ 新 しい能 力弾 発 や 職業 再 教

育 を 自己 学 習 や集 団 研 究 の形 で実 施 す る。

c身 体 障 害 者 向 けの 教 育 シス テ ム と しては① 市 、 町 レベ ルで 身 障

者 尊簡 の 教 育 セ ン タ を 開 設 し これ と周辺 の 身障 者 施設 とを オ ン ・

ライ ンで結 び② それ ぞ れ の 身障 者 の 性格(盲 人 、 不具、 小 児 マ ヒ、

精 薄 な ど)に 応 じた特 別 の教 育機 器 や プ ログ ラム を用意 し③ 身障

者 た ちの知 的 水準 の 向 上、 職 業教 育 の ため のCAI教 育 を実 施 す

るo

② シス テ ム弾 発 上 の問 題 点 と対策

a中 高年 層 向 け の教 育 シス テ ムの 瞬 発 に当 っ ては ① 自 己学 習 用 の

ソ フ トウエア の開 発 ② 各 人 の キ ャ リア ・フ ァ イル の整 備 ③ 各 人 の

潜 在 能 力発 見、 適 性 検 査 の た め の プ ログ ラム な どの開 発 が 必 要 と

な る。

bま た身障 者 向 け の教 育 システ ム につい ては ① 身 障 者 向 け の特 別

の教 育機 器 や プ ログ ラムの 開発 ②個 別 教 育評価 シス テ ム の 開発 な

ど同様 の困 難 が あ る。

cそ こで、 国 立 の社 会 教 育 シス テ ム研 究 所 を設置 し、 これ らの新

しい 教 育用 の機 器 ・シス テ ム を開 発 させ る と と もに、 海 外 です で

に開 発 さ れた機 器 や ソ フ トウエ ア を積 極的 に輸 入 す る。

③ シ ス テ ム普 及上 の問 題 点 と対 策

aこ れ らの シス テ ムを 開 発 し運 用 して い くた め には、 巨額 の資 金

を要 す る ので 国 家 の教 育予 算 の増 額 のほ か、 失業 保 険、 厚 生 年 金

な どの基 金 の一 部 の 転 用 を計 る。 また 中 高年 層 向け に つい て は企
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業 か らO分 担 金 を求 め る。

bこ れ らの 教 育 を現 実 に効 果 あ ら しめ るた め に定 年退 職 者 や 身 障

者 に対 す る就 職 再 雇 用 の機 会 の増 大 に官 民 一 体 となつ て努 め る。

(4)基 礎 教 育情 報 シス テ ム

① シス テ ムの必 要 性 とそ の概要

幼、 小 、 中、 高 校 な どの人 間 形 成期 に コ ン ピュー タ志 向教 育 を徹

底 さ せ る こ とは 情 報 マ イ ン ドの 育成 に とつ て 欠 かす こ との で きない

重要 な施策 で あ る。

a単 位学 区 ご とに教 育情 報 セ ン ター をお き これ と学 区 内 の幼、 小、

中、 高校 とを オ ン ・ライ ンで 結 ぶ

b知 識 つ め込 み で はな く問題 解 決型 の教 育 を中心 とす る。

cマ ン ・マ シ ン ・シス テ ムに よb個 別能 力主 義 の 自己学 習 シ ステ

ム を導入 す る

d個 人 別 の学 習 プア イル を整 備 す る。

e社 会 問 題 な どを と り上 げ て、 グルー プに よ る問 題 解 決 型 の教 育 ・

訓 練 を行 な う。

f個EI指 塞 日、常 評 価 を中 心 と しで き る だけ早 い 時期 に定 期 テス ト

や入 試 制度 の廃 止 を 目指 す

9年 令 を基 準 と した学 年 制 を固定 せ ず に能 力 の あ る ものは特 定 の

学 科 に つ い て 上 級 の コー スへ の進 級、 ある い は上 級 学 年 へ の編 入

を認 め るo

② シ ステ ム開 発 上 の問題 点 と対 策

a新 しい 教 育 シス テ ムに対 応 した ソ フ ト・ウ エアの 開 発 が一 番問

題 で あ り、 これ の 解 決策 と し ては国 立 の 教 育情 報 シ ス テ ム研究 所

を 設置 し、 その 開 発 に当 らせ る と と もに、 教 師 が現 場 グ ルー プに

よ り独創 的 な ソ フ トウエア を 開発 す る よ うな技 術的、 制度的 な条

件 を整 備 す る。
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b安 価 で操 作 容 易 で かつ 高性 能 の端 末 機 の 開発 も普 及± の 重要 課

題 で あ るor・+'

c通 信 回 線 料 金 の大幅 引下 げ を実 施 す る た め
1特 別 料 金 制 や全 国

画 一 料 金 制 な ど料 金 体 系 の抜 本 的 な改 善 が必 要 で あ る
。 また これ

に閉 達 して・ 静 止通 舗 星 の鯛 な どに よる低 ・ ス ・ト
、 離 能 の

新 しい 情 報 ネ ッ ト ・ワー クの整備 に努 ど)るが肝 要 で あ る
。

③ シス テ ム普 及 上 の問 題 点 と対策

・ 教 師 の非 協 力的 態度 や教 育界 全体 の保 守的 な傾 向が
、 この よ う

な革 新 的 な システ ムを 実施 す る場合 の最 大 の ネ ック に な る
。 そ の

纏 としては・議 学区 な どのデモンス ・レー シ・准 ・る醗
学 生・ 生徒 の側 か らの 伝統 的'な制度 ぺ の批 判 の 高 ま りを期 待 す る

。

b通 信 廓線 料 金 も大 きな ネ'ツク と な る ので
、 前 述 した よ うな 方法

で料 金体 系 の抜 本 的改 革 を実 施 す る。

c新 しい 教 育 シス テ ムに対 応 ナ る た めの 教 師 の側 の 能 力開 発 も欠

く こ との で き ない 問題 で あ り、 そ の た め に は定型 化 され た研修 コ

ー ス を 開 発 し計 画的 に教 師 の再 教 育 を実 施 す る必 要 が あ
るう
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皿 行政関係情報 システム

A行 政情 報 システ ム の 開発 に おけ る 問題 点

tシ ス テ ムの 種 類

(1)管 理 の主体

中央政 府 、 広域 地 方 自治 体(都 道 府 県)、 基 礎 的 地 方 自治体(市

町村)の3段 階 の 主 体 が あ り、 そ のい ず れ の管理 の も とに お ぐか、

これ ら相 互間 の連 携 を どの よ うに 設 計 す るか、 が 問題 に な る。 そ の

判断 は、 管理 の効 率 の ほ か、 対 住 民(国 民)サ ー ビス の 質、 個 人 の

自由お よび プ ラ イバ シー の保 障 な どの価 値 あるい は 目標 を 考慮 して

決 定 され ねば 表 ら ないo

(2)情 報 の種 類

行 政 にお け る倍 報 シス テ ムの 対 象 とな る情 報 は実 に多 様 で あ るが、

以 下 の よ うな項 目に一 応 区 分 で きよ う。

a内 部 管理 情 報

行政 機 構 内部 の 管 理 憤 報 で、 た とえ ば行 政 府 内 部 の 人事 管 理 、

通 常 の財 務、 資 材、 設 備等 の 管理 にか か る情 報 が こ こに含 まれ る。

b地 域(国 民 経 済社 会)管 理 基 礎 情 報

地 域(ま た は 国民経 済 社 会 全 体)に 関 す る基 礎 的 な統計 資 料 な

ど行 政 活 動 の基 礎 情 報 が こ こに含 ま れ る。

C対 住 民(対 国 民)サ ー ビス'済報

家 計 お よび企 業 の活 動 にた い す る行 政 府 の サー ビス供.与に か か

わる各 種 の情 報 で、 個 々の 主体(家 計 ま たは個 人、 企業 な ど)ご

とに記 録 され、 またそ の よ うに利用 さ れ る もの が こ こに含 まれ る。

と こには、 つ ぎの よ うな ものが 含 ま 九 る。

ω 個 人情 報(戸 籍、 住民 登 録、 保 険、 教 育、福 祉 サー ビス等)

(ロ)税 務 情 報
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r

8土 地*"よ びそ の他 の 固定 資 産(所 有 お よび 利用)に 関 す る情

報

⇔ そ の他(行 政 案 内、 苦 情 処理 、 相談 、 そ の他)

d行 政 計 画情 報

行 政 計 画 にか か わ る情 報 とそ の 処理 を ここ に含 める。

行 政 計 画 には、 マ ク ロ的 調 整 計 画、 個 別的 開発 事業 計 画、 地域'

(空 間)計 画 が あ り、 また この3種 の計 画 の連 携 ま たは 統 合 も考

慮 され ね ば な ら ない。 行 政 計 画 にか か わ る情 報 シス テ ム には、 基

礎 資料 の ス トック お よび 推 計 ・予 測 の方法 、 シ ミュ レー シ ョ ン、

住 民C国 民)の 意 思 を反映 す る決 定 手続 きの3要 素 が 必 要 で あ る。

2.シ ス テ ムの 現状 と課題

上 述 の各種 情 報の うち、 す で に或 る部 分 に つい ては、 コ ン ピュー タ

の導 入 に よる情 報 シス テ ム の確 立 へ の試 みが 中央 ・地 方 の各 レベル で

な され て い る。 比較 的 容 易 な計 算業 務(税 務、 給 与 な ど)や 経 常 的 な

統 計 の整 理 な ど、 上記1の(2)のaお よびbの 領 域 にお い ては、 行政 府

内 もし くは 外 注 委託 に よつ て コン ピュー タに よる処 理 が広範 囲 に お こ

な われ て い る。 ま た、 一 部 で は、 広 域 的 雇 用情 報 シス テ ム、 住 民 個 人

情 報 の 続 合 シ ステ ム な ど、 上 記1の(2)のbに 属 す る よ り進 ん だ桔 報 処

理 の 試 み が 見 られ る。 さ らに、dの 行 政 計 画 にお い て も、 コン ピュー

タに よる シ ミュ レー シ ョン の経 験 が蓄 積 さ れて い るが 、 これ は特 定 の

領 域 に限定 さ れ てい る・

今後 の課 題 と して、 と くに重 要 な もの を あ げ る とす れ ば、 以 下 の3

項 が 問題 に な る で あろ うo

(1)管 理情 報 シ ステ ム の確立

部 分 的 で、 し か も経 常 的 な大量 情 報 処理 に おけ る コ ン ピュ ー タの

利用 に と ど食 らず、 行 政 に おけ る各 段 階 に 設け る意 思 決定 に直接 に
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役立 っ管理 情 報 シス テ ム(MIS)の 確立 を め ざす ζ とは、 今 後 の

課 題 で あ る。 これ は、 よ り発 展 した形 に おい て は後 記③ の行 政 計 画

シ ス テム に つな が る もの で もあ る。 この課題 の た め に は、 おそ らく、

次 の2点 が重 要 で ある。 第1は 、 経 常 的 で 大量 化 さ れ てい る数 値 デ

ー タ以 外 の一 般 管理 情 報 の イ ン プ ッ トと プ ア イ リン 久 お よび ア ウ

トプ ッ トの シ ステ ム を確 立 す る ζ と、 第2は 、 行 政 機 関 内部 の情 報

の統 合 と集 中処理 、集 中 管理 を実 現 す るこ とで ある。

(2)個 別情 報 シス テ ムの 整理 ・統 合

前述 の対 住 民 サー ビス 情 報(tの(2)のc)の シス テ ム化 は、 行政

サ ー ビス の改 善、 行政 の 効 率化 な どの た めの技 術 的 前 提 をなす と思

わ れ る。行 政 窓 口 の一 本 化 と情 報 ファ イ ルの 統一・は、 対 住民 サー ビ

ヌ の改 善 と 事務能 率 の 向上、 要 員 の他 の活 動へ の転 用 に よ る行 政 の

充実 左 どの 効果 を期 待 で きる。 また、 土 地 情 報 の 整 理 統 合 は 、 土 地

利 用 計 画 と行 政介 入 お よび 課 税 な どの ため に も必 要 で あ る。

(3)行 政 計 画 の シス テ ム化

マク ロ調 整 計 画 に おけ る部 分的 な計 量経 済 学 的 モ デ ルの 利用 とい

つた 事例 を除 けば 、 行政 計 画 の本格 的 な情 報 シス テ ム化 へ の 取 り組

み は ほ とん ど見 られ ない が、 個 別的 開 発 事業 計画 や 地域 計 画 に 関 す

る シ ミユ レ三 シ ヨン と事前 ・事 後 の ア セス メ ン ト、CPM手 法 に よ

る開 発 の効 率 化 な どは、 今 後 の重 要 な開 発 領域 に な る と思 わ れ る。

シ ミュ レー シ ョン の発 展 は住 民(国 民)参 加 の 意 思決 定 手 続 きの 開

発 の た め に も不可 欠 で あろ う。

5.開 発 に おけ る問題 点

上 述 の3項 の課 題 のそ れぞ れお よび全体 につ い て、 基 本的 な問 題 を

以 下 に列挙 す る。

(1)管 理 情 報 シス テ ム の確 立 の問 題 点
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行 政 の意 思 決 定 に直 接 貢献 しうる管理 情 報 シス テ ムの開 発 には、

技 術 上 の困 難・ 制度 上 の障 害 が 多 く予 想 され るが、 少 な くと もそ の

一 部 分 は
N－ 般 企 業 に おけ .るMISの 開発 に伴 う困 難 と共 通 の要 素

か らな る もの と考 え られ、MISの 開 発 と普 及 の成果 をあ る程度 利

用 す る こと が で きる か も知 れ ない。 しか し、 行政 機 構 特 有 の問題 も

あり、 と く に、 企 業 の よ うな市場 競 争 に お け る戦 略 の緊 要 性 とい う

誘 因が 働 か ない どい う障 害 が あ るoこ の 点 は、 住 民 の要 求 の高 ま り

とい う別 の 誘 因 に よつ て補 整 さ れ ね ば な らな い だ ろ うeそ れ に よつ

てべ 行 政 の効 率 と機 動 性 が確 保 さ れ る よ うに働 きか け る社会 的 圧 力

が云1成 さ れ る ととが必 要 と思わ れ る、⊃

② イ語 順 豪 シス テ ム の問題 点

個 別情 報 シス テ ム の統 合 に 柑 る障 害 の一 部 は 技 術6恒 よび制度

的 た もの であ るが、 そ ρ主 要部 分 は、 い わ ば社 会 的 お よび政 治 的 た

もの.で あ る。 効 率 の窪点 か らす れ ば全 国 民 の 個人 橿 報 を集 中管理 す

る こ とが望 ま しい と して も、 この よ うな情 報 の集 中 に よる政 治的独

裁 貿へ の危 険 お よび プ ライバ シー の侵 害 の危 険 を 登か す こ とは、 自

由 と民 主 主 義 の実 質 的 な擦 鷲 とhう 立 場 を 前担 とす るか ぎ り、 絶 対

に許 さ れ 乏い 。 この観 点か ら、 にの 分野 の 演発 は、 拉 術 巨 可能 性 に

沿 っ て無 制 限 に追 求 さ れ る べ き もの では 方 く、 きび しい 社 会 的 制約

の 枠 内 に と どめ る べ きで あ ろ う。 したが つ て、 効 率 を犠 牲 に して も、

衛 ・麟 の分纏 理を維持 す る必要が 共 ・ また・ノ ㍗ パ シー の

保 全 の た め に、 情 報 の公 彦§に つい ては 、 これ 言 で以 上 に きび しい法

的 規 制 が 適 用 され たけ れ ばな らない だ ろ う。 また、 最 低 限度 内 の 登

録 。申請 に必 要 な もの を こえ る個 人情 報 の提 出 を行 政 機 堅 が 事 実 上

強 制 す る ご とに なる よ うな芦 報 シ ステ ムの 開 発 は抑 制 さ れ な けれ は

な ら ない。 他 方 、土 地 情 報 につ い ては、 そ の整備 のい ち じ る しい 立

ち遅 れ が行 政 上 の降 等 に 浸っ てか り、 また天 一与C土 地 を な かば 公 共
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財 と見 なす こ とに よ り、 統合 され た シス テ ムの 確立 が 期 待 され てい

る とい つて よい。 こ の場 合 の 障 害 は、 お そ ら く、 よ り多 く制度 的 な

もの であ る と考 え る と とが で き よ うo

(3)行 政計 画 の シス テ ム化 の 問題 点

行 政 計 産 の シ ステ ム 化 の 要件 は、 遺 切 な モ デルの 設 計 、 必 要 な デ

ー タの 整 備、 評価 基 準 の確 立 な どで あ るが、 いず れ も技 術的 に 太 き

緬 難纏 る・また・緬 基準醒 しては学 民 国 民)の 離 体

系 を どの よう 友 も の と して把 握 す る かが 重要 な 意 味 を もつo他 方、

適 切 な モ デ ル と デー タに よる シ ミュ レー シ ョンは、 住 民(国 民)の

合 意 の形 成 の た め に 有意 義 で あ るが、 住民(≡ 民)意 思 の 投票 に よ

る反映 の手続 きそ の もの のEDP化 は 、 あ る範 匿 内 に と どめる こ

とが 必 要 で あ る。 投 票 そ の もの(投 票 結果 の集 計 で は ない)のED

.P化 は 、 一 見政 治 の効 率 化 を もた らす かに 見 え るが 、 そ の 技 術的

お よび 経 済的 障 害 を別 と して も、、押 しボ タン式 の 郎法 的 投票 の不安

定 さやそ の乱用 の可 能 性 が、 か えつ て政 治 の全 体 主 義 化 と大衆 操 作

を もた らす 危険 の あ る こ とは無視 で き ない。

4.主 伝 と方 向 づけ

以 上 の 簡単 な考 察 か ら、 暫 定 的 につ ぎの よ うな結 論 を導 きだす こ と

が で きるδ

〈1)優 先 す べ きプ ロ ジェ ク ト

上述 の3項 の課 題 の うち、 第一 の醒 管 理 培 報 シ ス テ ム.の確 立 に

撰 しては、 一 般 の企 業 にお け る経営 情 報 シス テ ム の今 後 の発 展 に よ

る と ころ が 大 きい こ と、 個 々 の行政 機 関 自身 に よる開 発 努 力 と情 報

産 業 の個別 企 ※ の研 究 開発 との 結合 に 当面は ゆ だね られ るの が適 当

で あ る こ と、 な どの理 由 か ら、 優先 され るべ きナ シ ロナ ル 。プ ロ ジ

ェ ク トに加 え る必 要 は ない と考 え られ るc第 二 の個 別 情 報 シス テ ム
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に関 しては、 個 々の分 野、 地 域 の 開発 お よび土 地情 報 シス テ ムの 確

立 を別 と して、 個 人 情 報 の大 規 模 な統 合 され た シ ス テム の開 発 に進

む こ とは、 社 会的 ・政 治 的理 由 か ら、 適 当 で ない と考 え られ る。 第

三 の行 政 計 画 の シス テ ム化 に関 しては、 積極 的 な開発 努 力が望 まれ

るが、 技 術上 の困 難 が 大 きい た め、 短 期 間 に成 果 をあ げ る ことは 期

待 で き ない。 た だ、 地 域 開発(再 開 発 を含 む)や 環 境保 全 の た めの'

シ ミュ レー シ ョンや評 価 シス テ ムの ため の試 行 は 奨励 き れ るべ き で

あろ う。

(2)開 発 の主 体

行 政 情 報 シス テ ム の開 発 は、 行 政 機 関(と くにそ の トップ)の 積

極 的 な取 り組 み姿 勢 とEDPSお よび シ ステ ム化 の専 門企 業 の開 発

努 力 の結 合 に よつて推 進 され る以 外 にな い。 そ の た めの 誘 因 は、 基

本 的 に は行 政 に たい す る社 会 の要 求 の量 的 、 質 的 な 高 ま りで あ り、

そ れ を受 け と め る主 体 で ある行政 責 任 者 が シス テ ム化推 進 に おい て

も中心 的 主 体 とな らな けれ ば な らな い。 この原 則 が生 かさ れ るた め

には、 行 政 機 関 の人 的 資源 お よび 財政 の 拡 充 が おそ らく決 定 的 に重

袈 で あ ろ う。 この こ と を前提 と して、 専 門企 業 の 協 力 が効 果 を発 揮

す る で あ ろ う。.

そ れ 以 外 に、 ナ ショナ ル ・プ ロジ ェ ク トと して の推進 の た めの助

成 が正 当 化 しうる もの は、 上 述 の理 由 か ら、 ± 地 情 報 管理 シス テ ム、

地 域 開 発(再:謂 発 を 含 む)、 一 般 行 政 投 資 計 西 に赴け るPPBS等

に限 定 さ れ よ う。 これ ら も、 中 央 ・地 方 の行政 機 演 自身 に よる取 り

組 み が、 最 も重 要 であ る。

B行 政 情 報 シ ステ ムの 現状 と今 後 の方 向

1.行 政 情 報 システ ム の考え 方

(1)行 政 情 報 シ ステ ム の構 成
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(2)行 政 情 報 シス テ ム

'

内部業務の効率イ已 堅 目

官公庁 に おける内部管理業 務 お よび各種

統計業務 の効 率化、 高度化

㊥給与 計算、統計集計、技 術計算等
()
表1-1を 参 照

ロ 　

i総 合 行政 シ ステ ム の確 立1

各 省 庁 間、 地 方 自治 体 間 を相 互 に ネ ッ ト

ワー ク化 す る こ とに より総 合 的 な情 報 シス

テ ムを形 成 し行政 の効率 化、 高度 化 を 図 る。

㊥社 会 保 険 庁 の情 報 ネ ッ トワー ク構 想い、

已:難 ㌘一 ⇒
＼[憂 三 ス壷⊃

各 省 庁、 地 方 自治体、 民 間業 界等 を 相 互

に ネ ツ トワー クイヒす る ことに より行 政 サー

ビスの拡 充 を図 るo

灘諜灘i)
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③ 行政情 報 シス テムの構造
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行 政 情 報 シ ヌテ ムは上 図 の ようπ ひ とつ のハ イア ラー キ_構 造 を

有 して かりそ の間 の イ ン ター フェ イス が次第㌃ と られ て きてい る
。

上 図 の概 念 を よ く表 わ してい る のが 図4-1 .2.3の 日勤 童 税 シ ス

テ ム で あ る。

2.開 発 に おけ る留意 点

(1)地 方 自治体 情 報処 理 シ ス テ ム

行政 桔 諺 システ ム に おけ る地 方 自治体 の位 置 は そ う軽 い もの では

言 い・ とい うの は、 殆 ん どの具 体 的 な行政 事 務 は、 地 方 自治 体 が行
イの

つてhるo

そ のた め、 行 政 事 務 の合 理 イζ、 行 政 サー ビス の拡 充 を達 成 す る た

め には■ こ の地 方 自治体 にお け る行 政i苦報 シス テ ム を拡 充 しなけ れ

ば な らな い。

表5-1・23、 図5-1か ら明 らか だ ように、 次第 に コ ン ビ=・.一.一

夕利 用 が 普及 して きて お り、 そ の 結果 、 コ ン ピュ ー タの共 同 利用
、
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外 部 情 報 の積極 的 な利 用 な どが 活発 化 して きてい る。 そ の将 来 は、'

図5-2に 示 した よ うに デー タバ ン ク、 ネ ッ トワー ク とい う形 態 で

進 展 して くる もの と思 わ れ るoこ れは、 自動車 税 シス テ ム、 社会 保 防

険 庁 情報 ネッ トワー ク シ ス テ ムは 見 られ る よ うに行政 情 報 ネ ッ トワ

ー クの 重要 な結 節点 を して 存 在 してい る
。 そ の ため、 行 政 情 報 シス

テ ム の進 展 に おい て地 方 自治 体 情 報 処理 シス テム の シ ス テ ム化 の促

進 は 非 常 に緊 要 な こ と とな つ てい るo

(2)行 政 情 報 シス テ ム と社 会 開 発 シス テ ム との関係

表6・-1に み る よ うに、 種 々 の社 会 開 発 シス テム は 非 常 に行 政 の

あb方 と深 くか か わ りあつ てhるo

た とえば 表5-2、 図5・ 一一1と の関 連 か ら も聾 らか 方 よ うに行 政

と社 会 開発 シス テ ム とは相 互 に連係 しあつ てい る。 同 様 方 こ とが 図'

5-2か らもい え るo

そ のた め、 今 後 行 政 槙 報 シス テム を呂 発 して ゆ く うえ に おい て、

社 会 開発 シヌ テム との連 係 を考 慮す る ととは、 そ の情 報 シ ステ ム化

の有 甲性 を一 段 と高 め る こ と とな る で あ ろ う。

3.開 発 普 及す べ き シス テム と問 題点

(1)総 合 商工桔 報 シ ステ ム

① シ ステ ム の必 要 性 と システ ム の概 要,

現 在、 行 政 樗 報 シ ス テ ム と業 界 内情 報 システ ム(各 業 界情 報 セ

ンター 構 想)が 活 発 に構 想 さ]i・i.'s開 発 され て きて い るがNそ の総

会的 な樗 報 シス テ ム は夫 だ考 え られ て い ない。そ の た め、 部 分最

適 化 に終 始 し、 日本 国全 体、 国際 化へ の進 展 におい て は、 か な ら

ず し も最 適 シス テ ム で な くな る恐 れ が あ るoそ の ためx次 図 の よ

う左行 政 官 庁、 日本 商工 会 誌所 、 業 界 団体 等 π おけ る冬 枯 報 シス

テ ム を総 合 化 した総合 商工 桔 報 シス テ ムの確 立 が緊 要 で あ る。
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② シス テ ムの利 点 とデ メ リッ ト対 策

シス テム の刑 点 と して は、 情 報 収集 供 給 に対 す る重 複 投資 が避

け られ情 報 を共 有 化す る こと に よつ て迅 速 適 確 な情 報 流通 を図 る

こ とが で き る。 この こ とに よ つて これ 誉 で把 握 で きな か つた 商 工

情 報 を活 用 す る と とに よつ て適 確 な産 業 行政 が行 え る。 と くに、

中小 企 業 対 策、 独 禁法 対策 に有 効 とな る。 ま た民 間 に おい て も、

企 業 行 動、 業 界 統一 に有 効 な倖 報 が もた らさ れ る。

この シ ス テ ム のデ リメ ツ トと して は、 行 政 機 密、 企 業 機 密 が

洩 れ る恐 れ が ある た め、 総 合 化 が 困 難 に な る可能 性 が ある。 そ の

た め、 制 度 上、 技 術 士 の対 策 が必 要 とな る。 また、 シス テ ムの運

用 股 つい て は、法 律 上 認 可 され た公 共 機 関 に よつ て運 営 さ れ なけ

れ ば な ら左い 。

シス テ ム開 発 の問題 点 と具 体 的 な開 発 方法
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●

シス テ ム開 発 に おけ る問題 と しては、 従来 の行 政 機 構 と民 間業

界 との総 合 的 な関係 づ け を 図 る ため、 また、 ・一部 機能 の追 加 を図

る た め現 在 の制度 上、 財政 上 の 制 約 を受 け る恐 れ が あ る。 そ の た

め情 報 の 収集 、 情 報 の 加 工 情 報 の 利用 に関 して新 た な立 法 措 置

を講 ダる必 要 が あ る。 具体 的 な開 発方 法 と しては、 現 在構 想 中、 .

開 発 中 の 各 業界 の倖 報 セ ン タ を 統一 的 に審 議検 討す る機 関 を 設

・麗 しそ の統 合 化 を図 っ て ゆ く
。 た とえ ば 中小 企 業 庁 の 中小 企 業情

報 セ ン タ 、 総合 貿 易情 報 シス テ ム紙 ・パ ル プ 流通情 報 セン タ

機 械 流 通情 報.セ.ン タ 、 繊 維 産 業情 報 セ ン タ 、 日本 商工 会 議所

情 報 ネ ッ トワー ク システ ムな どの 相 互連 係 を図 りなが ら、 統 合 化

ビ ジ ョンを 明 らか に し
、 総 合 商工 情 報 シス テ ムの 確立 を図 って ゆ

く。

④ シス テ ム普 及 の問 題点 とそ の対 策

開発 さ れ た システ ムの普 及 を図 る上 で の問題 点 と して は、 どの

よ うに して迅速 適 確 に情 報 を収 集 し、 供 給 して ゆ くかが あ る。

そ のた めに は、 相 互剥 取 機 密 の保 護 を前提 と した何 らかの 情

報 の提 供、 利用 に関す る立法 措 置 が 必 要 である。

(2)公 的 情報 ネ ッ トワー ク機 構

① シス テ ム の必要 性 とシ ヌ テ ム の概要

現 在種 々の 情報 ネ ッ トワー ク構 想 が 打 出 さ れ てい るが、 そ の ネ

,ツ トカ三 クの結 節 点、 規 模等 が そ れ ぞ れ個 々に存 在 して い るた め、

こ のま ま で行 ぐ と日本 列島 は、 情 報 ネ ッ トワー クで埋 まって しま

い、 そ の有効 利 用 が 図れ ない ば か りか、 機 密津 れ
、1情 報 の混 在 化

な ど様 々 な問題 が発 生 して くる恐 れ が あ る。 さ らに、 情 報 ネ ッ ト

ワー ク投資 が重 複 して行 わ れ コ ス トの面 か らも早 急 に公 的 ネ ッ ト
'

ワー ク機 構 が創 設 さ れな け れ ば な らな い。 この シ ステ ムの概 要 は

下 図 に示 す よ うに各 地 区 に行 政 関 連 の 情 報 ネ ッ トワー クの 結 節点
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を設置 しそ の 下 に 必要 な だけ の 低速 の回線綱 を結合 す る。 この よ

うに今後 開 発 され る行 政情 報 ネ ッ トワー クの共 同 利 用情 報 ネ ッ ト

ワー ク、 情 報 ハ イ ウエ イ と して の公 的 運 営機 関 を創 設 す る。

○

○

・話 ダ

/

地 区 セ ン タ

ー ◎
中速回線

低速回線

!

1

～

ノ

騨

/

C
ネ

了

＼

もちろ ん この機 構 は、全 国 流通 、 特 定 地 方 、'地域、 地 区 間 お よ

び 内部 へ の情 報 の ス イッ チン グ、 ク リア リン グサー ビス を行 うと

ともに、 必要 であ れ ば 各種 の情 報 処理 も代 行 す る宅 とが で きる。

② シス テ ムの利 点 と デ メ リッ ト対 策

シ ステ ム の利 点 と しては、 種 々 の行 政 情 報 ネ ッ トワー ク を"情

報^イ ウエ イ"と い う大量 、 高 速伝 送 路 を も ちい る こ とに よつ て

統 合 化 し、 コ ス トダ ウ ン、 パー フ ォー マ ンス ア ップ を図 る と と も
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に、行政各 分野 で重複 する情報 の共有化 を も促進 し、 システ ム開

発 を容易にす る。
ノ

③ シス テ ム開 発 の 問題 点 と具 体 的 開 発 方 法

シス テ ム開 発 の 問題点 と しては、 これ 蚕 で開発 され た情 報 ネ ツ ト

トワー ク との結 合、 ヒれ か ら開 発 され る情 報 ネ ッ トワー ク との統

合 化 、 さ らに、 コモ ン キ ャ リア と して の 電 電公 社 との役 割 分 担

の 明 確 化 な どが あ る。 そ の た め に は、 行 政 専 用情報 ネ ッ トワー ク

機 構 を創 設 す る。

④ シ ス テ ム の普 及 の 問題 点 とそ の対 策

シ ス テ ムの普 及 の問題 点 と しては、 各 行 政情報 ネ ッ トワー ク の

思 想 の統一 、 行 政 情報 シヌ テ ム の アー キ テ クチャー の統一 、 標準

化 が 行 われ なけ れ ば その普 及は 困 難 とな リパー フオー マ ソス も悪

化 す る。 そ の た め、 早急 に総 合行 政 情 報 流 通 公社 を創 設 し、 行 政

情 報 ネ ッ ト ワー ク の総合 化 を 図っ て ゆか ね ば な らない。

な まぺ この 情 報 ハ イ ウエ イに民 間企 業 との リン ケ ー ジ を どう考

え る かは法 的 な厳 しい 制約事 項 が必要 と な ろ う。

中 央 省 庁 関 連

表1-1官 公庁 におけ る電子計算機 の主 な適 用業務

省 庁 名1主 な 適 用 業 務

総理府(統 計局) 統計集計

警 察 庁 各種 照会、 統計集計、 分析

防 衛 庁 情報解析、補給管理、 統計、OR計 算、給与計算

経済企画庁(経 済 研究 所) △経済分析

科学技 術庁(航 空宇宙研究 所等)△ 航空技術計算等
`

外 務 省 i情 報検 索、 内部管理

一一39-一 一



省 庁 名 主 な 適 用 業
,

務

一 一

大蔵 省(関 税 局) 貿 易統計、給与計算

(理 財局) 資金管理

(印 刷局) 給与業務集計

国 税 庁 国税処理、 給与計算、 統計解析

文部省(緯 度 観測 所) △技 術計算

(国 語研究所) △ 語い調査

(数 理統計 研究所) △ 統 冒す数 理

(官 房統計課) 統計集計、人事 記録

亀

厚 生 省
一 一

,,

(官 房 統計調査部) 統計集計

(隠 立 ガ ン セ ン タ)

社 会保 険 庁

畷 術言承 献 甑 厚生年金・眠 蛭 業

農 林 省

(官 房経 理課)

(農 林経済 局)

食 糧 庁

林 野 庁

通 産省(癒 出保険課)

(調 査統計部)

(デ ー タセ ンタ)

特 許 庁

給 与 計算

統計 集計、 情 報 サ ー ビス

輸 送 計画、 経 理、 売 買、 検 査、 在庫 管理

給 一与、 技 術計 算

輸出保険業務

統計集計

経済 呑析、情報検索

出願一般事務、検 索

i工 業技 術院(電 気 試験 所等)△ 試験 研究用
1

運輸省(航 空局)

(港 湾技 術研究所等)

補給 管理

△試験研究用

気 象 庁 務業報予
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省 庁 名 主 な 適 用 業 務

一-

海 」=保 安 庁 技術計算

輸政 省(簡 易保 険局)

(電 波研究所)

簡易保険業務

△電波観測
一 チー

"プ

労 働 省

(労 働 市場 センタ)

(労 災保険業務室)

(統 計調査部)

1職 業紹介、失業保険業務

労 災保険業務

統計集計、給与計算

設 省

(土 木研究所等)

国土地理院

△技 術計 算

1△ 技 術計算
'

(注)△ 印は 試験 研 究所

表1-2固 有 業務

(a)年 金 、保 険 業 務

等

庁

省

省

.
省

介

庁

険

紹へ

保

産

政

働

会

察

会

照へ

社

通

郵

労

銀

警

登㈲

(c)そ

特

労

運

気

許

働

輪

象

'

の 他

庁

省

省

庁

厚 年年金保険、国民年 金、船 員保 険

輸出保険

簡易保険

失業 保険、労 災保 険

犯 罪手[]照 会、 ぞ う品照会、鉄砲 登録、運転 免許

不正取得 防止(運 転 者管理 センタ計 画)

'特許出願一般事務
、検索

広域 職業紹介

(自 動車検 査登録i業務計画)

気象予報
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(気 象資料 自動編集 中継 装置設置計 画)

農 林 省 生鮮 食品市 況情報 サー ビス

表1-3中 央 省庁vafoけ る 情報 処理 の 現状 と動 向

…

画計施実の後今
.

テ

の

一

ル

開ス会無シ照会有報無会会解の情有照会照号車・。非鉄奴配歴照日貝番…動犯創手前人団車自国の名罪出力動難会全ム指犯家暴自益照

デ

のモル

測

デ予モ済活経生期民短国

発

報

伝

伴

テ

…

グ情てにス通いブシ流おッンる品にアイえ料スのラ替食ビ度ン切鮮一速オに生サ送いム "ゴシ白タ

句ぼ務業用適

適

会

計

会照統会・照計口故照録

許

反

更統手事品登変罪罪通う砲料犯犯交ぞ鉄免違.資

書し価白通物清見老生済費民経潜函

ス

スビビ.

一

一

サ

サ報報情情況地方産

報情済経般
一

内国

局部当担

t

課

タ理ン管セ率理能者智勇転官運

所究研演繹

謀計統通流

房官臣ピ畜産通

名庁省↓

庁察警

庁画会済言

ー

省林夏
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[

1

省 庁 名 担 当 部 局 適 用 業 務(現 行)

一 一

;

今 後 の 実 施 計 画

情報管理課

[

特許庁審査第1部

一般統計情報

海外市場情報

海外貿易情報

工業統計

公害防止誌面の策定

出願書類の登録
.

審査状況

・ 亨一

シ ステ ム の導 入

一 一

運 輸 省 自 動 車 局

海上保安庁フk路部

気 象 庁 予 報 部
`

自動車登録業 務 とこ

れ に関す る照会回答

自動車検査 内容の記

録

自動車 に関す る各種

統計

天文観測用 の予報

測地観測用 の予報

晴雨予報

雷雨 一〃

大雪 〃

長期 〃

地 震に関す る調査

潮汐表の作成

海水海流 の分析

自動車 登録原簿 と横

這 記録簿 テー プ化 の
:

全 面移行

A

解析 、 中枢 用 に高速

度 マ ル チ シス テ ムの

コ ン ピュー タを導入

し、 予報 制度 の向上

と予 報作 業 の機械 化

促 進

労 働 省 ,職 業安定局, 労働市場情報 の提 供 ,職 業 紹 介 の リ ア ル タ,

一43一



省 庁 名 担 当 部 局 適 用 業 務(現 行) 今 後 の 実 施 計 画

労働 市理 セ ン タ ・ (求 人、 求 職者 、賃

『

イム化 を全国 に拡 大

金 に関 す る情報etc〕

求人、求 職の照合 文字 デ ィス プ レー装

、 失業保険被保 険者期1置 に よる雇用情報 の
`

間通算被保険者台帳 提供 を全国 の主要職

の作成 安に実施拡大

建 設 省
:

国 土 地 理 院 , 地 震予知業務1《

一一 メ.{」

(注)CATvジ ャ ー ナ ル(47年10月)よ り

表1-4将 来 の 外 部 デ ーーーーータ 利 用 計 画

○ 中 央 官 庁

1行 政 機 関 名
1

適 用 業 務 名
| 利 用 デ

ー タ及 び入 手先

`

i

航空宇宙技術研究所

計測部計算第一研究室
文 献 検 索

一 口一

米国航空宇宙局

自治省大 臣官房 情報 管理

室

市 区 町 村 総 合 マ ス ター

大蔵省関税局輸出課 関税 の調査 研究

"

ア ジア経済研究所所有

のOECD諸 国貿易統計

磁 気 テー プ
A'

大阪国税局総務部事務管

理課

「国税 の振替納税業務
金融機 関 デー タ

外務省官房電子計算機室 旅券業務

文部省大臣官房統計課 人事管理

物品管理

調査分析

A'

国立 大学

国立大学

都道 府県、国公私立大学
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行 政 機 関 名

1

適 用 業 務 名 利用デー タ及び入手 先
一 一,'

国立国語研究所 研究全般
－A

運輸省電子銃法研究所

電子航法評価部

航 空 交通 管 制 シ ミュ レー

シ ョ ン

航 空交通管制 自動 化 シ

ス テムで収集 され るデ
ー

一 夕 を 用 い る 。

気象庁予報部電子計算室 数位予報 のた めの調査研

究

国 際間 の気象通信線 の

NETが は られた時点

で デー タ交換 が行 なわ

れ るo

建設省土木研究所千葉支

所

道路部道路研究室

交通 調査(OD)

経済輸送調査(パ ーソン)

農林研究計算 センタ 農 業気象の研究 気 象 デー タ

農林省農林水産技術会議

事務局(連 絡調整課)

w

農 業土 木の研究

農 業経営 の研究

ド

河 川水 位 の デー タ潮汐

デ ー タ

土地 刑 用 デ ー タ
ー 一　

防衛庁陸上幕 僚監部AD

PS室i

災害見舞(被 害)業 務 国勢調査統言墳 料
‖
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図2--2法 務 省 、 警 察 庁 の情 報 シ ステ ム構 想
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表5-1地 方 自治体 適用業務

業 務 名 内 容

税務事務 官動車税課税…… 自動車税の賦課徴収 か ら決算 ま で。

固定資産税 評価 計算(償 却 資産 分を除 く)、 課税計算 を行 ない、

}
都市計画税 関係 帳票 を作 成

個人事業税 …定期 および随時 の課税計算 を行 ない 関係帳票 を作成

す る。

法人税 の業務 統計……法人二税 に関 する例 月の業務 統計表の作成

統計 業務 人 口動態統計調査、伝染病精密調査、 生産動態統計調査 、工業統

計調査、学校基本調査、学校保健調査、職員給与実 態調査、地方

公務員給与実 態調査、毎月勤労統計調査 、 消費者動 向予測調査・

物資流通 統計調査、 家計調査 、法人企業経済調査 、産業連関表作

成、漁業 センサ ス、農林 セ ンサス

財務管理 財務 会計事 務 一 一般会計 、特別会計 の歳入歳 出な らびに歳入歳

出外現金について、予 算額 、収入調定額、収 入

済額支出命令額、支出満 額等 の記録、予算差引

の処理1

県営住宅収納事務

財政 指数表

公共 施設状況調査

地方 公営 企業決算状況調査

用品調達基 金管理 一一庁 内事務用品の需給計画、支出集 計、基金

へ の払 込及び在庫管理

郵便料金基金 管理 一 課係 別使用料 の集計 及び基 金へ の払込

人事 管理 給与計算 及び作表(一 般職員及び教員)一 月例給与、期末勤勉
|

手当、給与改定、未調整、昇給差額、 給与基 簿の作成、年度ま 手」

一63一
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業 務 名

そ の 他

内 容

当、控除報告

。国保の計 算及び作表 当初賦課
、徴収 簿 ・計数参考 資料 の作

成、分類集 計、異動 処理、新規 。更正 賦課 、収入 消込、督

促状 の作表

水道 、 ガス・ 下水道 使用料金計算 納入通知書 及び領収 書収

入原票 の作成 、調 定日計(月 計)表 、 ガス売上需要区分 日

計(月 計)表 、水量 ・段 階別 日計(月 計)表 作成

・生活保護費給付関係 ・市職員 住宅建設黛付金償還 関係 ・僚友会

(市 職員 。互助会)積 立 金利息配 当関係 三市民生活調査分類集

計cte

表5-一 一2地 方 公 共 団体 にtsけ る コ ン ピュー タ共 同 利用 状 況

|
」

i 都道府県名 、 名.称

!

導入年 月

秋 田 県 横手平鹿広域古町村圏組合
'

46.10

山 形 県 天童市外2古1町 村 電子計算機運 営協講会 41. 4

、

〃 最上地区市町村税務事務共同処理協議会 43.12

福 島 県 会津地方市町村電子計算機管理運営協議会 42. 7

新 潟 県 南魚 沼郡4町 計算事務 共同処理協議会 42.12

山 梨 県 富士北 ろ ぐ広域市町村圏協議 会 4610

埼 玉 県 塚 戸町 外4町 村 税 務 事務 共 同処 理 協議会
/

44, 1

〃 入間郡 東部地 区計算 センター協議会 43. 1

茨 城 県 境町外5町 村計算事 務組 合 4510

〃 大宮大子地方広域市町村圏事務組合 4510
〆'

'

!千 葉 県 山武郡市 計算 セ ンター協議会
!r ` 〆1

45. 1

一64一



都道府県名
1

、 名 称 導入年 月

静 岡 県

大 阪 府

大 分 県

磐田市外3町 村 共同処理 セン ター

東大阪都市電子計算機管理運営協議 会

日田玖珠広域市町村圏事務組 合

40.12

394

468

9

(注)PICO(46年11月29日)よ り

表5-5将 来 の外 部 情 報 利 用 計 画

行 政 機 関 名

'1

適 用 業 務 名 利用 デ ー'タ及び入 手 先

北 海道 、 宮城 、秋 田、

千 葉 、新 潟、 石川{山

梨 、 滋 賀 、鳥 取 、岡 山 、

山 口、徳 島、 愛媛 、 高

知 、 福 岡、 熊 本 、 大 分、
「A

宮崎

一

自動車税賦課事務

'

日 動車 登録 デ一二タ

(運 輸省 登 録 セン ター)

((財)地 方 自治情 報 セ ン

ター)

北海道総務部電子計算

課

国勢調 産

人 口動 態調査

一一

総理府統計局

厚生省統計調査部

千 葉
A

諸統計 人 口動 態 デー タ
ー一

広島県庁企画部

電子計算課

各種統計 中央 官庁の統計デー タ

'一}'.

東京都庁総務局""

総務部 電子計 算課

個人事業税賦課事務 国税局所 得 テー プ

岐阜 県総務部 システム

開 発課

市町村特別徴収税事務

国勢調査

;農 林 業 セ ンサスi
]

←

県下市町村

総理庁統計局

農林省

一65一



行 政 機 関 名

岡山県企 画部

情報管理室

宮崎県総務部行政

管理室

適 用 業 務 名

労働組合基本調査

農協一斉調査

人口動態調査

医療施設調査

医療関係者調査

農 林 業 セ ンサス

利用デー タ及び入手先

昭和46年9月 以降

年1回

'

昭 和 、5犠 樵 セ ン サ

ス 。デー タ

農 林業

図5-一 －G
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i糊 したい

　 ノ グ
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表6-1社 会 開 発 シス テ ム関連 一 覧 表
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表5-2厚 生行政情報 システ ムの構成

地 域 行 政 状 報 システム

公 医 福
衆 療 祉
衛 行 行
生 政 政
情 情 情
報 報 報
シ シ シ

ス ス ス

テ テ テ
ム ム ム

統 計 情 報 シ ス テ ム;

医療情報 システ ム一 一 医薬品 の情報 検索 ・医療従事者 の資格免許 の管理 、

医療需要 の予測 と供給体制 の情報管理 、血液情報 の管理 な ど。

公衆衛 生行 政情報 システ ム 伝染病 の防疫情報 の管理 、 ワクチンの需要

と供給 の情報 管理 、集団検 診 塞業の管理 、食品添加物 の情報 管理 な ど。

福祉行政情 報 システ ム 心身障 害者(児)等 、いわゆるハンデ ィキヤ ツ

プを もつ者の登録管理、社会福祉 関係 施設 の需要 と供給情報 の管理 な ど。
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17交 通物 流 関係情 報 システ ム

1.公 共 交 通 情 報 シス テ ム

① 必要 性 と シス テ ムの概 要

狭 い 日本 に あつ て、 国 土 の規 模 に 見合 つ た道 路i整備 と交 通 量 増 加 の

バ ラ ンス を維 持 して 行 くには、 公 共 交 通 シス テ ム を よ り便 利 化・ 効 率

化 して行 く必 要 が あ る。大 都 市 に お い て は電 車 や 地 下鉄 が そ の役 割 り

を果 してい る とは言 え 未 だ不完 全 で あ り、 バス が そ の ギヤ ソ プを うめ

てい る。 しか し、 交 通 渋 滞 に よりそ の運 営 は非 効 率 で あ り、 ま た大 気

汚 染 筆 の 問懸 を生 じて い る。 この解 決 のた め に は いろ い ろな 方式 が検

討 され て い る が、 現 在 の交通 方式 を全 く改 変 す る には 長期 間 の検 討 と

大 衆 の ・ ン セ ン㌣ を必 要 とす る な ど し・ 浮漂 さ抱 け れ は 姑 蝕

問題 が 多 い。 本 シス テ ムは 現 在 の 交通 体 系 を大 き く変 更 す る こ と な く、

情 報 の 有効 利 用 に よ り、 当 面 の緒 決 を図 ろ うとす る も ので あ る。 本 シ

ス テ ムは 交連 情 報 テ イス プ レイ シス テ ムや交 通 恒 報 総 合 管 制 シ ス テ ム

と総合 して 運 用 す る性 桔 の もの で ある が、 公共 交通 の み に しほ る と各

シス テ ム が 比 較的 簡単 とな り短期 的 に 実行 可能 と考 え られ る。

本 シス テ ムは 、

㈲ パ ス若 年者 に ょる デ マ ン ド恒報 入 力 認諾:

回.バ ス連 行 情報 ・踏 絵 交 通 情報 出力 端末

内 バ ス運 行 指 令、 経 路 誘 導情報 出力 歳末

(→ 待 ち乗 客 分 布 情報 ・運 行 バ ス分 布 情報 、 路 線 混雑 情報 等 の入 力 に

ょ り、 バ ス運 行 変更 情 報 、 路 紛 誘 導 桔報 を出力 、 指 令 す る処 理 セ ン

ター

㈱ パ ス 専 用 レー ン制 御 信 号 デ ィス プ レイ ・シヌ テ ム

とか らな る。

この シス テ ムに よ リバ ス の定時 間 違 行 を 可能 に し、公 共 交 遊 の メ リ

ー-77一



ツ トを発 揮す る と と もに、 消費 す る燃料 の節 約 、 大 気 汚染 の防 止 を は

か る。 ま た待 ち乗 客 が 極 端 に少 ない 区 間 にお い て は
、 路 線 変更 を行 い、

パ ス の輸 送 効 率 を向上 す る
。 この場 合 、 停 留所 に ある デ ィス プ レーに

ょり運 行 変更 情 報 、 最 寄 り路 線 、 停 留 所 の情 報 を知 らせ る と と もに
、

蹴 嬢 更 に よ り影 響 を 受け る乗 客 に対 して、 目的 地 点 へ の線路 情 報 を

知 らせ る こと に よつ て・ 利 用 者 の 不便 を最小 に す る もの で あ る。

② シス テ ム開発 上 の 問題 点 と解 決策

サ ブ シス テ ムは企 業 レベ ル と政府 レベ ル に おい て そ れぞ れ 別 個 に推

進 さ れ てい るが・ 総 合 的 に本 シス テ ム を運 用 で きる形 には なつ てい な

い… 一 ドウエア に昧 本的 聴 は ない が
、端 末 の経 済 性 に 問題 が あ

る。 端 末 の コス トダ ランの た め の開 発 を補 助す る必 要 が あろ う
。 路線

判 断 の ソ フ トウエ ア、 経 路 誘 導 ソ フ トウエアの 開 発 が 必 要 で あ るが
、

公共 交通 路線 は選 択 の 自由 に制 限 が 課せ られ るの で
、 総 合 交 通情 報 管

制 シス テ ム よ り簡単 な もの と考 え られ る。

停 留所 用 デ ィ ス プ レ 勧 設置 、 経 路 瞬 時 に 訓 る境 界 企業 間 の調

整・ 省庁 間 の協 力・ 調 整 等 に問題 が あ るが、 モ デル地 区 を も うけ
、 条

件 の単 願 と ころ で 試行 す る ことに よつて大 衆 の ・ ン セ ンサ ス を うる

のは 困 ・難では ない と考 え られ る。

モ デル地 区 は 補 助 金 制度 に よ り試行 し
、 有 用 性 が評 価 され た時 点 に

お い て普 及 をは か る。 公共 設 備 と民 間 設備 に分 割 し
、 そ れ ぞれ の投 資

負 担 に ょ り普 及す る。

2交 通 情報 デ ィス プ レー シス テ ム

① 必 要 性 と システ ムの概 要

現 在既 に 簡単 な もの は 利用 さ れ て い るカ・ゾ ・謡 購 間的 遅 れ が あ つ

た 力、 設置数 が 少 ない た めに、 適 切 な情 報 と なつ て い な い
。 した が つ

て利 用 者 は デ ィス プ レイ 情 報 を信 じて お らず、 む しろ そ の裏 をか くと

成 功す る場 合 が 多 い。 こ こに提 案 す る システ ムけ 時 々刻 々集 ま る交 通
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情報 を セ ン タ で 処理 し、 交 通 渋滞 を最 少 にす るた め と くに利 用 者 の

便 宜 をは か るた め に、 タイ ム リー な情 報 を道 路の要 点 や駅 等 に 設置 さ
ヘ

シト ト

れ た デ ィス プ レイ に より表 示 す る もの で あ る。 総合 交通 情 報 管 制 シス

テ ムの 簡単 な もの と考 え る ことが で き る し、 また 公 共 交通 シス テ ムの

パス 路 線管 制 表 示 は本 シス テ'ムの一 部 分 と考 え る ことが で き る。

② シス テ ム開 発 上 の 問 題 点 と解決 策

・技 術 士 の問 題 点 は 前 シス テ ム と同 じで あ リデ イス プ レ 千は現技 術 で

可能 で あ る。 最 大 の 問題 点 は経済 性 で ある。

③ シス テ ム普 及上 の 問 題点 と対 策

警視 庁 管 轄 内で 可能 な シス テ ムで あ り、 既 に多 くの道 路 標 識 が設 置

さ れ て い る の で余 り問題 は な い と考 え られ る。 しか し、 自動 車 に対 し

ては 大 きな デ ィス プ レイ が 必要 で ある の で、 環 境 美 観 を害 す る との住

民 の反 対 が生 じ うる。 デ ィ ス プ レイの 設計 と設置 場 所 の 選択 に 留 意 す

る と と もに、 地域 住 民 との 事 前対 話が 必 要 で ある0

3交 通 補完 シス テ ム

① 必要 性 と シス テ ムの概 要

交通 量 は 交 通機 関 が発 達 す れ ば す るほ ど増 大す るの が 普通 で あ り、

ア メ リカの 例 か らみ て も道 路 の建 設 は常 に需 要 に遅 れ てい る のが実 状

で あ る。 日本 も同 じ傾 向 を辿 る ことが予 測 さ れ る。 しか し、 平 地 の 少 ,

な い 日本 で1億 以 上 の 国 民 の急 増 す る移 動 の ニー ズ、 物 流 の増 大 を満

た す ことは決 定 的 な障 害 が あ る。 また 省 エ ネ ル ギ、 環 境 破 壊 の観 点

か ら も無 駄 な移 動 を減 少 さ せ る と と もに、交 通 に ょ ら ない 代 替 策 を提

供す る と と もに、 周到 な 計 画、 交 通 情 報 の提 供 に よつ て交通 の効 率 的

運用 をは か る必 要 が あ る。'

本 補 完 シ ス テ ムは デ ー タ通信 、 画 像 通 信 に よ り、 交通 の代 替 、 補完

手段 を提供 す る もの で あ る。

③ 開発 上 の 問題点 と解 決策
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広 帯 域 伝送 シ ス テ ム・ 低価 格 端 末 の開 発 が 必 要 で あ るが、 電 電 公 社

の リー ダー シ ソ ブ で解決 で き る もの で あ る。 しか し、 テ レ ビ会 議用 の

大型 デ ィ ス プ レイ、 撮 像装 置 、 壁 掛 テ レ ビ等 の 開 発 は経 済性 、 普 及性

の 向 上 に 必 要 な もので あ る。

広 帯域 伝送 コス トの 低 下 には、 ミ リ波、 光通 信 シス テ ムの実 用 化、

な らび に帯 域 圧 縮 技 術 の 開 発 が必 要 で あ る。 また 需 要 の 自然 増 に よる'

経 済 性 を図 るに は、 広帯 域伝 送 シス テ ムの初 期 投資 が大 き く、 ベ イ ラ

イ ンに達 す る の に年 月 が か か る問 題 が あ る。 公共 投 資 と しての 先行 投

資が 必 要 で あ ろ うo

③ 普 及上 の 問題 点 と対 策

テ レ ビ会 議、 電話 会 議 等 の運用 につ い て 日本 人 は経 験 に乏 しい ので、

利 用 に際 し とま どい が あ る と考 え られ る。 しか し馴 れ る に従 っ て無 駄

な旅行 の時 間 が はぶ け る ことの メ リソ トが高 く評 価 され、 普 及 には 大

き な支 障 は ない と考 え られ る。 初 期 教 育、PRの た めに 実験 セ ン ター

を 設 け る必 要 が あろ う。

設備 と普 及 とは 鶏 と卵 の関 係 に ぎ・り、 設備 が あ る程度 普 及 しない と

需 要 が増 大 しな い問題 を は らん で い る。 しか し、 企業 や物 流 関係、 政

府 等 か ら普 及 を促 進 させ れ ば、 相 当 な元 要 は あ ると思 われ る。 使 用 料

が 高価 で あ る と普 及 しないの で、 道 路 投 資 と同 じ く社 会 投 資 の性格 を

持 た せ て政 策 的 に初 期 の使 用 料 を低 廉 にす る必 要 が あ る。

4都 市 内 交通 シス テ ム

(1)シ ス テ ムの必要 性 と シス テ ムの概 要'

交 通 の 問題 は・ 都 市 間長 距 離 輸 送 と都 市 内短 距 離 輸送 に 分 け られ る

が・ コス ト比較 で み て も都市 内が極 め て重 要 で あ る。 現在 者肺 内(郊

外 をふ くめて)の 交通 問 題 とは 極 言 す れ ば 自動 車 の問 題 で あ る。す な

わ ち 自動 車 を中心 とす る現在 の 都 市 内交通 シ ステ ムは、 都 市環 境 に対

す る公害 ・ 交 通 事 故 、 混雑 を もた ら し、 か つ エ ネ ル ギ浪 費 的 で ある。
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また都 市 空間 の 占有 率 が高 く多量 の資 源 を消費 す る。 さ らに 交通 貧 困

層 とい う社 会的 不 平 等 と混 雑 に よる都 市 内輸 送 費 の上 昇 を 生ん でい る。

新 しい都 市 内 交 通 シス テ ム は、 自動 車 の優 れ た 機能 をで き るだ け温 存

しなが らtSそ の マ イ ナ ス面 を除 去 した シス テ ム で あ る。CVS(Com-

puter-ControlledVehieleSystem)は 、 そ の 目的 で 作 られ

た一 つ の提 案 で ある。CVSは 小 人 数(4人 程 度)乗 りの小 型 電 動車

輔 が、 コ ン ピュー タで 制御 さ れ る、 い わ ば無 人 タク シー で あ る。CVS

の 車輪 には 、物 流用 の コン テ ナ車 もあ る。 走 行 路 は専用 で 高架 ま た は

地 下 に 設置 され、 軽 量 小 型 に作 られ 、 人 と車 は 完 全 に 分離 さ れ る。 乗

降駅 は 最小100m間 隔 に 設置 で き るoこ れ に よつ て 自動 車 が もつ て

い る 「戸 口か ら戸 口へ 」とい う性 能 を近 似 的 に 満 足 す る・ ま た旋 回 ・

分岐、 合 流、 平 面交 差 が容 易 に で きる性 能 を もた せ て、 都-市の 中 に密

(最 小100mの 格 子 間 隔)な ネ ッ トワー ク をつ くb、 面 交通 を 可能

にす る。

(2)シ ス テ ム開発 上 の 問題 点 と対策

い わ ゆ る中 量 輸送 軌 道 シス テ ムは 都 市 内物 流 に対 して必 ず しも有 効

で は な いが 、CVSの ような個 別 輸送 シ ス テ ムは 物 流 に対 して有 効 で

あ る。 もち ろん 物 流技 術(無 騒 音、 無 臭 、 自動 荷 役 な ど)の 成 功が 前

提 で ある。

乗合制で無 人化 した場合 の安全が懸念 され るの で、 乗合制 をさけた

個 別乗車 シス テ ムにす る。 ま た無 人駅 での操 作 に とま どい が あ る か も

知 れ ない の で マ ン 。マシン・シス テ ムの実 験(駅 の乗 降 な ど)に よつ て

研 究 す る必要 が ある。

専 用 走行 路 の 軽量 小 形化 と都 市 内建 設 上 の 問題 な らび に走 行 時 の騒

音 等 の公 害 や 日照、 景 観 な どが 問題 に な るの で 試 作 に より実 験 す る。

と くに高 精度 な走行 路 をつ くるた め に現場 作業 短 縮 とプ レパ ブ リケー

シ ョ ンを徹 底 す る。
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巨大 都 市 でCVSを 実 施す る た め に は大 規模 な コ ン ビ=・_一夕 シス テ

ムの 開 発 が 必要 で あ るが
、 そ の た めに は シ ミユ レ_シ ヨン に よる シス

テ ムの研 究開 発 を行 なえ ば よい。

CVSの よ うに 多数 台 の 車体 を 動 か し
、 多数 の駅 が あ6'ネ ッ トワー

ク 。シス テ ム ではそ の メン テ ナ ンス シス テ ムが重 要 で あ る
。 このた め

CVSの ハ ー ド ・ ウ エ ア の 耐 久 性 や メ ン テ ナ ン ス に つ 込 て モ デ ル お よ'

び シ ミュ レー シ ョンに よる研 究 す る必 必要が あ る。

(3)シ ス テ ム普 及上 の問 題 点 と対 策

CVSを もつ と も有 効 に 都市 に適 用 し ょ うとす れ ば
、 当然 都 市計 画

○ 段 階 か ら江 庖す る ことが理 想 で あ る。 との た め に は
、 長 期 に わ たる

根 本的 な 施策 が 必要 で あ るo

CVSに ょつ て もた らされ る メ リッ トは、 交通 貧困 眉 の解 消、 ドラ

イバー の労 働力 の解放 、 地域 住 民(た とえ ば ゴ ミ処 理場 周 辺 の)へ の

直 接別 便の提 供 な どに よ る社 会的 平 等 性 の回 復 で あ り
、 同 時 に経済 効

.率(・cstperf。 ・rrl・nce)の 向 上 で あ る。CVSの.・N－ ドaウ エア

の研 究開 発は・ す で に実 物 大 テ ス トが割 目され て い る段 階 で あ るが
、

今 后 醐 題 点 と して は、 実 馴 ヒ耐久 ÷ ス トの実行
、 銀 ぐる み の実験

者肺 的 噛(た とえ は ア メ リカ隠 け るモ ル ガン タ ウン)が 必要 な こ

と。 他 の交 通 機 騨 との イ ン ダー フエ ィス
、 交通 二道 終雪 の法 律 的 諸 問

題 ・ 運 営 主体 腰 銭 成・ 浮 上 方式 等 の 新 サ ブ シス テ ムの 継 続的 検 討
、

往 戻 参 加(Publicaceeptanceの た め に)な どで あ る
。

もち ろん 都 市 問題 の す べて がCVSの み に よっ て解 決 さ れ る わけ で

はな い。 た とえ ば通 勤 輸送 問題 は 職住 配 置 や住 宅問 題 な ど他 の 要 因 に

依 存 す る 点 が 少 く ない・ 故 輔 の 自動 車 交通 自体 を当 面合 理的 に 総

合 管 制 す 担 ン ト・一 ル ・シス テ ムぱ
、 純 技 術 的 に も社 会 的_ズ の

面 か ら も早 期 に 実 現 が 期 待 さ れ る も の の 一 つ で あ ろ う
。 パ ス ロ ケ ー シ

ョ ン 。 シ ス テ ム ・ 呼 び 出 し パ ス(デ マ ン ド ・ バ ス
、 ハ イ ヤ ー ・パ ス な
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ど)も す で に実 用 化 が は じまつ て い る。 中量 軌 道輸 送 シス テ ムつ ま り

無人 小 型 電 車 も足 な し団地 な どの 線輸 送 には 有効 で あ り、 技 術 的 に も

実用 化 の域 に あ る。

5.物 流 システ ム

(1)シ ス テ ムの必 要 性

昭和44年 度 の国 内物 流の総 量 は 絢8億 トン で あ るが
、 これ が、

昭和60年 度 に は約4倍 の200億 トン に達 す る もの と推 定 さ れ て い

るo

陸 運 の大部 分 は、 トラ ック と列車 の2種 類1て依 存 して お り、 そ の依

存 度 は次 の通 りo

{㌶二li{;繰三:lli∴:慧:
(〃 〃)

石 油 等 の 資源 節 約、 人的 資源 の 有 効活 用、 道 路建 設の 困 難 な どを考

え る と き、 国 内 の物 流 シス テ ムの 体 系 と して は、 次 の 方 向 で推 進 す る

こ とが 望 ま しいo

〆都 市 内 … … トラ ック主体 だ が現 在量 微 増程度 で
、 残 りは新物 流

シス テ ム を導入。

、都 市 間 … … 列 車 を主 体 と し、 そ の強 化 を・図 る6同 時 に無 人 化新

物 流 シス テ ム を導入 す る。

(2)シ ス テ ム の概 要

陸運 は、 次 図 の 如 きハ イア ラー キ構 造 を持 つ。
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短 期

中 期

長 塑

市 内

トラ ック(共 同配 送 ヅス テ ム、

無 人夜 間 荷 受 シス テ ム)

新 柳流 シス テ ム(施 設内(工

場 内、 タニ ミナ ル 内)カ プ七

七ル チL-一 ブ輸 送etc)

新 物 流 シス テ ム(中 線 用 カ プ

セ ル チ ュ ー ブ 、 ト ロ リー コ ン

ベ アete)

新 物 流 シ ス テ ム(CVS貨 物

シ ス テ ムete)

都 市 間

列車(フ レ ー ト ラ イ ナ の 増 加、

トラ ンク との 積替 え複 合 ター ミナ

ル シス テ ム運 輸 混 載 システ ム)

新 物 流 シ ス テ ム(地 下 動 力 式、 チ

ユー プ方式 、 地 上 コ ンベ ア輸 送)

(3)シ ス テ ムの 開発 と普 及上 の問題 点 と対 策'.

⑤ トラ ンクの 有効 利 用 の ため、 荷 主 の共 同利 用、 夜 間 利用 の た めの

無人 荷 役 が望 まれ るが 、 そ のた め に け、 物 流 情 報 シ ス テ ムの完 備、
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需 要 業 界 の協 力、 調 整 が 必 要 で あ る。 また、 荷物 の フ ロー の ス ケ ジ

ュー リン グ管 理 が 重 要 で あ る。 これ らは
、 高度 の 電 算 機 利用 を主 業

務 とす る業 界 の共 同 セ ン タの設 概 が望 ま れ よ う。

⑤ 列車 利用 の障 害 の主 な もの は、 トラ ック との荷 の積 替 え作 業 に 、

人 間 と時間 との大 量 消 費 を必要 と して い る ことで ある。 とれ を 解決

す るた め に は、 鉄道 側 、 運 輸側 、 荷主 側 三 者 の協 調 と、 相 互 の 情 報

シス テ ムの完 備 が望 ま しい。 ま た、 複 合 ター ミナ ル に お け る、 荷 役

作 業 の 自動 化ぐ 荷 物 流 れ の ス ケ ジュー ル管 理 が重 要 で あ り、 電 算 機

の 高 度 利用 が 不 可欠 とな る。

⑤ 将 来 、 地 上 は 人間 に解 放 す る た め、 貨物 輸 送 は 出来 る だけ地 下 の

ネ ソ ト ワー ク利用 が 望 ま れ るoそ のた めの新 シス テ ム開発 には 、 国

家 的 な 見地 か らの プ ラン ニ ン グが必 要 で あ り、 シン ク タン ク に よる

プ ラ ン ニ ング、 大 プロに ょ る シス テ ム開 発 、業 界 に よる積 極 導 入 と

税 制 面か らの配慮 が 望 ま れ る。
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V公 害環境 関係情報 シス テ ム

環 境 保 存 ・ 公 害 対 策 の分 野 で は 既 に多額 の国 家 資 金 が投 入 さ れ て お り
、

プ ロ ジェク トの数 も多 い・ した が つ て新 規 プ ロ ジェ ク トと既 存 プ ロジ ェ ク

トの 優先度 の闇 題、 開 発 ・応 用 上 での重 複 の問題 が 生 じ易 い。 しか しなが

ら どの分 野 を と り あげ て も短 期 に経 済 的 に許 容 され る よ うな解 決 が なされ δ

る見 通 しは暗 い ので、 より・一 思 の 努 力 を注 入 し
、 かつ 多 面的 な ア プ ロー チ

を行 う必 要 が 謬 ろ う。 ここ では細 部 に至 る重 複 性 の問 題 は さて お い て
、 情

報 処 理 の技 術 が 積極 的 に参 画 で きそ うな プ ロ ジェ ク トを と カ あげ てみ た。

色)短 期 を 目標 とす る もの

地 域 別 大 気汚 染 モ ニ タ リ ング、。シス テ ム

水 系別 水 質 汚染 モニ タ リン グ ・シス テ ム

廃 棄 物 処 理 シス テ ム

公 害情 報 セン ター

航 空写 真 解 析 シス テ ム

(b)中 期 を 目標 とす る もの

広 域 大 気 汚染 予 測 モ デ ル

広域 水 質 汚染 予測 モ デル

公害 情 報 セ ン ター 。ネ ッ トワー ク

海 洋 汚 染 モニ タ リン グ'

熱 公 害 予測 モデ ル

(c)長 期 を 目標 とす る もの

土地 利用 関 係 デー タ ・パ ン ク

廃棄 物 自動 収 集 ・処 理 シス テ ム

化学 品 ライ フ ・サ イ ク ル に関 す る デー タ ・パ ンク

1地 域 別 大 気 汚 染 モ ニ タ リ ン グ 。 シ ス テ ム
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(1)必 要性 とシス テ ム概要

大気汚染 のモニ タ リングは既 にか なり実施されてい るが、被 害が

顕 存化 している局地 的現 象や、 気流、 日照の変動 等 に よる経 時変動

現 象 を とらえ ると ころまでは行 っていない。 したがつて現在、 国、

地方 自治体等 が有す る観測網 を下記 目標 にそって高度化す る必 要が

あろ う。

① 局地的現象 の発生 の予報

② 経時変化の予報 と、対応手段(燃 料消費規 制等)の 効果 の予測

③ 経時的 な最大許容 消費量の予測

(2)開 発上 の閤題点 と対策

大気 汚染 モニタ リングの高度化 にあたつ ては・ 繊 予デルの開発

が モ ニ タ 。ス テー シ ョンの設 置 と並行 して、 必 要 とな る。 両方 と も

未 だ試験 研 究 を行 わ なけ れ ば な らない問 題 を多 くかSえ て い る こと

に注 意 しなけ れ ば な らな い。

開 発体 制 と しては、 試 験 研 究 の 分野 で は国 立 研 究 機 関 、 民 間 研 究

機 関 等が分 担 して 仕事 を進 め て い る。 そ の 成果 は櫃i々ば らば らでは

活 き ない し、 地 域 モ デ ル に結 び つか ない可能 性 が 高 い。 向 らか の形

で の綜 合 化 を行 う体 制 が 必 要 で あ
,ろ う。

さ らに具 体 的 な モニ タ リン グ設 備 の 設計、 拡 散 モ デ ル の作 成 の段

階 では技 術 者 や運 用担 当者 の参 加が是非 と も必 要 な の で、 個 々の 組

織 を こえ た国 家 的 規 模 で の プ ロ ジェ ク ト体 制 を とる べ きで あ る。

(3)普 及 可能 性

さ しあ たつ て の利 用 者 は大 都 市 や工 業 地域 を 有す る地 本 自治 体 で

あろ う。 自治 体 の 財 源 が 限 られ て いる ので、 国 家 予 算補 助 で完 成 し

た シス テム を導 入 す る こ とに なろ う。 将来 は汚 染 物質 の発 生 源 を 有

す る傘 業 な どに運 営経 費 の一 部 負 担 を して も ら う といっ た こと も考

え られ る。
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モ デ ル の メ ン テナ ンス等 は国立 試験 研 究機 関 を あて る ことが 望 ま

しいo

2水 系 別水 質 モ ニ タ リ ング シス テ ム

(1)シ ス テ ム の必 要性 とそ の概 要

上 水 用 取水 を除 き、 水 質 モ ニ タ リン グは実 時 間 で行 う必 要 は ない;

む しろ経 年 変 化 を で き るだけ多 くの汚 染物 質 にっ い て と らえ
、 その

結果 を下 水道 設備 計 臥 土 地 利用 計 画 な どに反 映 さ せ る こと とな ろ

う。

現 状 で け種 々 な汚 染岩 質 に対 して、排 水 処理 技 術 を 開発 してい る

段 階 で、 個 々 の河 川 にっ い て水 資 源 の 利用 を計 画 的 に行 うと とろ に

至 っ てい な いo

早 急 に各 河川 の 自然 浄 化 能 力 を調 べ、 水 系 に属 す る土地 の 利用 計

薗 を策 定 す べ きで 磨 る。

コ ン ヒエ一 夕の利 用 分野 と しては テレメータ リ ングの他 に 流域 汚染

モ デル と、 土 地 利 用計 画 シ ミュ レー シ ョンが あ げ られ る
。

② 開発 上 の問 題 点 と対策

ア レ メ一 夕 リン グ ●システ ムは技 術 的 には ほぼ 完 成 して い る
。 対

象 物 質 が 多 い'こ と・ 地 理 的 に広範 囲 に わた る こと な どに ょり
、 経 済

的 負 担 が大 き い。 ま た行政 区 画 が また が る ため に
、 モ ニ タ リング の

結 果 をす ぐ汚 染 制 御 に結 び つ け に くい。 しか し流域 全体 に及ぶ 制 御

な しに は 公害 防止 の実 を あげ に くい の で、 全域 の 制 御権 限 を持 つ 公

的 機関 を 設 け る必要 が ある・ 財政 的 な裏 づ け も当然 必要 と なろ う
。

流 域 汚 染 モデ ル は 自然 浄 化 力 の調 査、 汚 水魚 商 の 配分 等 を重 点 項

目 と して取 上 げ、 流 域 の土 地 利 用計 画 とあ い まつ て
、 汚染 度 の制 御

の基 礎 を なす もの で あ るoモ デ ル は テ レメー タリング
、 シ ステ ム な ど

か ら得 られ る デー タの 蓄積 な しには作 れ ない の で
、 後 者 を先 行 さ せ
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るべ きで 磨 る。

(3)普 及上 の 問題 点

国 家 的 事i業 で あ る。 モ デ ル河 川 を選 定 し、 機 器 開発 、 シス テ ム開

発 を行 なっ て、 結果 を他 に 及ぼす の が順 当 な普 及 方法 で あろ う。

3.廃i棄 物 処理 シス テ ム

(1)シ ス テ ム の必 要性 とそ の概 要

廃 棄 物 処 理 施 設 の立 地 は 今後 ます ま す 限 定 され て ゆ くで あろ う。

これ と廃 棄 量 の増 大 とい う問題 を解 決 す るため1ては 、一 施 設 の処理

能 力 を 増加 さ せ るの が一 つ の 方法 で あ る。 しか しなが らごみの収 集

は 交通事 情 もあつ て限 界 に近 い、 収 集 の盤 路 を除 く一 方法 として 、

自動 ない し半 自動 収 集 シス テ ムを 開発 す べ きで ある。 計算 機 は シ ス

テ ム の 中では 制 御用 と して の 位置 を 占 あ る にナ ぎな い が、 燃 焼 の 最

適 制 御 、 自動 輸 送 設備 の 制御 な ど未解 決 の 応 用 分野 が た くさん あ る。

(2)開 発 上 の問 題 点

問 題 の大 きさ に比 較 しで、 開 発投 資 の 遅 れ が §立 つ 分野 で あ る・

行 政 的 に は地 方 自治 体 の 担当 で あ るが、 技 術 の 共 通性 、 投 資所 要額

の大 き さか らみて、 中央 に統 一・プ ロ ジェ ク トを設 立す べ きで ある。

な お、 処 理 工 場 の立 地、 効 率 的 運 用 に謬 達 して、 米 国 パ テ ル研究

所 のBASISシ ス テ ムの例 が あるo

イ 、'

4.公 害情 報 セ ン ター一

(1)シ ス テ ムの必 要 性 とそ の概 要

公 害 関 係 の シス テ ム は コ ン ビぞ一 夕に 全 て を まか せ られ る形 の も

の は 少 な い。影 響範 囲 が広 く、 予 測 で き な い事 態 が 多 いの で、 人 間

が 介 入 しや す い シス テ ム とす るべ き で ある。 そ の一 つ の形 は アル ゴ

リズ ム を オ ー プン と し、 デー タ 。バ ンク を整 備 す る ことで あろ う。

-89一



公 害 関係 の ア プ リケー シ ョンは計 画 立 案(例 汚染 負 荷 量 配 分 モデ

ル)、 モ ニ タ リン グ及 び 制御(例 大 気 汚 染 モ ニ タ リン グ)に 大 別 さ

れ る、 両 者 を シス テ ムイヒす る基 礎 デー タを収 集 、 管理 す る セン タを

早急 に設 け る必 要 が あ る。

i環境 庁 の プ ロ ジェ ク トと して パテ ル メモ リア ル 。イ ン ス テ

イ チ ユー トが 渓 発 したBASISシ ス テ ムは好 例 で あろ うc汚 水処'

芭 、 化 合 物 イ ン デ ソ クス、 技 術情 報 、 商 用 化学 品 な どにつ い ての デ

ー タを収 集 して 治 り
、 デ ー タ 。ベー ス 。サー チ、 ロ ジ カル ・パ ラメ

一 斑 理 ・ マ イ ク ・ ブ イツ シユ ・プ ア イ・レ〃籔 顯 ξの機 能 が利用 で

き る。

(2)シ ス テ ム題 発.上 の 問 題点 と対策

.類 題 点 はデ ー タ の収 集 、 管 理、 検 索 の各 局 面 に わ け て考 え る こと

が で き るo

デニ タの収 集 げ 惑たつ ては 多額 の 費用 と、 私 企業 に排 出 量等 に対

す る デ ー タ提 出 の 署 務 づけ を必髪 とす る双 方 と も民 間 ベー ス で は解

口 で き ない と思 わ れ るの で 、 国家 の水 準 で組 織 す るな どの 措置 が 望

まれ るo

デ ー タの管 理 と検 索 は コ ン ピュー タが主 役 を演 ず る こ と とな る。

.しか し已SISκ み る よ 独 鞠 ・.巧 件 の デTタ の、 オ ン ライ

ン処 理 を前 提 と した 管 理.技術、 検 索 手 法 は未 だ一 般 化 しては い な い

の で、 専 用 の 手法 、 ソ フ トウエア を雛 淫 する必 要 が あ る。

収 集 デー タ の例 と して は下 記 の よ うな もの が挙 げ られ る。

大 気汚 染 モ ニ タ リング ・デー タ

水 質 モ ニ タ リン グ ・デー タ

廃 棄 勃 の種類 ・発 生 量 分 布

医 薬 品 の使用 に 摩 す る もの

工業 薬品 の使 用 に関 す る もの
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食品及び添加物

植物相

}モ 三 夕 ン グ デ ー タ
動 物 相

熱 の排 出量 な ど京 浜地 区

(3)普 及上 の問 題 点

デ ー タ ・バ ン クは一 般 に開 放 され るぺ きで還 るカ:、粗 デー タけ企

業 や個 人 の プ ライバ シに触 れ る危 険 が 走 るの で、 加 工 を行 な い2次

デー タ と して普 及 さ せ る ことが望 ま レ ムc

デー タの 保守 、 定 期 的 加 工 指定 擦 目に つ い て の 随時 加工 等 は公 益

法 人 を 設け て行 うこ とが 考 え られ る。 対価 を 荊用 者 か ら求 め るか ど

うか につ い ては、 亡 の稿 の 目的 とす る と ころで ない の で省 寵 す る。

デー タ ・パ ン クは 作 成 に費 用 が か か るば か 力で な く、 運 用 コス ト

も高 い。 しか し必 要 が 生 じて か らで は遅 い の で、 収 集 を要 す る と見

なされ るデ ー タにつ い ては な るべ くす み やか に 具体 策 を講 ず るべ き

で あ る。

5.航 空写 真 解 析 シス テ ム

(1)シ ス テ ム の必 要 性 とそ の 概要

最 近 特 殊 撮響 に よる航 空写 真 か ら、 穂 物相 排 熱 分 布 な ど環 境 の状

態 を示 す重 要 な デー タが抽 出 可能 と なっ た。 写真 の 解 析 は人 聞 の手

で行 われ てい るが、 対 象地 域 の拡 大 に より機械 化 が 必 要 に 方 っ て き

てい るo

パ タ..ン 認識 の技 術 が進 歩.した とはい え、 写 真 の もつ精 度 とは較

べ もの に な らない。 そ の意 味 で は現 時 点 で は技 術 的 な 問題 点 が 多 い

が、 ニー ズが 先行 して お り、早 急 に 開発 π着 手 す る 必要 が あ る ので、

短 期 目標 の シス テ ム と して と りあげ た。

② 閤 発 上 の問題 点 と対 策
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デ ィ ジ タ イ ザ 、 映 像 デ ィス プ レイ等 、 直接 必 要 とされ る機器 の

開 発 は く蓑ぼ 終 っ てい る とみ て よい。 しか し階 調 差 を もつ 自由 図形 の

処 理 技 術 には多 くの熊題 が残 され て い る。

現 時 点 で は 図形 処 理技 術 の研 究 とい う正 面 作戦 の他 に 、 会 話式 処

理 方 式 の 導入 に よつ て、 人 聞 の判 断 を随 時 加 え る こ とが で き る よ う

な、 次 善 の シ ス テ ム を並行 して 開発 す べ き で あろ う。

開 発 主 体 と しては 、 既 に大 型 プ ロ ジェ ク トな どで先 行 した 研 究 が

な さ れ て い るの で、 そ の経 験 を最 も活 か せ る グ ルー プに頼 るの が妥

当 と棄 え るot

㈲ 普 及 上 の闇 題 点

開 発iさ れ た機 器 、 ソ フ トウエ ア等 を工 業 試 験 所 な どに配 布 して、

定 期 的 にそ の地 域 の 写 真撮 響 痴 行 い、 デー タを蓄 積 す る と と もに、

分析 結 果 を公 表 して行 政体 の政 策 や民 間 企 業 の立 地選 定 に反 映 さ せ

る○

6.広 域 大 気 汚染 予 測 モ デル

(1)シ ス テ ムの 必 要姓 とそ の 概要

大 気 の モ ニ タ リン グは短 期、 長 期 の 予測 機 能 と結 びつ か な けれ ば

意 味 が な い、 予 測 の期 間 と して は 日単 位、 週単 位、 年 単 位 な ど、 利
r

用 目的 に よっ て い ろ い ろ な もの が あ る。 そ れ に したが つ て モ デル に

も各 種 の ものが 必 要 どたろ う。

(2)開 発 上 の問 題 点 と対 策

基礎 技 術 と して は気 象 モデ ル の ノ ウハ ウが あ る が、 公 害 欝係 の観

測 点 の 少 なさ 、 必要 左デー タの蓄 積 の 少 な さ 在 ど克 服 しなけ れ ば な

らない 問題 が あ る。 モ ニ ター網 の 充 実 が 望 まれ るゆえ ん で ある。

③ 普 及 上 の問 題 点 と対 策

地 方 行 政体 な どが行 なっ てい る警 報 シ ス テ ムを拡 充 し、 一 歩 進 め
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て汚染 制御 を行 な える ようにす べ き で あ る。

ス 広域水質汚染予測 モ デル

(1)シ ステムの必要 性 とその概要

水質汚染 は蓄積す る傾向 が強 く、 かっ急速 に浄化す る手 段が ない
ノ

といつ て よレ、ほ どの 現 状 で あ る。 従 っ て流 域 の状 態 を長期 間 に わ た

つ て予 測 し、 工 場立 地 、 都 市 計 画、 下 水 道 計 画 安 どに予測 結 果 を取

り入 れ対 策 を講 ず るべ きで あ る。 なお 予測 モ デ ル の作 成 には 公害 情

報 セ ン ター の よ うなデー タ ・バ ン クが必 要 と なる。

② 開発 上 の 問 題点 と対策

京 浜 地 区 、 阪 神地 区 とい,つた大 都 市 圏 で は 河川 も多 く、 人 工 的 な

上 ・下 水 道 網 が 加 わっ て、 水 系が 複 雑 と友 る。 モニ タ リン グ 。シ ス

テ ムか ら始 め て、 情 報 シス テ ム、 予 測 モ デル と段 階 を追 っ て開 発 を

進 め る必 要 が あ るo

(3)普 及上 の問 題 点

地 方行 政 体 の 利 用、 水 系欝 理 者 の利用 の 他 に都 市 計 画等へ の利用

が あ る。

8.公 害情 報 セン タ ・ネ ッ トワー ク

(1)シ ステ ム の必 要 性 とそ の概 要

公 害関 係 の 情 報 に は地 域 性 の強 い デー タ が 多い。 例 え ば 局地 的 気

象 デー タ、 地 形 、 汚染 物 質排 出点 、排 出 量 方 どが それ に あた る。 こ

れ を全 て中 央 に集 め た の で は、 利 用 しに く くな り、 管 理 ・保 守 も し

に くい。 した が っ て局 地性 の 強い デー タは対 象 とす る地 区 内 に セ ン

ター を おき デ ー タ 。バ ンク機 能 を持 たせ る こ とが望 ま しい。 また 将

来 関 連 分野(医 学 な ど)の デー タ 。パ ン クと も連 絡 をつ け、 有 機 的

な ネ ッ トワー ク とすべ きで ある。'
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(2)開 発 上 の問 題 点

コン ピュー タ 。ネ ッ トワー ク、 階 層 的 テ㌔タ ・パ ン ク の技 術 を開発

して ゆ く必 要 が あ る。

(3)普 及上 の 問 題点

基 礎 研 究 が 不十 分 な上 に、 プ ライ バ シー な ど法 制 上 の 問題 も未 解

決 左 の で、 普 及は 難 しか ろ う。

9海 洋 汚 染 モ ニ タ リン グ

(1)シ ス テ ムの 必 要 性 とそ の概 要

海 産物 の 汚 染 な どを通 じて この種 シ ステ ムの必 要 は 明 らかで あ ろ

う。 海洋 汚 染 は 富栄 養 化 現 象、 魚 に よる汚染 物 質 の 蓄 積 左 ど不 可逆

変 化 の要 素 が 強 い。人 間へ の被 害 を未 然 に防 ぐた め に も、 モ ニ タ リ

ン グの実 施 が 望 ま れ る。

(2)開 発 上 のFm6ag点

海岸 線 の 長 さ、 地 形 の複 雑 さ な どの ため、 所 要 水 域 に観 測網 を設

'
直 す る のは コス ト的 に許 され ない で あ ろ う。 移 動 式 そ の他 の 方法 を

新 規 に開 発 す る と と もに、 必 要 な水 域 にっ い て は 模 型 実 験 設 備 な ど

の手 段 を とる こ とに なろ う。

(3)普 及上 の 問 題 点

危 険水 域 に対 して モ ニ タ リング を行 な う よ うに な れ ば、 多数 の標

準 的 シ ス テ ム が知 用 され る で あ ろ う。

11.土 地 利用 デト タバ ンク

(1)シ スデ ムの 必 要性 と その 概要

公 害 ・環 境 問 題 へ の処 方 等 の有 力 な もの に 都 市 計 画 な どの土 地 利

用 計 画 を実 施 す る ことが あ る。 しか しな が ら現 在詳 的 た デー タが現

状、 時 系 列 と もに得 られ ない ため、 必ず し も適 切 な計 画 ・実 施が 行
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なわれ てい る とは云 い 難 い。

英 国 の ロン ドン市 役 所 のLOLAシ ス テ ム、 オ ラ ンダ の国 土 利用

計 画 な どは まず デー タ ・で一 ス を整 理 す る こ とか ら始 め られ て お り、

実施段 階 に 入っ て い る も の もあ る。

(2)開 発 上 の 問題点

デー タ量 が 多 く、 散 在 して い る ので、 これ を扱 え る技 術 が確 立 し

て い ない。 また計 画 が 立 て られ て も私 権 の 問 題 が あつ て宅 地 が 難 し

いの で、 法 制 を変 え る必 尊 が あ る と思 わ れ る。

(3)普 及上 の 問題 点

登 記 所 、市 町村 役 場 な ど利用 の 途 け広 い 。

12.廃 棄 物 自動収 集 ・処理 シス テ ム

/1)シ ス テ ムの 必要 性 とそ の概 要

家 庭 の 廃i棄物 な ど収 集 過 程 π闇題 の ある もの につ い ては パ イ プ ラ

イ ン等 を利 用 し で 自動 収 集 をけ か る こ とが望 ま しい 。

これ とは別 に再 生 可能 な廃 棄 物 につ い ては、 現 在 途 絶 え て しまつ

て い る再 生 用 の 口収 経路 を樹 立 す ぺ きで あ る。 コン ピュー タは 自動

分 類 な どの 分野 に応 用 で きる で 重ろ うo

(2)開 発 上 の問 題 点

社 会 制度 、 生活 習 慣 、 経 済 性 友 ど非 常 に多 くの闇 題 をか ㌧え て い

る シス テ ムで あ る。 しか し全 面的 な 実施 け困 難 と して も、 高 層 ビル

や新 設団地 な どで局 所 的 な実 験 は で き る の でけ なか ろ うか。

(3)普 及 上 の 問題 点

一 種 の 社 会 資本 の 投下 で ある か ら、 公 共 事業 として行 い、 運 用 は

受 益 者負 担 な どが考 え られ て も よい。

13.化 学 品 ラ イ フ ・ サ イ ク ル ・ デ ー タ ・ パ ン ク
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(1)シ ス テ ムの必 要 性 とそ の概 要

peBftど に代 表 され る汚染 物 質 が、 時 系 列的 に、 また 地域 的 に、

どの よ うに生 産 され、 配 布 され、 廃 棄 され るか、 さ らに 自然雲 壌 に

放 出 され てか ら どの よ うな挙 動 をす る かに つい て定 量 的 な デー タを

把 握 す る ことを 目的 とす る。

農 薬 安 ど使 用 を禁止 で きたい 化学 物 質 に つ い ては、 経 済活 動 を続'

け る上 で非 現実 的 な制 約 を設け る よ りは、 使 用 を で き る だけ正 確 な

デー タ に裏 づけ られた 形 で 制 御 して ゆ くの が 望 ま しい。

② 開発 上 の絹 題点

広 範 、 多 量 の デ ー タの収 集、 整 理 を コ ン ピュー タπ よ り 自動 化 し

ない限 り まず写ミ現 吐 で き 左い だ ろ う。 この 目的 に副 つ た処 理 技 術 の

開発 を先行 さ せ る必 ・要が あ るo

(3>普 及上 の閤 題 点

将 来 の問題 な ので、 具 体 的 な議 論 仕 さ しひ か えた し(。
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▲

VI防 災 防犯関係情報 システ ム

1・ 防 災情 報 シ・ス テ ム.',

(1)必 要 性 と シ ステ ムの概 要,

火 災 、地 震 、 台 風 、 洪 水 等 の 災害 に よ る人 的 、 物 的 損 害 は莫 大 な も

の で あ り、 古 くか ら治政 の 重要 な課題 と して 対 処 ざ れ て きた。 しか し

近代 都 市 に 対 す る対 策 は 大 き く遅 れ てい る・ 特 に火 災は毎 日発生 して

い る災害 で あ り、 火 災 の早 期 発 見 、 早 期 消 火 に必 要 な情 報収 集 と発 火

地 点 、 そ の消 火 対 策 に対 す る正 確 かつ 迅速 な処 置 にーは、 科学 的 手 法 を

積 極 的 に 導 入 し、 消防 員 の勤務 環 境 の改 善 、 要 員 不 足 へ の 対策 、 災害

の最 少 化 を 図 る必 要 が あ る。,

地 震 、 台 風 、 洪 水等 の予 報 、発 生時 に おけ る被 害の 最 小 化 に対 す る

シ ミュ レー シ ョンの研 究 に っい て も、 最 新 の シ ミュ レー シ ョン技 術 の

導 入 が必 要 で あ り、 ま た避 難経 路 誘導 、 重 要 防 災 対策 情 報 の 早 期作 成

に も高 速 デ ー タ処 理 設備 の 導 入が 必 要 で ある。

、 シス テ ム を運 営 上 の 観 点 か らさ らに サ ブ シ ス テ ム に分 解 す る と。

イ)火 災情 報 シス テ ム

ロ)災 害 シ ミュ レー シ ョ ン、 予報情 報 シス テ ム

に分け る こ とが で き るo

① 火 災情 報 シ ス テム

自動 火 災監視 塔 、 火 災報 知器 、 電 話 通報 等 に よ り火 災情 報 を高 速

で処 理 し、 火 災位 置 の情 報、 出動 消 防隊規 模 、 分 担 情 報、 目的 地へ

の誘 導 情 報 等 を担 当 出動 部門へ 速 刻 指 令 する シス テ ムで あ る。

情 報 シス テ ムの ハ イア ラキー は、 各 部 道 府 県 消 防 ・救 急 指 令 セ ン

ター,を トップ と し、 各消 防本 部、・各 消防 署 を端 末 情 報 処 理 ・情 報収

集 セ ン ター とす る。 指 令 出 力 は各 消 防本 部、 各 消防 署 の救 急 指令 セ

ン ター に おい てそ れ ぞ れ の判 断 にお い て行 う。

-97一



道 路 誘 導、 非 常 交 通 整理 情 報 は、 警 察 交 通 情 報 セ ン ター な らび に

各 駅 交通 機 動 隊 に 出 力 し、 交通精 髄 制 シス テ ム と結 合 す る
。

a)短 期 プ ロ ジ ェ ク ト

消 防 組織 管 理 の情 報 ネ バ ワー 久 情 報 処 理 セン ター の設 立
、 端

末 の 整 備・ ソフ トウエア ・運 用 法 の 開 発 試行
、'デー 極 信 網 の整備

を モ デ ル地 区 に限 定 して実行 す る。'

b)中 期 ブ ・ ジエ ク ト

交 通情 報 管 制 シ ス テ ム と結 合 し、 緊急 道 路 誘 導 と
、 交通 整 理 を実

行 す る。

C)長 期 プ ロ ジェ ク ト

地 震・ 出火 手 筈 の 広域 火 災 に対 して、 徽 管 轄地 区間 の 情 報
、 指

令 、 誘 導 シス テ ムの 開発 と プ ロ ジェク ト(ロ)との合 流 を図 る
。

② 災害 シ ミュ レー シ ョン、'予報 情 報 シス テ ム

との シス テ ムは 山 火事 ・ 簸 に よ る火 災発 生 特 等 ⇔ け る地 域環 境
、

天 候 等 の各 種 要 素 に よる 災害規 模 の シ ミュ レー シ ョ ンを行 い
、 地 域 社

会 改 造・ 防 火 対 策1避 難 誘 導等 の情 報 を収 集 し
、 防 災対策 を措 定 に推

進 す る と と もに・ 災害 発 生時 に即刻 入 るデー ・に よつ て
、 防 焔 動、

撒 講 等 を的 励 行 畷 害 鶉 少 射 る ため の もの で あ る
。 地 震 予

報・ 台風 予報 等 に 必 要 な デー タ収 集地 点 を 増加 し
、 シ ミユ レ_シ ヨン

セ ン ター とオン・ライン化 して・ より正 確 な予 報 を行 う必 要 が あ る。

(2)シ ス テ ム開発 上 の闇 題点'

① 技 術的 に け現 在 で も実行 可能 表 もの で あ り
、 予算 、 プ ライオ リテ ィ

の制 的 で実 行 が遅 れ て い る もの で あ る
。

ソ フ トウェ ア、 情 報 網等 具 体 的 な開 発 が 必 要 で あ るが
、 予算 さ え つ

け ば解 決 は 困難 な もの で は なレ・。 技 術 上 の一 番大 き な問 題 は発 火 点 の

早 期 位置 決 定 に必 要 な レ ン ジフ ァ イ ンダー で低 価 格 化
、 人 工 火 と火 災

の識 別 プ ログ ラムの 開 発 時 る・ しカ・し
、 との 鞭 が縦 しな ぐて も、
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亀

4

通報 情 報 と人 間 の 判 断 と を使用 す る ことに よ 力、 運用 は 可能 であ る。

② 既 に小 規 模、 不完 全 な ものは各 研 究 所 で別 個 に研 究 さ れ てい る。

各 省 庁が 共 同で 各種 シ ミユ レー シ日 ノ、 な らび に,予報 に必 要 な ソ フ

トウエ アの共 同弾 発 をす る必 要 が あ る。 これ に より、 長 期 的 には コ

ン ピュー タ ネ ッ トワー クの 構 成 に よ り、 投 資 の動 率 化 を はか る こと

を指 向す べ きで あ る。

シ ミユ レ]シ ヨン と予 報 には 更 に基 礎 的 研 究
、 デー タの 収 集 が必

要 で あ り、 国 際 的 な協 力 開 発 が 必要 で あ る。 長 期 的 フ=ロジエ ク トで

は ある が、 シス テ ムの 開 発 に長 年 月の着 実 な積 み上 げ が 必 要 で あ る

の で、 現 在 の研 究 を着 実 に延 ば す だけ の先 行 投 資 と省 庁 間
、 官 民学

の協 同作 業 が重 要 で あ る。

(3)シ ス テ ム普 及上 の 問 題点 と対 策

① 一 度 に 災害 が 起 き る と大 きな社 会 問 題 に な るが、 防 災 に つい て は

・ 意 識 が全般 的 に低 ぐ先 行 投 資 に つ い ての コ ン セン サス を得 る こ とが

困 難 で あ る。 政 府 、 地 方 自治 体 が積極 的 に先 導す る ことが重 要 で あ

るo

イ)火 災γ つい ては 身近 な もの で あ るの で コン セ ンサ ス を得 る の は

割合 に容 易 で あ る。 しか し、 情 報 シヌ テ ム を整 備 す る〃τけ相 当 な

資 金 を必 要 と+る σ 投 資 κ吐社 会 資 本 の み な らず 利用 者 も負 担 す,

る必 要 が ある。 火 災機 器 、 自動 通 知 端 末 け利 用 者 負 担 に す る必要

が あ るが 、 家庭 に強 要 す るの け 困難 が あ る の で説 得 を続け る と同

時 に 自動 火 災検 知 ロー カル ステ ーー シ ヨ ン を 消防 署管 轄 で設 置す

る必要 が ある'一投資 の 問 題 を除 い て は 問題 け ない の で、 一 番 火 災

に よる被害 規 模 の大 きい 地 域 か ら普 及 し、 そ の 有効 性 を デ モ ン ス

!レ ーーーーーーシ ヨ ン す る と と も に 、 経 済 化 を け か る 必 要 が 書 る 。 モ デ ル

地 区 左 らびκ 自己 負 担 者 に は政 府 の補 助 金 を あ たえ る と とが必 要

で あ る。
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② 完全 に社会 問題 で あり、 また永 い年 月 と大 きな工数 を必要 とす

るので政 府の投資 に よるべきで あ る。政府 の問題 意識 に依 存す る

もの で、 省庁間 の調整、 協同作業 が重 要で ある。

2.防 犯 情 報 シス テ ム

(1)必 要 性 と シ ステ ムの概 要

交通 の発 達 、 社 会環 境 の 国 際 化、 民 主 化 に よつ て、犯 人 の機 動 性 が

高 ま り、 犯 罪 情 報 の広 域 化 が進 み、 ま た犯 人 の立 証 も困 難 と なつ て き

た。 こ のた め に治 安 に要 す る経 費 も増 大 の一 途 をた どる と と もに、 治

安要 員 の 獲得 も今 後 ます ます 困難 となる こ とが 予 想 され る'。治 安 維持

には 防 犯 が最 良 の基 本対 策 で ある。 そ の た めに は 国民一 人一 人 の教 育

と協 力 が 根 本 要 素 で は ある。

防犯 も防 災 と と もに先 行 投 資 に対 す る コ ン セ ン サス は得 に くい もの

で あ る が、 事後 対策 に要 す る経 費 と犯 罪 に よつ て生 ず る被 害 者、 加 害

者 が 受け る一 生 の 損害 を加 算 す れ げ 、 初期 投 資 が 太 き ぐて も充 分 に回

収 して余 り あ る もの で あ る。

警察 庁 に お い ては 着実 な 対策 は打 た れ つ つ あ るが、 新 校旗 よる情

報 化 を 利 用す る近 代 化 投資 は充 分 とは い え なし(。

防 犯 に は完 全 友 もの は あ りえ 左い し、 完 全 に近 づけ よ うとす れば 際

限 な く投 資 は増 大 す る。 した が っ て 直接 的防犯 設 備 投 資 は 個 人負 担 と

し・ 此 処 π言 う防犯 情 報 シス テ ムは、 事 件 の早 期解 決 、犯 人 の 早期 逮

捕 、 重 要 注 意 者 の モ ニ ター を 目的 とす る もの で あ る。

シ ス テ ムは

('情 報 入 力 ネ ッ トワー ク 電 話 連 絡(110番)

○ 民 間 警備 会 社 、 企業 自主 警 備 組 織、 道 路端 末、 移動 警 察等 の端

末 か らの犯 罪 情 報 デー タの入 力網

○ 犯 罪 デー タバ ンク.一一 警 視 庁 、 警 察庁 、 海 上保 安庁 等 の主 官

一]orJ一



庁 デー タ セ ン ター に指 紋、 犯 罪 歴、 犯 人特 長 等 の 犯 罪 情 報 プア イ

ル を も うけ 、情 報 の オ ン ラ イ ン入力 、 桧 原 設 備

○ 情 報処 理 セ ン ター

デ ー タ バ ン ク と と もに、 セ ン ター に お い て犯 罪 情 報 を 処理 し、

容疑老情報 の早期提供 と関連部署へ の通知 を行 な う。、

道 路 端 末 は、 高 速道 路 や主 要道 路 の要 点 あ る い は移 動検 問所 に設 け、

犯 罪 車 等 の発 見 を 中央 デー タバ ンク、 処理 セ ン タ「 に オ ン ライン で通

報 す る こ とを 可能 にす る ため の もの で あ る。

この シス テ ム の大 部 分 は短 期 プ ロジェ ク ト的 な もの で あ るが、 端末

の デー タ 通 信 網 化、 省 力、 自動 化 は中期 プロ ジェ ク トと なろ う。

② シス テ ム開 発 上 の問 題 点

ロー カル サ ブシ ス テ ムは既 に 可成 り進 行 して い る が 、短 期 プ ロジ

ェ ク トと しては調 整 上 のぽ 題 を除 い ては殆 ど ないo中 期 プ ロ ジェ ク ト

と して は、 デー タ をオ ン ラ イン化 す る ための 規 格 化、 更 に パ ター ン認

識 π よる 自動 化 には、 研 究開 発 投 資 が今 か ら必 要 で あ る。 パ ター ン情

報 処理 の大 型 プ ロの 成果 を う ま く生 かす 必 要 が あ る。

(3)シ ス テ ム普 及 上の 問 題 点 と対策

デー タの 提供 が犯 罪 発 生時 か そ の 直後 であ るの で、 一 般 の協 力が 積

極 的 に え られ る性 格 の もので あ る。一 般家 庭 は110番 の 利 用 か ら行

い・ 会 社 や アパー トは 既 に 防犯 情 報 設 備 を行 い つ つ あ るの で、 普 及 に

は 問 題 は ない と思 う。 しか し、 デー タ通信 網 に よつて準 自動 化 を行 う

段 階 に な る とシ ス テ ム の規格 イヒで簡 題 が起 る 可能 性 が大 で あ る。 個 別

シス テ ム の普 及 が進 ま ない 前 に規 格 化 の準 備 を行 っ て い く必 要 が あ る。
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.W流 通 関係 情 報 シ ステ ム

A流 通 情 報 シス テ ム

1.シ ス テ ム の必 要 性

流 通情 報 シス テ ム は基 礎 物 資 、 生 活物 資 を含 め、全 産 業 にわ た る物

資 の流 通 の 実 態 を数量 、 価 格 の 両 面 か ら把 接 す る こ とを 目的 とす る も'

の で あ るが、 流 通 情 報 シス テ ムが と くに重 視 され る理 由 は っ ぎの とお

りで あ る。

(1)中 東 戦 争の 石 油危 機 を契 機 として 物 不 足、 物 価 高 騰 が 日常化 して

'き た が
、 これ を正 常 化 す るには物 資 の 流通 在 庫 状況 を生 産 ・流 通 ・

消費 の冬 段 階 別 に適 確 ・迅 速 に把 握 す る必要 が あ るo
イ

(2)石 油 エ ネ ル ギ そ の 他 の基 蔭 物 資 の不 足 は今 後 も永 続 的 に 続 く も

の とみ られ るの で、 省 エ ネ ル ギ 、 省資 源 型 へ の産 業 構 造 の転 換 が

必要 で あ るが、 そ のた めに は ミク ロン ベル で の 品 目的 加工 段 階 別 の

産 業 情 報 の把 握 が基 本 的 条 件 と在 る。

(3)客 企 業 日 の有 機 的 な結 び つ きが強 め られ『て きてhる の で、 企 業 内

だ け で な く関 連 企 業 相 互 間 の情 報 ネ ッ ト ・ワー ク が 必要 と なつ て き

て い る0

2.シ ス テ ムの 概 要

流通 情 報 シス テ ム の基 本 的 な構成 は っ ぎの とを りで ある。

(1)中 央 に流 通 情 報 ・セ ン タ を 置 き これ と地 域 サ ブ ・ セ ン タ と 結 ぶ。

② 地物 ブ ・セ/タ は 品 別にその総 ・生産 ●流通 ・糖 の各

段 階 の流 通 量 ・在 庫 お よび 価格 に閲す る情 報 多定 期 に収集 し、 整理

し、 これ を中 大 の セ ン タκ送 る。

(3)中 央 セ ン ター-ua各 品 目別 の 物 資 流 通 お よび価 格 に聾 す る情 報 を地

域 別 に整 理 、 分析 し政 府、 業 界、 消 費者 な ど関 連 各 機 関 に提 供 す るへ

ま た、 本 シス テ ムは つ ぎの よ う な異類 計 画 ・7下に段 階 ξみに 巨溌 、 運 用
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す る。

(1)基 礎 。生 活 物 資 流通 情 報 シス テ ム(短 期 プ ロ ジェ ク ト)

(2)モ デル業 種 流通 情 報 シス テ ム(短 期 プnジ エ ク ト)

(3)業 種別 流通 情 報 シス テ ム(中 期 プ.ロジ エク ト)

(4)総 合 流 通情 報 シス テ ム(長 期)

3.開 発 普 及す べ き シス テ ム と閤題 点

(1)基 礎 ・生 活 物 資 流 通情 報 シス テ声

こ の ジ ステ ムは、 基 礎 。生 活 物 資 の安 定 供 給 お よび価格 安 定 を 目

指 す 。

① シス テム の概 要

a供 給 不 足 お よび価 格 高騰 の お そ れの ある基 礎 。生 活tt.yfiを 選

定す る∩

bそ れぞ れ の品.目 につ い て、 サ ンプ リン グお よび モ ニ タ リン グ

の 声方 式 痴併 用 して そ の 輸入 ・生産 ・流速 ・消費 の 各 段 階 にお

け る流 通 。在庫 量 澄 よび 径 路 に罰す るデー タを定 期 的 に収 集 し、

分析 し予 測 し、 警 告す ろ。

e上 記 の情 報 に即 底 した重 要 物 資 需給 安 定 の緊 急 度段 階 別 の政

策情 報 シス テ ムを獲 億 す るo

② シス テ ム賠発 上 の 閤題 点 と解 決策

a'各 段 階 に 鉛 け る数量 ・佃 格 に蔑 す る デー一ぞの入 手 に制 約 が あ

る。 これ を解 決 す る た めに 生 登、。流連 段 階 につ い て は業 界 団体 、

消 費 段階 につ い て は 消費 者 団 体 の擦 力 キ求 め る。 ま た 緊急 事 態

'発 生 の場合 には 特 定 企業 に対 し法的 に報 告 を義療 づけ る。

b各 情 報源 か らの デー タの オ ン 。ライ ンに ょる入 力 を容 易 に す

る ため に、 安 価 で操 作 の 容 易 左足 末 機 の開 発、 あ るい は入 力方

式 の設 計 。開 発 を行 う。

cデ ー タ処理 を容 易 に す る た め に、 地 域 、 企 業 、 産業 な どの コ

ー ドの 已進 化 か促進 す る。 .二
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d消 費 者 の協 力 を得 る ため に、 生 活物 資情 報 サー ビス を行 うと

同 時 に消費 者 の ニー ズを政 策 に反 映 させ る よ うな フィー ド ・バ

ック方 式 を シス テ ム に組 み 込 む'

③ シス テ ム普 及上 の問題 点 と対 策

a本 シ ステ ムは 緊 急 対策 と して の性 格 が 強 いの で、 政 府 がそ の

開 発 の 主体 とな るが、 これ が軌 道 にの つ た後 は 、 これ を 母体 と

して業 種別 の 流 通 情報 シ ス テ ム に発 展 させ、 この場 合 は業 界 団

体 ・消 費 者代 表 を含 め た 民 間 の非営 利 組織 が 中心 ど な つ て担 当

す る よ うにす る。

b企 業 の秘 密 保護 の 問題 が発 生 す るの で法 的 ・技 術 的 に措置 す

る.)

c情 報 性 イ ン フレ(投 機 、 買 だ め、 売惜 み)を 抑 制 す るた め、

政 府 は悪 徳 業 者 の 摘 発 有効 な 緊 急 流通 安 定 措置 、 適 確 な消費 情

報 の提 供 を実 現 す る。', ●
(2)モ デル業 種 流 通情 報 シス テ ム'、

① 開 発 の必 要 性

業 種 別 の流 通 情報 シス テ ム を開 発、 整 備 す る ため に は、 まず デ

モ ン ス トレー ショ ン 。プ ロ ジェ ク トと して、 石 油、 鉄 鋼 、 繊 維 友

どの 中 か ら早急 に着 手 す べ き業 種 を一 種 選 定 し、 とれ をモ デル実

験 的 に推 進 す る こ とが有 効 で あ る。

② シス テ ムめ 概要

a特 定 業 種 を選定 し、 × ×× 流通 情 報 セン ター を設 置 す る。

b主 要地 域 に サ ブ流通情 報 セ ン ター を お ぶ これ と中央 の セ ン

ター とオ ン 。ラ イン で結 ぶ

cサ ブ流 通情 報 セ ン ター は そ の業 種 の主 要 品 目別(ま た は細 分

類 別')に 流通 竺在 庫 価 格 に関 す る デー タを各 流通 段 階別 に定 期

的 に収 集 し、 分析 し、 予 測 す る。
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dこ れ らの情 報 を政府 、 業 界、 消費 者 な どの 関係 諸 機 関 に提 供

す るo

e各 企 業 同志 は この情 報 ネ ッ トワー ク を通 じて、 企 業 槽 報 を交

換 す る。

f中 小 企 業 は この セ ン タを 利 用 し て、 企 業 の経 営 内 情報 シス

テ ム を開 発 利 用 す る0

9セ ン タ は 当 該 産 業 の過 去 の 基 本 デー タを 蓄 積 し各種 の 分析

プ ログ ラム を用 意 して、 業 界の 各 企 業 や 消 費 者 側 の要 求 が あつ

た場 合 に適 切 な情 報 サー ビス を行 うo

③ シス テ ム開 発 上 の問 題 点 と解決 策

a政 府 が補 助 金 を交 付 し、 特 定業 種 に対 し、 その 業 界 団体 に 自

主 的 な流 通情 報 シス テ ム環 発 組 織 を作 らせ る。

b各 企 業 と くに 中小 企 業 の事 務処 理 手続、 商慣 行 の合 理 化、 標

準 化 を推 進 す るひ

c各 種 コー ドの標 進 化、 端 末 機、 入 力 方式 の 開 発 を積 極 的 に行

うo

d各 企 業 共 通 の各 種 プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジを開 発 す る。

e通 信 囲線 の整 備 と料 金 体系 の改 革、 料 金 の 引下 げ を実 施 す る

④ シス テ ム普 及 上 の問 題 点 と対 策

a政 府 が デ モ ンス トレー シ ョン ・プロ ジェ ク トと して その 運営

に大 巾 の 資 金 補 助 を行 う と同時 に、 各企業 に 対 し、 賦 課 金 渉 か

け るo

b公 共的 な産業 情 報 サ ー ビス機 関 と して非 営 利 法 人 組織 で運 営

に 当 る。

c企 業 の秘 密 保護 の法 的 ・技 術 的 措置 を講 ず る。

d中 小 企 業 に 対 して、 経 営 近代 化 、 共 同化 を促 進 す る た め に政

府 が資 金 補 助 を し、 業 界 団体 、 大 企 業 もこれ に積極 的 に協 力 す
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(3)業 種 別流 通 情 報 シス テ ム

① ジス テ ムの 必要 性 と概 要

aモ デ ル業 種 流 通 情 報 シス テ ムの経 験 と成=果 を 踏 えて、 漸 次他

の楽 寝 に 同様 の流 通 情 報 シス テ ム を整 備 、 拡 充 して行 く。

b業 種 別 流 通 情 報 シス テ ムの概 要 は モデ ル ・シ ス テ ム を発 展 さ

せ るc

② シ ス テ ム謬 発 上 の 問題 点 と対策

a各 業 種間 八 コー ドの 統一 を計 る た め に産 業 分 類 標 準 化委 員会

を設 け る。

b関 連 業 種間 の デー タや情 報 交換 を 可能 に す る た め に業 種 別 流

通 情 報 セン ター 同 志 の ス ウィ ヅ チ ング 。シ ス テ ムを準 備 す る。

③ シス テ ム普 及上 の簡 題点 と着実

a入 出力 機 器 の 標 準 化 とマ ス プ ロ体 制 の整 備 を通 じて、 周辺 機

器 の 低 廉 化 を促 進 す る。

b広 帯域 通 信 回 線 網 だ と通信 ネ ッ トワー ク の抜 本 的 改 善 を計 る

とと もに全 国一 率 の料 金体 系 を実 現 す る。

(4)総 合 流 通 情 報 シ ステ ム

① シス テ ムの必 要 性 と概 要
の

a総 合 流 通 情 報 セ ン タを設費 し、 これ と業 種 別 流 通情 報 セ ン タ

とを オ ン ・ラ イ ン で結 ぶ 。

bマ ク ロ的k産 業 の流 通 ・在 庫 。価格 に関 す る 情 報 を提 供 す る。

cマ ク ロ的 に産業 活動 の予測 ・政策決定 の基 礎資料 を提供 する。

d産 業 活 動 に 関 す る過 去 の デー タ ・情 報 の検 索 や特 定 情報 の加

工 サー ビス を実 施 す るo

ρ 国 際 的 た産業 流 通 情 報 ネ ッ ト ・ワー ク と結 んで 国 際的 な情 報

交換 を行 う。
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② シス テ ム開発 上 の闇題 点 と対 策

a通 信衛 星 を開 発 し、 画 像伝 送 を 可能 に す る と ともに・ 通信 の

多 重 化 、 信頼 性 を促進 す る。.

b・ ミク ロ ・レベ ル を基 礎 に した新 しい 産 業 連関 モ デル を 開発 す

る。

c国 際 的ftデ ー タ交 換 を 可能 にす るた めに、 国 際 的 に産 業 分類

基 準 との変 換 方式 を確 立 す る。

③ シス テ ム普 及上 あ 問題 点 と対 策

a静 止 通 信衛 生 を多 目的 に共 同 若用す る体 制 を整 備 す る と と も

料 金体 系 の抜 本 的 改 革 を.実現 す る。 、

b学 校 、 研究 機 関 ・一 般 国民 が 自由 に総合 産業情 報 セ ン ター を

利 用 で き る よ う な コン ピエ一 夕 ・ユー テ ィ リテ ィ化 を 計 る。 そ

の た め に ホー ム ・ター ミナ ル、 会 話 方式 の ラン ゲー ジ、 プ ログ

ラム ・パ ッ ケー ジな どに つ い て 伍 格 。技 術西 面 に わ た る工夫 、

改 善 を徹 底 す る。

B物 資 流通 情 報 シス テ ム

情 報 化社 会 とい われ 我 々の 寸 わ り には 幾 多 の情 報 がはん らん して い る。

しか し、,必要 た情 報、 役 立 っ情 報 が 置 く手許 と に集 ま る か とい え ば現

実 には 、 その 情 報 の 収集 は容 易 で は 方い。 情 報 過 多の時 代 とい われ てい

る が実 際 には情 報 入 手困 難 時 代 と思 わ れ る。

存 在 して い る情 報 が手 に入 ら左 い要 田 は 複 雑 多岐 に わ た つ て い るが、

そ の一 つ と して 「情 報 の芹 在 」が不 明 確 で あ る こ とが 凌げ られ よ う。

した がつ て、 今 回 シ ス テ ム化 のケ ー ス と して情 報 の所 在 が不 明確 で ・

そ れが た め に各 方 面 で社 会 問題 を投 げ かけ て い る物 資流 通 に要 す る情 報

シ ス テ ムの 開 発 を提 案 す る。 従 来 は 癌 別企 笑 内情 報 シ ステ ム とか 、 同業

和 の情 認 シス テ ムは 開 発 さ れ てい る が 流通経 警 を縦 系列 に肥 え た情 報 シ
ー'1、

.「r_
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ス テ ム は皆 無 で あ ろ う0

1シ ステ ムの概 要 と必 要性

(1)必 要 性

物資 流通 情 報 シス テ ムは 生産 さ れた 物資 力1工場 か ら消 費 者 の手 に

わ た るま で の流 通 過 程 に おけ る 各種 の情 報 を収 集 し、 処 理 し、 伝 達

す るた め の シス テ ムで あ る。

物 資 の 流 通機 構 は 種 類 に よつ て 異 な るが 、 例 をあげ れ ば次 の よ う

な もの が あ るo .'

。 生産業 者→ 商社→ 加工業 者 → 卸売業者 → 小売業 者→ 消 費者

。 生産 業者

。 生産 業者

。 輸入業者

市場

代理店

小売業者

小売業者

消費 者

消費者

消費者

(→ 記号 は物資 の流れ)

この流 通機 器 は 実際 に は は る かに複 雑 な も のを簡 略 化 した もの で

あ るが、 この領 域 を コ ン ト ロー ル す る情 報 シス テ ムは、 経 済 活動 の

大 き な部 分 を 占 め、 国、 民 間 企 業 、 国 民(消 費 者)が 直接 間 接 に参

『画 す る社 会 シ
ス テ ムで あ る といえ る。.また 、 この三 者が一 体 とな つ

て相互 に権利 と義務 痴平等 に負 うもの でなければ ならない
。

しか しな が ら個 別 企 業 におけ る活 動 と国民 経 済 とは 立場 が 必 ず し

も一 致 す る とは限 らな い。 国 民 経 済 の立 場 が個別 企業 に おけ る活 動

に優先 す るな らば そ れ 相 当 の ひず み が 出来 よ う し、 逆 もま た しか り

で あ る。

この両 者 を良 く調 整 し、 健 全 な る個 別 企業 の成 長 と、 国 民経 済 を
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営 む た め に、 この シス テ ムの機 能 が要求 さ れ るc

現 在 の流 通 活 動 に おい て両 者 の関 係 が平 等 で ない と ころか ら物資

不足 とい う社会不安 とか・醐 醒 常高騰等諸 励 噸 が起ってき

ている・当 シ㌘ ムの開発 と適正なる運動 ξこ些 多但 問題の解

決 の 糸 口で あ、る と考 えるo

以 上 の よ うな背 景 か ら当 シス テ ムに期 待 さ れ る効 果(換 言 す れ ば

シス テ ムの特 性、)と しては 次 の よ うな ものが あげ ら れる。

①.物 資 需給 の調整'・

② 適正価格 の形成"

③ 流通 活動 の効率化

④ 流通 経路の整備

⑤ 健 全 なる日常生活(物 資購 買の充足 化)
⑱

(2)シ ス テ ムの概 要

物 資 は生 産 、 輸 入、 出荷 等 をス ター トと して、 各流 通 段 階 を経 て

消費 者 の手 に わ た る。 この 間 に物 資 は形 態 を変 え 材料 か ら製 品 に変

わ り、 価格 は 附 加 価 値 を加 えて上 昇 し、 物資 は 需 給 状 況 に ょつ て倉

庫 に ス トック さ れ、 あ るい は 輸送 さ れ て、 流 通 経 路 の末 端へ と分散

して い く。

物 資 流通 情 報 シス テムは この よ うに時 々刻 々変 化 してい く流 通物

資 の 実 態 を調 査 追 求 す る こ とを当初 の ね らい と して、 流 通機 構 を構

成 す る各 段 階 に おけ る企 業 か ら情 報 を収 集 し、 コン ピュー タ を利用

して加 工 処理 を行 い 新 た な価 値 あ る情 報 を前 記 企 業 をは じめ と し て、

社 会 の各 層 の人 々に提 供 す る シ ステ ム で あ る。

この シス テム の情 報 収 集 伝達 を中心 と した ネ ッ ト 。ワー ク は 次 の

よ うに 覆ろ う。
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情 報 の流れ

この システ ムの構成要件 は次の ようである。

① 情報提供 老

流通勃 資 を蝦 夕寂 った企 業が主 な情報提供 老 とな る。 こ こで例

をあげるな らば流通業者 と しては、生産業者、 輸入業者、 加工業

者、 卸売業 者、 小売業 者等 である。 その他 としては、業 界団体、

青果物 、魚等 の市場、 商品取引所章 対象 となろ う。国 もまた流

通情報 に怪達 した情報、例 えば国の施策 に関す る情 報、 海外 の経

済情報等の情報 提供者 となるであろ う。

② 情報用者

収 集された情 報、新 たに創 造され た情報 の利用 者で あるが、 前

」

$
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記情 報提 供 者は 当然 と して、 そ の他 と して は 消費 者、 流通 関 連 企

業 で ある倉 庫会 社 、 輸 送会 社 が あ り、 さ らに テ レ ビ、 ラ ジ オ、 新

聞等 の マ ス コ ミ機 関 も利 用 者 と 左 ろう。

③ 収 集 す べ き情 報

この シス テ ム で対 象 と なる 流通 物資 は何 ん で 割 る かは 今後 の検

討 に負 うが、 カテ ゴ リー としては 次 の二 つ 考え られる。

。 国 の経 済 活動 を総 括 的 に傭 撤 し得 る物 資 で た とえ ば鉄、 石

!Pt、 セ メン ト等 で あ る。

。 尾 民 の 消費 生 活 に密 接 に芦 達 して い る物 資 でた とえ ぱ食 料

品、 紙、 洗 剤、 灯 油筆 の生 活 必 要品 で あ る。

この両 者 は物 資 の特 性 か らは明 確 に 呑類 しに くい もの も'ある が、

情 報 ニー ズの 主体 とい う点 か らは ら類 で き る。 前 者は 国、 企 業 が

後 者 は国、 企 業 は 当然 で 表 る が口 民 もまた主体 となるで ふろ うo

国、 企 業 に おい て は、 幼 姿 害給、 適正 価 格 の立 案、 流通 活 動 の

効率 イ1〈等 の 目的 に 利 用す る で'あろ う し、 国 民 に とつ ては 生活 必 要

量 につ い て、 よ り 日常 生 活 に密着 した青 碧 を欲 す るで 赤 ろ う。

情 報 ニ ー ズ に ょつ て収 集 す べ き檬惑 は当然 理 左 るが、 上 記2種

の物 資 に つ い て も しか りで あ る。 個 別 物資 に つい て収 集 す べ き情

報 ア イテ ムを 例挙 す れ ば次 の と治 りで ξ る,)

o

o

o

o

o

o

o

物資 の 名称(コ ー ド)

企業 名(コ ー ド)

缶.月 日

生 産 状 況、(仕 入 状 況)… …材 料、 製 品

出荷 状 況(販 売 状 況)… … が 〃

在 庫 状 況 〃 〃

価 格 … …卸 売 価 格(卸 売業 の場 合)、 小 売 価格(小 売 業 の

場 合)
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以 上 が 流通 情 報 の基 本 ア イテ ム とす る な らば、 生 活 必需 品 に っ

しぺ 亡は、 そ の 自酌 と す る と ごろ か ら情 報 サー ビス レベ ル を上 げ て

さ らに次 の ア イ テ ムの追 加 が 考 え られ る。

・ 商 品 の用 途、 規 格、 性能

。'製 造 メー カ(販 売会 社)名 お よび 住所

これ らの ア イテ ム は生産 段 階、 流通 段 階、 小 売 段 階 の各 企 業 か

ら収 集 す る・ 情 報 収 集 企業 は物 資 の種 類 に よ り異 な る し、 企 業 内

で の管 理 レベ ル に より困 難 な場 合 が あ るの で、 全 企業 対 象

。 各 流 通 段 階 での物 資 動 向 の実 態 を判 断 し得 る範 囲 の 企業 対

象(主 要 企 業)

の 併用 が考 え られ る。

④ シス テ ムか らサー ビス され る情 報

高度 左 コン ピュー タ技 術 を利 用 して有 効 左情 報 の サー ビスが 可

能 とた るが 国、 民 間 企業 、 消費 吾等 に対 し てサー ビス さ れ る情 報

お よび 予想 され る効果 と して は、 た と えば次 の よ うな もの が考 え

られ る。

ω 諸 官 庁

。 各種 物 資 の年 間
、 月 間 統計(物 資 別、 地 域 別 、 承 るい は 流

通 段階 別 の統 計)

。 シ ミュ レー シ ョ ンに ょ る予 測(生 産
、 流 通、 在庫 、 価 格 等

の 予測)

。 そ の他 行 政 指 導 の資 料

⇔ 民 間企 業(流 通 企 業、 そ の他 一 般 企 業 、 お悲 び業 界 団体)

○

o

o

各 種 物 資 の年 間、 月 間 統 計

同業、 関連 業 界 の・動 向(生 産 販 売 在 庫)

価格 変動 状 況

各種 プ ア イ リン グ デ 一 夕の利 用(需 要 予測 等)
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、

oプ ログラム ・パ ッケー ジの 利 用(シ ミユ レ⊆ ション ・プ ログ ラ

ム の 卸鯖 雲)

臼 消 費 者

c生 生 活 必 需 品 に㌍ す る梼報 の確保

(ど ん な品 物 が、.い く らで、 ど と で 買 え るか 箏(?槽 報)

⇔ そ の 他

。 マ ス コ ミ機翼 は ニ ュー ス 。ソー スの 確 保 、

⑤ コン ピュー タ ・シス テムの 持 つ べ き機 能

上 記 の よ う左 シ ステ ム を円滑、 有 効 に活 妻 せ しめ る た めに コン

ピ エ_タ ・シス テ ムは次 の よ う左機 能 を持 つ 必 要 が 亘 る・

④ 多様 な情 報 収集 機 能

Oオ ン ライ ン端ヲミに よ る収i集

緊急時に鞭 て、即時性が勢 される場合に必要

。 簡便 な専用端末 機

・ 数 多くの鱗 削 象とするため言離 で も日興 礁 作 で きる

端末機

。 そ の 他
'

電 話 に よる槽 報 収集 シス テ ム、 讃 査表 に よる樺 賠 集 シス

テ ム等 も必 要 とな ろ う。

回 ,多 様 な情 報伝 達 機 能

oオ ン ラ イ ンに ょ る情 報 伝達

o記 憶 媒 体 の授 受 に よる情 報伝 達

○ 電 話 を利 用 した情 報伝 達

。 ハ ー ドコ ピー の とれ る情 報 伝 達 方 式

。 定 期 刊行 物 に よ る伝達 シス テ,ム

、臼 コ ン ピュー タ(ハ ー ド)の 機 能

。 大 量 ファ イル変 速 検 索 機能
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。 オ ン ライ ン ・リア ル タイ ム処理 機 能

。 異機 種 間 での 情報 伝達 機能

2シ ス テ ム開 発 の問 ・題点 と開 発方法

この シス テ ム は業 種 、 業 態 別、 地域 別 に 多'種 多様 な企業 が参 加 しな

け れ ば機 能 し得 な い社 会 シス テ ム で あ る。 そ れ らは相 互 に 協 力 し
、 社会

会 に寄 与 す る とい う共 通 認 識 を持 つ 必 要 が あ る。 しか し現 実 に は 互 に'

利害 が 反 す る場 合 が 多 く、 自己 優 先 的 に考 え る ため に この よ うな社会

シス テ ム の開 発 に つい ては 次 の よ うたい くっ か の闇題 点 が あげ られ る。

'① 情 報収 集

② 秘 密 保持

|
③ 標 進 化

④ コ ン ピュー タ関 係 技 術

① に つ い ては 前 記 シス テ ム概 要 で述 べ た如 くた とえ ば物 資 の生 産 状

況、 価 格等 の ア イ テ ム多収 集 す る こ と に なる が、 生 産 、 卸 小売 とい う

各 段 階 に お け る無 数 の企 業 を対 象 と して、 タイ ム リー に収 集 す る 可能

性 に一 つ の問 題 点 が あ る が、 技 術 的 に は簡単 な桔 報 収 集 方法 とか状 況

に応 じた収 集 方法(電 話訪 問)を 採 り入 れ る ことに より解 決 され る。

この 簡題 は、 む しろ ② の秘 密保 持 の問題 と関 連 して重 要 視 さ れ る。 提

供 す る情 報 は い わ ば企 業 内 の情 況 の一 部 を物 語 る要 素 を持 っ て お り、

す べ て が そ うで な い に して も企 業 に とっ ては 公表 し難 い もの で あ ろ う。

この 問 題 につ い て は概 念 的 には シス テ ム が要 求 す る情 報 と、 シス テ

ムか らサー ビス さ れる情 報 との相 対的 価 値 の 比 較 に より
、 後 者 が 前 者

に勝 っ て いれ ば 開 題 は ない と思 わ れ る。 この 意味 では シス テ ムの持 つ

機能 面 で の課 題 とな ろ うが情 報 価値 の認 識 が 余 り普 及 して い ない 現在

では解 決 策 とは い え ない。 他 の 方法 と して は提 供 され た情 報 の用 途 を

明確 に し、 定 め ら れ た用 途以 外 に桔 報 を使用 し 左い 方 法 で あ る。 企 業

と シス テ ム開 発 主 体 とが相 互 に 同意 した用 途 の み に情 報 の 利用 を限 定
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す る方法 であ る。

情報 の収集は 可能 と左ろ うが システ ムが要求 する情報 と企業 が提供

を同意 した情報 に相違 が生 じる場合 も考え られ また秘密 が保持 され る

とい う保証 がない点 等 か ら問題解決 には な り得 ない

次の方法 と しては コン ピュー タ処理技術 を利用 し'て秘密保持 を行 う

ことが考え られ る。 現 在ではい くつか のシス テムが稼 動 している。 そ

の一 つは暗号を利用 して許 可され た人以外 は情報 を利用させ ない方法

で 走る。

以 上 の コ ン ピュー タ処 理 技 術 を利 用 した 秘 密保 持 は ほぼ完 全 に遂 行

さ れ る と考 え る。 しか し なが ら情 報収 集 の問題 は必 ず し も解 決 さ れ る

とは 考 え られ ない。 した が つ て 最 終 的 には 法 律的 な義 務 づけ もや む を

え ない と思 われ る。 ③ の標 進 化 の 閤題 に つい ては す で に コ ン ビ三一 タ

を 利用 してい る企 業 シ ス テ ム と当 シ ス テム との堅係 に お い て問 題 とな

る。 主 と して コー ドの 不一 致 が閤 題 と在 ろ うが、 コン ピュー タ技 術 を

利 用 して シ ス テ ム運 営 主体 の負 担 に お いて 変 換す る こ と に よ り解 決 さ

れ よう。 ④ の コ ン ピュー タ厚保 の技 術顛 覆 に つ い て は、 ω 専 用端 末 機

の 開 発、 伺 低 コ ス ト大 量 高速 ラ ンダ ム ア ク セス方 式(i装 置)の 開 発、

臼 異種 機 騨 コ ン ピユ一一タ接 続 技 術 等 があ げ られ るがい ず れ も現在 の開

発技 術 レベ ルで 竪 発 さ れ よ う〕

以上 の ような シ ス テ ム開 発 の諸 国 題 解決 の 方法 を考 え る と将来 は 国

以 外 の団 体 が シス テ ム運 営 主体 と左 るべ き性 格 を持 つ と考 え るが、(イ)

多額 な開 発 コ ス ト、(ロ)利 害 の異 な る企業 体 の 参加 、 ←寸法律 的 な義 務

づ け、 ⇔情 報価 置 の 未 成 熟 等 の理 由 か ら現 段 階 で は国 が主 体 とた るべ

きで あろ う。 書 た 開 発 体 制 と して は、 図 が中 心 と なっ て関係 者 で あ る

企 業、 企業 団体 、 消費 者、 マ ス コ ミ龍係 お よび専 門 家(コ ン ピュー タ

関 係、 情 報 関係)の 参 加 に よ り行 うこ とに なろ う。

シス テ ムの 開発 計 画 は 前 記 晩 発体 制 に より凡 そ、 次 の よ うな手 順 で
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推 進 さ れ よ う○

初 年度 … … シ ス テ ム開 発 の ため の現 状 調 査、 分析 を行 い シス テ ム全

体 像 痴確定 す るoシ ステ ム の基 本 方針、 持 つ べ き機 能 等

シス テ ムの仕 様 を決 定 す る。

次年 度 … … シ ステ ム設計 、 ソ フ ト、 ワー ドの開 発 を行 う。

5年 度 … … パ イ ロ ッ ト ・シス テ ム モ デ ル の実験 を行 う。

4年 度 … … シス テ ムの サー.ビ ス開 始

以 後 は システ ム で対 象 とな る靹 資 の 拡大 サー ビス情 報 の拡 大 をは か

る0

3.シ ス テ ム普 及 の憩題 点 とそ の 対策

開 発 さ れた シス テ ムを普 及 させ るた め に は い くつ か の問 題 が あ る が、

特 に この シス テ ムの 如 く多 くの 利 害 を反 す る企業 の 参 加が 必 須条 件 な

らば そ の際 題 は さ らに深 刻 にな ら ざ るを得 ない。 この シス テ ム の最 も

重具 な 成立 要件 は 対 象企 業 の協 力 で あ り、 協 力体 制 の確 立 で あ る。

協・力 体 制 の確立 は こ のシ ス テ ム に ょつて 多 くの収 益 を得 られ る こと

が ベー ス とな る。 何 らか の冠 養 方 もた らざ .ない な らば 当然 の こ とで あ

るが 利 用 普 及 は二され な い で あろ う。

この 点 か ら

① 情 報 価値 の認 識

② 簡便 な専 用 端末 機 の緊 発

③'費 用 負 担 の 篭〕題

が挙 げ られ る。 ① に つい ては一 般 的 に情 報 に対 す る価 値 は 来 だ確立 さ

れ て い ない し当 システ ムか らサ ー ビス され る情 報 に つい て も 同様 の認

詩 の下 に理 解 され て しま うで あろ う。 しか し企業 に とつ ては企 業 内情

報 と同様 に企 業外 情 報 に対 す る 三一 ズ が 存在 して い る こ とも確 か で あ

り、 当 シ ステ ムか ら提 供 され る多量 な情 報 も、 相 当 の利用 価値 、 利用

効果 が 期 待 で き る。 しか し方=がら これ は即 時 に理 解 さ れ'る'もので は な
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く時 間 を か け て 徐 々に 認識 さ れ る もの で あ り、 不 断 の徹 底 した普 及啓

蒙 が必 要 と なろ う。

② の 簡便 な専 用 端 末 機 の 開発 は シス テム の 使 い や す さ とい う面 で考

え る必 一夢が あ るo

誰 で も、 いつ で も、 どこ で も使 用 で きる シス テ ムで ある こ とは シス

テ ム普 及 の ポ イ ン トで あ る。 シ ス テ ム利房 の た め に相 当 の訓練 期 間 と、

尋 問技 術者 が必 要 と な る な らば 障 警 となろ う。 そ の た め に要 求 さ れ る

(目 的 に合 致 した)機 能 を 持 っ た専 用 端末 機 の 開発 が 必 要 とな る。

③ の 費 用負 担 の問 題 につ い ては ① で:述べ た 詰 く情 報価 値 の認識 が未

確 立 で あ り、 当 シス テ ムの成 立 要 件 も完備 して い ない に も かか わ らず、

一 方 に おい て は企 業 に対 して社 会 シヌ テム と して の意義 が 大 きい とこ

ろ か ら情 報 提 供 の 面 で あ る程 彦 の貧 乏 を か 行Zと すれ ば企業 に全 面 的

に費 用 を負 担 させ る こ とは 現 段 階 ア は不可 能 で あろ うe

との シス テ ム の 普 及主体 につ い て は総 合 的 に考 籏す う と当 シス テ ム

の関 係 者 で あ る国、 企 業、 業 界 団体 の参 加 に ょる半 官半 民 の事業 体 が

好 ま し い と考 え る。

司
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職 産業 分野 の情 報 システム

1.中 小企 業 の 情 報 化

(情 報 化 の レ ベ ル) (今 後 の ニ ー ズ)

(進 んでいる分野)

。大企業

。主生産部門

。資本集約部門

(遅 れている分野)
一 ー一 一1

。中小 企業1

。流 通 分野1

・労鱗 繍 門1

1
、{

一 一ー ー 一 一 ー ー 一 一 ・一 一 →

オ コ

i・ 企 業 間 シス テ ムl

l。 政 府 一 企 業 間 シ ス テl

lムl

l・多数企業よ購 成す;
1る 分 野1

⊥ 一 一_.;

(社 会的 ニー ズ)

ノ ド　

。綜 合的 情 報 体系

(ex.も の不足)

。綜 合的 合理 化

(個 別 ニ ー ズ)

ン ア コ 　 へ

(鍵幕⇒
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シス テ ム

の高 度 化

。必 要 機 器能 力 の確 保
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。必要機器確保の困難

o開 発要員確保の困難
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。全 体 シス テ ム と

一

＼
　パ一

＼
＼甦 のため三 三 つ

1

㈱_)ノ/ ▽
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(推 進のための方策)
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→〉
。機器の共同利用 。共同利用体制の開発 。左記二項目推進の体制
。委 託 開 発softwarepackage

(ネ ッ トワー ク、安 価 な端 末) 。起爆 剤 と しての プ ロ ジェ ク トの設 定

の利用 OSoftwarepaekageの 開 発
(ex.流 通 清 朝 シス テ ム)

。上記を前提 としての最低必要

の確保

'
'

1

一

解決を要する問題 [コ 解決のために必要な施策

一119～120一



●



(1)必 要 性 及 び概 要

従 来 の情 報 化 が"産 業 の情 報 化"の 言 葉 に 象徴 され る ご と く、産 業

分 野 に おけ る情報 化 が そ の 中心 で あ り特 に企 業 内部 の 情報 シス テ ム化

に つ い て そ の レベ ル はか な りの 高 さ に達 してい る とみ て よい で あろ う

し、 す で に情 報 化 に手 をつけ て い る企 業 に おい て は 、各 社 個 々の努 力

に よつ て更 に トー タル化 し、 高 度 化 して ゆ くで あ ろ う。

た だ この よ うな情報 化 もひ るが え つ てみ る とい わ ゆる大企 業 に偏 在

してお り、

ピ)い わ ゆる 中小 企業 の企 業 内情 報 シ ス テ ム

(ロ)企 業 と政 府 間 、企業 と企 業 を結 ぶ 情 報 シ ステ ム

㌣テ ー つの 分野 が 多 くの企 業 よ り成 り立 つ よ うな分 野 全 体 の情 報 シ

ス テ ム

は取 り残 され た分 野 とみ る ことが 出来 る 。

情報 化 の た め に は、機 器、要 員 と多 額 の投 資 を 必 要 と し、 それ に耐 え

られ る大 企業 に情 報 化 の進 展 が み られ た が 、近 来 、要員 不 足 、人 件 費

の上 昇 、 業務 の増 大 等 よ り、 中小企 業 にお い て も、や むに や まれ ず ・

情 報 化 に期 待 をかけ る企 業 も少 な くな い。 しか し、 この よ うな企業 の

多 くは 分 野 的 に 見れ ば 、大企 業 の 主 生 産 部 門 に対 し加 工 、 出荷 、 輸 送 、

倉 庫 等 流 通 部門 を しめ る と共 に、 前 者 の 資本 集 約 型 に対 し、 労働 集 約

● 型 性 格 を有 し
、 こ こに情 報 化 が 適 切 な役 割 を果 す こ と.に よ り、国 民経

済 全 体 と しての効 率 向 上 が期 待 出来 る で あろ う。

一 方 情 報 は総 合 化 さ れ 、体 系 化 さ れ る ことに よつ て、全 体 と して の

効 率 向 上 が期 待 し得 る わ け で あ り、 前述(ロ)、⇔ につ いて の進 展 も図 ら

れ ね ば な らぬ が ・ そ の 時 ネ ソ トワー クの一撮 を形 成 す る もの は.中小 企

業 で あ る こ とか ら も、 甲小企 業 へ の 情報 化促 進 を図 る必 要 が あ る。

中小 企 業 の情 報 化促 進 に お い て は 、 そ の 多 くは企業 規 模 よ りみ て、

単 独 で は十分な機 器、 要 員 の確 保 が む ず か し く・又 どの よ うに情 報 化 を
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す す め るか を考 え られ る 人 さ えい な い のが 現 状 で あ る。 従 っ てや む に

や まれ ぬ気 持 を もち なが ら、 ど う して よいか わ か らな い とい うのが実

情 で あ り、 この面 で の 指 導 、 教 育 、 そ の他 施 策 を積 極 的 にす す め る こ

と、 す な わ ちそ れ をす す め る と共 に必 要 な ソフト、ハー ドの開 発 に当 る

機 関 が必 要 で ある。

この機 関 の果 す べ き役 割 と して は

① 基 本 的 に は、 中 小企 業 の情 報化 指 導 、 育 成 で あ るが 、現 実 の推 進

と しては何 等か の プ ロ ジェ ク トと密 着 した形 の方 が実 効 性 が上 る と

考 え られ る こ とか ら、 別 途 決 定 され る プ ロ ジェ ク トの推 進 機 関 と し

て の位置 づ け が必 要 で あ ろ う。

② そ の プ ロジェ ク ト実 施 に お い て判 明 した シス テ ム面 のKnOwhow

につ い ては速 や か に標 準 化 を 図 力、 汎 用 的Boftware-packageの

開 発、computer共 同 利 用 体 制 の 強化 にす す む べ きで ある。

③Computer共 同利 用 体 制softwarepaekageの 利 用 、 あ る いは

,シ ス テ ム開 発 の 外部委 託 とい う問題 は 従来 の 企業 情 報 化 に む い て と

られ て きたや り方(一 口 で云 えば 自力 開 発 型 の養 成)と は 根 本 的 に

異 な り、 こ の よ うなや り方 の 中 で なお か つ 企業 に お い て必 要 な情 報

、 化 ポ テ ン シァ ル を どの よ うな 形 で持 つか、 そ の研 究 と、具 体 的 な指

導 、 育成 を行 う必 要 が あろ ラ。 一

全体 と しては お よそ 次 の ス ケ ジュー ル で す す むべ きで あ ろ う.

/∵郷 ㌣ 薫 ㌶ii
2年 度(開 発段階)

3年 度(開 発 ど運用)
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。開 発及び 運 用 ,
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。指 導 育 成 の実 施(プ ロ ジェ ク ト外 企 業

に つ い て も)

(2)開 発 上 の問 題 点 とそ の対 策

① 中 小 企業 とい つ て も千 差 万別 で あ り、 ど うい う分 野、 業 種 を ね ら

うか が もつ と も重 要 な問 題 で あろ う。社 会的 に ニー ズ も含 め、 あ る

程度 、 分 野 、 ある い は業 界(地 域 的 な こ と も含 め)と して ま とま り

の あ る と ころ を ね ら うべ きで あ る。

② 多 数 企 業 、 団体 と対 象 とす る可 能 性 もある こ とか ら、 指導 力 とか

つ中 立 的 立 場 を もつ色 彩 とす べ きで ある 。

③ 普 及 の問 題 と もか らむが ア プ リケー シ ョ ン分 野 と して は ま ず 財務 、

販 売、 購 買 、 入 事 給 与 、 生 産 等 の一 般 事 務 レベ ル を ね ら うべ きで あ

る。

ほ

④ い わ ゆ る 情報 処 理 業 との競 合 関係 も出 る 亡 とか ら、 成果 の公 表、

あ る いは 安 価 なそ の利 用(例 え ば 出来 たsoftの 販 売)に つ いて の

充 分 な配 慮 が望 ま しい。

参

2.信 用 情 報 シス テ ム

(1)シ ス テ ム の 必 要 性 と シス テ ムの概 要

① シス テ ム の必 要 性

高 度 消 費社 会 を迎 え ん と してい る 日本 経 済 に とつ て、 今 後 、 個 人

消 費支 出 の 比 重 は 従 前 以上 の ペー ス で増 加 してゆ くと予想 され て い

る。 消費 支 出 の量 的 拡 大 の 中で、 値 入 の信 用 取 引 の役 割は 、 急 激 に

そ の重 要 性 を増 し、 金 融決 済 制度 の 円滑 な運営 に とつ て、 値 入信 用

取 引 の 効 率 化 が 、 不 可 欠 の様 相 を示 しつ つ あ る。

値入 の信 用 取 引 は、 基 本的 には、 個 人 の信 用 を も とに して成 り立

って い る が 、 現 在 、 値 入 の信 用情 報 は、 個 々 の貸 出 機関 が 独 自 に調

査 、 収 集 ℃ て お り、
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(a)小 規模 のた め 、 非 能 率 で、1件 当 りの利 用 コ ス トが 高 い

(b)調 査 能 力 、 費 用 の面 で、 情 報 の正確 性 が脆 弱

(c)重 複調査 の不 経 済

な どの 問題 点 が あ り、 これ が 、 個 人 ロー ン の コ ス ト高 の一一因 を成 し

か つ、 不 正確 な情 報 に もとず く不 測 の損 害が 生 ず る危険 の可 能 性 が っ

き ま とっ てい るo

摘入 の 信用 取 引 の 円 滑 化 を、 そ の重 要 性 κ鑑 み、 進 め て ゆ くため に

は、 上 記弊 害 を軽 減 し、 情 報 収 集 、 利 用 コス トの低 減 を 目的 と した、

国 家的 規 模 の信 用 情 報 シ ステ ムの 開発 が 必要 で あ る。

② シス テ ムの概 要

開 発 を 必要 とされ る信 用 シス テ ムは、 そ の構 成 メ ンバ ー と して、 金

融機 関 の み な らず 、 自動 車 デ ィ ー ラー、 月 賦 百 貨 店 等 の割 賦 販 売業 者 、

小 売店 、 ク レ ジ ッ ト会 社 な どを網羅 す る必要 が あ り、 全 国 、 各経 済 圏

毎 に い くつか の信 用 情 報 セ ン ター を設 立 、整 備 し、 そ れ らに連 結 す る

全 国 ネ ッ ト網 の作 成 と、 オ ン ・ライン 処 理 に よる信 用 情 報検 索 シス テ

ム として形 成 さ れ る。

信 用 情報 シス テ ム の開 発 の メ リッ トと しては 、 信 用 情 報 の正 確 性、

効 率性 が 実現 で き、 販 売 コ ス トの低 減 と、 値 入 の受 信 機 会 の増大 が期

待 で き る。

② シス テ ム開 発上 の問 題 点 と対 策

信 用 情報 シス テ ム の開 発 は 、 関係 諸 官 庁の支 援 の もとに 民 間関 係 団体

(銀 行 協 会 、 割賦 協 会 、 生 命保 険 協 会 な ど)が 主 体 とな り、 推 進 され る

必要 が あ る。 開 発 は、 まず 、 既 存 の 情報 セ ン タ の 連 結 か ら着 手 され 、

全国 的 な統一 シ ス テ ム の開 発、 関連 す る社 会 、 法 律 諸 制度 の整 備 が引 き

続 い て行 わ れ る。

シス テ ム開 発 に と もな う技 術 的 な問 題 点 と して は.

① 将 来 的 には 、 信 用 情 報 シス テ ム の中 に、POSを 通 じた オ ン ・ラィ
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ン 検 索 が 予 想 され るが 、 この超大 規模 なオ ン ・ラ イン全 国 ネ ッ

ト網 の 開 発 に付 随 す る技 術的 な諸 問題 を解 決 す る必要 が あ る。

② 信 用 情報 は 基本 的 に プ ライ バ シー に 関 す る情報 な の で、 効 率 的

なデ ー タ検 索 シ ス テ ム、 デ ー タ保 護 の 問題 シス テ ム の信 頼 性 の問

題 、 本 人確 認(特 に同 姓 同 名)の 問題 な どの解決 が必要 で あ る。

以 上 の諸 問 題 は 、 現 有 技 術 の延 長 開 発 で十 分可 能 な分 野 で あ る

と思 わ れ 、

(a)シ ス テ ムの イ ン ター フ ェ イス の標 準 化

(b)大 規 模 フア ィ ル構 成 、 伝 達、 保 護 に関 す る効 率 化 シ ス テ ム の

開 発

(c)シ ス テ ム の信 頼 技 術 の開 発 な どが 、 必 要 とされ る。

(3)シ ス テ ム普 及 上 の問 題 点 と対 策

信 用情 報 シス テ ムを 、実 社 会 の中 で 円 滑 に運 用 す るた め に は、 情

報 の性質 上 、 個 人 の プ ラ イバ シー、 セ ン タ の 運 用 等 に つ い て、 い

くつか の 問題 点 を解 決 し、 社 会 的 に受 け 入れ られ る基盤 を 整 備 しな

け れ ば な らな い 。解 決 され るべ き諸 問題 と しては

(a)信 用 情 報 の 漏 洩 の防 止 と、 日的 外利 用 の禁 止 の チ エ ソ ク

(b)積 極的 な情 報 提供 の確 保

(C)誤 処 理 の救 済 方 法 の用 意

(d)利 用 コス トの 低 減 と費 用 分 担 の方法

な どが あるが 、 信 用 情報 シ ス テ ムは 、 管理 社会 化 の危 険 を秘 め て

い る の で あ り、 情 報 の機 密保 護 に 関 す る法 制上 の整備 、 セ ン ター従

事 者 の限 定 、 情報 供 給 チ ャ ネル の 多様 化 な どの面 で、 国 民 的 合 意 の

形 成 が必 要 とされ る。

(4)そ の他

信 用 情報 シス テ ムは、 技 術 的 に は、 特 に大 き な ネ ック け な て、 法

制上 の 問 題は あ る が、 情 報 の祝 月 と大 規 模 シス テ ムの効 用 に つ い て
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のデ モ ンス トレー シ ョン効 果 が大 き く、 短 期 的 に採 り上 げ てゆ くナ シ

ョ ナル、 プ ロ ジェ ク トと しては、 適 当 な性 質 を有 して い る。

3.文 献検 索 シ ス テ ム

(1)シ ス テ ム の必 要 性 と シス テ ム の概 要

① シス テ ムの必 要 性

科 学 の急速 な発 達 に と もな い、 我 国 は も と よ り、 全 世 界 で 、毎年 、

膨 大 な数 の文 献 が 発表 され て お り、 か つ、 科 学 の質 的 向 上 と問題意

識 の シス テ ム化 に よ り、 あ る一 つ の問題 に対 して も、 多 くの学 問分

野 か ら、 様 々な ア プ ロ ーチ が な され て い る。

科 学 とは先 人 の研 究 成果 の積 み 重 ね の上 に、 大 き な成 果 が 実 現 さ

れ て ゆ くわけ で あ る が、 研 究成 果 のサ ー ベ イ と して の文 献整理 を

各 研 究 者 、 各 企 業 が 独 自に作 業 を して い るの が 現状 で あ り、 い くつ

か の 問題 点 が派 生 的 に生 じて い る。

(a)重 複 調 査 ・整 理 の不 経 済

(b)非 効 率 的 な検 索 シス テ ム.

(c)翻 訳 ・保 管 費 用 の増 大.

上 記 問題 点 は 、 今後 加速 度 的 に増 大 す る と予 想 され る文 献 の山 の

中 で、 我 国 の科 学 、技 術 水 準 の着 実 な る向 上 を図 っ て ゆ くた め に、

無 視 で きぬ 側 面 で あ り、 ナ シ ョナ ル、 プ ロ ジ ェク トと しての文 献 検

索 シス・テ ムは 採 り上 げ る に値 す る シス テ ム で ある と言 え る。

② シス テ ムの 概 要

文 献検 索 シス テ ムは、 既 に科 学 技 術 文 献 セ ン ター な どで、 手 がけ

られ てk・b、 今 後 も開 発 体 制 の 中心 と して1司セ ン ター を位 置 ずけ て

ゆ く必 要 が あが 、 更 に以 下 の諸 点 を 有す る シス テ ム を開 発 す る必 要

が あ ろ う。

(a)コ ンピ ュ ー タ を 中心 と した文 献 検 索 シス テ ムで 、現 状 の レペ
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ル を大 巾 に上 廻 っ た簡 単 で、 効 率的 な検 索方 法 を具 備す る。

(b)欧 米 諸 国 との協 力 体 制 を組 み 、文 献 の要 約 作 業 は各 国 毎 に分担 し、

要 約 の た め の コス トを低 減 す る。

(c)自 動 翻 訳 シス テ ム を開 発 し、 翻 訳 作業 を軽 減 す る。

(d)我 国 固 有 の問 題 で あ る漢字 情 報 の処 理 方 式 を開 発 し、 文 献 検 索 を

簡 易 化 す る。,

(2)シ ス テ ム開 発上 の 問題 点 と対 策

文 献 情 報 シ ス テ ム を開 発 す る に あた つ て、 解 決 を要 す る問題 点 は、 上

記(1)一 ② と関連 して、 以 下 の様 に ま とめ られ る。

(a)効 率 的 な 文 献 検 索 手 法 の開発

④ 簡単 か つ効率 的 なざ 一 ワー ドの設 定 と検 索手法

◎ 大容 量 デ ー タ フ ァ イ ルの設 計 と、 安 価 な 外部 証意 装 置 の開 発

◎ 保 存 コ ス トの低 く、 か つ、 検 索 の容 易 な文 献保 管 、検 索 シス テ

ム の開 発

(b)欧 米 の同種 機 関 と の協 力開 発 体 制 の設 定

各 国 で発表 され る文 献 の 要 約 を、相 互 に交換 活 用 す るた め の協 力

体 制 の設 置

(c)自 動 翻 訳 シス テ ム の開 発

翻 訳 作 業 に か か わ る コス トを大 幅 に軽 減 可 能 な、 コ ン ピ ユ'一 夕

を利 用 した 自動翻 訳 シ ス テ ムの開 発

(d)漢 字 情 報 の 処 理 方 式 の開 発

以 上 の諸 問 題 は 、科 学 技 術文 献 セ ン ター を 中心 と して解 決 を 図 るべ き

で あ るが、(c)、(d)につ いて は、 そ の開 発 に長 鋤 間 を要 す る分野 で あ.b、 幅

広 い協 力体 制 を組 む必 要 が あろ う。

(3)シ ス テ ム普 及上 の 問題 点 と対 策

文 献検 索 シ ス テ ム を実 施 す る に当 っ て特 に 大 き な問 題 点 は見 られ な い

が、 文 献収 集 、 文 献収 集 、 翻訳 、 要 訳 、 等 に 要 す る費 用 が膨 大 に な り、
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利 用者 の負担 が か な り大 き くな る こ とが 予想 さ れ る。 こ の点 に対 して

は、 文 献 情 報 とい う情 報 の性 質上 、科 学 、技 術 水 準 の向上 に役 立 つ こ

と、 ま た、 大 規 模 に シス テ ムが実 施 され れ ば、重 複 投 資が 避 け られ る

こと な どか ら、 国 家 の 文 献 政 策 の一 環 と して各 種 の補助 の もとに、 利

用 コス トの低 減 が 図 られ る必要 が あ る。

(4)そ の他

文 献 情報 シス テ ム と、 文 献 デー タ ・バ ンク の整 備 は 、 我 国 の研 究 開

発 水準 の 向上 に 直 接 役 立 つ作業 で あ り、 か つ、 ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジェ

ク トと して のデ モ ン ス トレー シ ョン、 効 果 も大 き く、 短 期 的 に あ る程

度 の シス テ ム の開 発 が可 能 で ある。 しか し、 自動 翻 訳 シス テ ム等 、 そ

の開 発 に長 期 を 要 す る サ ブ ・システ ム も含 まれ てお り、 長 期的 視 野 に

立 つ た技 術 的 基 盤 の蓄 積 も必 要 で あろ う。

Z、 社 会経 済 情報 シス テ ム

(1}シ ス テ ム の必要 性 と シス テ ム の概 要

① シス テ ムの 必要 性

コ ン ピ ュ ー タの普 及 と、 ソ フ トウエア の 開 発 を ベ ース に社 会 経

済現 象 に 僕{し、 コン ピ ュ ー タ を 利用 した科 学 的検 討 が 国 内 活動 主

体 の各 層 で活 発化 しつ つ ある 。か か る傾 向 の中 で、 全社 会 的 な デー

タ利 用 の効 率化 の意 義 が大 き くな て きて い る。

現 状 、 社会 経 済 デ ー ダを利用 す る に 当 って 、以 下 の 問題 点 が 指 摘

され る。

(a)デ ー タ入 手 ルー トが確 立 さ れ て い な い。

(b)同 一 チー タを各 利 用 主体 が個 別 収 集 す る な ど収 集 活 動 の重 複 が

多 く、 収 集 活 動 のか な りの部 分 を統一 で き る可 能 性 が ある。

(c)デ ー タ作 成 者 に とつ て チ ー タ ・メ ン テナ ンス の要 否、 利 用者 に

とつ て、 デー タ ・メ ンテ ナ ス の有 無 が 明確 で な い。 国 家 レベ ルで
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統一 した ル ール が必 要 で あ る。

(d)利 用 者 の コ ン ピュ ー ター に、 分 析 の た め、 大 量 の デ ー タを入 力

す る場 合、 入 力体 力 の負 担 が大 き い。

磁 気 テ ー プ、 カ ー ド、 マイ ク ロ ・フ イ ツ シユ な どチ ー タ

提 供 方法 の多様 化 が 必要 で ある。

(e)チ ー タの収 集 、 作 成 の ベー スが 不 統一一で、 国 家 レベ ルで の調 整

が必 要 とされ て い る(例 、 期 間 地 域 等 の定 義 う

上 記 問題 点 の もとで 、 我 国 の 情報 社 会 化 をチ ー タ面 よ り支 え る社 会

経済 情 報 シス テ ム の整 備 、 開 発 は、 ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジェ ク トと して

採 り上 げ る意 義 は きわ め て大 き い と思 わ れ る。

② シス テ ムの概 要

社 会 経 済 情 報 シス テ ム を 開発 す る に あ た つて は、 国 が 統 一 的 に主

導 し、 個 別 企 業 、業 界 団 体 の協 力 の もと に、社 会 経 済 総 合 デ ー タ

バ ン ク を開発 し、 収 集 デー タの テ ザ ィン、 デー タの収集 、 メ ン テ

ナ ン ス、 デ ー タ提供 サ ー ビス等 に あた る体 制 が 必要 で あ る。

シ ス テ ム に含 まれ る項 目 と しては

国 民 所得 ・

生 産 活 動 、 企業 経 営

金 融

財 政

貿 易 、 国 際 収 支

入 口、 労 働

物 価

消 費、 家 計

土'地

文 化

等 が考 え られ、 デー タ の 提供 形 式 と しては、 磁 気 テ ー プ、 磁 気 デ
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イス ク、 カー ド、 マ イク ロ ・ブ イ ツシ ユ、 ハ ー ドコ ピー等 多 面 的 な

要 求 に 答 え る シス テ ム で あ る必 要 が あ る。但 し、 シス テ ムは 、 必 ら

ず し も、 オ ン ラ イ ン ・ リア ル タシス テ ム で あ る必 要 は ない。

② シス テ ム開 発上 の 問題 点 と対 策

シ ス テ ム開 発 に附 随 す る 問題 点 と して は、 下 記 の諸 問題 が考 え られ

る。

① デー タぞ バ ン ク収 容 チ ー タの選 出 に つ い て

収 集 対 象 とす るデ ー タ、 項 目の選 出、 決 定 の プ ロセス で は、 か な

り困 難 な作 業 が 予 測 され る。 この 問題 に 対 しては 、 現 状 のチ ー タ提

供 者 あ るいは 利 用 者 を対 象 と した十 分 な基 礎 サ ー ベ イ の実 施 が必 要

で あろ う。

② デ ー タ ・プ ア イル開発 及 び メ ンテ ナ ンス 作業 に っ い て

デ ー タ ・プア ィル の規 模 は 、 か な り大 き くなる こ とが予 想 さ れ、

フ ァ イ ル の開発 、 メ ィ レテ ナ ンス に大 量 の作業 量 の投 入 が 必 要 とさ

れ る。 この問題 に対 しては 、 現 状 で の各 利 用 者 の収 集 コス ト総 計 を

見積 る と、本 シス テ ムの開 発 コス トは 、 十 分 に正 当化 さ れ る可 能 性

が 大 きい。

(3)シ ス テ ム普 及 上 の問総 点 と対 策

社 会 経 済 デ ー タ の利 用 ニ ー ズ は、 現 在 極 め て強 い もの が あ る と思 わ

れ 、 本 シス テ ムの普 及上 の 問題 点 は少 な い と思 われ る。 しか し、 デ ー

タ ・メ ン テ ナ ンス ・サ イ クル、 対 象 項 目提供 媒体 、 サ ー ビス料 金 な

どの 提供 形 式 の条 件如 何 に よつ ては 、 情報 シス テ ムの利 用 率 が低 迷 す

る可 能 性 は あ る。 か か る問 題 に対 しては 、 充 分 な事 前 の利 用 者 の ニー

ズ の 調 査 が 必要 で あ り、 か つ 、 チ ー タ収 集 、 メ ン テ ナ ン ス ・シス テ

6
ムの 効 率 化 と、 デー タ提 供 者 の 協力 が必 要 とさ れ る。

(4)そ の他

社 会 経 済 情報 シ ス テ ムの開 発 に わ た つ て は 、 次 の ス ケ ジュ ー ルが考
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え ら れ る 。

≡

　『
既

「ネ … ワークの全 国的拡大]

本 シス テ ムは、 ナ シ ョ ナル ・プ ロ ジェク トと しては、 技 術 的 に短 期

的 な開 発 が可 能 で あ り、 我 が国 の基 盤 的 デー タバ ンク と して の意 味 も

大 なる こ とか ら、 短 期 的 な開 発 プ ロ ジェ ク トと し て位置 ず け られ よ う。

～

lL壁『 一 旦竺

▼

5.技 術 、 人 材 情 報 シス テ ム

(1)シ ス テ ム開 発 の 必要 性

① 最 先 端 技 術 の少 数 を除 き欧米 技 術 水 準へ の ギ ヤ ツ チ ア ッ プか ら

自主技 術 開 発 の必 要 性 が増大 す る

② 急 速 な賃 金 上 昇 か ら省力機 器 、 省 力 の た め の生 産工 程 の開 発 の必

要 性 が 増大 す る。

③ 高 賃 金 の もとで消 費 の多 様 化、 市 場 の細 分 化 か ち マー ケ ッ ト ・オ

リエ ン テ ィ ツ ドな新 製 品特 に シス テ ム製 品続 発 の必要 性 が 増 大 す る

等 の理 由 か ら企 業経 営上 研究 、 尻 発 の役 割 が決 定 的 に重 要 に な る。

この結 果 、 大 中 小 企 業 を 問わず 、 各 企 業 は ① 人 材 の確 保 、 ② 多 くの

専 門領 域 に ま た がつ た 技 術 を必要 と し これ らに 対 す る情報 へ の ニ ー

ズが 高 ま っ て い る。

(2)シ ス テ ム の概 要

③ 目 的

企 業 相 互 間 で(特 に中小 企 業 と大 企 業 間 、 中 小 企業 相 互 間 で)・ド

各 企 業 が 、 研 究 開 発 上 不 足 して い る技 術 、 材 料 、 部 品、 機 械 類 、 人

材 等 につ い て、 そ の所 在情 報 の迅 速 な入 手 とそ の具 体的 利用 を 目的
一131一

'



とす る。

な お、 技 術 情 報 に つ い ては特 許 情報 に限 定 せ ず 未登 録 の重 要技 術 、

ノ ウハ ウ等 広 く包 含 し、 また技 術 材 料 、 部 品 、人 材(技 術 者 をは じ

め各 専 門 家)な どにつ い て は 国 内、 国 外 の情 報 を イ ン プ ッ トす る。

② 効 果

従 来 新 技 術 や 優 秀 な人 材等 は導 入 技 術 を 中 心 に大 企業 に定 着 して'

きたが、 昭和40年 代 に入 って、 いわ ゆ る ベ ンチ ャ ー、 ビジ ネス に代

表 され る よ うに研 究 開 発 集 約 型、 中 堅、 中小 企 業 が増 大 して お り重

要 技 術 や人 材 等 は 全 国 的 に企業 間 に広 く散 在 す る よ うに な り と同時

に多 くの専 門 分 野 に ま たが つた 技 術 が必 要 とな つ て きた。 この結 果

技 術、 人 材情 報 シス テ ム の開 発普 及 は 企業 にお け る研 究 、 開 発 の効

率 性増 大 に 役 立 ち、 国 民経 済 的 にみ て もテ ク ノ ロ ジー ・ トラ ンス フ

ァー を促 進 し、 イ ノ ベー シ ョ ンを進 展 させ る。

③ シス テ ム 開発 上 の主 体

① 各 企 業 の 所在 地 は広 範 囲 にわた つ て い る こ と ② デ ー タρ ペ ー ス

を確 立 す る ため に多 額 の コス トと長期 間 を要 す る と予 想 され る こ と'

な どの理 由か ら国 お よび 地 方 公共 団 体 がそ の 開発 、 普 及主 体 と して

適切 で あ る。

(4)シ ス テ ム開発 上 の問 題 点

、① 人 材 情 報 に つ い ては プ ライバ シー の保 護 が 問題 で あ リイ ン プ ツ ト

の内容 をか な り限定 した もの にす る必 要 が あ る。

② 技 術 、 ノ ウハ ウにつ い て は 、 イ ン プ ッ トす る場 合 に、 ア セス メ ン ト

トが か な り困 難 と予想 さ れ るか ら、 事 前 に、 こ の点 につ いて 精力 的

な検 討 が 必 要 で あろ う。
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朕 地域 社 会生活 関係情報 システ ム

t家 庭 情 報 シス テ ム

(1)シ ステ ム の必 要性

社 会 生 活 の高 度 化 と複 雑 化 に伴 い、 家庭 生 活 の上 で必 要 とす る情 報

量 は 急 増 の傾 向 に あ る。 しか る に、現 在 の新 聞 、 テ レ ビな どの マ ス 。メ

メデ ィ ア に お い ては 、 そ の情 報 が 一 方 的 で あ る こと、 送 れ る情 報 量 が

(資 源 的 、 時 間的 に)限 界 に近 い こ とな どの た め、 新 しい家庭 用 の情

報 シス テ ム の導 入 が 望 まれ る。 それ は、 量 的 に も質 的 に も高 度 の もの

で あ り、 且 つ合 理 的 な コス トで、 家庭 人 が望 む もの を望 む時 に選 択 し

て受 信 で きる こ とが 望 ま しい。

(2)シ ス テ ム の概 要(10%家 庭 に普 及 す る時 期)

シス テ ム種 類 現 状 → ・ 短 期.
、

(・)有 刺 吉 報 ……'電 話 テ レホン㌔ 房 一)

(b)無

(c)独 立 情 報 機 器 … … … カ セ ッ トテ レ コ

有 線 情 報

〔姦善≦ λ)

㍊ 情 報… 禰 ぞ麟
チヤンネバ

独蹄 搬 器"… で顯 農 曇籔 訂

③ システ ムの開発 と普及上 の問題点 と対策

静止画賛
ン。一)

(買 物 、 移 行)

ラ ン ゲ ー ジ ラ ボ 、etc

↓ピコへ

網

ド
像

一

画

ハ

合
(

総

電源菊欄
自動車用電話

(a)安 価 で取 扱 い の容 易 な画 像用 ホー ム端 末 の 開 発 が緊 急 で、 大 ブ ・

な ど政 府=補助 金 に よ る開 発 を、 モ デ ル地 区 選 定、 モ テル 。ル ー ム選
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定(百 貨 店、 喫 茶 店 な ど)に よる普及 の促 進 が 必要 で あ る。

(b)情 報 セ ン ター の開 設 と、 情 報 施 設 の開 発 の た め、 協 会 な ど に よる

運 営 と、 長 期 にわ た る普 及 の ため の財 政 的 補 助 が 望 ま しい 。 テ レ ビ

局 開 設 当時 に近 い が、 娯 楽主 体 で な いた め普 及 には 、 家 庭 の収入 額

の高 上 が伴 わぬ 限b、 困 難iな 面 が多 い。

(c)情 報 ソ フ トウエ アの開 発 整 備 が最大 の 問題 とな ろ う。案 内情 報 的

な ものは 、 ス ポ ン サ ー が あ る の で、 そ れ の提 供 の形 で 開 発 が比 較 的

容 易 で あ ら う.し か し、 教 育 、 医療 な ど、 直接 の ス ポ ンサ ー の つ き

難 い情報 ソフ トウエ アは 、 大 学 な ど国 家 機 関 に セ ン ター を お く開 発

組 織 が望 まれ る。

(d)無 線情 報 シス テ ム の普 及 に対 して は、 電波 行 政上 の配 慮 が 不可 欠

で あ り、 国 家 レ ベル の調 査 が 望 まれ る。

'

2.レ ジャ ー情 報 シ ス テ ム

(i)シ ス テ ム の必 要 性

昭 和40年 代 に入 る と ① 労 働 力不 足 を主 因 とす る個 人所 得 水 準 の
ゆ

向上 、② 生 産 労 働 にお け る合 理 化 の進 展 に よる単 調 な仕 事 の増 大 ③

家 電 製 品 の普 及、 出生 率 の低 下 に伴 う育 児時 間 の減 少 な どか ら中 高 年

婿 入 の余 暇時 間 の 増大 ④ 老 令入 口の増 大 に よる老 令 者 の 余 暇時 間 の

増 大 等 の要 因 に よつ て レ ジャ ー需 要 が 急 速 に拡 大 し、 今 後 もこの傾 向

が 持続 す る と予 想 され るか ら、 レ ジャー 情報 に対 す る ニ ー ズは強 い 。

(2)シ ス テ ム概 要

① 目 的

レ ジャ ー 需 要 は 各 人 が 余暇 を 自由 に処 分 す る もので あ るか らた と

え ば、見 る レ ジャー 、 す る レ ジャ ー 、 習 うレ ジャ ー 等 多種 多様 で し

か も時 間 、場 所 等 に対 す る各 人 の好 み は様 々で あ る。 した が つ て レ

ジャー情 報 シ ス テ ムは 、 ① 各 種 ス ポー ツ施 設、 レ ジャー 施 設 につ い
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て の所 在 地 、 サ ー ビス内 容 、 待 ち時 間 、 利 用交 通 機 関 、とその 混雑 度 、

利 用 料金 な どの情 報 を提 供 す る。 ② 旅 行 ク ラブ、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ な

ど各 種 レ ジャ ー ク ラ ブや 全 国 あ る いは 地 方 にお け る催 物(博 覧 会 、

画展 、 上 映 映 画等)情 報 を提供 す る。

② 効 果

国 民 は 効 率 的 に多 様 な レ ジャ ー を享 受 す る こと がで き、 レ ジ ャー

施設 の稼 働 率 が平 準 化 し、 施 設 の効 率 的利 用 が は か られ る。

③ システ ム開 発上 の主 体

旅行 宿 泊予 約 シス テ ム な どの採 算 ペ ース に の る と予 想 され る情 報 シ

ス テ ムは 民 間 で も開発 可 能 で あ るカく 不 特定 多数 の人 々に レ ジャ ー施

設 や ク ラ ブの所 在 を提供 す る情報 シス テ ムで は採 算 に乗 らな いか ら国

お よび 地 方 公共 団 体 が 主 体 に な る必 要 が ある。

(4)シ ス テ ム開 発普 及 上 の 問題 点 、 そ の他

① 宅 内 使 用 あ るい は サ ー ビス 七 ン ター で使 用 され る安 価 で 操 作 が 容

易 な端 末 機器 の開 発 が ポ イ ン トで あろ う。

② レ ジャー 企業 は そ の発 生 消 滅 が 激 しい か ら企 業 デ ー タの維 持 、 更

新 な ど管 理 が か な り困 難 とみ られ 、 又 イ ン プッ ト情 報 も多 い か ら ロ

ー カ ル シス テ ム を全 国 的 に チ ェ ー ン化 してゆ くこ とが効 果 的 で あ ろ

う。

▼ 3,地 域 情 報 化 シス テ ム

(1)シ ス テ ム の必 要 性

国 家 ・社 会 か、 秩 序 を保 ち なが ら機 能 的 に活 動 す るた め には 、新 聞

・雑 誌 ・TV・ ラ ジオ な ど所 謂 ゆ る マス コ ミに よる情報 のほ か、 範 囲

は 狭 く と も密度 の高 い 、 い くつか の情 報 が必 要 で あ る。 いわ ば 「多 層

情 報 」とで も言 うべ き情 報 が 必 要 と な つて お り、 ま たそ のシス テ ムは

形 成 され つ つ ある
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地 域 情 報 化 シス テ ムは 、 上 記 多層 情 報 シ ステ ムの 中 の普 遍性 の高 い

情 報 シス テ ム と して位 置 づけ る こ とか 至 当 を考 え られ るか、 秩 序 あ る

国 家、 社 会 の 活動 に必 要 で あ る こと と、 普 遍性 の 高 い情報 の 双方 伝 達

で あ る こ と との理 由に よ り、 国 家 的事 業(ナ シ ョナ ル 。プロ ジェ ク ト).

と して推 進 す る 必要 が あ る。

こ の場 合 、 地 域 情 報 化 システ ムは、 「のぞ む 情報 を、 のぞ む時 に、

のぞ む 所 で、 わ か りや す い形 で双 方 向 で提 供 す る コ ミュ ニテ ィ内 の情

報 シス テ ム1と の定 義 に よつ て い る。(「 地 域 情 報 化 システ ム調 査 委

員会 ・中 間 報告 書 」p247年1月 、 θ 日本 電 子工 業 振 興協 会)

(2)シ ス テ ム の概要 .

上 記 の シ ス テ ムの定 義 に よつ て 明 らか の ように、 最 終 的 に は 殆 ど全

国 を カバ ー す る情報 網 を形 成 す る巨大 シス テ ム に な る こ とにな ろ うが、

最小 の単 位 は 、 団 地 ・村 等 の範 囲 を カ バ ーす る程 度 の もの と考 え られ

る。

地 域情 報 を次 の よ うに2つ に分 類 して考 え る こ とが 出来 よ う。

① 生活 を 中心 と した 情報

② 経済 活 動 を 中心 と した情 報

この う ち、 ② は或程 度 は シス テ ム化 さ れ て い る か、 或 は され っ つ あ

る現 状 に あ る が、 ① につ い て は、 殆 ど白紙 と も言 え る 状況 に あ る。 こ

れ らは 併 行 して推進 す べ き こ と と思 うか、 こ こで は① を主 と して考 え

て ゆ きた い。

生 活 を 中心 とす る情 報 シ ステ ムは、 情報 の種類 に よ り極 め て 多数 の

サ →シ ス テ ム を包 含 して い る。 そ の1例 を挙 げ れ ば次 の通bで ある。

。土 地 住宅 情 報 シス テ ム

。医 療 医薬 品 〃

・税,務 〃

。気 候 〃
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「

7

。商 品 知 識 情 報

。商 品 流通 〃

。食 品 〃

。衣 料 洗剤 〃

。料理 栄 養 〃

。環 境保 全 〃

。生 活 設 計 〃

。教 育 〃

。防 災 〃

・交 通 事 情 〃 等 々

これ らの数 多 くのサ ブ シス テ ム を一 挙 に包 含 せ しめ る こ とは不 可 能

で あ る の で、 包 含 す る サ ブシス テ ムの数 に よつ て完 成 の 目標 期 間 を仮

定 すれ ば 、 次 の如 き もの か考 え られ る。

④ 必 要 とす る最 小 限 の サ ブ シス テ ム(5～7シ ス テ ム)を 持 つ期 間

5～5年

㊧ か な りの数 のサ ブ シス テ ム(8～15シ ス テ ム)を 持 つ期 間

5～10年

◎ 必 要 とす るサ ブ シ ス テ ムの殆 ん ど(16～30シ ステ ム)を 持 つ

期間 10～20年

シス テ ム の普 及 地 域 ある いは シ ステ ム網 の形 成 は、 一 挙 に全 国 に及

ぼ す こ とは 不 可 能 で あ るの で、 次 の5段 階 に分 け て考 え る。

④ 実 験 的 あ る い は局 部 普 及(部 落 内 。団 地 内 な ど)の 期 間5

～5年

⑰ か な り広 い範 囲 の普 及 ある いは 数 個 団 地 の ネ ッ トワー ク形 成 の期

間5～10年

C入 口20～50万 の範 囲 の普 及(区 、 市 、 数 ケ町 村 のネ ッ トワー

ク と 宏ろ う)の 期 間
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◎ 入 口数 百 万 の範 囲 の普 及(大 規 模 ネ ッ トワ ー ク形成)の 期 間一

一20～30年

⑧ ほ ぼ全 国 的 な普 及(ネ ッ トワーク の完 成)の 期 間30～

50年

上 記 を取 りま と め る と、 取 敢 えず は 団 地 な どの 小 地域 で、 限定 され

た生 活関 係 の情 報 シス テ ム を2～5カ 年 で完 成 し、 とれ に検 討 を加 え ・

て改善 した上 、 組 織 的 。計 画的 に他 地域 に普 及 し、 か つ情 報 の 種類 も

増加 す る とい うよ うに推 進 し、30～50年 間 位 に全 国 ネ ッ トワー ク

を完 成 す る とい う計 画 が妥 当 で あろ う。

(3)開 発 。普 及 に 当 っ て の問 題 点

① 巨大 な シス テ ム 。ネ ソ トワー ク を形 成 す る こ と に な る の で、 法 律

を制定 して 国家 と して の大方 針 を確 立 す る必 要 が あ る。

② 長 期 基 本 計 画 ・中期 間 計 画 。実 施 計 画 を樹 て、 整 々 と して推 進 さ

せ る必 要 が ある。

③ 関係 官 庁 お よび政 府 機 関 が極 め て広範 に亘 る の で、 そ の権 限 と責

任 を明確 にす る必 要 が あ る。 事業 団 の設 置 が 必須 とな ろ う。

④ 財 政 の裏 付 け が 必 要 で あ る。

⑤ 併 行 して進 め られ る と予 想 され る各 種 の専 問分 野 の情 報 シ ステ ム

との関連 と接点 を常 に考 慮 し、 総 合 的 に推進 す る必 要 が あ る。

⑥ 外 国、 特 に欧 米 の 実 施 例 お よび計 画 を常 に把 握 す る と共 に、 これ

らの 国 と の相 互 協 力 を得 る必 要 が ある。
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X国 際 僕係情報 システ ム

ら

■

?

1、 システ ム の必 要 性

国 際 情報 シス テ ム とは2ケ 国 以上 の国 家 間 に ま たが る情 報 シス テ ム を

指 す が、 大 別 して 、 ① 先 進 諸 国相 互 間 ② 先 進 密 国 と発展 途 上 国 相 互 間

③ 発 展 途上 国 相互 間 、 ④ 先進 国 と発 展 途上 国 を含 め た特定 地 域 内、⑤ す

べ て の国 を含 め た グ ロー バ ルな もの の5つ に分 け られ る で あ ろ う。

そ して、 現 在 は ま だ先 進 諸 国 相 互 間 におけ る 国 際情報 シ ス テ ム が航 空

会 社 の座 席 予 約、 あ るい は 多 国 籍 企 業 に よる国 際MISな どに よつて 部

分 的 に行 わ れ てい るに止 ま っ て い るが・.こ れ か らは こ う した 国 際 情 報 シ'

ス テ ムが 各 分 野 に わ た つ て並 行 時 に進 展 して い く可 能性 が あ る。 す な わ

ち、

(1)多 国籍 企業 の 国際 的 活 動 は今 後一 そ う活 発 化すると予 想され これ に対

応 した国 際MISへ の ニ ー ズが ま す ます 高 まっ て くる こ と

② ジャ ン ボ機 とコ ン テナ ー を 組 み 合せ た高 速 大量 輸送、 国 際 的 な ク レ

ジトカー・ドシステ ム の普 及 な ど経 済 活 動 の分 野 で も国際 情 報 シス テ ム の

必 要 性 が高 ま っ て い る こ と

③ 発 展 途 上国 側 の経 済 援 助 に対 す る要 望 が従来 の農業 の 近 代化 や工 業

化 援助 に加 え て、 最 近化 通 信 、 医療 、 教 育な ど社 会的 分 野へ の援 助 要

求 が 強 ま っ てい る こ と

(4)ア ー ツ衛星 な ど地 球観 測 衛 星 の デー タ解 析 を通 じて の 自然 環 境 把 握

な い し分 析 に対 す る国 際 協 力 体 飼 が将 来 の気 象 や 公害 な どに対 す る グ

ロー バル情 報 ネ ッ トワー ク形 成へ の気 運 促進 して い る こ と。

2.シ ス テ ム開 発 の長 期 プ ロ グ ラ ム

国 際情 報 シス テ ム の 中 でた とえ ば国 際MISの ご と き ものは 企業 ペ ー

ス へ の 開発 と利 用 促進 が 計 られ る とみ られ る の で、 これ は ナ シ ョナル ・
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プ ロ ジエ ツ トと しては 除 外 して よい と考 え られ る。.

そ こで、 い ま ナ シ ョナ ル 。プロ ジェ ク トと して 、 今後 積 極 的 に推進 さ

れ る必 要 の ある国 際 情報 シ ス テ ム につ い て、 短 期 、 中期、 長 期 に分 け て

してみ る とつ ぎの よ うな もの に な るだ ろ う。

(1)短 期 プ ロ ジェ ク ト

a国 際 通 関 情 報 シス テ ム

b国 際 コ ンテ ナー情 報 シス テ ム

② 中期 プ ロジエ ソ ト

a国 際 遠 隔 医療 シス テ ム

b国 際 遠 隔 教 育 シス テ ム

(3)長 期 プaジ ェ ク ト

aグ ロー バ ル 。エ コ ロ ジー シス テ ム

●

5.開 発 普 及 す べ き システ ム と問題 点

(1)国 際通 関情 報 システ ム

ジャ ン ボ 。ジエ ツ ト捲 お よび高 速 貨物 船 に よる貨 物 の高速 大 量 輸 送

時 代 に即 応 して、 通 関 手続 き を迅 速 に 処理 す る ため の もの で あ る。

① シス テ ム の概 要

a主 要 な 国 際 航空 港 お よび 国際 港 に、 セ ン ター をtsき 、 あ らか じ

め 、 テ レ シ クス そ の他 に よ り、 イ ン ボ イス記 載事 項 を相 手 先 きか

ら入 力 して お き実 際 に貨物 が到 着 した と きに入 力デ ー タと照 合 し、

通 関手 続 き を処 理 す る

bま た これ らの入力 情 報 は、何 時 で も必 要 な場 合 には、 関係 機 関 に

対 し、 オ ン 。ラ インで サ ー ビス す る

c通 関 に関 連 した税 金 、 通 関 料 な どの経 理事 務 を合 せ て処 理 す る

d通 関 に関 連 して 発 生 す る 紛争 ・ そ の他 に 対 し・必 要 な 証標 を作

成 す る
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② シ ステ ム開発 上 の 問題 点

a通 関手 続 に関 連 ある イ ン ボ イス の形 式 、 品 目の 各種 コー ドな ど

に つ いて 国 際的 な標 準 化 をま ず実 施 す る必 要 が あ る

bテ レ ック スそ の 他 で入 力 され た デ ー タが一 般 の イン ボ イス と同

様 の法 的 効果 を待 ち得 る よ うに関 係法 令 の改 正 が 必要 で あ る。

Cこ の情 報 シス テ ムは 貿 易 清 報 シ ス テムお よび物 流 情 報 シ ス テ ム

と相 互 に結 び つけ る よ うな配 慮 が 必 要 で ある。

③ シス テ ム普 及 上 の問 題 点 と対 策

aこ の シス テ ムは各 国 が相 互 に 協 力 し、 同 一 歩 調 で進 め な い か ぎ'

り、 国 際 ネ ッ ト。ワー クは 形 成 さ れ な い。 そ こで主 要 国 が 中心 と

な つ て こ のた め の国 際時 協 議 機 関 を設 け る と とが 必要 で あ る。

bこ の よ うな シス テ ム の運営 が 円 滑 に行 わ れ るた め の、 国際 的 な

情 報 ネ ソ ト ・ワ ー ク の整 備 が 重 一要で あ る。

(2)国 際 コ ンテ ナ ー情 報 シス テ ム

現 在 、 コ ンテ ナ ーは 各 船会 社、 船空 会社 な どがそ れ ぞ れ 独 自 の方 法

で 自社 所 有 の コ ンテ ナ ー に つ い て の国際 的 な情 報 の追 跡、 確 認 を行 っ

て お り、 これ は非 効 率 的 で あ る と同 時 に コ ンテ ナ ーの追 跡 確 認 が不 十

分 で あ る。

そ こで、 国 際的 左 コン テ ナ ー情 報 シス テ ムの導 入 に よつ て、 コ ンテ

ナ ー の 国際輸 送 の飛躍 的 な合 理 化 を達 成 しよ う とす る もの で あ る。

① シス テ ムの概 要

a国 際 的 な コ ンテ ナー輸 送 を業務 とす る企 業 が一 丸 と なつ て、 国

際 コ ンテ ナー情 報 セ ン タ ー を設 置 し、 各 国 にそ のサ ブ ・セ ン ター

を設 置 す る。

b各 国 のサ ブ ・セ ンター・は そ れ ぞ れ 自国 に鉛 いて登 録 さ れ た国 際

コ ンテ ナー の流通 状況 を把 握 し、 これ を国 際 セ ン ター に報 告 す る。

c各 国 のサ ブ ・セ ン ター は観 客 の 求 め に応 じ要求 され た コ ンテ ナ

ー141一



一 の 流通 状 況 を追 跡 し
、 そ の結 果 を報告 す る。

d国 際 コ ンテ ナ ー情 報 セ ン ター は 各国 のサ ブ 。セ ン タ _の 求 め に

応 じて、 必 要 な情 報 を提 供 す る。

② シス テ ム開 発上 の問題 点

a各 国 にお け る コンテ ナ ー・ ナ ンバ ー のM,,・一ー一・、 コー ドの標 準 化 を

実 施 す る必 要 が あ る。

b必 要 に応 じて世 界各 国 の コ ンテ ナ ー個 別 情 報 を追 跡 で きる よ う

な情 報 シス テ ム を確立 す る には 、 各 国 の国 内 吐 け る物 流 シス テ

ムが確 立 して なけ れ ば な らな い。

③ シス テ ム普及 上 の 問題 点 と対 策

a各 国 の コ ン テナ ーの 規格 や コー ドを 統 一 し、 で きれ び国 際 的

に1本 と した コー ド・ナ ンバ ー 体系 を 作成 す る必要 が あ る
。

b・ 各 貨物 輸 送会 社 は 相 互 に他 社 の コ ンテ ナ ニ を共 同利 用 し得 る よ

うにす る こ と に よつ て、 コン テ ナ ー の使 用効 率 を高 め る こ とが で

きる。

cし た が つ て、 で きれ ぱ各 国か の現 物 出資 に よる国 際 コ ンテ ナ ー

会社 を設置 し、 コ ンテ ナ ー の完 全 共 有 に まで進 む こ とが 望 ま しい
。

(3)国 際遠 隔 医療 シス テ ム

この シス テ ムは・ 繊 遠 隔教 育 シ ス テム と と もに発 展 途上 径 に対 す

る経 済 援 助 の一 環 と して今後 先 進 諸 国 が真 剣 に 考慮 す るべ き で あ り
、

と くに通 信 征星 を利 用 した 国 際 医 療 シス テ ム が一 部 す で に東 南 ア ジア

地 区 で イギ リス に よつ て試 験的に実 施 されて套 り、 わが 函 と して も
、 早

急 に そ の た め の体 制 整 備 に と りか か る必 要 が あ る。

① シス テ ム の概 要

a発 展 途 上 国 の首 都 そ の他 適 当 な都 市 に 医 療情 報 セ ン ター をお き
、

これ と、 地 方 の各 都市 の サ ブ 。セ ン ター とを マ イ ク ロウ エ ー ブ
、

あ る いは通 信 面 線 で結 ぶ
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bサ ブ ・セン タ・一ー一は さ らに 各町 村 に散在 す る病 院 や 保 健 所 とオ ン

。ライ ンで結 ぶ

c各 末 端 の 医療 機 関 に端 末 機 をお い てサ ブ ・セ ン ター との間 で 患

者 の半 自動 診断 シス テ ム を利 用 した 診 断 治 療 を行 な う

d医 療情 報 セ ン ター には研 修 セ ン ター を 設置 して
、 医師 、 看 護 婦 、

保 健 婦 な どに対 す る研 修 を実 施 し要 員 の養 成 を計 る

e通 信 衛 星 を利 用 した遠 隔 医 療 シス テ ム の開 発 を積 極 的 に推 進す

る た め に、 これ らに関 す る情 報 シス テ ム開 発 のた め 特 別委 員 会 を

早 急 に設 置 す る必 要 が あ る。

② シス テ ム開 発 上 の問 題 点 と対 策

a本 シス テ ム の開 発 な らび に運 用 には相 当 巨額 の資 金 必 要 とす る

の で・ わ が国 と して 予 め十 分 な経 済援 助 の枠 を設定 す る必 要 が あ

る

b柏 手 国 側 の医 療 をは じめ とす る 医療簡 保 要 員 の不 足 を充 足 す る

た め の 研 究活 動 が 早 急 に実 施 さ れ る必 要が あ る。

c文 盲 率 の発 展 途 上 国 で は文 字 をで きるだ け 使 用 しあ い で
、端 末

機 を操 作 した り、 デ ィス プ レ イを判 読 で き る よ うな特 殊 の機 器 、

シス テ ムの開 発 が 必要 で あ る。

◎ シス テ ム普 及上 の問 題 点 と対 策

aシ ス テ ム を普 及 さ せ るた め には 、標 準 的 な遠 隔 医 療 シス テ ムを

早 創 て開 発 す る 殴 が あ り・ この点 か ら ⑰ が 国 ぼ け る遠 隔 医

療 シス テ広 の普 及 、 発 展 が 先行 すべ きで あ る。

b同 様 に大 量 の 医 療 関係 者 を短 期 間 に養成 す るた め にCAIそ の

他 を活 用 した効 率 的 な観 修 シ ス テ ムの籏,溌が 重要 で ある 。

cWHOな どの国 際的機 関 と協 力 して、 ジ ョ イ ン ト。プm ・:ジエ ク

トを提案 し、 そ の 実 現 に積 極 的 に協 力 す るべ きで あ る。

④ 国 際 遠 隔教 育 シス テ ム
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本 シス テ ム は基 本 的 に は上 記 の国 際遠 隔 医 療 シス テム と類 以 の もの

で あ るの で、 そ の詳 細 の説 明は 省 略 し、 と くに 付 け加 え るべ き諸 点 だ

け を 述べ て お こ う。

aそ れ ぞ れ の相 手 国 の言語 、風 俗、 制度 、 倫 理 上 の相 異 が あ るの で、

もつ と も共 通 す る数学 、 物 理 学 な どにつ い て 、 重 点的 に共 通 の標 準

的 な シス テ ム を開 発 す る。

b発 展 途 上 国 の教 育 関係 者 との共 同 の プロ ジェ ク トチ ー ム を編 成 し、

プ ロ グ ラ ム ・パ ケ ー ジを作 成 す る。

c国 際 遠 隔 医療 シス テ ムの ネ ッ ト ・ワー クを共 同利 用 す る方 法 を考

え投 資 コ ス トの節 減 を計 る。

dUNESCOや 先 進 諸 国 の大 学、 研 究 機 関 と の協 力 関係 を密 に し

て 、 ジ ョ イ ン ト 。プ ロ ジェ ク トと して実 施す る方 法 を 考 え る。

(5)グ ロー バ ル ○エ コ ロ ジー ・シ ステ ム

① シス テ ム の概 要

aわ が 国 の上 空 に静 止 衛 星 を打 ち上 げ、 これ を通 じて 日本 全 土 の気

象、 公 害 な ど に関 す る情 報 を適 確 に 把 握、 分 析 す る

b日 本 の セ ン ター と国 際 エ コ ロジー、 セ ン ター との間 を結 び 、 相 互

に必 要 な情 報 を交 換 す る。

cこ れ らの情 報 を国 内 の関 係 機 関 に 提供 す る と と もに、 定 期 的 また

は 必 要 時 に一 般 国民 に も公表 す る。

dこ の シス テ ムが 他 の これ に関連 ある シス テ ム(例 え ば公 害 情 報 セ

ンタ ー な ど)と 連 動 す る よ うな仕 組 み を組 み 込 む

② シ ス テ ム開 発 上 の問 題 点 と対策

a静 上 衛 星 の開 発 打 上 げ に関連 す る技 術 が 外 国 に く らべ て著 し く立

遅 れ て い る。

bま た 衛 星 か ら稽 られ る情 報 解 析 技 術 が未 発 達 で あ る。

cと くに、 映 像 分 析 手 法 に つい て本 格 的 な研 究 が立 遅 れ て い る ので、
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この分野 の研究機関の整備 が緊急 の課題 である

③ システム普及上 の問題点 と対策

a日 本 はア ジア地域 にお けるセンター との しての機能 を果 すべ き

であ り、 そのための準備 を長期計画の下に進 め るべ きで ある

b公 害情 報 センター、 メシユ別国土情報 セ ンター など、地球観測

衛星 や航空機 に よる映像情報 と対応させ るた めの諸情報 を提供 す

る諸機 関の整備 が先行 すべ きである

cわ が国は 自国で開発 した技術や施設 を アジア諸地域 に開校 し、

その利用 を促進す る ように協 力すべ きで ある

ρ
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付録 開発普 及すべ きシステム

1産 業 分野

ll

シ ス

開 発普 及す べ きシス テ ム名 シ メ テ ム の 必 要 性

問 題 点

1.経 営 プ ラ ン ニ ン グ シ ス

'一

テ ム

(1)全 社的経営計画策定
1

長期的 ・戦略的な経営計画をサ ① 利用者が非EDP部 門である

シス テ ム ホニ トす るた め に、 経 営体 を取 り こと

まく環境条件の予測、各穏施策の ② マ ク ロ内外 経 済情 報、 業 界、

効 果 な ど を シ ミ ユ レー シ ヨ ン モ デ 商 品 、財 務 デー タ、 各 種経 営統

ル な どの活 用 に よっ て よ り効 果的 計 な どの デー タ整 備

に 行 な うとす る もの であ る。

(2)部 門別経営計画策定 上 記 全社 的 シス テ ムを ベー スに

シス テ ム して事業部や支店 レベルの事業計

画を策定するための短期的、戦術

的 な シス テム で あ る。

◆

(3)経 営 シ ミ ニ1ノー シ ヨ 経営のレベル向上 ① 経営データ連関分析

ン
② プ ログ ラム 不足

2.無 人 化工 場

ω 自動化工場 各種工場の製品品質の向上、省 ① 安 価 な ミニ コンの開 発

力化
1

; 1② ユ ニ ソ トオ ペ レ ー シ ヨ ン の壕
`
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匂

命

、

-一,F

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
ラ.--

① 利用者向の非手順的 ないしは、情報処理団
「
問題向言語の開発 体 、 メ ー カ

② 会 話型 シ ミぞ レー シ ヨ ン言 語 お よび ソ フ

お よび シス テ ムの 開発 トウエ ア会

社

③ 多層 的 条 件 検索 、 メ ニ ュー検 同 上

・←一 一 一

索 、 機密 保護 、 ファ イル メ シテ

ナ ンス な どが容 易 で、 かっ パー

フオ ー マ ンス が 高い汎 用 ファ イ

一

ル マ ネー ジ メン トシス テ ムの開

発

・④ 最 適 化 手法 、 予測 手法 な どの 同 上

パ ッケー ジ プ ログ ラムの開 発 お

よび既 存 プ ログ ラム の レペル ア

ツ プ

産学協同による開発の推進 民 間 研究会等教育の社会の増加

..一 ヤ.

民 間

'一 ・

① ワ ン チ ッ プ、 コ ン ピュ ー タ標 民 間 ① 開発投資補助 国家又は公

準化による大量生産 共団体

② ミ ニ コ ン、 ネ ソ トワー ク シ ス ② 標準化
一一 ・ 工噺"一
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,一 一 －F}

1 シ ス

廃発 普 及 すべ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

■ 問 題 点

合化

③ イ ン ター フ ェ イ ス

④ 利用上の技術

業種別の差異

(2ノ 生産 、 検 査の 自動 化 ① 労働力不足対策 ① 節 御技 術 、 セ ンサー

② コス ト低 減対 策 ② 大きな開発投資

③ 不良遠境除去対策

(3)故 障 診断 シス テム 防災、保守要員の増大防止 シ ステ ム工学 の不 足

3.工 場 団 地 シス テ ム ① 資 材、 エネ ル ギー有 効利 用 シス テ ムの 弾 発

② 公害防止

③ 経営情報管理の有効活用

τ 工場競 モニ。リ。グ 安全衛生 セ ン サ ー

シス テ ム

A

苛 ・7

5,提 案

(1)緩 濃 墨 郡市近郊における生鮮農作拠の 土壌、雰囲気の高周期訓卸技術

生産性向上 と農化学の融合

(2)野 菜 工場 シス テ ム 食糧確保のため、野菜の工場生 植物学等 との結び付きが必要

産 シス テ ムの実 用 化 を図 る。
一

(3)施 設 畜産 蛋白源の確保と、飼料の有効活

用

生体計測器の開発

④ 畜 産 シス テ ム

…
食料確保のため、畜産の能率化 動物学等 との結び付 きが必要

…iを 図る・1 「

L ______________一 等
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テ ム の 開 発

一

↓

シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 ・ 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

テ ム の開発

③ 電子式信号変換器の標準化、 ③ 技術の公開

量産化

4
④ ユ ーザ ー に よる開発 に 対す る

補助

亀 ⑤ 標 準 化 され た ソフ トウエ アの

開発

問題 向 き ソフ トウ エア の開 発

開発補助 民 間 ① 大 きな初期投資 民 冨

② 採算性の リスク 国
信

③ 償却の優遇、 リスク保険制度

行政指導 民 間 災害につながる部分については 異 言

強制 す る。 国

モデル地区へ の補助 国 国

民 間 中小企業工業団地をもうけ、地 培 方 自治

域住 民 と協 力 して行 な う。 民 間

開発補助 民 間 モデル工場に よるPR、 行政指 民 間

導、税制優逼 国

農 学 、 制御 工学部 門 協 同 プ ロ ジ

ェ ク ト

生 物 、 電子 工 学、 畜産 、 技 術 者

の 共 同 プ ロジェ ク ト

官庁研究機 現体制(旗 売ルー ト、農家)の 農 協

関 変換、教育

,一'

畜産、技術者 官公庁研究 同上 瑳 協
、

機関
・'

'

-

. 一.

}
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シ ス

シ ス テ ム の 必 要 性開発 普 及す べ き シス テ ム名 .参一 一一

問 題 点

6.ビ ル 群 管 理 シ ス テ ム 副都心型の再毘発において、複 個 別 的 管理 シス テ ム、 た とえば、

、

雑多様なビルの機能を統一的にシ .エ レ ベ ー タ、 空 調 、 防 犯 な ど のサ

ス テ ム化す る こ とに よつ て安 全性 、 ブシス テ ム化 は進 め られ て きたが 、

快適性、利便性、経済性を追求す さ らに高 い レベル で統 一的 に管 理

る 。
」

し計 算 セ ン ター機 能 と ドツキ ンン

す.る試 み もあ り、 それ に よつて大

巾な性能の向上と省力化が期待 さ

れ る。

`

、

.・
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i
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・
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テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と普 及 方 法' 主 体

実 験的 に適 当 な ビルま た は ピル 公共又は民 とくにあま り問題はないと予想 公共または

群 を選 ん で一 定期 間、 フィー ル ド 間の開発企 される。在来の方式からの切替時 民間の開発

テ ス トを 行 う。 業体 の不安が伴 うかも知れない。十分
.

企業体

`
な事前評価が必要である。

ふ ノ

'

1
.

●

●
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9行 政分野

開発普 及す ぺ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

シ ス

問 題 点

1.土 地 利 用情 報 セ ンター

④

⑤
ノ

① 都市計画、特に地域開発に関

する計画、立案に資する。

② 地域住民の意識 と関連させて

行政体の施策立案の資料を提供

する。

③ 公共事業の重複投資などを防

ぐ。

登記事務、税務の省力化。

公害関連諸計画への基礎資料

の提供

⑥ メツシユデ一 夕の整備

⑦ 外国では、 ロンドン市役所、

スエーデン等に例がある。

① 文書、書式の問題

諸規定

{
証票 としての信認

② プアイルの整理

③ 国字処理

④ 開発費

⑤ メ ソ シ ユ ・デ ー タ

」

「

a
`

2.行 政 情 報 シス テ ム

(1)行 政 シ ミュ レ ー シ ョ

ン

1徹 喧 の向上
`

1判 断、 ア ク シ ・ン等 の迅 速 化 ll;運㌫ ⇒
ト 〉'

② デー タ分 析 、 評価 資

料 作 成 シス テム 」 `

'

3.住 民 サ ー ビス 行 政 シ ス

テ ム

(1)窓 口情 報 処 理 シス テ

'①
国 民 へ の サー ビス 向 一上

1国 民の　 ぶ サー・ス間 す
.

ム

② 苦情処理システム

r② サ ー ビス要 員増 大 防 止
…

1③ 国民の政治参加意識の向上

トる苦情のデータ収集と分析

」
一

(3)投 票 自動 化 シス テ ム 投票者の確認法

(4)民 意 反 映 シス テ ム ① 政府や地方 自治体 と市民の意 ① 複合的 な問題 を多面的に解明

思疎通の健iで きるモデ・レの醗

一152一
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`

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
一',　 一}

① 規則の改正
r

② 機械化を前提として、整理す
、

る 。

③ 一応 の解決は運転免許事務な

どで な され て い るが 、本 質 的 に
、

は別 プ ロジ ェク トと して 長 い眼

で研究すべき問題

④ 登記事務は国の仕事の一環 で

あるから、当然国家が負担すべ

きで あ ろ う。

資源の投入 国 国家としての方針の確立 と省庁

一}"A

国

間の壁の打破

悔 三 セク ター を うま く利 用 して 国 実行可能の部分から積極的に実 国

}国 民の意見を適確につかむ こと 行 に うつ し、 国 民 の協 力 を うる こ

1に 努 力す る. 地方自治体 と 。 地方自治体

委託形式 実験地区でのPR

① シ ンク ・タンク の利 用 政府自治体 ①NHKテ レビ番組 の利用
1

已 新 聞 に ・る キヤ ・べ一 ・

政府自治体

放送、新聞
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名ムテスシきべす及普発開 シ ス テ ム の 必 要 性
シ ス

問 題 点1

② 国民や住民からの政策への フ ② 市民が かんたんに応答入出力

イー ド・バック できる入出力機の開発

③ 多重民主主義の徹底(み んな

で決めたことはみんなが守ると

い う ルー ル)

4,行 政 恒報 総合 テ一 夕パ 行政上必要な諸統計 とその動態 デー タの 入 力方式 、 デー タの蓄

ン ク を総 合的 に把 握 で きる デー タパ ン 積方式データの更新方式などにっ

ク を殺 り 、国 、 地 方 自治 体 等が こ いて校討すべき点が多い。

れ に ア クセ スす るこ とに よつて、

行政の効逐及び整合性を高める必

要 が あ る。

F

v

.1

一一154一
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テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と普 及 方 法 主 体

② 機 器 メー カー の活 用 ③ モデル実験地区の設定 業 界

③ 地 域 エ ゴの解 消ルー ルの設定

(個 人 、集 団)

行政「青話の内容の把握と収集、 国が主導 し 各省庁、地方自治体におけるシ 同 左

提供の方法を網羅的に把握 し、方 地方 自治体 ス テ ム の標 準 化 ない しデ一 夕 フオ

式 の 開発 に つ とめる 。 の協力を得 一 マ ッ トの標準 化 を行 な う必 要 が

る あ る 。 デ ー タ の ア ク セ シ ビ リテ ィ

の コン トロー ル な どに留意 す る必

要が あ る。

.

`

・

白

白
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皿 教 育分 野

「
{

澤胃発 普 及す べ き シ ス テム 名

川 学校経営情報システム

(2)教 育 シ ステ ム

(3){固 別 学 習 シス テ ム(幼 、

小 、 中、 高)

社 会 教育 シス テ ム

シ ス テ ム の 必 要 性

① 時間割、採点、身体検査その

他の事務のEDP化 に よる雑用

か らの開放

② 予算統制、学校経営の向上

③ 教育方法の改善 と効果測定の

客観化

① 教育サービス需要の増大に対

する効率的対応

② 教育要員の量的、質的不足に

よるサービス低下の防止

③ 能力に応 じた対個人教育の強

化、改善

① 個人別の能力教育への転換

② 問題解決型の自己学習への転

換

③ テス ト、入試の廃止、簡略化

④ 脱学年制への移行

① 中高年層の能力再開発

② →波市民の教養能力開発

③ 主婦、子供の家庭学習

シ ス

問 題 点

① 学校 経 営 プログ ラム、 パ ッ ケ

ー ジの開発 とチ ツ ブ化

① 教育の非人同化の危険性、人

間的接触の後退の危険性

② 選別、差別化機能の措大に よ

る被教育者間の連帯、協力の喪

失の危険性

① 問題解決型、 プログラムパッ

ケージの開発

② 安価な入出力機器の開発

③ 通信回線の大巾低廉化

④ 学校教育関係法規か らの制約

の排除 、

⑤ 教育界 日教組 の抵抗緩和

⑥ 巨額の教育投資

① 社会教育用ブ・グラム・パッ

ケージの開発

② 操作容易で安価多機能端末機

一156一
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◆

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決

① 教育工学技術者の養成

方㌃ ↓主

① 教育工学技術者の養成

② アメ リカその他のシステムの

導入

③ 教育法規の改正

④ 通信回線の特別料金制の率入

⑤ 現行教育予算からの組替え

⑥ 受益者負担の増加

⑦ 教育界教師協力体制の整備

⑧ …鋏師の再教育

① 計画的なシステム開発組織の

確立

② データ通信政策の根本的再検

体 問 題 点 と 普 及 方 法 一主 体

政

治自

府 ① モデル学区の設定 政
ダ

体 ② 行政指導の徹底

③ 現場教師のシステム開発への

参加

府

体

専門企業教 ① 教育界の伝統的態度

育関係者 ② 主体の弱さ

③ 予算

政

自

政

府 ① モデ ル実験学 区 に よる デモ ン 政 府

治 体 ス トレー シ ョ ン 自 治 体

② 現 場教 師 の積 極 的 参加

③ 教 師研修 七 ンター の詮 置

④ 子 どものた めの コ ン ピユ ー タ

プ ラザ ー の開設(自 由 に コン ピ

コー一 タで遊 べ る)

⑤ 政府 の抜 本的 な コ ン ピユー タ

志向績 長嬬壇 燦 定

⑥ 教育予算の大巾組替えと増額

ω プ。 グ,。.パ ケー ジの 民 間 政"府

へ の公 開

②NHKテ レ ビ網 の活 用 学 校 法 人



} 1
シ ス

ー 、開発普及すべきシステム名 シ ス テ ム の 必 要 性 一

問 題 点

④ 各種資格副長の充実

・

器の開発

③ 通信回線料金の低廉化
-一

㈲ 産業教育用CAI 業 種 別 、磯 菜 別 シス テ ム

CAI/CMI

(6)盲 人 教 育 シス テ ム ① 点訳作業の半自動化

一

① 点訳作業の機械化

② 点字書籍のコス ト削減 ② 点字出力

③ 点字図書館

④ 盲人向けCAI ③ ライ ブ ラ リの充 実 と管 理

④ 盲人向けCAI手 段の火除

⑤ 陛発費

⑥ 教育体制の欠除

(外 国に お け る類 似 シ ス テ ムの陸

発 は古 く、MITの プ ロ ジェ ク ト

は1967年 前 後 に 完成 している)

(7)語 音 プ ログ ラ ム サ ー ビ ① 優 良 ブ ・グ ラ ムの提 供 プログ ラムの 開発

ス セ ン ター ② コス ト低減

(δ)教 育評 価 デー タ分 析 サ ① 教育の質の向上

一

〃

一 ピス シ ス テ ム ② 教師の負担増大防止
オ

斥

`'

・

'

1
…
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6

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普
.

及
A

一

ウ,、.　

解 決 方 法
{主

休 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

討 ③ 民間教育産業の育成 民間 企 業

④ 大学 の市民への開放

新入社員教育

産業構造の変化に対する再教育

① 入力システムの開発 国 家 ① 開発体制の欠除

一 一 一.≠一

国 家

② 編集 システムの開発 専門機関の設立

③ シ ソー ラス 〃 / 予算の裏づけ

④ 出 力 シス テ ム 〃 ② 教育体制の践発
一

⑤MTラ イブ ラ リの作成 、複 製 ,,
小 型CAI(ミ ニ コ ン ベ ー ス

'

(点 字出力)装 置の廃発 程度)の 設置
一 一 9

⑥ ハー ド ウエ アの 開発 運用機関

⑦ 教育資料の作成 予算の裏つげ

⑧ 国家予算
一 A

⑨ 公共的機関(例.職 業訓練所、
「

商工会議所)に 施設をお く

補助 国 補助金に より普 及をはかる 国

民 間 先方 自治体

〃 国 〃 地方自治体

民 間 民 間

一一 一 一^亀 斗 一 一 一 一 ー 一 会一 一 ・
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w医 療 分野

名ムテスシきべす及普発開

(1)医 療 情 報 セ ン ター

② 医 学 情 報 シス テ ム

倒 医療資源情報 システム

(4)救 急 購報 シス テ ム

⑤ 救 急 医 療 シス テ ム

(6)遠 隔 医療 シス テ ム

の 医 療 機器 シス テ ム

|シ ス テ ム の 必 要 性
シ ス

① 保険事務の機械化

② ヌク リーニングの機械化

③ 病院経営管理

全国の医師に対 し、詳細 かつ最

新の医学情報を提供し、各医師の

医療 レベルの向上をはかる。

薬材、特殊技能医師、各種医療

資材の所在をファイルし提供ナる

救急時の対応策、バツクァッブ

体制等につき十分な情報交流を行

ない迅速な行動を可能にする。

① 事故 による死亡や後追症の減

少

② 救急医療デー タの収集分析に

よる医療の向上

③ 救急医療病院の管理の向上

① 離島、僻地の無医地区の解消

② 都市の遠隔問診制の促進

各種医療機器、電子機器等を有

機的に組み合わせ、医療関係者の

省力化を図 る。

問
9_._上_-L

文献情報のみならず、画像情報、

波形情報等、多様かつ大量の情報

を処理する必要がある。

開発された システムと現状社会

体制の親和性を十分に考慮して開

発する必要がある

① 緊急診断装置を備えた救急車

の開発

② 救急医療用プログラムの開発

③ 緊 急 交 通管 制 シス テ ムと の併・

用

① 安価高性能検査機器の開発

② 画像伝送回線の整備

③ 医師、保険婦の充足

患者むよび医師を機械 との親和

性が少ない。また現状の技術で可

能なことでも法的、制度的に実行

できない ことがある。

一160一
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合

4

テ ム の 開 発

|

ー

ー
シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 竺

一 「.'

各種工学技術情報処理技術等を 公益 団 体 各種の情報を処理できる廉価な 医 師 会 等

駆使 し、 より高度な情報提供体制 大 学 入出力端末が必要となる。

を確立 す る。

「'.-T ウ
.

各関係機関間の緊密な協力体制 公 益i団 体 異 なる培関の問の}青報交流を円

潤化 し、相互筋力体溺を打 ち穏て

る 。
一,

① メ デ ィカ ル、 エ ン ジニア の養 自 治 体 ① 医師、看護婦の砂育、訓練 自 治 体

成

② 機 器 メー カー、 ソフ トウ エア

会社の活用

① メデ ィ カ ル、 エ ン ジニ ア の養 自 治 体 ① 医大、医師会、 自治体の波力 自 治

一

体
・

成 体制

②lv函 機 器 メー カー 、大 学 の活 ② 看護婦、保健婦が診断治療で 医 療 法 人

用 き る よ うにす る(医 師法 の改 正)

③ モデル実験地域の設定
9→ 一

人間工学等を駆使 し、より便い 公 益 団体 概械 と人間の親和性に問題があ 公 益 団 体

やす属 のを作るとともに・社会 るが、機器の有効性を住民に対 し

的 に受 け入 れ られる シス テ ム構造 啓蒙するとともに、機器と接する

とす る。 ì チ ャ ンス を多 くしてなれ させ る。
† i 」
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シ ス

開 発普 及す べ きシス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点

(8)医 療 情報 シス テム ① 人手不足のなかにおける患者、① プ ライバ シー 擁 護 との関 連

資料、記録の整理、保管の合理

化

② 医 療 サー ビス ・シス テ ムの体 ② 受益者側からの医師、病院の

系化 と統合化 自由選択権の保持の必要性との
.

醗

③ 医療内容に関する情報検索と

診断の改善

④ 辺地等における医療サー ビス

の改善

{9)病 院 シ ス テ ム 福 祉 向 上 と ともに医 療 サー ビス ① 医 療 情報 シ ステ ム と しての ホ

に対する需要は増大し、医学の進 ス ピ タ ル オ ー トメ ー シ ヨ ン の 問

歩 に とも な うサー ビス 内容 の質 的 題点はすでに概ね列挙されつく

向上 と相まって、高度な病院の建 して い る。

設 が進 ん で い るが、 一方 在来 の シ ② 病院内搬送、物流の問題、ハ

ステムは極めて労働集約的であつ 一 ドウエ ア(建 物 をふ くむ)制

た ため 、人手 不足 に よ り、 サー ビ 御 システ吟、端 末 な どの水準 が 情

ス供給 と需要の国に絶対的アンバ 報 シ ス テ ムに比 して遅 れ て い る⊂

ランス を生 ん で いる。 この面での人手不足の方が より
ρ

深 刻 で あ る と もいえ る。
・

③ 薬局の自動調剤、電子処方の

分野が遅れている。

/

'

傾 病院自動化システム ① 予約制による患者待 ち時間の ① マン ・マ シ ン的 な半 自動診 断

"

合理化 プ ログ ラムの 開発

② 半 自動 診 断、 重患 モ ニ ターに ②,カ ル テ の標 準 化 と コー ド化
'

i
よる医療 の合理化

|

'
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'

P-,●r.「 エー

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
・

不 明 専 門 企業 ① 日本 の医療制度における特徴

医療関係者 (地域的統合化の困難)

s

自治体等の ② 主体の弱さ

`

公共団体の ③ 予算

共同課題

■ 〕

.'・ 一

① すでに通産省、厚生省などで すでに構想 現在進行中の計画 どおりでよい 各 病 院

しかるべき機関による実験や開 中の開発機 が 、各 病院 へ のPRが 重要 で あ る。

発 が進 ん でい る。 関

② 各 種 ハ ー ドウエ ア の試 作 実 験 国または民 都市内交通 とことなり、病院内 各 病 院

制 御 シス テ ム をふ くめた モ デ ル 間企業 だけで解決できるので大掴な実験

病院による実験 病院で成果をひろ く実地にPRす
・

③ 基本的には無人工場や自動倉 る。朱知の分野であるから患者や

臼 庫 に類 似 の技 術 で あろ う。
医師の不安が太きピのでそれをと

りのぞ く。

④ 試作機 と処方 システムの実験・薬 品 メー カ 医薬分業 との関係、法制的問題、各病院と薬
白

とくに薬剤の剤形 と包装(カ セ
一 あ るい は 薬 品 メー カー間 の問題 な どが ある。 局

ツ ト化)の 規 格 統 一 その関連企 関係者や官庁の調整による解決

業

① カルテ標準化委員会の設置 政府 自治 ① 国 立 ・公立 病院 に よるモ デ ル 政府、自治

体 実験 体

②ME機 器 メー カーの 活 用 医 師 会 ② 総合病院への財政援助 医療 法人

「

「
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シ ス

一 、

開 発 普 及す ぺ きシス テム名 1シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点 「

③ 点数計算、会 計事務 の合理化

一 一一"r－

③ 画像 自動解析手法 の開発

④ 個 人 別 カル テ、 ファ イルに よ ④ 医師の抵抗緩和

る治療、臨床医学研究の向上 ⑤ カルテの他病院による利用

⑥ 個 人 の プ ライバ シー の保護

(1D個 人 別病 歴 管理 シス テ 各i固人の既往歴、特認事項等を

A'・"

機 密保 護 、 ファイ几の圧 縮 、入 出

-'

ム コ ン ピュ ー タ に フ ァ イ ル し、 レ・っ 力端末の低廉化等に問題がある。
吟

で も どこで も よ り正確 な診 断 を可

能 にす る。
一 一 ●一 '　 一

個 広域健康管理システム ① 地域住民の予防、保健の徹底 ① プ ライバ シー の保 護

② 寝たきり老人医療の充実 ② 総合検診装置の開発

③ 産婦、幼児健康管理の向上 ③ 個人別医療 プアイルの設計

④ フ ォ ー ・一 ア ッ プ 、 シス テ ム

の廃発

⑬ 診 療 コ ンサ ルテ ィ ング ① 診療の迅速化 ① 医師会、病院の協力

シス テ ム ② 病院施設の混雑防止

③ コス ト低 減 ② プ ログ ラムの開 発

亀

●

6

1

一164一



●

'

●

、

テ ム の 開 発

解 決 方 法

③ 日本医師会の協力体制の整備

政府の強力な推進にょり各界の

有識者⑳意見を取 りー入れて、 より

現実的なもの乏する。

① 情報基本法の制定

② 機密保護技術の醗発

③ メディカル ・エンジニアの大

量養成

託研究

主 体

病 院

公益 団体

政蔵 自治体

企業、医療

法人

民

国{

瞬

シ ス テ ム の 普

問 題 点 と 普 及 方 法
…
体

…

及

主

③ 地方都市のモデル地区指定

入 力地点と出力地点が異なる場 公 益 団 体

合の対応性癖密保護対策等国民の

コンセンサスを待なが ら推進する

① 健康診断の義務づけと徹底

② 国庫援助を受益者負担

③ 専門病院 とのチーム・ワーク

モ デ ル 地 区 に よる デ モ ン ス トレ

ー シ ョ ン

政職 自治

体

医 療 法 人

1

1

ー

地方 自治体

巨]

民 間

1
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V公 害環境分野

1

ー

L

}シ ス

開発普 及す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性 { .・

'問 題 点
,

(1)公 害 情 報 シス テ ム 現在主要地方自治体で大気汚染、

9-一 一

① 公害は、一定の地域に発生す

騒 音、 汚 水 等 の 小規 摸 シス テ ムが る とは 限 らず 、他 の地 域 に ま た

研究開発されているが、まだ単体 がつて影響を及ぼす。

システ ムに す ぎない。 今 後、 公 害 ② また、発生後の影響、例えば

の発生を連続監視 し、発生源、環
.

人 間 だけ で な く、 植物 、動 物 等

' 境の双方を測定 し生体への環境を 非常 に広範囲にわたる。

' リアル ・タ イ ムに把握 し、 各種 予 ③ また、発生までに長期間を要

測方法 によ力早期に検知 し、発生
●,

源に対す る規制と規制効果を総合

する。

④ 発生後の保障上の問題

. 的 に担 え る。
'

'

1哀

|
1

「

2)公 害情 報 セン ター ① 公害の実態の把握 ① デ ー タ収集 ル ー トの不備

② 対 策 立 案 のた めの デー ター の ② 事業の非採算性

提供 ③ 既存のデータ収集機関(例

③ 公害予測の実現 原子力研究所)と の重複
;

一166－
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◆

●

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及
一 一

t

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

① 各 地域 の シス テ ム を ネ ソ トワ 国、 地 方 自

一 ク化 す る 。 治 体 、 メ ー

カ ー 、 ソ フ

② 環境保全のため、公害発生地 ト ウ エ ア ・

域の各種時系列データを検出す ハ ウス 、 大

る方法および装置の研究開発。 学、研究所

③ 時系列データの収集、分析方

法の研究

④ 環境基準等制度上の問題を研

究 す る 。

⑤ 連 続 監 視 シス テ ムは 、 セ ンタ

一か らのA/Dコ ンバ ー タ を通

じた デ ー タ収 集 と制 御 、 処 理 デ

一 夕ー の 分 配 、A/Dコ ン バ ー

,タ ー を通 じ ての表 示、 警 告 と制
!

`

御の研究開発

⑥ 公 害 予 測 用POL(Problem

OrientedLanguage)の 開

・

発が必要 '

⑦ 大 容量 の デー タ ・ペー ス を必

要 とす る と と もに、専 門IRシ

ス テ ムの研 究 開発

.

,一

① 行政体による体割の整備 非営利法人 ① 電算 化 に よる原 始 デー タ又 は、 非営利法人.
〉

② 非営利体制の設立(法 人など) 編 集 済 デー タの配 布(磁 気 テ ー

③ 国家の資金援助 プ等) 、

④ 上級調整機関の設置1、 、② 定型的処理結果の刊行i
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ド
1 シ ス

弾発 普 及す べ きシス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性 ・

問 題 点 1

④ 企業立地の許容度の調査 ④ デー タの保 守

⑤ 都市計画など長期的施策への ⑤ 収集デー タの範囲

反映

'

'

'

③ 広域公害制御システム ① 汚染集中地域の公害の防除

,

① 安価 ・高性能監視機器¢耀 発

② 全国的な公害対策の確立 ② 企業の秘密保持
「

③ 社会コス トの負担
'ト 一

(4)全 国水系 情 報 管理 シス 水資源の有効利用 と水質汚染状 オ ン ラ イ ン ・サ ン プ リ ン グ、 モ

テ ム 況のマクロ把握による排出源行政 ニ タ一計 測器 の開 発
、通 信 ネ ッ ト

指導 ワー ク・ 大 容量 デー タベー ス の 開

発

一

一168-一
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◆

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

⑤ 国家の援助により行なう必要

が あ る 。 .

⑥ 現在存在するような単なるモ

ニ タ リン グデー タの他 に域 内の

総排出量、拡散状況、蓄積状況、

時系列データなど多くの未収集

デ ー タを要す る。

(例)

排気に関するもの

排 水 〃

固形廃棄物 〃
'

医薬 品 〃

工業薬品 〃

食品 〃

植物相 〃

動物相 〃

熱 〃
'「 一 一

① 公害技術開発事業団の設立 政 府 、 第5 ① 企業 と自治体、住民との対話 政 府 、第5

② 企業への特別減税融資の強化 セ ク ター 、 ② 公害除去技術の並行開発 セ ク ター 、

自治体 自治体

メー カー 託 研 究 政 府 農 林 、環 境 、 自治 、通 産各 省 と 政 府

地方行政体 との協力'

A',]一
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o

wu交 通物 流分 野

「

'
1

`

1

i
シ ス

A「 一

'

}弾 発普 及 す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

L 問 題 点

1ω 都紺 交通システム 自動車を中心 とす る現在の都市 ① 中量輸送軌道システムは都市

内交 通 シス テ ムは、 都 市 環境 に対 内物流に対 して必ずしも有効で

する公告、交通事故、混雑をもた は な い。

ら し、 か つ エ ネ ルギー 浪 費的 で あ ② 乗合制で無人化 した場合の安

る。また都市空間の占有率が高く 全が懸念される。また無ノ駅 で

多量の資源を消費する。さ らに交 の操 作 。

通貧困層 という社会的不平等と混 ③ 専用走行路の軽量小形化 と都

雑による都市内輸送費の上昇を生 市内建設上の問題、ならびに走

ん でい る。 新 しい都 市 内 交 通 シス
唱

行時の級音等の公害や日照、景

テムは、 自動 車 の優 れ た機能 を で 観 な ど。

きるだ け温 存 しなか ら、 そ の マ イ ④ 大規 模 コン ピュー タ シス テ ム

` ナス面 を除 去 した シス テ ム で あ る。 の開発

⑤CVSの ように多数台の車体

を動かし多数の駅があリネツト

ワー ク ・シ ス テ ム で は そ の メ ン

テ ナ ン ス ・シス テ ム
ー ◆

② 交通補完システム ① 高速道路、鉄道建設の節約。 広帯域通信幹線の建設、投資回

② 国土の有効利用 収 に年 月 がか か る。 ビデ オ通信 の

' 開 発。
「一

(3)公 共交 通 シス テ ム 交通の効率化 シス テ ム制 卸

平 均 サー ビス の 向上 最適規模の確立

(4)総 合交 通 管 制 シス テ ム ① 交通渋滞の解消 ① 新 交 通機 器 、 シス テ ムの 開発

② 通 勤 ラソシ ユの緩 和

(5)交 通 情報 デ ィス プ レー ① サー ビスの 向上 シ ステ ムの開発

シ ス テ ム ② 交通の効率向上 人間的
, '一 一

一170一
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守

●

◎

テ ム の 開 発
シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法{主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 言
一,

①CVSの よ うな個 別 輸 送 シス

テ ムが有 効 であ る。物 流 技 術

(無 騒音 、 無 臭 、 自動 荷役)の

実 験。

② 乗合 制 をさ け た シス テ ムにす

る。 マ ンマ シ ン シス テ ム の実験

(駅 の乗降 をふ くむ 。)

③ 試 作 に より実 験 す る。 と くに

高 精度 か ら現場 作業 短 縮 の プ リ

パ ブ リ ケ_シ ョ ン を 徹 底 す る 。

④ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る シ ス

テ ム の 研 究 開 発 。

⑤ ハ ー ド ・ウ エ ア、 耐 久 性 、 メ

ン テ ナ ンス 、 モ デ ル お・よび シ ミ

ュ レー シ ョン に よ る 研 究 。

国または特

殊 な公共的

法人

①Publicacceptanceが 最

大 の問題 で あ り、 市民 の理 解 を

深 めるPRや 適 当な組 織(た と

え ば、decisionboard)が

必 要 で あ る。

② 省資 源、 省 エ ネル ギー の問題

が ある。 ゴ ミの選 別 収 集 と再生

利 用 、さ らに ゴ ミ発 電等 ・CV

Sの ような抜本 的 な ネ ッ トワー

ク シス テ ムは法 制上 の問題 や、

最 小規 模 の初 期 投資 が大 きい。

(た とえば100億 以 上)点 が

障害 に な る場合 が あ る。適 当 な

実 験 モデ ル地 区 を指 定 し、 差 当

り時 限的立 法 を実 験 助成 金 を考

え る のが 良い の で は ない か。

・

'国 家先行投資
国

公 社

サー ビス の教 育 に よつて急 激 に

普 及す る と思 われ るρ サ ー ビス会

社 の設 定

公 社

民

国

地方自治体

モ デ ル 地 域 に よ る1デ モ ン ス トレ

,

一 シ ヨン、住 民 の意 識 向 上

一一..

地方自治体

民 間

'

① 交通 システム開発事業団の設,

立

② モデル実験の実施

政府 自治

体

① マス プ ロ体制 への 移 行'
d

政府、自治

体

-

,

国

地方自治体

① マス プロ体 制へ の移 行 国

地方自治体
1
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1;シ ス
日1発普 及す べ きシ ス テ ム名 ・ シ ス テ ム の 必 要 性

ト

問 題 点
舎'甲

r-一.一 ■'一

③ エ ネル ギー節 約
F

㈲ 物 流 シス テ ム ① 物流、効率の向上 物 流 組 織 の改 善 、 シス テム の開

② サー ビス の向上 発

③ コス ト低 廉化

1
ー

④ サービス要員増加防止

(リ パ イ プ ライン輸送 シス 大量の物資輸送の効率化と甲距
.

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ技 術 、 パ イ プ、

テ ム
ー

離道路、車の人間への解放 コ ンテ ナー輸 送 機 器 の開 発

,一 道^,一 吟

⑤ 交遠情報総合管理 シス 鉄 道 、道 路 交 通、 航 空 、海 運 な 交通情報の実時間的把握 とその

テ ム どに関する交通情報を総合的に把 処理の方式の確立を要す各種交通

撮 し、平常時はその効率的運用を 機関の交通容量の算定と、時 々刻

は か る と ともに、 障害時 、 災害 時 々 の残 留容 量 の把 握 、障 害 、災害

には、相互の補 完 機 能 を有効に 情 報 の早 期 入手 と、 これ に もとづ

活用して、社会経済活動 の維持に く交通量再配分手法及び広報手法

っ とめ る必 要 か ある。 の開発な どが必要

、

{
一,,

一172一
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●

●

計

テ ム の 開 発
-

i,シ ス テ ム の 普
及

解 決 方 法 主 体
…

問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
、

ク

国

民 間

① マス プ ロ体 制 へ の移 行

'
∀

民 間

間A

間大 型 プロ ジ ェク ト( 国 地下配管の錯 、異種業界の相

互協力。

民

感 知器 の 国発 、 交 通 情報 の 処 理

技 術 、 伝達 技 術 の開 発、 ネ ッ トワ

ー ク手法 に よる交 通 量配 分 ア ル ゴ

リズ ムの 慶発 にっ と める。

国が主導 し

各事業体の

協力を得 る

|

監督官庁、事業体罰における調

整、 よい意味での競合性を温存し

つつ、総合的脇田体制を確立する

必要がある。

将来は交通体系の総合的、動的

管理へ と発展させることが望まし

いo

、

同 左
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v且 流通 分野

名ムテスシきべす及普溌口尻

`ω 基礎生活物資情報 シス
1

テム

② 業種別物湘吉報センタ

(3)穣 祉 産業 情 設 シス テ ム

シ ス テ ム の 必 要 性

シ ス

鉄 、石 油 、 セメ ン トな どの基 礎

物 資 お よび灯 油 、 砂糖 、 食 料 品 な

ど の生活 物 資 につ いて の生 産、 輸

入 、 流通 、 在庫 、 清 宴 の各 段階 に

お け る数 量 ・価 格 を適 確 に把 握 し、

政 策 決 定 等 に 役立 て る。

① 需給調節の立案

② 価格変動の追跡

① 激維産業は、発展途上国か ら

の追い上げ、為替間懸購出秩序

対策、労働力不足などによ鉱

業界のシステム化を通じて、プ

アツシヨン産業化をはかること,

が必要である。

② 従来の輸出主導型か ら内需型

に方向転換か要請されており、

そのためには、多様な需要 に

応 じた生産販売を行な う必要が

ある。

a.市 場動向に応 じた商品企画

b。 多様な商品を生産する体制

c。 流通合理化のための商品管

理、物流体制の整備

d.合 理的な労働力の活用 と労

務管理

e.合 理的な資材購入手配

日

① 各段階における数量 ・価格に

関するデータの入手

② 企業の秘密保持

③ 情報性インフレの防止(投'

買だめの抑制)

多 種 多様 で あ る。

① 企業の過密化とそれにともな

う零細性低生産性

② 生産、流通、消費というプロ

ダク トサイ ドにかける多様化

③ 消費の高度化、多様化

④ プアツシヨン化に即応するた

めの素材面、技術面、管理 面、

企画面での体制的お くれ

一174一
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一

テ ム の 開 発
シ ス テ.ム の 普 及

「一

解 決 方 法 `主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
一,

① 法律に よる義務づけ 政 府 ① 企業、業界団体の協力体制 政 府

② データ盗用防止技術の開発 ② 原料、適正在庫への政策的配 業界 団体

③ 弾力的、公正な安定供給と価 慮

格安定の維持 ③ 適正利潤の保証

④ 国民の信頼と協力

「

業種/製 品別に設ける 民 間

① 業界全体の分業体制1の確立 官公庁関連 ① 零細企業が錯綜 しており、 こ

団体 れ らの経営者への啓蒙が必要で

② 各業種、企業体間のシステム 官公庁関連 あ る。

化 のた め の イ ンター フェ イス の 団体 ② 商品企画、生産、流通販売の

標準化 各 段 階 に おけ るキ メの こま か い

③ ファ ッシ ョ ン情 報 の体系 化 、 官公庁関連 方法を講ずる必要がある。

情報流通の体制作 り 団体
ゼ

④ 業務の機械化、省力化 メ ー カ ー ソ

(D生 産在庫管理、工程管理の フ ト会社

合理化

(モ ジ ュー ル生 産 方 式 の導 入

な ど)
、

(川 販売在庫管理の合理化 一

(POSの 導 入 など)

ω 生産技術の高度化

(コ ン ピ ュ ー タに よ る グ レー

デ イン グや マ ー キ ング 浸 ど)

㈹ 流通の合理化' 1
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1
開発 普 及す べ き シス テ ム名

:
.

シ ス

,・一

シ ス テ ム の 必 要 性 一

問 題 点

ω 資源情 報 セ ン ター ① 資源を輸入 し製品を輸出すろ ① 既存データが分散 して管理 さ

我国の産業構造上必要である。 れ てい る。

② 輸入資源の需要動向の把握

③ 輸入時の過度の競争の排除 ② ,デ ー タ検 索体 制 の 不備

④ 国内資源の活用 ③ 国外の関連データの不足

⑤ 突発的事態(戦 争など)に お

ける短期予測 ④ 探鉱体制との協調

⑤ 流通系のデータとの結合

'

(5)総 合 貿 易情 報 シス テ ム 貿易量増大化、輸送手段の高速

≠

① 貿易手続が複雑で、商習慣が

化、国際的なEDP化 などか ら企 EDP向 で な い。

業および業種の枠を越えたシステ
▼

ム 、 さ らには海 外 諸 国 とのネ ソ ト

ワー ク の形 成 な ど総 合 的 な シ ス テ ② 関連業界、企業が多種である。

ム化を促進する必要がある。 (手 続が複雑)

③ 取扱商品が多種多様。(コ ー

ドが多い)

{ ④ 海外諸国が相手である。国内

の み な らず海 外 との イ ンタ フ ェ

ニ スを 必要 とす る。

}
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`

テ ム の 開 発 1シ ス テ ム の 普 及

一

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
一

(自動倉庫化な ど)

① 各 種 デ ー タ ファ イルの 統合 政府又は非 ① デー タ検索 サー ビス 政府又は非

利益団体 受注形式

{
利益団体

TSS方 式

② 電算化 ② 定型的処理結果の刊行

③ デ ー タ ・ベ ー ス ・ シス テ ム の

利用
無■一

④ 収集体制の確立

⑤ デー タ ・パ ンク の一元 化

③ 地 質 デ ー タの デー タ ・パ ンク

への収容

⑦ メ ソ シ ユ ・デ ー タ ・シ ス テ ム

の採用

⑧ データ収集体制の確立

⑨ 一次、二次製品の生産流通デ

一 夕との結 合
一

① 貿易手続簡素化 官 公 庁 ① システムの利用者がEDP要

制度の改善 関連 団 体 員 でない た め、 ユー ザー に対 す

書式の簡素化、統一化 る教 育、 訓練 な どの サ ポー トを

行 な う必 要 が ある 。

② コー ドの統一 化 官 公 庁 ② 普及に当っては、菜種地域等

(商 品、 包装 、 港 な ど) 関連 団体 が 広 い の で、 キ メ の こま か な方

法を講 じる必要がある。

③ シ ス テ ム の イ ン タ フ ェ ー ス の
・

標準化

ハ ー ド ウ エ ア お よ び ソ フ ト ウ

エ ア の イ ン タ フ ェ ー ス

④ 専 用 オ ン ラ イン制 御 ブ ・グ ラ メ ー カ ー

一177一



一

シ ス

開発普及すべきシステム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点
'●

'

.

.

;

物流情報 システム ① 物流効率の向上に資すること。① 物流段階に従事する企業団体
〆

② これ に より物 流 コス トの低 減 は きわ め て 多 く情 報 の イ ン ブ ソ

を は か り、物 価 の 上昇 をお、さえ トが きわ めて困難 で あろ う。
、

`

る こ と。 ② 企業の利害得失が大きくシス
、

③ 生鮮食料品の物流情報など国 テ ム開 発 上 の ネ ック とな ろ う。,

民 に も利 用 で き る シス テ ム とす

、

,

:

る こ と。
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1

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体
,一 「

7「 一

ム ソフ ト会 社'

.通 信 制 御 プ ログ ラ ム

…
・ 待 ち行 列解 析 プ ログ ラム

⑨L

ロ ギ ン グ プ ロ グ ラ ム な ど

⑤ サ ポー トプ ・グ ラム メ ー カ ー 開発 普 及 とは 別 に、 シス テ ムの

●

(D診 断 用、 エ ラー処 理 、 ダ ウ
ソ フ ト会社 カバーする領域、例えば業種地域

ン処理など な どが 広範 囲 のた め、 シス テ ムの

(川 オ ペ.レー シ ヨ ン開 始 ・終 了
運営管理の主体をどこにおくかが

用 最 も重 要 な 問題 で あ る。

仙)フ ァ イル メン テナ ンス用 な

ど
、

⑥ ミニ コ ン制 御 用 プロ グ ラム メ ー カ ー

通 信制 御、 入 出 力制御 、 デ イ ソ フ .ト会 社

ス プ レ イ制 御 、 デ ー タチ ェ ッ ク

●

用など

⑦ 業務 プログラム

輸出業務

輸入業務

情報サービス用

ユ ー ザ ー

ソ フ ト会 社

① 多 種 多様 な企業 お よび そ の利 …

害得 失 を止 揚 し うる強 力 な開 発

主 体 一 自治体 ある い は国 一が 必

要 とさ れ よ う。

② ハ ー ドより もむ しろ ソ フ ト面

で の開 発 が重 要 であ ろ う。

物流情報はきわめて企業機密的

な要素をもつからこのシステムの

開発には強力かつ中立的な瑳発主

体が必要である。
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、狙 地域 社会生活分野

} 一

・1シ
ス

匿発普 及す べ きシス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点

(1}キ ヤ ソ シ ユ レ ス シ ステ ス ウェー デ ンのSIBOL構 想 標 準 化(シ ヨ ツ ピン グ カLド の

一,

ム の ように、 全 金 融 機 関 を ネ ツ トワ 磁 気 ス トラ イプ、 タグ(値 札)コ

一 ク化 した上 で
、各 小 売 商 店 頭 の 一 ド

、 メ ッ セ ー ジ ・フ ォ ー マ ッ ト'

POSと 接 続 し、 キ ャ ッシュ レス 等)

・シ ョッ ピン グを可 能 にす る
。

(2)生 活 情 報 シス テ ム ① 市民の多様化したニーズの充 ① プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケー ジ、 デ

足 一 夕 ・ベ ー ス の 確 保

② 地域社会意識の深化 ② 廉価、高性能端末機の開発

③ 自治体 と住民との対話 ③ 通信回線の低廉化
'

(3)レ ジャ ー 情 報 シ ス テ ム ① 座席予約宿泊施i設、予約 ・企 民間各企業(旅 行業、運輸業等)

,→

画旅行予約情報システムの提供 との競合の可能性がある。
'`F

② 各 種ス ポー ツ施 設 、 レ ジ ャー

施設についての1貴報提供

③ 各 種 ク ラブ制 レ ジャー 情 報、

催物情報などの提供
、

'

'

・

)
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吟

テ ム の 開 発 シ ス'… テ ム・ の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

機 器 メー カー 、 小売 商 、 金融 機 流通業 と金 採 算 性 の解 決 一

関等の話し合いが先ず必要。 融業 廉 価 なPOSタ ー ミナル の開発

と普及

① 現予算の大巾増額 政 府 ① モ デル実 験 のパ ッケー ジ化 政 府

② 住民参加のシステム開発体制 自 治 体 ② 第5セ ク ター の活 用 自 治 体

の確立 第3セ クタ

ー

業界団体あるいは協会と公共団 宅 内使用 ある いは サー ビス ・セ

体との共同開発が有効 ンターで使用される端末機器の開
'

発 が ポ イ ン ト

.

,

一181一
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IX防 災関係

シ ス

開発普 及す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点

ω 安全防災システム 特 に火災に際しての警報避難シ

ステ ムの実 用化 を図 る。
一

(2)災 害 情 報 シス テ ム 災害の原因を即時に感知 し、一 災害の原因探知方式、災害発生

次災害の防止、二次災害への波及 地点との間の情報伝達手段、対策

、 阻止、社会経済活動の維持 に努め の早期確立 と指示 などの手法の開
・

る必 要 が あ る。 発

.

.
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テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

一}

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

各 種 セ ンサ 、移動通信方式、情 国 が主 導 し、 各機関相互間でのデータの取扱 同 左

報処理方式、提供方式の開発にっ 地方自治体、い方 式 、移 動通 信 方式 な どの績 一 、

とめ る 。 電 々、 国 鉄 、 機関、組織を超える総合管理セン

NHK、 民

放

ター の設立

、

L
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X国 際関連

シ ス

開発 普 及 すべ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点

(1)国 際 デ ー タ ・ ト ラ ン ス ① 貿易手続の簡素化とス ピー ド

－A

① 国際的な貿易手続 コー ドの標

ミ ソ シ ヨン ・シ ス テ ム
.

'ア ツ フ 準化

② 通 関事 務 のス ピー ド ・ア ツブ ② 国際法規の是正

③ 国際的な貿易、流通の近代化 ③ 国際的な機密保護

④ コンテナーの国際共有制の促

進

⑤ 国際賓易コー ドの標準化

② 国際遠隔医療 システム ① 発展途上国の風土病対策

一 工

① 言語、風俗、習慣の相異の克

② 産児制限の普及による人口爆 服

発の抑制 ② 医師、MEの 不足
'

③ 発展途上国の医師不足の緩和 ③ 一般住民の協力体制
:

・ ④ 日本側 の体制整備

(3)国 際遠 隔教 育 シス テ ム ① 発展途上国の文盲退治
一

① 言語習慣 の相異の克服

② 知的 技術者}労 働考の養成 ② 新 しい 教 育 用 プ ログ ラム'パ

③ 文化水準の向上 ツケー ジの 開発

④ 南北 ギヤツプの縮少 ③ 現地 の教 師 不足 対 策}

没

④ 教育施設の不足対策

(4)国 際 間 決済 シス テ ム 現在進行中めSWIFT計 画へ

7一

全銀 デー タ通 信 システ ム とのネ

の早期参加を実現し国際間決済の迅 ソ ト ・ ワー ク 化

速 化 と コス ト低 減 を図 る。

`

・・1
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テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法

"

主 体

① 政府間協定の締結 政 府 、業 界、 ① 国際的な協力機関の設置

「A

政府、大企

② 民間側協力体制の整備 団体 ② 通信衛星ネットワークの充実 業

① 政府に ょる特定国援助協定の 政 府、・医 療 ① 通信衛生を利用 したネツ トワ 政府、医療

締結 機関 一 ク の整備
機関

② 医療機関 に対する政府援助 ②GNPの1%対 外援助の実現

③ コ ン ピュー タ平 和 部隊 の派 遣 ・

'

一 一

① 特定地区に対する政府援助 頓原 医療 ① ユ'ネス コとの連携 政府、国際

② 日本 側 の メー カー教育 界 を一 機関 ② イ ン ター ナ シ ョナル な長 期 プ 機関
◆

ム

体 と した開 発 チー ム の編成 ロ ジェ ク トの設 定
.

③ コン ピ ュー タ平 和 部 隊 の派遣 ③ 通信衛星を利用 したネットワ
1

④ 海外教育機関との連携 一 ク の整備

-－A

↓ 金 融 業

、
,

'

1
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X臣 デ ー タ バ ン ク

! 1シ ス
1

|
静 発善 及す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性

問 題 点'

(1)資 材 情報 シ ス テ ム ① 経営基礎データの提 供 デー タ連 関分析 プ ログ ラム、 デ

㈲ マー ケ ッ ト情報 シス テ ② 経営情報確度の向上 一 夕 ・ フ ォ ー マ ッ トの 共 通 性 の不

ム 足

(3)人 材 マ ー ケ ッ ト情報 シ

ス テ ム

;4)受 注、 生 産 情報 シス テ

ム

(5)特 諦 青譲 値 別 サー ビス に よる経済 性 の デー タ、 情報 の分析 、 整理 とユ

(6)科 学 技 術 問題を解決し実行を可能にする。 一ザ の ニー ス に最 も よ くこた え ら

(7)資 材 れ るた め の プ ログ ラ ム

(8)人 材

(9}投 資

岡 信用情報システム ・ク レ ジ ッ トカ ー ドや シ ヨ ツ ピ ン
①POSタ ー ミナル等 を通 じて

グ ・カー ド、 キ ヤ ツ シ ユ イ ン グ' のオ ン ライ ン照会

カー ド等の普及に伴い、全金融機 ◎ プ ラ イ バ シ ー の 保 護
}

関を網羅 した信用照会システムが

必要

鋤 文献検索システム 各種技 術 情 報等 の コン ピュー タ 簡 単 な キ ー ワー ドの指 定 に より、

検索 関 連情 報 を リス トア ッ プ(シ ソー

ラス等の問題)

⑫ 社会、経済情報 システ 国民 所 得 、 鉱 工業 統 計、 輸 出入 』 現在は統計の所在、区分や期間

ム 関係統計、人口、商業統計等の整 の不 統一 、 地域 レ ベル統 計 の 未整

備 一 と くに地 域 レベ ル で の統計 の 備等の問題がある。

A

整備充実

⑬ 社会経済統計システム ① 主要な社会経済統計の各省、 ① 各統 計 の分 類 や 、 コー ドの標

ll 自治体に よる共同利用
`

準化
一'一.
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奄

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

協同開発の補助による推進 協 会 教育 協 会

国 民 間

民 間
一

開発補助 協 会

民 間

初 期 は1シ ス テ ムに っ き2ケ 所
.

く らい に補 助 を行 ない、最 も評 価

の 高い ところ を 育 て る。

流 通 業 ① 小 売 商、 カー ド会社 、 金融 穣

信用提供業 関寺の積極的な情報提供が前提

回答内容を必要最低限絞 る 金 融 業 ② 採算性(費 用分担)・

⑯

ハ ー ド ・コ ピー の ア ウ トブ ン ト 科学技術情 諸 外 国 の文 献 情 報 セ ンター との 科学技術情

を何 冊 も見 な くて もす む よ うにす

る。

報 セ ン ター 提携 報 セ ン ター

:

'

① 統計法の抜本的改正 政 府 ① 運営の民間企業委託 第3セ ク タ1

② 通信回線利用の、抜本的是正 自 治 体 ② 民間 の専 門 加工 、 サー ビス業i－ 民 間 企業
'
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シ ス

開 発普 及 すべ きシス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性 」

問 題 点
一

'

- ② 行政のタテ割の解消 と複合的 ② 廉価で効率的入出力機器の開

、

な政 策 や ナ シ ョナ ル ・プ ロジェ 発

ク トの推進と効率化 ③ 通信回線料金の低廉化

③ 民間企業や大学研究所による ④ 会 話 モー ド・ラ ン ゲー ジの開

利用 発 一

⑤ タテ割行政の解消

⑥ 図 形 、 グ ラ フ用 ブ・ グ ラムの

開発

ω 行政情報検索システム

国会 デ ー タ提 供 シス テ コ ン セ ンサス へ の収 束 の迅 速 化

/

「

、

ぷ

▲

●
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テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

一

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 斥

(全 国一率低料金制) の育成

,一 一'

③ マ イ ク ロ'ウ エー ブ通 信 衛 星

の活用
`

④ 機 器 メ ー カ ー 、 ソ フ トウ エ ア

会社の活用
■

'

・

、

'

吟

◆

`
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xnそ の他

'

i シ ス
i

i開 発普 及す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性
i
.

1
`
1
必

問 題 点

11,コ ン ピ ユ ー タ ネ ソ ト ワ

一 ク

1ω コ ン ピ ユ 一 夕 ネ ツ ト
ハ

ワ ー ク

複 数 の コ ン ピュ ー タを 結 合 し、.

ハ ー ド ウェ ア、 ソ フ トウ エ ア お よ

① ネ ソ トワー クに組 み込 まれ る
・

コン ピュー タが 異機 種 で あ る。

び デー タベ ー スを共 有 す る リソー ② ア プ リケー シ ョンが 多 種類 で

ス ・シ ェ ア リン グ に よ る コ ン ピ ユ あ る。

一 夕利 用 の需 要 が 高 ま りつ つ あ り、③ 利用方法が多様である。

効 率 的 で効 果 のあ る ネ ソ トワー ク デ ー タベ ース を分 散 した し㌔

・シス テ ムの技 術 を研究 開発す る タ ー ミナルか らアク セス した

/必要かある。 いo

外 部 のデー タ フ ァイ ル をア ク

セス した い 。

④ 以上の点を考慮したネットワ

一 ク シス テ ム の仕 様 を決 め る こ

とが重 要 で あ る。

(2)コ シ ピ ユ 一 夕 ネ ソ ト 異 機 種、 異 メー カ、新 旧 村 の各 コ ー ドイ ン タ フ ェ ー ス方 式 な ど

ワ ー ク 接続 に よ る プ コ セス機 能 の有効 の全国規準設定

活用

2,日 本 語 処 理 シス テ ム

(11国 学 処理 ① 漢字かな文字による文書の処 ① 公文書 にっいては規則で許さ

理の自動化 れ な い部 分が ある。

② 文書管理、保管の合理化 ② 文章処理技術

③ 検索事務の省力化 学の種類の多さ

④ 印刷工程の合理化 同意語

シ ソー ラス

;
同音異語 等 々

一190一
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.・,‥ －A一

テ ム の 開 発

1

シ ス テ ム の 普 及
A.

w

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

①NetworkContro1Pr69一
`

ram

(1)CooperatedJobPro一
,、

一、

プ

ぶ

ceSSIn9

(2)AutomaticJobDisp一

atbhing

(3)RemoteData-base 、

AccessingSystem

(4)T。t・IN・tw・rkUti-.

1i乞ationSystem
・

(5)MessageContro1
一

Program

: A－

大 学、官 庁 、 メー カー に よる委 中立委員会 現機種からの転換、外国機との メ ー カ ー

員会での推進 対応

① 規則¢改正 半官半民の ① 入出力の標準化 同 左

r■

研究機関 ② 書式の標準化 没

今後の大規模な研究開発が望ま
.

③ コー ドの標 準 化

れ る 。 ④ 官公庁での採用

|
}

.一.」
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1 一・→一

開 発普 及す べ き シス テ ム名 シ ス テ ム の 必 要 性
シ ス

問 題 点

③ 入力

←r

④ 出刀

⑤ 保管

この分野は外国に期待すべきで

は な い ・ 一
.

② 文字情報処理 システ 文 字情 報 処 理 シス テ ムは、 カ タ
・一 一 ±,

① カぞカナ単語、漢字単語変換

ム カ ナ鍵盤 に よっ て情 報 を イ ン プツ テーブルの作成に多大の労力を
●

トし、 漢字 かな湿 り文 で ア ウ トプ 必 要 とす る。'

ツ トす る こ とを狙 い と してお り、
② カ タ カナ ・イ ン プ ッ ト装置 に

文字情報の伝送や短期間の記憶、 使用する周辺機器の開発が必要

また、 略 字 を イ ンプ ッ トし、 完 全 で あ る。
・

単 語 と してア ウ トプ ッ トす る な ど

適用範囲は、広 く利用者にとって
・

非常に利用価値の高いシステムで
. '

あ る 。
.

〔主要利用分野 〕
.

t官 公庁の通達文書

2.出 版 社 の初 編

3.病 院 の患者 カル テ

4.企 業 の マ ニ ュ ア ル 等

一192一
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し

⇔

一 台 一

テ ム の 開 発 シ ス テ ム の 普 及

解 決 方 法 主 体 問 題 点 と 普 及 方 法 主 体

② パタン認識技術の開発

新 しい入力技術の開発

③ 経済的な出力装置の開発

データ通信 の利用

ファク シ ミ リの利 用

④ マ イ ク ロ フ イ ル ム

ホ ログ ラ ム

① 専門分野別(医 学等)の 用語 官 公 庁 ① 漢字 か な湿 り文 をア ウ トプ ツ

一 一

の整理 関 連 団体 トす る。 例 え ば 電算 植字 シス テ
.

② 文 字 コー ドを統一 す る。 官 公 庁 ム等が高価 であるため地域別に

③ 文字情報処理 シス テムのイン 文 字情 報処 理 セ ン ター を設 置 し、

ター フエー ス を標 準 化 す る。 これ に新開 発 の カ タカナ ・イ ン

〔開 発す べ き主 要 シス テ ム 〕 ブ ッ ト装 置 を多数i連結す る。

1.連 想記 憶 シス テ ム
② 各専門分野の関係者、行政官、

2学 習情報検索 システム 医師等にカタカナ鍵盤操作方法

5.パ ター ン情 報 処 理 シス テム を教育す る必要がある。

4.マ イ ク ロ フ イ ル ミ ン グ ・シ

ス テ ム

'

、
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重 点族討 事項 と作業委 員

1.電 算 機産業定着 の必要性

(加 藤委員、 前川委員、 風巻委員、片山委員)

2.電 算樵 産業定着 の方策

(元 岡委 員、古賀委員、西 川委員、柿本委員)

3.要 員 の確保 と教 育の必要性

(吉 岡委 員、柳 川委員、佐久間委員、島村委員)

4.国 際 呂 調 の方 向

(馬 場 委 員 、 川 谷委 員 、 佐 藤(静)委 員 、 堀 田 委 員)

・5 .国 捺 競 争 力 の強 化 とそ の方 策

(松 下委 員、 佐 藤(徳)委 員 、唐 津委 員、 栗 田 委 員)
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1電 算機産業定着の必要性

1.リ ー デ ィン グ産業 としての性 格

(1)わ が国産 業構造 の変革 の方 向

石油 を中心 とす る資源調達 の困難化 と価格 の急騰ふー公害問題 の多発 と

主要重化学工業の立地の狭陰化、労働力不足の進展 と急速 な賃金の上昇

等 々、 国内 における産 業立地条 件の急速 な変化 に よって、 これま でのわ

が国経済 の急 成長 を支え て来 た重 化学工 業化路線 は、 今や大 きな転換 を

迫 られてい る。

他方ゼ 国際的 には、 経済的 な離陸 を目指す多数 の発展途.上国 が、工 業

化への熱意 を燃 や して由 り、 これ らの国 々の工 業開発に協 力援 助 し、 調

和 のとれた国際分業関係 を樹立 ず ることが先進国 としての国際的責 務 と

なって い る。

かか る多元的 な条件 を満足 させ つつ、 わが国経済 の発展性 を確保 する

ためには、① わが国におけ る立地 条件 が制 約 され、 かつ発展途上国 にお

いて比較 優位性 の発揮 し得 る産業 については、 これを国 内か ら発展途上

国 に移植 し、'定着 させる と同時に、② わが国の産業構造 を省資源、脱公

害、 高付 加価値化、省力化 とい った方 向へ と積極的 に変革 していかなけ

ればな らない。

産 業構造審議 会総合部会が、そ の中間答 申 「70年 代 の通商産業政策

のあ肪 」(昭 和46年)に 掲げピ 嫡 集約化膿 上記の嚴 彌

匝対応 して・わ・雛 難 造を変革すべき積極的妨 嚇 すものとし
て国民各層 の受 け容 れ る所 となってい る。

さて、 この"知 識集約化'の 考 え方 は従 来 の重 化学工業化 の過程 にお

1



いて満足 されて来fc、 ①所得 弾力性基 準、②生産性上昇率基準 とい う2

つ の基 準 に加えて、③過密環=境基 準、④ 勤労 内容基準 を採用 してい る。

そ して、 これ らの4基 準 について、高い水準 を達成す る方 向にわが国の

産 業構造 を変革 に行 くことを"知 識集約化 袖と呼 び、そ の方策 としては、

θ既存 の産業 を① ～④ の基 準に ついて上 方に引き上 げる方 向へ と変革す

る。 ㈲① ～④ の基準 について高い満足度 を示 す"知 識集 約型産業"を 積

極的に拡大、 発展 させる。

とい う2つ の方 向を提示 してい る。

今後s上 記4つ の基準 に対す る満 足度va-一層厳格な もの が要 求 され て

くる ことを考慮 す る と、上記ω の方 向を追求す ると同時 に、(ロ)の方向即

ち"知 識集約型 産業 袖をよ り一層積極的 に育成強化す べきもの と考え ら

れる。

(2)電 算機 産i業の特性

電算 機産業 が、属 性的 に知識集約度 の高 い産業 であるとい う点 につい

'
(は 疑 う余地 はない。前記4基 準 に照 して検討 してみ よ う。

① 所得弾力 性基準 …… これは今後 の所得水準の向上 との対比 で需要の

拡大率 の大小 を問 うもの であ る。 その意味 で、世界の コン ピュータ リゼ

ー シ ョンは
、 国民所得 の上昇率 を蓬 かに上 まわる速度 で進展 してい る。

今後10E間 の世 界における需要 拡大率 は、米国が15%、 西欧 が20

%日 本が30%と 見 られて お り、電算 機産業が1980年 ま でに石油、

自動車 に次 ぐ第3の 巨大産業 に成 長す ることは欧米諸 国政府 の確信す る

所 となってい る。

② 生 産性上 昇率基準 …… これは付加価 値生産性 の上昇 余地の大 きさを

問 うもの であ る。電算機産 業 は巨額 の研究開発費 を要 し、た めに規模の

一2一
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も

●

経 済性 の強 くはた ら く性格 を有 してい る。従 って、ある程度 集約 され た

形 で産 業規模が拡 大す れば、 付加 価値生産性 が急速に上昇 す る余地 を持

っている。

③ 過密環 境基準 ……これは産 業公害排 出の多寡、 内外 の天然資 源(土

地、水、鉱産物、林 産物)へ の依存度 に よ り判断 され る。電算 機産業 は

高度 のア ッセン ブ リー工 程 を経 たハー ドウェア と、高度の ブ レイン ワー

クの産物 であ るソフ トウェアを組 み合 わせ て供給す る産業 であ る。今後

は電算機の コス トに占め るソフ トウェアの比重 は上昇 す る方 向にある し、

ハー ドウェア及 び使用部品、材料 の製造工程 において排 出され る公害は

極 めて少 く、又 比較 的容 易 に防止 できる。

④ 勤労内容基準 ……これは作業 の安全 性 と勤労者のモ ラニル を問 うも

の である。精 密 な部品の高度の ア ソセンブ リー とブレイン ワーク を中心

と した生産工程 の特性 上、作業 の安 全性 が高ら ことも電算機 産業 の特性

であ り、 更に、 ダーティ ワークを回避 しようとす る今後 の勤労者意識 の

変化、高学歴 化 に対 して も、最 も適格性の ある職場 を提供 す るこ とが で

きる。

さて、'以上 を総合 して評点 した ものが次表 であ り、電算機 産業 は電子

応用装置製造 業 の約80%を 占め る産業 として位置 づけ られ る。製造 業

134分 類 の内、 電子応 用装置製造 業は、他 を大 きぐ凌罵 し、 独bO、8

の水準 を超 えて いる。 ・

3



業 種 名

事 務用、サー ビス用、民生 用機械器具製造業

そ の他の機械、 機械部 品製造業

発電用、 送電用、配電用、産業用電気機械器具製造業

民生用機械器具製造業

電球、電気照明器具製造業

通信機械器具、同関連機械器具製造業

電子応用装置製造i業

電子計測器製造業

電子機器用、通信機器用部品製造業

その他の電気機械器具製造業

総合指標算出値

■

●

●

o

●

o

o

●

639

624

557

555

666

584

821

627

655

586

(出 典:通 産 省 製造業 の知識集 約度分析)

以上 の通9、 電算機産業 は"知 識集約型産 業・Pの典型 であb、70年

代か ら80年 代 にかけ ての望 ま しいわが国 産業構造変革 の リーディング

産業 なのであ るb

電算機産業 の リーディ ング産業 としての性 格 は、 上記 のみ に止 ま らな

い。そ の第1は 、国 防、宇宙開発 とい っk先 端技術 先導需要 の存在す る

米国 と異 り、 民生、 公共需要を主体 とす るわが 国 に とって電算機産業 と

そ の関連領 域 は、科学技術、就 中エ レク トロニクス及 びシステム技術 の

集積点 として作 用ず るとい うことである。電算機 の開発、生産 に より誘

発され る技術 の分野は極 めて広範囲 に及ん でお り、又電算機の 開発 、生

産 に よって得 られた技術が従来 の技術体 系 の険路 を打開す る とい う意味

でめ革新的技術 とな ってい る例 も少 く安い。経済 社会 の発展 が技術革新

の波 に よって引 き起 こされ る先進 社会 にあ っては、 広範 な技術 の集積点

一4一
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として作用 し、 かつ、従来 の技術 体系に対する"ブ レー クスルー技術 枯

を生み 出す産業 を自国 の手 に保持 す るこ とは決定的 に重 要 であ り、 その

意味 でも電算機産業 は今後 のわが国に とっての リーディング産 業 といえ

よ う。

そ の第2は 、高度 のア ッセンブ リー工業 であることか ら部 品、材料等

の他産業へ の応 用 に よる波及効果 が高い ことである。 しか もこの効果 は

従来 のア ッセンブ リー工 業の主力 た る自動車、造船、家庭電 器 に比較 し

て、知識集結 度 の高い電子工業分野 への誘発力が著 し く高い点 に注 目す

る必要 が あろ う。

P
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2.電 算 機 自給 力 の必 要性

前 節 では 、70G代 か ら80G代 にか けて の わが 国 産業 構 造 の変 革 の 方

向 とい う視 点 か ら、 電 算 機 産 業 が どの 産業 よ り も リー デ ィ ン グ産 業 と して

の適格 性 を備 え て い る とい う点 に つ い て述 べた。

われ わ れ は、 ここ で視 点 を変 え て、 電算 機 の利 用 の面 か ら今 後 の わが 国

に おけ る電 算機 利 用 の 進 展 の 中 で、 電算 機 の 自給 力 が い か な る意 味 を持 つ

か に つい て検 討 す る こ と とす る。

(1)電 算 機 利 用 の社 会 的 必 需 化

わ が 国 の過 去10年 間 の コ ン ピュー タ リゼ ー シ ョンは急 速 で あ り、 電

算機 設 置 台 数 の伸 び は年 平 均30%に 達 して い る。 又 今後10年 間 につ

い て も年 間 需 要 は約30%に 達 す る と見 られ て い る こ とは 前述 の通 りで

あ る。

さ て、 こ の 過 程 で 電算 機 利 用 の場 面は あ らゆ る意 味 で大 き く拡大 さ れ

た。 即 ち、 当 初 大量 計算 の迅 速 化 、 正 確 化 か ら初 ま っ だ利用 事 例 は、大

量 事 務作 業 の 省力 化、 生 産工 程 の 自動化 、 管理 業 務の 省 力 化 、 迅 速化 、

問題 解 決 の ツ ー ル と して の利用 、 これ らを総 合 した経 営 管理 の た め の利

用 とい う進 歩 の ル ー プ を描 きなが ら多数 の 会 社、 団 体、 組織 の 中 に浸 透

して来 て い る。 それ だ け で は ない。 電 算機 と通 信 との技 術 的結 合 と して

の オ ン ラ イ ン シス テ ム、 タ イ ムシ ェア リン グ ・シ ス テ ムの 開発 、 普 及 に

よ って 、 電 算 機 の利 用 は点 と しての 利用 か ら線 と して の利 用 あ るい は網

(ネ ッ トワー ク)と して の利 用 へ と拡 大 してい る。

かか る機 能 の 強化 に よ り、 す で に交 通 コン トロニ ル、 公 害監 視 コント・

一 ル・ 気 象 観 測、 予報 、 電 力 コン トロー ル な ど ハ ー ドな社 会 シ ス テ ムの

自動 化 、 省力 化 、 正 確化 の だ め の利 用 も急 速 に拡 大 して い るだ け で な く、
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行 政 医療 、 教 育 な ど ソ フ トな社 会 シ ス テ ム にお い て も社 会福 祉 とサ ー ビ

ス の向上 の ためのツール として の利 用 も本格化 しようとしてい る。

更には、 これまで一方通行 の情報 の氾濫 の中に放置 されて来 た生 活の

場 において も、真 に必要 とす る情報 の主体的 な入 手の手段 として、電算

機 を利用 した双方 向の生活情 報 シス テムが開発 されっっあ る。

この ように見 ると、 まさ に コンピュータ リゼー ションは不 可逆的 な流

れ であ り、電算機 を とり去 り元 の人 力シス テムに戻す とい うζ とは到底

不可能 に近 い。 まさに、 われわれの現代生活 に とって電気が必要不可欠

な もの となってい る様 に、電算機 に よ り処理 伝送され る情 報 はな くては

な らない もの とな っているの である。

(2)安 定供 給 の確保 と機密保持

この よ うに電算機が わが国 の産業 社 会機構 と密接不可 分の形 で結 び

つ き、そ の程度 が高まれば高 まる程要求 され るのは、電 算機 シス テムの

安定 的な供 給 とわが国独 自の社会風土 に適 合 した形 での電算機 システ ム

の供給 であろ う。

欧米 に見 られ ないわが国独 自の社会風土 に根 ざ した ニーズを外 国の企

業 あるい は多国籍企業 が どれだけ真剣 に顧慮 し、 どれだけ適合 した ハー

ド、 ソフ トを開発 、供給 しよ うとするかについては、 わが国の立場か ら

見れば必 ず しも保証 の限 りではな く・又 一朝事態 が変化 した場合・ そ の

様 な電算機 シス テムを安定的 に供給 され るか ど うか も、 又保証 され ない

のである。

例 えば、 わが国独 自の言語構造 と漢字 か な文字 と情報 システムの調和

は、 わが国に とってそ の文化そ の もの と関 わ りのある重 要な問題 であ り、

慎重な研究 と国民 の合意 の下 に解決す べ き問題 であるが、 わが国 の市場

一7一



を世界の 中の一隅 と して位 置づけ る外国企業 あるいは多国籍企業 が、か

か る問題 の重要性 を理 解 し、 わが国文化 の伝統 を尊重 した形 での この問

題 の解決 に大 きな精 力を費 やす保証 はあ るであろ うか。

又、今 一 つ大 きな保証 の問題 として機密保持 を とりあげ る必要 が あろ

う。

す でに見 た横 にわが国電算 機 の利用 は急速 に進展 し、経営 の 中枢 ある

いは行政 の 中枢 にま で有 用な ツール として浸透 して来 てい る。 この場合

注 目すべ きなの は、電算機 利用の ための システ ム開発 プ ロセスの特殊性

である。 電算機利用 システムはいわば電算 機供給 企業 と利用者 との合作

であ るのが実態 であ り、そ のだめに利用者 は電算 機、供給 企業 に対 して、

自か らの機構、組織 は勿論、 それ らの権限、情報の流 れ、意志決定 のプ

ロセスな ど機密性の高い情報 の提供 が必要 とされる ことが多 い。 そ して、

そ の程度は電算 機利用が高度化 す ればす る程高ま るの であ る。特 にこれ

が行政 に関す る問題 の場合、 そ の機密 は対外的に最高度 の重要 性 を帯 び

るこ とが多い と考 え られ る。 かか る場合 の機密 の保持 について、 電算機

シス テム供給 者 としての多国籍 企業 あるい は外 国企業 には、 いか なる実

質的友保証 を期待 で きるの であろ うか。

以上、 い くつかの面 より考慮 して、電算機 利用 が普 及 し高度化す るに

従 って、電算 機 シス テ ムの自給力 の保持 は、主体性 の ある高福 祉社会、情

報化 社会建設 のた めの必須条件 であ ると言え よ う。

▼

ひ

/

一8



白

夕

嘩

＼

3ユ ー ザ利 益 の 確保

(1)電 子計 算 機 産 業 の産 業 構 造

世 界 の電算 機 市場 をみ る と、IBMが 設 置 金 額 で全 体 の61%と 圧 倒

的 な優 位 を占 め て お り、 わが 国 メ ー カー は6社 合 計 で僅 かa4%で あ り・

IBMの18分 の1弱 に す ぎない。

こ の よ うに、 典 型 的 な ガ リバ ー型 寡 占 とな って お りIBMが 世 界 市場

の6割 強 を 占め、 これ に"5人 の小 人Pと い われ るア メ リカ勢 が つ づ き

ア メ リ カ企 業 全 体 で世 界 市 場 の約90%強 を 占 めて 鉛 り、 残 りを 工CL

を筆 頭 とす る ヨー ロ ッパ勢 とわ が 国6社 が分 け合 って い る現 状 で あ る。

(図参刷

わが国電算機 メーカーの シェア を合計 して も、 ア メ リカ企業 では下位

に属 す るCDCI社 と ようや く肩 を並 べ る程度 とな ってい る。(図 一1参

照 、

t2)有 効 競争の必要性

既述 の通 り、今 後電算 機 の利 用が産業か ら社会、 公共 サー ビスへ、更

には生活へ と拡大、深化 され る ことが予想 されるが、その場 合重要 とな

るのはユーザー利益 の確保 であ る:

ユ_ザ ーの多種 多様な利用 に適 合 しだ電算機 シス テムは当然 の こ とと

して多種多様 であ る。 か かる多様 なニーズに対応1.て 、最新最適 の技術

成 果 を盛 り込 んだ経済 性 の高い電算機 システ ムが供給 され ると共 に・ ユ

ーザーの利用技術 に対 して先 導的刺戟 を与 え得 る よ うな活力あ る電算 機

産業 をつ くり出ず必要が あ る。

か か る意味 で、世 界市場 にお ける寡 占企業 に よって定 型化 され、"汎

用 袖ハ名 の下 に供給 司れてい る現在の電笠燐 システ が、 本当 にユ ーザ

ー9



図 一1世 界 メー カー別 電 子 計 算 機 設 置 状 況(EDPIndustryReport

欧－Z'本 鮪 裸%

N蕊!＼w＼

三 婆 ミ遭 ・BM＼
39%61.0%一

ユ二八ック ノL」 米国メーカー
(Rce・'1%/=1エ

HIS&3%/

懸 口 そ の 他

一の利用 レベル に適合 し
、技術 的経済的 に優 れ た ものであるか否か、 ユ

ーザー は、'いま一 度基 本的 に検討 してみ る必要 があ る。

寡 占化 、独 占化 の進展が産業組織 内部 の活 力 を弱 め、容 易に技術 の停

滞、 管理 価格 の出現 、サー ビスの悪化 に結 びつ き、ユーザーに対 して大

きな不利 益 を もた らす ことは、す でに他の産業 で実証済み で ある。 電算

機 産業 に澄け る世界的寡 占の現状 を見 る とき、 このまま放置 した場合、

上 記の様 な不利益 をわが国のみが免 かれ ることは できない。

寡 占企業 に拮抗 し、技術開発、 コス ト、 サー ビス等 において有効 な る

競争 を展 開 し、その成果 を技 術 の進歩、経済性、 サー ビスの向上、 利用

技術 の サ ポ ー トとい う形 でユー ザ ー に還 元 して い くこ との 可 能 な 電算 機

産業 を国 内に育成す ることに よってのみ、 上述 の ような不利益 を免 れ る

のであ り、極 めて重 要な情報化政 策の方 向であ る。
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図 一2世 界 コ ン ビ ュ ー一夕 系 譜 (注:一 二二二一 一・資 本 提 携
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NPL:日 本周 辺 機 ㈱(折 半出 資 、 周辺 機 開発)

ASL:高 度 シ ス テ ム研究 所(新 機 種 開発)
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㈲ わが 国 の電 算機 産 業 とそ れ を と りま く産 業

電 算 機産 業 とそれ を と りま く産 業 の 中 で、 い わ ゆ る情 報 シス テ ム供 給

に携 わ る産 業 は図 一3の よ うに広範 囲 に わ だ ってい る。

電算 機 産 業 を初 め とす る情 報 処 理 シス テ ム供給 産 業 は部 品 を組 立 て 、

装 置 を製 造 し、 さ らにそ れ を も とに多 様 左 るシス テ ム を ユー ザ ー に供 給

す るこ とが主 要 な任 務 で あ るが 、 この広 い 産業 分野 を掌 握 して ユー ザー

の希 望 す る シ ス テ ム を供 給 で き る シス テ ム産 業 はい ま だ定 着 して い な い。

す な わ ち、

① 汎 用 ご ン ピ ュ一 夕を 主体 とす るメ ー カー は部 品 、 ミニ コ ン ピュー タ

等 価 の コ ン ピュー タ分 野、 周 辺 端 末 装 置 な ど、 この情 報 処 理 シス テ ム

供 給 分野 では、 比 較 的 幅 広 い カバ レ ッ ジ を持 ちそ の だ め 実 力 もこ の分

野 では指 導 的立 場 に あ るが 、 ア プ リケ ー シ ョン面 が 弱点 であ り利用 範

囲 の拡 大 に対 処 してい く力 は 小 さ い。

② プ ロセス コ ン ピ ュー タ、 超 小型 コ ン ビュー 久 ミニ コ ンな ど特 定 範 囲

の コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー は、 そ の 範 囲 では あ る程 度 の 実 績 は あ る も

の の ソ フ トウエ ア、 サ ポー ト等、 総 合 力 は 弱体 であ る。

③ 周辺 端 末装 置 メー カー は 他部 門 との兼 業 分野 を除 い て は シ ス テ ム構

成能 力 は ほ とん どな い。

④ ベ ー シ ッ ク ・ソ フ トウ エア は現 在 、 汎 用 コン ピ ュー タ ・メー カーの

兼 業 が ほ とん どす べて であ り、 ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウエア ・メ

ー カ ー は
、 そ の多 くが規 模 も小 さ く、 シ ス テ ムそ の もの の い ず れ の分

野 に つ いて も不 十 分 な力 しか 持 ち合 わせ て い ない もの が 多 い。

⑤ ユ ーザ ー の 中の 特 に大手 ユ ーザ ー は、 自産 業、 自分野 に つ い て は ア

プ リケー シ ョン面 で か 友 り高 い実 力 を持 って お り、 コ ン ピュー タ ・メ

ン
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汎 用 コ ン ピ ュ ー タ
'
メ カ

超 小 型 コ ン ピ ュ 一 夕

メ カ

ミ ニ ゴ ン ピ ュ 一 夕

メ カ

「∵ ン㌻
マ イ ク ロ 。 コ ン ピ ュ ー タ

メ カ

端 末 装 置'

メ ー カ

ベ ー シ ッ 久 ソ フ ト ウ エ ア

メ カ

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ソ フ ト ウ エ ア 、 メ ー カ ー

ユ ー ザ ー

図 一3情 報 処 理 シス テ ム供 給産 業 の構 成
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一 カー の協 力 に よ リシス テ ムを構 成 す る能 力 を持 ってい る と考 え られ

る。 しか し、 中 小 ユー ザ ー は要 員 等 の 不足 を主 な る原 因 と して、 シ ス

テ ム を構 成 す る能 力 は乏 しい と考 え られ る。

⑥ い ず れ に しろ、 現 在 、 急速 に拡大 しつ つ あ る応 用 分野 に 対応 して、

シス テ ム を構 成 してい く力 は1つ の産 業 のみ では持 ち得 ず、この 点 が情

報化 促 進 の 険路 とな って い る と考 え られ る。 ●
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4.国 際収支基 調の改善 へ の寄与

(1)国 際収支 の基調 変化

昨年10月 のOAPEC諸 国に よる石油生 産消滅 とわが国輸入量 カ ッ

トとい う、 い わゆる石油危機 は、量的確保の面 では何 とか曙光 を見た も

のの、 これ を契機 と した約3倍 にのぼ る原 油価格 の暴 騰 だけ が残 る形 と

な っだ.

第1次 エネル ギーの76%を 輸入原油 に依 存 し、G簡 約3億kZを 輸

入 している わが国 に とって、 この原油価格 高騰 は これ ま での国際収 支基

調 を大 き く悪化 させる要 因 とな りつつあ り、国内資源 の乏 しいわが国 に

とって貿易立国 の宿命 を再 認識 させ るこ ととなっだ。

産業構造 を省資源化 して行 くとして も、食糧、原油、 鉱物 資源、林産

資源等 を輸入 し、 これ を加工、 製品化 して輸 出す る とい うわが 国経済 の

基 本的 なパ ター ンは変 わ らないの であって、 より多 くの外貨 を第1次 産

品輸入 に振 当て るた めには、輸入 製品の国産化 を進 め、 製品輸出を促進

す ることが必要 な の である。

② 国際収 支 に占める電算 機 システム

昭和47年 の電算機 関連 装置及 び部品 の齢入 額は891億 円、 輸出額

は114億 円であ9、 この分野 では777億 円の片貿 易 となってい る。

同Gの 貿 易収支 は1兆5771億 円の黒字 であるが、48年1～11月

のそれ が3,769億 円の赤字 であ9、 今後 この赤 字幅 が一層拡 大す る可

能性 が強い点 を考慮 すれ ば、 かか る加工度 の高い電算機 関連装 置及び部

品にお ける片 貿易 は早急 に是正す る必要が ある。

(3)多 国籍企業 の ロジス テ ィック

さて、上記 の電算機 関連装 置に関す る貿易収 支 を問題 とす る場合 、

一17-一



① 多国籍企業 の わが 国におけ る生産活動及 び ② 同一 ブ ラン ドの継続性

が高い とい う電算 機 の商品特性 について触 れる必要 が あろ う。

先 ず第1の 点 について は、 多国籍企業 の経営戦略は販売組織 と生産 組

織 とを切 り離 し、 販売組織は市場 の規模 拡大余地等 に応 じて配置す るの

に対 しi生 産組織 の配置はi世 界的な生産要素の最適組み合 わせ とい う

ワール ド ワ イ ドな ロジステ ィックスに基 いて行 われて いる点 に留 意す
●

る必要があ る。

多国籍企業 のわが国 に設置 されだ工場 は、全 くわが国 市場 と無関係 で

はない が、基 本的 にはわが国市場への全面 自給 のために生産活 動を行 う

ものでは な く、世界 市場へ の供給基地群 の うちの1つ として の役 割 を担

ってい るに過 ぎな い。

事実、 多国籍 企業 がわが 国の工 場 で生産 してい るのは一部 の機種部 品'

に過 ぎず、 そ の他 の機種及 び必要部 品の 多 くは輸入 してい る。

この様 に見 る限 り、 わが国市場が拡大 し、 多国籍企業 の国内生産が拡

大 しだ として も、そ れは必 ず しも貿易収 支の改善 に結 びつか ないだけ で

な く、人件費 の高騰 な どによ りわが国 における生産 の比較優 位性がな く

たった場合 には、 多国籍企業が 国内市場 への供給 のだめ にいつま でもわ

が国内部 の工場 を保 持、 拡大 して行 くかは保証 の限 りでは左 くその ワー

ル ドワイ ドな ロジス ティ ックス に従 って、 より比較 優位性 の高い国へ と
　

生産 の ウ エ イ トを移 して しま う事 が考 え られ る。

さて 、第2の 点 に つい て は、 エー ザ ー が電 算 機 を グレ ー ドア ップす る

場 合 既 存 の ソフ トウエ ア との コ ン パ テ ィ ビ リテ ィー を追 求ず るた め、 同

一 ブ ラ ン ドの上 位 機 種 を 送足 す る傾 向 が 強 い とい う点 に留 意 す る必要 が

あ る。 従 って 一 且 ユ ー ザ ー が 外国 機 を導 入す る と、 そ れ は次 の グ レー ド ・

一18-一
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ア ップの際 に又 外国機 を導入す る呼 び水 とな り、そ れ らが 第2次 ・第3

次 の輸入 を誘発す る可能性 が極 めて高 い のである。

以上の通 り、貿 易収支 の問題 を基 本的 に解決す るだめには、 わが国の

内部 に本拠 を置・く電算 機産業 を民族産業 と して定着 させる ことが必要 で

ある。

ワ

?

◆
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5.電 算機産業 に対す るわが国 の ポテ ンシ ャル

(1)必 要 とされ るポテンシ ャル

われ われ は、 これま でい くつかの側面か ら、電 算機 産業 をわが 国に定

着 させ拡大強化 して行 くことの必要性 に ついて述 べて来 たが、果 して、

わが国の社 会経済基盤 は、 電算機産業 が定着 す るために必要 な ポテ ンシ

ャル を備 えてい るのであ ろ うか。

一 つの産業 が定着 し発 展す るためにはい くつかの条件、能 力の結 集 を

必要 とす る。必 要 とされる条件能力 とは、例えば資金、技術、知的水準

が高 く勤勉 な従業員、販売技術、 マネ ジメン ト技術、 市場 の拡大余地等

である。

す でにわが国 は これ らの ポテンシャル と しての条件、能力 を巧妙 に結

集 し、 鉄鋼、 自動車、造船 化学、 電機等 の産業 において これ を顕 在化せ

しめ、 世界 に冠 だ る地位 を築いて来 た。

しか し、電算機 産業の定着の ためには、上記の諸産業 に必 要 とされ だ

ポテンシ ャルに加え て、 特 に① 研究 開発能 力、② 資金力、③ ユーザー の

高度 な利用技術 とい ったポテンシ ャルが要求され る。

わが国が輝 か しい産業 輩 出の歴 史 を誇 った として も、 これ らの追加的

ポテンシ ャル が基本 的に欠けてい ると した ら、定着 の努力は徒労 に終 る'

ことが考 え られ、 これ らの ポテンシ ャルを検討 してお くことは必要不可

欠 であ ると考 え られ る。

② ポテンシ ャルの評価

さ て、上記①研 究 開発能 力の必要 性 は、 ハー ドウエアの構 成技 術が進

歩の急速 なエ レク トロニク スの最先端 にあ り、又 ソフ トウエアが プレイ

ン ワー クの産物 であ るこ とに由来 してい る。歴 史的 には、 わが国の産業
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技術 は欧米 か らの導入技術 に依存するとい うパターンを続 けてお り・ その

限 りでは、 わが国 の研 究開発面 での過去の成果 は決 して高 く評価す るこ

とは できない。そ の意味 でわが国の電算桧産業 の研 究開発 の成果 も同様

であ り、現状 の能 力を高 く評価 す ることは できない。 しか し、現 在 まで

の電算機産業 の定着 のために相当の技術蓄積努力 はなされてお り、又通

産 省の大型 プロジェク トに よる"超 高性能 電算機 の及 び寛 々公社 に よる

"DIPSNの 成果 の集積 の上 に立 って
、 わが国の研究 開発 のftめ の リ

ソー スが結集 された場 合、そ の能 力は決 して小さな ものでたい。

② 資金力 については、 上記 の研究開発費 が巨額 にのぼ る こと と、 電算

機 システ ムの販売形態 の主 体が レンタル制 である ことに由来 す る。研 究

開発費は生産、販 売に先行 して投 下され、 これ にレンタル制 とい う要 素

が加 わって、販 売されだ電算 機 シス テムの コス ト回収 は一般 の商品 よ り

も長期化 し、 かつ レンタルバ ックの危険性 も高い。従 って資金力 が極 め

めて重 要な定着 の ための要件 とな り、特 に販売が急速 に拡大す る過程 で

は、企業 の信用力 を超過 しだ資金評達 を要 す る場合 が多』の である。 こ

の点 について わが国の現 状 を昇 ると、極 めて厳格 に電算機産業部門のみ

に限定す れば、要 求され る資金規模 に比 して信用 力の脆 弱な点 は免 力 な

い。 しか{、 既 に高い資本蓄積 を行い、 高い信用力 を得て いる既存企業

グルー プに よるバ ック ア ップに加えて特別 に配慮 した資金供給 機構 な ど

の有機的 な工 夫 を行 え ば、決 して克服 し得 ない障碍 ではない。

③ ユーザーの利用技術 について は、 す でに15千 台 にのぼ る電算 機の

利用 に よ り、一部 ユーザー では国際的 に も相 当高 い レベルに引 き上げ ら

れ てい ると見 る ことが できる。 更 に、 このユーザーの利用技術 は、 わが

国電算機産業の技術力 の向上 を リー ドし、 メーカー間の有効 な競争 が展
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開 さわ る中で利用技術 も一 層引 き上げ られる とい う相乗効果 を生 ん でゆ

くことが期待 され る。

●

●
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6、 国家 助成 の必要性 と被 助成企業 の責務

(1)わ が国電算 花産業 の脆弱性

上記 の様 な定着 の必要性 とポテ ンシ ャルの存在 に も拘 らず、 わが 国の

電算機産業 は未 だ脆弱 であ り決 して定着 してい る とい う事 はで きない。

確か にその産業 規模 は急速 に拡大 し、国 内需 要 の約52%を 把握 してい

る。 しか し、 これは、政府 に よる輸入、 対内直接投資、技術導入 の コン

トロール とい う保護政策の結果 であ り、決 して、 わが国電算機 産業 が世

界的寡 占企業 と同一基盤 の上 で拮抗 し得 る能 力 を備 えてい るこ との証 し

ではない。

かか る政府の コン トロール に よって市場 占拠率 の上 では過半 を占めて

はい る もの の、電算機部門 で収益 をあげ、成長 への糧 を得 るこ との でき

る企業 は極 めて少 く、又輸出 も行 え るだけ の体制 を整えていない。

しか し、す でに政府 に よる自由化 の方針が決定 され、昭和50年 に上

記 の輸入 、対 内直接投資、技術導入 に関す る政府 の コン トロールは撤廃

され、完全 な開放 体制 を迎え ることにな ってい る。

この ことは、 わが国 の電算機 産業 が世界 的寡 占企業 と全 くの同一基盤

の上 で競争 して行 くことを意味 している。

② 国家助成 の必要性

さて、 上記 の自由化方針 の決定 に伴 って、 わが国 のメインフレー ム ・

メー カーの3グ ルー プ化が行 われ る と同購 にsこ れ らの グルー プ及 び

周辺 、端末機 メーカーに新艦種 開発 と商品化 の ための資金補 助策 が と

られた こ とは周知 の所 である。 かか る思 い切 っだ支援 策 こそ、既述 の

定着 の必要性 に鑑み至当 な政策 と評す る ことが できるが、 その後 の外

国企業 の新 機種開発 の動 向 とい っだ環境 の変化 を考慮す れば、相当、
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思い切 った補 助額 の追加 と新機種 需要の創 出、 レンタル資金 の確保・ レ

ン タ ル バ ックの 対策等広範 な国家 的助成 が必要 と考え られ る。

(3)被 助成企業 の国民経済 的責 務

しか し、 これ らの助成 は無制限 に行 わわるぺ き ものではない。 わが国

の電算機 産業 はポテ ンシ ャル を備え てお り、一 定期 間の強 力な国家的助

成 があれ ば定着 の端緒 をつかみ、拡大発展 し得 るもの と考 え られ る。

これ らの国家 助成 は、 わが国電算機産業が定着 への端緒 をつか み 自立

す るま での必要 措置 であ ることを確認 してお く必要 がある。

そ して、 この国家 助成 が国民 の納税 か ら割 かれている ことを考慮 ずれ

ば、被助成企業 あるいはそれ らのグル ープ もそれ相応 の国民経済 的な責

務を負 うもの であることは当然 と も言え よ う。

国家助成 をいか に有効 に活用 し、国際的競争基盤 の強化 に よって 自立

化 への歩 を速 め るか は、 まさに被 助成 企業 の努 力 とそ のグルー プ内部 で

の協 調 の成果 にかかってい る。同時に、 企莱利益 と国民経済 的 な利害 との

調整 も積極的 に行 われなければな るまい。

尚、資金的な国家補 助は定 着 自立 しだ暁には弁済す ぺ き性格 の もの で

あ ることも再 確認 してお く必要が ある。
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ll電 算機産業定着の方策

1.社 会 、 ユ ー ザ ー の=一 ズ に応 え る た めの 方 策

前章 で述 べ た よ うに、 電 算 機 そ の もの は、 社 会 全 体 の便 益 の 向上 の だ め

に、 また 産業 界 の 省 力、 省資 源 を 中心 と した合 理 化 ある い は技 術 開 発 の促

進 に よる国 際 競 争 力 の増 進 の た め に必須 の ツ ー ル であ る こ とに疑 已 の ない

とこ ろ で あ る。

ま た、 この 産 業 を わが もの と して持 つ こ と も、 この産業 自身 の特 性 であ

る 知 識 集 約 性 、 高 付 加価 値性 、 技 術 的 波 及効 果 の 大 きさ等 か ら高 く評 価

し うる と同 時 に、 諸 ニー ズ に 対す る供 給 の安 定 性 、 国際 的 機 密 の防衛 に対

す る安 定 性 、 わ が 国 個有 の ニ ーズ に対 す る即 応 性 等 の要 請 か ら推 して、 こ

れ ま た、 疑 問 を さ しは さむ 余 地 は あ るま い。

この よ うな 観点 に た っ て、 わが 園 の電 算 機 業 界 を見 た場合 、 そ こに は社

会 ・ユー ザ ー の ニー ズ に対 し相 当 に大 きな ギ ャ ップが 存在 す る こ とを認 め

ざ るを得 な い。

電 算機 の 応 用面 は、 現 在 の使 用 実績 か ら単 純 には 想定 で'きない程 の質 的、

量 的 拡 が りを秘 め て い る とい え る。 わが国 に この産 業 が定 着 で きるか 否 か

は、 これ か ら述 べ る多 くの要 請 に応 え得 て は じめ て 可能 だ とい うこ とが で

きる。

先 ず求 め られ る の は、 「柔 軟 性 の あ る シス テ ム」 、 「目的 向 き の シス テ

'ム 」 の要 請 に応 え る こ とで あ る
。 ユ ー ザ ー の ニ ー ズ は ます ま す 多 様化 す る

こ とは、 未 シス テ ム化 分 野 の 大 きさ か ら考 え て疑 い の ない と ころ で あ る。

これ に対 し、 現 在 の融 通性 に乏 しい ツー ル で は到 底 合理 的 に対応 で きな い。

複 雑 な シ ス テ ムの コ ンポ ネ ン トと して比較 的 シ ン プ ル で、 た とえ ば マ イク
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ロプ ログ ラムな ど に よ り柔 軟 性 を持 つ だ形 で使 用 で きる もの が 必要 とな る

し、 コ ン ピ ュー タ、 周辺 、 端 末 装 置 共 多 様性 を持 ち、 選 択 の 自 由度 の 高 い

機 器 の供 給 が可 能 で なけ れ ば な らな い。 さ らに は、 ハ ー ドソ フ ト共 イン タ

フ ェー スが 広範 囲 に可 能 で あ る とい う裏 付 け も必 要 と左 る。 ま だ、 そ こに

は 当然 操 作性 の 向上 が な け れ ば な らない。

さ らに、÷社 会 的 ニー ズ か ら も産 業 界 の ニ ー ズか らもデ ー タ ベ ース の 必 要

性 は急 激 に高 ま る こ とが想 定 さ れ、 これ へ の 対応 が ひ とつ の重 要 な責 務 と

さ れ よ う。

一 方
、 「信 頼 性 の 高 い シ ス テ ム」、 「拡 張 性 の 高 い シス テ ム」 に対 す る

要 請 も甚 だ強 い とい わ な け れ ば な らな い。 ハー ドウエ アに おけ る信頼 性 は

か な りの水準 に達 した と見 る こ とが 出来 よ うが、新 桧 種 の 開発 、 新 分野 へ

の適 用 に当 って は今 後 共 重 要 な テ ー マ であ る し、 ソフ トウエ ア特 に 電算 機

メー カー の供 給 す るOS等 に お い て け1そ の安定 性 、 そ の 熟成 に要 す る期

間 にお い て、 未 だ外 国 椋 に 及 ぱ 渋い の は否 め ない 事実 で あ る。

誉 た、 「拡 張 性 」 の手 詰 に 関 して 忙、(先 述 の 「柔 軟 性 」 の 問題 と当然

か らん で くる所 とな る が)企 業 組織 が常 に柔 軟 で あ りつ づ け られ る よ うな

シ ス テ ム、 こカ に対 して即 応 し うる コン ピ ュー タ シス テ ムの存 在 で も って

応 え る以 外 に方 法 は な い。 例 え ば、 分散 的 な情報 処 理 シ ステ ムが広 域 化 し、

通 信 回線 を利 用 して ネ ッ トワー ク化 し、 効 率 と便利 さ を追 求 し よ うとす る

よ うた と き・ ユ ーザ ー 側 の シス テ ム開 発 に応 じて素 直 に追 随 し、 あ るい は

さ らにユ ー ザー を索 引ず る よ うな用意 がメー カー側 に求 められ る所 とな る。

この例 の よ うな場 合 、 通 信 回 線 との結 合 の 問題 は、 単 に技 術 上 の 問題 のみ

な らず、 最 適 な行 政 に対 す る ニー ズ もま た極 めて強 い もの とい わ ね ば な ら

ない。
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以 上、 主 要 な ニー ズ に つ き述 べて きたが、 これ には、(い うま で もな い

こ と であ るが)「 安 価 で納 期 が短 い こ と」 とい う裏 付 け が工 業 品 と して 当

然 の こ と と して 求 め られ る。

さ らに、 上 記 の この 産 業 に 対す る社 会、 ユ ー ザ ー 側 か らの 個 々 の要 請 に

応 え る こ とに加 え て、 わが 国の 情 報 化 推 進 の ネ ック とな って い る 「シ ス テ

ム構 成能 力 の 向上 」 の た め に メ「 ヵ一 、 ユー ザ ー の 協 力 に よるフィー トパ ンク

サ イク ルの 増 加 、増 強 の 進 展 が 是 非 共 必要 とな る。 こ こに は、 特 に この 能

力の 不 十 分 な地 方 公 共 団体 、 中小 企業 に対す る先 進 分野 か らの 指導 、 ノ ウ

ハ ウ供 与 の 問題 も含 ま れ て こ よ う。
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2.技 術開発 の方策 とその助成,

新技 術 の開発 を進 め、 まだ十分な開発 力 を備え る ことはその産業 が定着

す るための必須 条件 である。 これには基礎技術 の 開発が必要 であ るだけ で

な く、応用技術 の開発 も合 わせて要求 され、両 者の訳和 の とれだ発達 が相

互 に刺激 しあい、真 の開発 力を養成す る。

技 術開発 に年 間数百億 円の投資が必要 で、一社 の負担 にたえ る額 ではな

いか ら分担開発、協 同開発 などによって無駄 な投資 を極 力 さけ る努力 をす

ると共 に、 国家 の助成 も当分必要 である。

① 基礎技術 は協同研究、 開発 の容易 な分野 であ り、また次々期機 種の方

向を決 める基礎 データを提供す る重要 な役割 をはたすか ら、共同研究所

を作 るな どし、そ の発達 を助成 し促進す る必要 がある。

② パター ン情 報処理 な ど リス クの大 きい基 本応用技術 については長期 的

展望 と目標 を設定 して、 開発 を助成 し促進 す る必要 があ る。

③ 電子回路素子 や記憶素子 については当面低 コス ト化、 高性 能化 の だめ

に高集積化 を這成す るよ うに設計 自動化技術、製造、検査技術 の開発 を

助成 し促進 す る必要が ある。

④ 大容量 ファ イルは新 技術の導入(磁 気 バ ブル、 ホ ログ ラムな ど)や 従

来技術 の改 良 に よって飛 躍的 な性能 向上が期待 されてい る分野 であ り、

その開発 に多額 の投資 を要す るのでこれ を助成 し促進す る必要が ある。

⑤ 周辺 端末装 置は応用面 の拡大 にと もな って、種 類、性能の両面 で多様

化 し・ 各種 の ものが要求 されてい る.省 力化 のftめvaOCR機 器 の開発

促進が要望 されて お り、 我が国の国情 にあった漢字、 カナ等 を処理 す る

周辺・端 末装 置 を開発 す る ことに よって我が 国の情報化 を急速 に促進 で

きる可能性 があるので、 その開発 を助成 し促 進す る必要 がある。
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⑥ 当面 の情 報化 を促進 す るため、 わが国 の国情 に合 った使 いやす い周辺、

端末装置の商用化 に対 して短期的 目標 の一 つ として助成 し、 促進 す る必

要 が あ る。

ま た機 構 部 品 の 多様 化 に対処 す る対策 を 確立 す る必 要 が あ る。

⑦ 計 算 機 の 方式(ア ー キテ ク チ ャ)はLSIの 導入 、 目的 向 き プ ロセ ッ

サ の要 求 、 高 信 頼性 確 保 の 要求 な どに よ り大 きな変 革 が期 待 さ れ て い る。

マ イクロプ ログ ラム化 な どに よっ て柔 軟 性 、 拡張 性 に 富 む プ ロセ ッサ を開

発す る こ と に対 す る要 求 も強 い、新 しい ア ー キテ ク チ ャの 開発 は リス ク

が大 き く、 多 額 の 投 資 を必 要 とす る の で、 そ の開発 助 成 を行 う必要 が あ

る。.

⑧ シス テ ムの 高性 能 化 は複 雑 な アー キテ ク チ ャ、 多重 プ ロ セ ッサ、 分散

広域 シ ス テ ム等 目的 に応 じて 、 い ろい ろな形 で実現 さ れ る ことが望 まれ

て い る。 通 信 回 線 の 利 用 に よって 有桧 的 に連 結 さ れ た ネ ッ トワー ク化 の

促 進 に対す る社 会 的要 求 も高 い。 イン ター フ ェース な どの 標 準 化、 シ ス

テ ム化 技 術 の 開 発 な ど各 方面 に わた る幅 広 い対 策 とそ の 助成 が 必 要 で あ

る。

⑨ アー キテ ク チ ャ、 シ ス テ ム の変革 に と も方 って、 そ の シス テ ム を有 効

に使 用 す るた め に は、 オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの一 層 の 開発 が必 要

であ り、 高 性 能 化 に限 界 を与 え る恐 れ もあ る。 利用 目的 に適 合 したオ ペ

レー テ ィ ング ・シ ステ ムの 開発 に対 す るユ ー ザ ー の要 求 が 強 い。 この 開

発'の 助成 と促 進 が 必 要 であ る。'

⑩ 利用 目的 に合 っ た シ ス テ ムを提 供 す る シ ステ ム構 成 能 力 の 不足 が わが

国 の情 報化 推 進 の ネ ック に な うて い る。 特 定 シ ステ ムの 開 発 等 ソ フ トウ

エ ア を含 め た シス テ ム化技 術 の 開 発 をナ シ ョナ ル、 プ ロジ ェ ク ト、 シス

テ ム開 発研 究 所 な どの施 策 を通 じて 強 力 に 助成 す る必 要 が あ る。
-29一



3.製 造、販売面強化の方策 とそ の助成

① 電産機産業が今後産業完成 の中核 として成長 を続 け、社 会の要求 に応

え ることの できる情報処理 システ ムの供給体制 の整備 拡大 を計 るために

は技術、製造、販売面 で前 にも増 して強力 な努 力 をつづけ る必要 が ある。

このためには部品 製造 を含 めて安定 した供給体 制 の整備 を自然 な形 で

促進す るよ うな各種補助金、融資等の助成策 を講 じる必要 がある。

② ハ ー ドウエ ア面 の 負 荷 価値 を高 め、 性 能 向上 を企 るた め、 電 子 部 品、

記憶素子等の設計、実装、製造技術 にっいて短期的 貝地 か ら、 また基礎

技術 に対 し長期展望 に基 づいて開発資金の助成 を必 要 とす る。

③ 今 後 システ ム構成 上 占める比重 が極 めて大邦模化 ず る もの と考 え られ

る ソフ トウエアの設計 製造 技術 に対 し原発助成 を必要 とす る。

④ 新 しい システ ムのハー ドウエア価格 の50%以 上 を占め、そ の割合 が

今後増加 ず る と予想 され る周辺端末 装置 や今後そ れ と同様の機能 を果す

ことが予測され る超小型、小型機 に対 し、開発 を助成 し、新 システムに

対 処す るための商月]化を促 進す る必要があ る。

⑤ 標準化促進 は メー カー な らひにユーザー の双方 にとって製品の コス ト

ダ ウンあるい は経済 的 なシステム開発等の 目的 に対 し有効 な万策 である。

市場 動向に より的確 な標準化 を促進す るため標準化推進母体 の整備 な

らびに助成 を必要 とす る。

⑥ 電算機産業 に とつて レンタル資金量 の確保 は、 シ ェアーの確保・今後

システ ム開発 に併 な うレンタルバ ックに対処 するために重 要な要素 であ

る。

この ためJECCの 強化、 レンタル資金の融 資面 での助成策を必要 と

す る。,

-30一

唱

つ



⑦ 情報 処理 システムを全国規模 で先行 開発 す る民 間ユーザーに対 し、 シ

ステ ム開発時 の リス ク緩和 のだめ税制、融 資面 で助成 を必要 とす る。

⑧ 中小 企業、地方団体等 省力化 の要請 が強いが、 システム化能 力の低い

ユー ザ ー に対 しシ ス テ ム設 計 、 資 金 の 両 面 か ら導 入 をバ ック ア ップす る

機 関の 設 立 が 必要 であ る。

●
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4.国 産機 シェア確保 の方策 とそ の助成

電 算機 利用面 にお いては、歴 史の浅 さ、経験の浅さか ら、 これ らの面で

実 績の ある外 国機 をそ の ブ ラン ドイ メー ジか ら嗜好 する傾 向はい まだにユ

ーザ ーに強 く、これが、わが国 に電産機産 業が定着す るの をはば む大 きな要

因 とな つている。

電 算機産 業をわが国 に定着 させ 自立 してい くため には、適正規 模の国産

機 の シェアを確保 する必要が ある。 このため、次 の ような方策 と助成 を行

うことが望 ま しい。

① 技術 レベルの維持.

新 技術 の研究開発 を強 力に推進 しなけれ ばな らない こ とは 当然である

が 、その成果 を常 に取 り入れ て最先端 を行 く外 国機 と比較 し、同等 も し

くはそれ 以上 の技術 レベルを維持 しなければ な らない。

このための一つの方策 として、 ナ シ ョナルプ ロジェク ト等 におけ る国

産 機の優先 使用につ いては、政府 お よびその関係地方 自治体 等は率先 し

て採 用すべ きで ある。

列 島改 造計画、公害防 止及び交 通制御等 の ナシ ョナル プ ロ ジ ェク ト

の推進 にあた り、電 算機 シス テムの果 すぺ き役 割は重大で あ り、か つ、

この 種 の プ ロ ジェク トにお い ては 、 一企 業 の能 力 を超 え る もの も多い と

考 え られ るの で 、 国 産電 算 機 メー カー の共 同受 注体 制 を 推進 し なけ れ ば

な らな い 。 ま た 、 この こ とに 関連 して、 外 国企 業 が 加 わ る こと に よる国

内技 術 の海 外 流 出 に は充 分 注 意 す る 必 要 が ある 。

次 に、 ハ ー ドウェ ア、 ソフ トウ ェア及 び ユー ザ ーを一 体 と し た シ ス テ

ム開発 研 究 機 関 を設 置 して、 情 報 処 理 産業 を育 成 強化 す る 必 要 が ある 。

ビッ グサ イエ ンス と云 うべ き技 術 開 発 は 多 額 な研 究 投 資 を要 し長 期 間 に
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わた り、到底民間企 業の ワクでまか なえ る もの でな く国 がやるべ き研

究開発で ある。

このための方策 として

1)運 営の ため の資 金及び研 究 開発資金の援 助

2)ナ シ ョナル プ ロジ ェク トの委託 発注

3)情 報処理振興 金融措置 の拡充に よる信用 力供与の拡大

等 々を講 じなけれ ば な らない。

② 低 価格化

以前か ら低 コス ト化 は最優先 目標 であ ったが 、今後 において も、高 ・

集積 化及び製造技術 の向上 に よる努力は行 わ なけれ ば ならない。

そ れ に、 ユーザーの 意向 を も取 り入れた国産 機 を2～3機 種の重点

機種 に しぼ り、一機種 当 りの生産販売 台数 を増 す必要 がある。

このため には

1)標 準化の推進 ・

2)部 品の集 中生産

3)関 連 産 業の 育成

等の対 策 を行 う必要 が ある

③ ユーザー との協 力

外資企 業 の大 きな シェ アと強いブ ラン ドイ メー ジに よるユ ーザーの

安 易 な外国機 選択 を是正 す るため何 らかの シス テム性能 の レベルを設

定 する必要が ある。 このため に、 ナシ ョナル プロ ジェク トにおけ る国

産機 め優 先使 用 を行 う。

また・現在 の国産 機 は メー カーの意向が あま りに も強 く反映 したシ

ス テムとな つている きらいが あ り・ ユーザー側 と レて素直 に受け入れ
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が た い 面 が 多い 。 従 って、 メー カ ー側 にお い て は 、 ソ フ トを含 む サ ー

ビス体制 及び 市 場 調 査 等 の 強化 を はか り、 市 場 の ニー ズに マ ッチ した

電 算 機 を 製造 販 売 す る必 要 もあ る。 一 方 、 ユ ー ザ ー側 に お い て も、 メ

ー カー側 に依 存 しす ぎる こ とな く
、 メー カー側 と対 等 に話 し合 いが行

なわ れ る べ く レベ ル ア ップに努 め る必 要 が あ ろ う。

この ため には 、 上 記 に掲 げ た よ うな"シ ス テ ム開発 機 関 〃で、 メー
t

カー及び ユー ザーが一体 とな つて開発を推進 で き うる環境整備が必要

で あ り、国 として も十分 な助成 をす るべ きである。

④ 政 策 面

自由化後 にお いては、 国内市場の過半の シェアを確保 するため、急

速な シェアの低 下等最悪の事態においては 緊急措 置 等を も考慮 しなけ

れば な らない。.

コンビ=一 夕化へ の推進 を制度 面か ら推進 するため
、EDP会 計の

採用、 カー ド決済 の普 及等 、法制面 、生活に密着 した分野 での制度慣

行の改善 等 の基 盤整 備が必要である。 、

⑤ メー カーの体 質強化

豊富 な資金 力、 販売力を背後 に持 っている外国企 業 に対 して、十分

な競 争力 を持 って対抗 してい くためには、国産電 産機 メー カーの 「企

業」 としての体質 強化 をは かる必要が ある。

そ のための方策 と しては

1)設 備 資金、 レンタル資 金の融 資枠 の大幅拡大

2)JECC等 へ の開銀 融枠 の大幅拡大

3)制 度面 の考慮 な どの諸施策を講ず る

等 々の必要が ある.
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また、電算機産業は何 よりもまず、新技術 の研 究開 発に大 きな力

を注が な くては な らない.

その ために

1)専 任の研 究開発担 当重役 を置 くなどによる 、研究開 発の マネ

ー ジメン ト ・シス テムの確立

2)企 業相互 間に よる研 究開 発に関する国 内協 力体制の確立 、

3)技 術情報 の協 同利 用体制 の確立等 をはか る必要がある。

特 に1)に ついては、技術 委員会の活用、社内ペ ンチ ユア制

度 の導入 及び サバチ カル ・ローテー シ ョンの採 用等 に よ り、開

発研究者 を して、魅力あ る新製品 を生み 出すべ く全 力を傾注 す

ること となろ う。

これ らの ことは、企 業体質 の根 本にふれる ことであるが、 さ

け ること なく、企業 体その もの の体質 の改善を はか り、企 業体

相互 の協 力と強化が必要 で ある。

◆
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5.国 産 電 算 機 業 界 の協 調 の必 要 性 とそ の 方 策

(1)メ イ ン フ レー ム メニ カ

① 国産 メ イン ・フ レー ム ・メー カ6社 は 昭和46年 暮3グ ルー プに分

れ て 提 携 関 係 に入 り、 昭 和47年 度 か ら通産 省 の補 助金 の バ ック ・ア

ップ に よ り新 世 代 機 で あ る1'BM370シ リー ズ に本 格的 に対 抗 す る

新 ファ ミ リー ・シ リーズ の 開発 に着 手 してい る。 昭 和50年 に おけ る

資本 、輸 入 の完全 自 由化 を控 え現 時 点 に おけ る最 大 か つ 緊 急の 課 題 は、

この 新 機 種 の 開 発 を一 刻 も早 く完 了 し、 市場 に 出す こ とに より、IB

M370シ リー ズに 代 表 され る外 国機 と市場vafoい て対 等 の 競争 条件

を確 保 す る こ とに あ る とい え よ う。

② 従 来 新 機種 の 開発 には6～7年 の 期 間 と、 ぼ う大 な開 発 資金 お よび

マ ンパ ワー を要 して きた。IBMは 、360シ リー ズの 開発 に 直接 開

発 費 だけ で5億 ドル 、370シ リー ズの 開発 に7.5億 ドル を投 入 した

と伝 え られ て い る。

この よ'うな 巨大 な新 機 種 開発 負 担 は、 毎年 売 上 高の6%程 度(4～

5億 ドル 、を研 究 開 発 費 を投入 して い るIBMの 例 か らみ て も、 国 産

メー カー が 独 力 で新機 種 の開 発 を行 な うことには 限 界 が あ る。

す な わ ち、 資 金力 、 開 発要 員 の 不足 は 、開 発 期 間 が長 期 化 し、開 発

目標 も低 くな ら ざる を得 ない。

従 って 自由化 を 控 え 、 限 られ た期 間 内 に開 発 目標 を 達成 す るた めに

は、 グルー プ化 に よ り資 金 力、開 発要 員 を総 合 す る ことは 当然 に踏 ま

なけ れ ば な らな い、1ス テ ップで あ る。

この 開 発 費 の 一 部 を国 が 補 助す る こ とに よ り、 高い 開'発 目標 を掲 げ、

短 期 間 に開 発 を完 了 す る こ とが可 能 とな る。
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③ 共 同開発 を完 了 した段 階 で は、 各 グ ルーープは 新 機種 の共 同 生 産、共

同販 売 へ の ス テ ップを とる こ とと なる が、 各 グル ー プの 特長 を生 か し

っ っ・ 規 模 の利 益 を追 求 して ゆ く必要 があ る。

④ 現在 の 国産 メー カー 間の 恐 るべ き競 争 力は 新 機種 が市 場 に出 された

時 点 で も貴 重 な競 争 原 理 で あ り、3グ ル ー プの 国 内市 場 に おけ る 自由

競 争 は 外 国機 に対 す る カ ウン ター ・パ ワー で もあ る。

◎ 新 機種 の 評価 は、 ユ ー ザー に よって 決 め られ る。 新 機種 の 開発 途上

で ある現時 点 で再 編成 を うん ぬん す る こ とは時 期 早 尚 で あ り各 グ ル ー

プの新 シ リー ズの 市場 成 果 等 が一 応 出 そろ った 段 階 におい て
、 更 に集

約 化 、 再編 成 の必 要性 の 有無 が論 じられ るべ き で あろ う。 国の 助成 に

よ り新 機 種 を開 発 して い る3グ ルー プは 、 その 企 業 責 任 に加 え て、 社

会 的 責任 を負 ら て い る と もい え る。

ε蹴 徹 枇 つ厩 醗 ・幼 鋼 鰯 調の必要齢 一 ザー紡 求
め られ て い る こ とは 事 実 であ る。 本 来 電算 機 シス テ ムは ユー ザ ー の業

務 内容 に 応 じて ・ 最 適 シ ス テ ムが構 成 され る もの で、 ユー ザ ー が仕事

を機 械 に あわ せ る もの では ない。 また 同一 メー カー がすべ て の シス テ ム

ム轍 鰐 を離 する・とに紘 欲 って 一 ザーの業務内容 を限

定 す る場 合 も ある。 従 って、 他社 製品 を も加 え た、 混合 シス テ ムを ユ

ー ザ ー に提 供 して ゆ く こ とに よ り
、 ユー ザー の 要 求 に答 え て ゆ くこと

が 有 効 で あ ろ う。3グ ルー プ化 に よ り これ を可 能 とす る条 件 は 整 って

い るo

⑦ また 、新 機 種 開 発 に全 力投 球 しなけれ ば な ら ない 国産 メー カー に と

って ・ 開発 の 失 敗 は 許 され ず、 また重 複 投 資 に よる 資金 、 マ ンパ ワ_

の ロス は 極 力 避 け なけれ ばな ら 若い。 従 って 本体 の よ うに設 計 思 想 や
、
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論理 構 成 に よって 決 まる分野 を除 き調 辺
.端末 鑓 等 で ユー ザ ー の

限 定 され てhる もの につ い て は、3グ ルー プ間 の調 整 や独立 周 辺 装 置

メー カー に特 化 さ せ る等 の方 向 を検 討 す べ きで あろ う(、

⑧3グ ルー プ につい て は、 新 機種 の共 同開 発 を 通 じて 、共 同開 発体 制

は 確 立 され て い る。

よっ て 新機 種 に限 らず 、 現 行機 種 に つい て も開 発 要 素 の伴 うユ ー ザ

ー等 の大 規 模 シス テ ム につ い て は共 同 開発体 制 を背景 と した 共 同 提 案

が望 まれ る。

特 に ナ シ ・ナ・∵ プ ・ ジ エ ハ に っい ては 、 わ が 国 の 国 際的 ブ ・ジ

エク トへ の参加 を含 めて今 後 と も益 々大規 模 化 す る と とは必 至 であ り

電算 機 シス テ ム が プ ロジェ ク トの 中 に おい て 中核 的地 位 を 占 め る と と

は充 分考 え られ るc,

今 後 の ナ シ ョナ ル:プ ロジ ェク トは ハー ド ・ソ フ ト共 に大 規 模 化 し、

そ の 計 画 的推 進 は一 社 の開発 力 を超 え る もの と考 え られ るの で国 産 電

算 機 メー カーの 共 同 受 注体 制 に ょ り対 処 して ゆ く必 要 が ある。

海 外 プ ロ ジェ ク トに つい て も、重 電 分野 に おけ る電 源 開発 、 通信 分

野 に お け る通信 網 建 設 等 の経 験 を生 か し、 積 極 的 な参 加 が 望 まれ る、、

(2)周 辺 装 置 産業 の 育成

① 電 算 機 シ ステ ム(ハ ー ド)に 占 め る周 辺 装置 の比重 は 、1960年

代 の第3世 代 では30～40%で あ った が、1970年 代 前半 で は

50～60%、197C年 代 後 半 では70%を 超 え る もの と見 込 まれ

て い るo

(OECD技 術 格 差 報告 書)

1972年 の わ が国 のデ ジ タル計 算 機 の生 産 額 を み る と、 本体1918



億 円に 対 し、 周辺 端 末 装 置1903億 円 と約50%を 占 めて い る。

周 辺装 置 メLカ ー は我 国 で は50～60社 程 度 で ある が、 米 国 で は

す で に1,00'σ 社 を超 え る とい われ て い る こ とか ら、 今 後 新 規 メー カ

ー の参 入 は ます ます 増 加 す る と と もに
、 多様 な発 展 が期 待 され る。 す

な わち周 辺 端 末 装置 は電 算 機 シス テ ムに おい て 人 間 との 接 点(マ ン ・

マ シ ン ・イ ノ ター フエー ス)に 位置 す る もの で あ り、 した が って 、 そ

れ ぞれ の シス テ ムの適 用 分 野 に 応 じて 、 多様 化 す る こ とが不 可欠 で あ

るた め、 新 技 徳 の開 発 が盛 ん で、 ユ ニー ク な製 品 と市場 の潜 在 需要 を

ね ら った 製 品 を もって すれ ば 、新 規 に 市場 に 参入 し、 確 固た る地 位 を

築 くこ とは 可 能 で ある。

わ が 国 に おい て も最 近、 光 学 メーカー、化 学 メーカー、 な どの新 規 参 入

が活 発 で あるご

この よ うな動 向をみ る と、 か って電算 機産 業 か ら ソフ トウエ ア産i業

が 独 立 して い っ旋 よ うに、 ハ ー ドウエ アに っい て も本体 か ら周 辺 装 置

等 が分 離 独 立 じて 一 つ の産 業 を築 きつ っ あ る と考 え られ る。

② 近年 電 算 機 の適 用分 野 は 多方 面 に 拡 大 して きて い る こ と、 お よび今

後 の電算 機 利 用 の主 流 が オ ン ラ イン シス テ ムで あ る ことか ら、 電算 機

産業 が健全 な姿で発達 するた めには、 電算機 システムの手 足 となる周

辺端 末 装 置 が 種類 、 性 能 と も豊 富 か つ優 れ た もの とな っ て お り、 様 々

の シス テ ムに 応 じた もの を容 易 に選 択 で き る よ うにな って い る こ とが

必要 で ある。

これ らの周 辺 端末 装 置 を海 外 メー カー に全 て 依存 す る よ うに な る こ

とは、電算 機 本 体こ』そ の もの の存在 基 盤 が大 き く揺 らい で くる こ とに な る

としへえ:よ,うo
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③ 人間 と機 械 の接点 に位置す る周辺端末装置は ますます多様 化・ 高性

能化 して きてい る。 すなわ ち、 よ り迅速な 処理、操 作の簡便性、 多数

使用 され る ことか らの低 価格性 な ど様 々の要請のた め、液 晶や プ ラズ

マ・ディスプレイな どの新技術 の応用、新方式 の採用 な ど思い切 った新

技術の高品化 がなされ る分野 である。

また、 プ リンター や プロ ッタな どに見 られ る ように電子 技術 と機械

技 術 の結合 上 に成 り立 つ ものが多いが、 この結合 技術は わが国ぱ 外 国

と比べて、 とくに遅れてい る もので あ り、周辺端末装置 の開発、生産

で得 られ る技術 は今後機械 と電子 の一体 化 を促進す る上 できわ めて重

要 なもの と考 え られ る。

④ 従って今後 と もユ ニー クな技術 に よって この分野 に参入す る企業 に

よ リ マ ン ・ マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス の 改 善 、 低 価 格 化 が 期 待 で き る

の で 、健 全 な競 争 市場 が維持 され る こ とが 望 ま しい。 しか し、 一方 で

は、 イン ター フ ェー ス の開 発 を 伴 うもの で あ るの で、 イ ンタ ー フエ ー

'
ス の標 準 化 の 推 進 と併 行 して、 イ ン ター フェ ー ス開 発 負 担 が ボ トル ネ

ック とな る こ とを解 消 す るた めの 措 置 が 取 られ る必 要 が あ る。

(3)ミ ニ コ ン ピュー タtsよ び部 品

① 昭 和47年3月 末 現在 の わ が国 に 蛤け る ミニ コン ピュー タ の使 用 状

況 は 通 産 省 の調 査 に よれ ば 第1表 の と走 りで、 ミニ コ ン ピュー タの用

途 と しては 事 務 用 の一 般 デー タ処 理 がい ま だ に一 番 多い が 、全 体 に 占

め る割 合 は 減 少 傾 向 に あ り、 研究 、 計 測 分析 、 生産 ラ イ ン管理 な どの

分 野 が今 ま で と同 様 に伸 び続 けて い る。

ま た、 単 体 で販売 され る ミニ コ ン ピュ ー タ とOEM経 由?た は 組込

ん だ 形 で 納 入 さ れ る もの との 割合 は ほ ぼ半 々で あ る。
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しか しな が ら、OEM市 場 は 依然 と して 未 発 達 の状 態 で あ り、 シ ス

テ ム コ ン ポー ネ ン トと して の ミrコ ン ピュー タ の供 給 体 制 が い ま だ に

十 分 とは 言 えず 、 多 くの シス テ ムが ミニ コ ン ピュー タ ・メー カ に よっ

て 作 られ てい る状 態 で あ る。 これ を別 の 面 か ら みる と、OEMメ ー カ

とな るべ き メー カは あ る程 度 の技術 レベ ル を持 って い なけ れ ば な らな

/い が 、 現状 で は そ の よ うな技 術 レ ベ ルを持 っ てい る メー カは 比 較 的少

な く、 計 測 器 、 電 気 機 械 器具 製 造 業 な どに 比 較 的 集 中 して お り、 それ

らの メー カは また ミニ コ ン ピュ ー タを製造 して い る もの が 多 いcこ の

た めOEM市 場 が発 達 す るた め には 、単 に供 給 体 制 の み では な く、 そ

の 核 とな るべ きOEMメ ー カの 絶対 数 が増 え る必 要 が ある と も受 け と

れ る。

産 業 の シス テ ム化 の 推 進は 、 通商 産 業 省 に おい て も特 定 電 子 工 業 お

よび特 定機 械工 業 振 興 臨 時 措 置法 の 対 象業 種 に指 定 して お り、今 後 の

応 用 範 囲 の 拡大 に対 応 し てい くた め に は ミニ コ ン ピュ ー タ ・メー カの

シス テ ム販 売 とい う形 で は な く、 も っ と特化 して い く必 要 が あ る。

ミニ コ ン ピュ ー タの応 用 範 囲 は ます ます 拡 大 して か り、 また 一 言 に

して ミニ コ ン ピュー タ と言 って もそれ らは 価格 性 能 に お いて きわ めて

バ ラエテ ィに富 ん で い る。 最 近 で は汎 用 コ ン ピュ ー タの周辺 コ ンピュ

ー タ と して 、 オ ン ライ ンや オ フ ライ ンで使 用す る もの な ど数 多 く見 ら

れ る。 さ らに会 計 機 や会 計 処理 用 超 小 型 コ ン ピュー タの 処理 装 置 とし

て 組 み 込 まれ る ケー ス もあ る。

ミニ コ ン ピュ ー タは シス テ ムの中 枢 的 な部品 で あ る。 電算 機 は一 般

に 、 社会 シス テ ム の 中核 とい われ て い るが、 シス テ ムを コア ・シ ステ

ム とサ ポ ー ト ・シ ス テ ムな い しは サ ブ ・シス テ ムに わけ て考 え て見 る

と、 ミニ コ ンは サ ポ ー ト ・シス テ ムの広 大 な底 辺 の 中 に あ って 、 中 枢

的 な 部品 の役 割 をは た す もの で あ る。
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第1表 用 途 別 ミニ コ ン ピ ュ ー タ 納 入 状 況 の 推 移

(単 位:台 数)

◆

用 途
昭和43

年 以 前

昭和44

年 度

昭和45

年 度

昭和46

年 度

事 務 用(一 般 データ処理) 11 160 334 157

◎

研 究 11 58 152 221

技 術 設 計 4 15 103
A

教 育(含CAI) 19 45 91

通 信 ・情 報 ネ ッ トワ ーク制御 30 42 49

交 通 管 制 7 4 14

周 辺 機 器 制 御 2 8 19 35

医 療 用 9
,

10 20 35

プ ロ セ ス 制 御 9 1 26 24

生 産 ラ イ ン 管 理 33 70 72 110

命

そ の 他 機 械 制 御 16 40 72

◎

計 測 ・ 分 析 95 10 183, 208

そ の 他 シ ス テ ム 制 御 1 3 9 65

そ の 他 7 1721

不

合

明4306790

計1724531,0451,295

(通 産省調べ)
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ミニ コ ンは全 電算 機 生 産 額4,200億 円 にた い して300億 円 弱 と

7%に す ぎ ないが 、 国 民 生 活 に 関連 の 深 い 端 末 装 置 の 分野 をは じめ、

専 用 シス テ ムの 中 に今 後 ば く大 な数 の ミニ コ ンが 使 わ れ て い くこ とは

確 実 で あ る。

これ らの サ ブ ・シ ス テ ムは総 合 的 な シス テ ム ・デ ザ イ ンの 優 劣 に依

存 す る と とも に、 ユ ーザ の 多様 な ア プ リケ ー シ ・ ンに密着 した ユ ーテ

ィ リテ ィの 高 い もの が 必要 で、 将 来 の 電算 機 関連 シス テ ムの 輸 出 を考

え た場合 の 戦 略商 品 とい え る。

現 在 の汎 用 ミニ コ ンは、 ミニ コ ンネ ッ トワー ク を 指向 す る高 級 機 と、

シス テ ム組 込 み を指 向 す る単 機 能 に 両極 分化 す る こ とが 考 え られ 、 低

価格機 は、 マ イクロコン ピュータに取 って替わる ことも予想 される。

LSI化 と マ イク ロプ ログ ラ ミン グ技術 の導 入 の よ うに、 技 術 革 新

の先 端 的 分 野 をい ちは や く活用 して 、 外 国機 に一 歩 先 ん じた もの を 開

発す る努 力 が必 要 で あ る。 特 に マ イク ロ ・コ ン ピュ ー タに つ い て は、

遅 れ を と らな い開 発 努 力 が 望 ま れ る。

(4)標 準 化 と推 進

.① 情報 処 理 の普 及 と拡 大 に伴 って、 各 種標 準 化 あ 整 備 は もは や 遅延 を

許 さ れ な い 時点 に きてい る。 標 準 化 は 常 に 古 くて 新 しい 問題 で あ り、

メ ー カ ー、 ユ ーザ ー間 の 利 害 が一 致 しない ゆえ に 常 に ジ レン マに お ち

入 って い る。

1② すltわ ち標 準 化 の困 難 性 は、

ω 早 期 の 標 準化 に よっ て 技術 の進 歩 が阻 害 され る こ とを遊 げ つ つ も、

機 を失 す れ ば 多様 な既成 事 実 の故 に 、 そ の経 済 的負 担 等 の理 由に よ

り標 準 化 は事 実 上 困難 とな る。
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(ロ)ISO等 の国 際 標 準 の 方 向 を無 視 できず そ の た めに は 国 内 の標 準

化 を進 めつ つ、 国 際 標 準化 に積 塔 的 に意 見 を反 映 して ゆ か ハ ぱ な ら

ない こ と。

日 八 一 ドメー'カー、 ソフ トメー カ ー、 ユー ザ ー の矛…害調 整 を伴 な う 、

もの で あ る こ と。

等 に あ る。

③ 標準 化 の 促進 に あ 方 って は、 ユ ーザ ーの利 益 を最 優 先 す る方 向が 望

ま しい。 技 術 的 に ほ ぼ 確立 さ れ た 分野 にお け る 薮準 化 の 遅 延 は、 ユ ー

ザ ー の 梅毒 選 択 範 囲 を狭 め てい る。 そ の結 果 ユ ーザ ー は あ る特定 会社

に拘 束 さ れ て い る。

④ ユー ザ ー は 自 己 の選 択 した周辺 奨 置 を結 合 して よ り効 率 的、 経 済 的

な シス テ ム の運 営 を希 望 してい る。 ま た周 辺装 置 メー カー は特 長 あ る

独 自 の周辺 装 置 を容 易 に プ ログ ・イン で き る よ うな標 準 イ ンタ ー フ ェ

ー ス を必 要 と して い る。従 って メ イン ・フ レー ム ・メー カーの 協 力 が

不可 欠 で あ る。

⑤ 欧 米 と比 較 して わが 国 の 梧準 化 はた ち遅 れ て い る。 す な わ ち覇 行 の

民 間 機 関委 託 を 中心 とす る桔 準 化調 査 検 討 体 制 には 限 界 が あ り、 タ イ

ム リー なだ 準 の 制定 、 改廃 は期 待 で きな い。 従 っ て奮 え ば 」1S原 案

の 作 成 改廃 原 案 の 作 成 を専 門 に行 う専 門続 開 を設立 し、 技術 的 な側 面

を も含 めた 詣査 体 制 を 確立 し、ISO筆 の 国際 標準 機 関 との一 元 的 窓

.[]とす る こ とが必 要 では 安い か。 この 原案 につ い て ユ ー ザ ー を含 む 民

間 関係 萩 関 が調 査 し、 検 討 に 参加 し協 力 す る体 制 も考 え られ る。

⑥ 標 準化 の 実 行 性 を篠 保 す る こ と も大 きな課 題 であ る。 少 くと も国 ま

た は公共 性 の高 い シ ス テ ムに つい て は、 そ の言・達 を通 じて標準化を実 施



させ る牟 の 措置 が 必 要 であ る。

⑦ 理 在 ま での とeろ 情 報 処 理Fl'係 につ1ハて は、43種 のJISが 制 定

され て い る。 仁か しそ の タ イ ム リー な見 方 お しは遅 れ てい る。 計 画 酷

な 標準 化 を推 進 す るftaz5e(は 、5ケ 年程 度 の梗 準化 長 期 計 画 の策 定 と

公 表 が必 要 と考 え る。

ひ
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皿 情 報処 理教 育 と要員 の確保

▼

亀

◆

1.情 報処理教 育の 必要性

(1)世 界の情 報化の 推進 は、欧米 を中心 と して、誠 に 目覚ま しい進展を示

している。今 後にお いて も、そ の速 度はます ます 加速 され るもの と予想

され る。1973年11月 に発 表 され た"ECの 情報処理振 興 政策"に

お いて も、 「情報 処理 は、社会生 活のあ らゆ る分野 に浸透 しつつ あ り、

企 業 経営、 行政教育、 科学等 の姿 を根源 か ら変化 させつつある。社会構

造 その もの も、情報 システ ムの活 用の如何 によって左右 され るので あろ

う。」 と述べ られ てい るが、情報化 の重要性 を適切 に表現 しているもの

といえ よう。'

② わが 国の 情報化 につい ては、未 だその歴 史は浅 いとは いえ、次第 にそ

の重 要性 に対 する認識 も深 ま り、そ の推進 も次第 に軌道に乗 りつつある

現状 に ある.し か し、'欧米 に比 し、その推進 にはや やもすれば計画性 に

欠 け 、関係者 がそれぞれ乱脈 に推進 してい る感が ない とはいえ ない。

先 般(社)日 本電子 工業振興 協会の 派遣 した 「ヨー ロッパ電 子計算機

産 業 調査団」の報告 に よれば、特 にフ ランスお よび西 ドイツにおいては

統一 され た計画性 のある 推進が なされ てい るとの ことで、わが 国にお い

て も早急に総合政策 を樹立 し、それ に沿 って推進 する必要 が ある もの と

考 え られ る。

(3)情 報化 の計画的推進 にっい ては 、別途総 合的 に論ぜ られ る もの と思 わ

れ るの で省略す るが、その必要性の強い典型 的な ものの1つ は情報処理

教育で あろ う。

情 報化 社会の実現 には、多 くの段階が 考え られ るが、その窮極 の姿 と



しては・少 くともか な り多 くの家庭 に数台の端末機が存在 し
、官公庁、

企業等 の事務 所や工場 に柚 て もか な り・」・さい単位の グループ(部 また

は課醒 の グ・一 プ)敏 数台 の端末 擁力演 かれ るとい う姿が 予想 され

る。 この時点 においては 、端 末機の取扱 者は特殊 な教育を受け た技術 者

・ 専 門者ではな く・一般の 家庭 人 であ 嬉 務員であろ う
.こ の よ う描

期 の到来迄 には・か な りの長時間が 必要 であろ うが
、 同時 にこれ らの人

々に端末機 の取扱 いや操 作 につ き教育 することもか 剖 の長時 間が必要

となること も明 らかである。

上甜 ・殆 ど全 国民 を教育対 象 とす ることを意味 すること となる
.従

って・繍 処理輔 の実姉 当 っては
・従来の経緯 に と らわ れず講 想

を新 雄 して言樋 諜 進 に当る必要が ある ものと考え られる
。そ のため

には・国家 としての大方針 旋 め・総舗 基 本計 画を確立 し達 。とし

て実施する ことが必要 で あろ う。

(4)上 記 よ りして・儲 処理 輔 の必要t生を列言己効 ば
、次の3点a,Cltろ

う。

① 情報処理 技術者(要 員)の 確保

情靴 の進展囎 い・ 一一 ドウエ蹄 ・民 ・・ け エア鰍 の双方

共 に多数の要員が 必要 とな ることは言 う迄 もない
.・ 一 ドウエア関係

の要 員 としては・研究開発技縮 をは じめと して設計
.製 造技術 者等

が あ り・ ソ フ ・ウエア関係 の要 員 として(ぱ
、 システム ・エン ジニア、

パ グラ㌔ 等 がある・ また・縮 ・ 指導等 に必要 樋 員 も包含 され

る。

② 一 般社会 人 としての常識の滴養

上記か ら明 らか の ように・ 一般社会人 として も情報処理 に関する こ

ひ
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とを常識 として持つ ことが必 要となる。現在で も、若干 の知 識 を持つ

ものが増 えてはい るが 、そ の程度 は未 だ十分 とは いえず 、かつ 断片的

で あるの で、計画的 に教 育を実施 する ことが必要で ある。また、 コ ン

ピ ュータに対 してやや もすれ ば理解 し難 きもの等の疎 外感 を持 った り、

あるいは万能 であ るか の如 く神秘感 を持つものが 多いが 、これ らを取

除 き排除する ことが必要 で ある。

③ 将来 社会 において必要 とされ る能 力の養成

将来 の社会にお いて必要 とされ る能力は、@シ ス テム的思考 力

⑤ 全体的思考 力 ◎情報 処理力@定 量的表現 力で ある と考 え られる。

これ らの能 力は現在 社 会にお いて も必要 とされ る ことは論 をま たない

が、情 報化 の進展 に併 い、 あるいは知識集約型産 業構造へ の移行 に従

い、 ますます必要度が 高 くなる もの と考え られる 。 これ らの能 力は他

の教 育手段 でも養 成は 可能 では あるが 、情報処理 教 育を実 施中に総合

的かつバ ランスの とれ た形で養成 され るもの とされている。

(5)わ が国の産業は 、現在 の重工業型産 業 より、知識集約型 産業へ の転 換

が必然 とされ 、現時点 において も徐 々に移 行中と見 られ るが、 この移行

に当 って 上記② お よび③は、極 めて有効 な知識 であ り能力 であるので、 ・

この教育は産業構 造の転 換 につい て も極め て有用な ものと考 え られ る .

この意味か らも、情 報処 理教育は必要 不可欠 なもの と言え よう。

(6)ま た、わが 国の教育程度 は世 界で も高い程度 にあ り、最 近は高学歴 者

の増 加が 著 しい。 この現状 は、情 報処理教育に極 めて好適 な環境 にある

もの と考え られる・参考 として 、最近のわが国の就学率 ・進学 率は第2

表 となってい る。

一49一



第2表 わが国の就学率 と進学 率

義務教育就学率 高 等 学 校

へ の進学率

大学 ・短大

へ の進学率学 齢 児 童 学 齢 生 徒
一一

昭 和45年

46

47

48

99.8

99.8

99.9

99.9

99.9

99.9

99.9

99.9

82.1

850

87.2

89.4

24.2

26.8

29.2

32.2

⑦ 更に附言 すれば、本格的情報 処理教育 が実施され ることになれば、わ

が 国の従来 の教育課程を大幅に変 革 する必要 が生ず る こと も考 え られ る

が ・ この事態 に対処するため、情報処理 教育 に関 する新手 法 の開 発にっ

い て早急 に研 究、討 議を行 う必要 が あろ う。 ま た、情報化の進展 に伴 い

将来 多数 の要員が必要 となる ことは必然で あるが、他産業 あるいは他事

業 との人員配 分 についての問題 が出て来る ことも予想され る1

2.社 会常識 としての情報 処理知識 の普及

(1)情 報 化社会へ の移行 、知識集 約化が叫ばれ、 社会生活 、職場生活 、家

'庭生活
な どあ らゆる生 活の場で各種情 報処理手段 との接触がい よら よ増

大 する方向 に あ り、一 般社会人 と して も社会常識 としての情 報処理 知識

の普及が 強 く望 軌 ている.し か し、 現状 は情報処理技 術 の鰻 が紗

、にはげ しか ったがために・ 社会常識 として浸透 す るには余 りにも不充分

であ ったといわ ねばな らない。

② これを打開 するためには、体系 的な学 校教育 の実施 もさる ことなが ら、
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あ らゆ る機 会 と手 段 とを 活 用 して、一 般 社 会 人 に対 す る常 識 と し ての普

及 をは か らね ば な らない 。 特 に、学 校 教 育が 効 果 をあ らわ す迄 には 、 か

な りの 長 年 月を 必 要 とす るの で 、常 識 の普 及 は 早 急 を要 す る もの と考 え

る。

(3)以 下 に そ の普 及策 にい くつ か を列 挙 す る 。

① わ が国 の 情 報化 を阻 害 す る条 件 と して 、 欧米 との比較 で タ イ プ能 力

が あげ られ よ う。情 報 処理 の ため の イン プ ッ トが 機械 的 な キィー を活

用 す る限 り、OCR・OMR等 の 技術 開発 の 方 向 もあ るが 、 基礎 的素

養 として の～ イ ブ能 力 の 育 成 は 不 可 欠 で ある 。 小 学校 教 育 におけ る算

数 に附随 したそ ろ ばん 技術 の修 得 と 同様 、算 数 と電卓 、英 語 と タ イプ

ラ イ タ と を結 合 した教 育 が 今後 必 要 とな ろ う。

① コ ン ピ ュー タ機能 の 一 般的 理 解 に お い ては 、後 述 す る よ うに 中古 機

活 用 に よる学 校 辞 別 教 育 の 高校 教 育 課程 で の採 用 も必 要 で あ ろ う。 そ

の た め に は 、 これ ら教 育 用 コ ン ピ ュー タ の活 用 の ため の財 団 等 の 設立

も必 要 とな ろ う。

③ さ らには 、 プ ラモ デ ル ・ブ ー ム、 パ ズ ル ・ブ ー ムを活 用 して、 コン

ピ ュー タの 基本 原 理 を簡 単 に理 解 させ る よ うな 、安価 な教 育 機器 の開

発 も必 要 で あ ろ う。 これ に 関連 して、 教 育 用玩 具 を も 開発 して、 幼 児

教 育、 学 童 教育 の 実施 が可能 となれば 一 段 と望 ま しい。

④ これ ら基礎 的 な一 般 社 会 人 教 育 のほ か に 、 常 日頃か ら一 般 社 会 人 の

情 報化 に対 す る疎 外 感 を と り除 い て い く努 力 が たえず 払わ れ ねば な ら

ない 。 例 え ば モー タ ー ・シ ョウが 一 般 社 会人 を吸 引 して 自動 車 の普 及

に役 立 っ た よ うに、 デー タ ・シ ョウ、 コ ン ピュー タ 。シ ョ ウにお い て

一 族 社 会人 が 積 極 的 に参 加 で きる よ うな"教 育広場"の 開 設 が 必 要 で
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あろ う。 聞 くと ころ に よれ ば 、IBMは 二=一 ヨー クの 中 心 に こ の よ

うな広 場 を常 設 す る との こ とで ある。

⑤ ま た、 今 日で は 地 方 行 政機 関 、 ボー リング場、 ス ー パ ー 。マ ー ケ ッ

トな ど一 般 社会人 の 出 入 の 多い 場 所 に コ ン ピュー タの 導入 が 進 ん で い

くで あ ろ ら。 とすれ ば 、 これ らの コン ピ ュータ を素 通 しの ガ ラス な ど

を通 して一般 社 会人 に デ モ ンス トレー トす る こと も疎外 感の 排 除 に役

立 つ こ ととな ろ う。 「

3.情 報 処理 専 門技 術 者(要 員)の 程 類 と必要 数.

(1)情 報 処理 要 員 を専 門 別 に分 け れ ば 、 か な りの種 類 と な り、 今 後 ま すま

す 分化 され る もの と予 想 され るが 、 現時 点 にお い て ニ ーズ に よ り大別 す

れば 次 の3つ に な る。

① 情 報 処理 機 器 の研 究 開 発 、生 産 販 売等 に必 要 な 要員 一研 究 開 発者 、

設計 ・製 造技 術 者 、 シ ス テ ム 。エ ン ジニ ア、 プ ログ ラマ ー 、 カ ス トマ

エ ン ジニ ア

② 情 報 処理 に必要 な要 員

一 シ ス テ ム.エ ン ジニ ア
・ プ ・グ ラ　 ・ オ ペ ヒー タ ー ・ キー パ ン

チ ャー等

③ 情 報 処理 の 研 究 、 教 育 等 に必 要 な要 員

一教 職 者 、指 導 者 等

上 記 の うち① お よび③ は 、 特 に重 要 で あ り、 高 い質 が 要 求 され 、量 的

には② が 問題 とな る。

② 要 員 の確 保 につ い て論 ず る場 合 には 、 その専 門 別 に論 ず る必 要 が ある
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が、 こ こでは単 純 化 をは か り、 数 量 的 に最 も多 い シ ステ ム ・エ ン ジ ニア

村 び プ ・ グ ラー につ 厩 考 え たい・'⇔

シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア お よび プ ログ ラマ ーの必 要数 は、 文 部 省 の 算 定

に よる と第3表 の通 り膨 大 な もの と なる。 表 中 の 括弧 内は(社)日 本 電子

工業 振 興協 会 が コ ン ピュー タの設 置 予想 台数 よ り試算 した もので あ る。

両 者 の差 は 昭和55年 度 に おい て 、後 者 が24%大 き くな っ てい る が、

こ こに おい ては文 部 省 の試算 を採 る こ と と した い。

第3表 情 報 処理要員 の必要数(累 積数)

昭和49年 度

50

51

52

53

54

55

161,050人

197,470

239,450

288,190

345,320

412,880

493,960

(212,420入)

(241,820)

(271,240)

(351,140)

(423,130)

(509,780)

(614,250)

辱

③ 上 記 の必 要数 に対 して、 その 供 給 見 通 しは 、 現状 の 教育 体 制 か らす れ

ば 「第5表 」の な か に示 した 如 く55年 度 で86,556人 の充 足 に止 ま

り、需 要数493,960入 に対 して僅 か17・.5%の 充 足 率 にす ぎない。

従 って 、 要 員 の充 足 は情 報 化 の 推進 に当 って最 も降 路 となる恐 れ が強 い

もの と予想 され る。

(4)要 員 の充 足 にっ い て 更 に 附 言 すれ ば、 特 に ソ フ トウエ ア要 員 の充 足 に

は 問 題 が 多い。 す な わ ち ソ フ トウエ ア要 員 に つ いて は、 教 育体 制 が 未 確
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立 の状態 に あるた め、教員 の養 成、教育 内容の整備 と体系化、教 育用設

備 の問題等、解決 を必要 とす る問題 が山積 して い る。 従 って、早急 に抜

本的対策 を強 力に推進 しない限 り要員 の不足 は急速 に益 々深刻化す るも

の と判断 され る。

⑤ 以上 の状況 に鑑 み、 国 として抜本的対策 を採 らなけれ ば、情報化推進

に重 大な支障 を来た し欧米 に比べ甚 だ しい遅れ を来 たす ことは明 らかで

ある。

㊧ 「情報 処理技術 者養成 計画の定量的基礎 」

文部 省.昭46年10月

4.情 報処理要 員教育 の方策

(1)情 報処理要 員教 育の大綱 は、次の事項 が考 え られ る。

① 一 般社会 に情報 処理 に関す る常識 をあ らゆる機会 を利用 して普 及せ

しめる。 この場 合、幼児 あるいは学童 ・生徒 に対 して も基礎 常識 を扶

植す るこ とは極 めて望 ま しい ことである。

② 教育の主 体 は、学校教 育の計 画的実施 であって、 少 くとも普通 高校

以上 では必修課 目と し、その教育体系 を整え る。

③ 職 業教育機関 を全 面的 に活用す ると共 に、 情報処理機 器 メー カお よ

び大手 ユー ザ(例 えば中央行 政機関 な ど)に おいて も、 率先 して教育

の徹 底お よび深化 を図 る。

(2)上 記 方策 は併行 して実施 され るべ きであるが、 その主 体は学校 教 育 に

ある こ とは論 をまた ない。

学校教 育は、従 来 も一部 は実施 されてい るが、要員の需要は と うてい

◆
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●

特

現状では満足 出来 ないので、画期 的拡 大を図 る必要 があ る。(社)日 本電

子 工業振興協 会の調査 に よれば、 要員の充足 を満 足 出来 るものにするに

は、 工業 高校 のみな らず 普通 高校 での教育迄 に拡充す る必 要が あるとし

てい る。 同調 査 に よれ ば、学校 教育 に期待 する教育 内容は第4表 の とb

り とし、 これ を前提 と して、要員の供給可 能数 を試算 すれ ば第5表 とな

り、 昭和55年 度 において、459,600人 の要 員が供給 可能 とな り、

需要 に対 して の充 足率は93%に 達す ると してい る。

③ この場合 の施設は、 当該学校 で必要 とす る計算用 コンピュータのほか、

教材用 コン ピュー タ、 オ フライン ・パ ンチ機 お よび端末機 を必要 とす る

としてい るが、 その詳細お よび必 要経 費は第6表 の通 りで ある。

経費 を年 次別 に積算 した ものが第7表 であって、既設分 を除い て、 各

年度約1,000億 円の費用 が必要 となる。 この経費 は、 施設 を数個 の高

校(例 え ば、学校群単 位)で 共用す る ことに ょり、幾分 かは軽減 出来 る

もの と考 え られ るが、将 来の情報 化社会 の実現 を考 慮すれ ば一時 的処置

としては容 認 され るが、 恒久策 としては満足 出来 ない ことは明 らかで あ

るo

(4)上 記 を満足 せ しめ るには、抜本的対策 を採 る必要 があるが、その一策

として、例 え ば 「情報 処理教育振興財団(仮 称)」 の如 き機 関を設置 し、

施設 の購 入 、配分 、保 守 を行 なわしめるこ とは 極 めて有効 な こととなろ

う。 この場合 、政 府は この財団 に対 して強力 な助成 を実施 す ることが肝

要 と考 え られる。 更 に、財 団において、情 報処理教育の基本方針の研 究、

カ リキュ ラムの作成 、或は教 育者の養成、 資格 の 認定等 の業務 を も併せ

行 わ しめれ ば、 わ が国情報 化の進展は極めて明 るい もの と期待 され る。

なお、 施設 にっいては、 当面現有機 の レンタルバ ック品 を 日本電子 計
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鱗 ㈱ よ殖 麟 入 して 活用す るこ とが有用 と考 え られ るが・最終的

には 「教材用 コン ピュー タ 」 仕様等 は財団が定 める を製 作

せ しめ、 それ を使用す る こと迄 に進展 せ しめ るべ き と考 え られ る。 この

場合、ハ ー ドウエアの標準化 を前進 せ しめるべ きであろ う。

(5)学 校 教育 の実施 に当 っては、各種学校 の活用 を十分 に行 う必要があ る。

現在 において も、 各種学校 の果 してい る役割はかな り大 きい ものが ある

が、 これ を一歩進 めて教 育の全般 ス ケジュー ルに組 込む こ とが必要 であ

ろ う。 このた め、各種 学校 が必要 とする施設 の整備 に対 して は、補 助金

の交付、融 資、 税制上 の優 遇等 を実施す る必 要 がある。

(6)な お、要員 の確保 に当 り、実 施す ぺ きことの1つ は その処遇 である。

情報処理 関係 の職場 を生 きがいの ある職場 とさせ、質 の高い要員 を生 み

出すた めには、要 員の待 遇に対 して特段の配 慮 を行 うことは勿論 将来

は行政機関、企業等 の幹部 に登用 される途を積 極的 に開拓 して置 くべ き

であろ う。

ω なお 情報処理教育の実施 と要員の確保 は、わが固練 化の縫 に当

っての最重要事項 の1っ と=考え られ るので、 この問題 にっいての総合 的

計画立案のた め、単 独の審 議機関 を設 置すべ きで あると考 え る。

(8)ま た、情報化 の進展 に伴 い、 情報処理 は国のすみずみ に迄浸透 し、国

家活動や社会 活動 に必要 不可欠の もの となる ことは明 らかであ り、 その

機 能 が停止す るこ とは、 た とえ一時的 な ものであって も、 国家 ・社会の

存立 にも影 響す る もの と考 え られ るの で、情報処理 にたず さわ る要員の

労働運 動等 には特 別 の規制 が必要 となろ う。
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第4表 学 校 種 別 教 育 内 容

●

特

学校種別 目 的(情 報処理教育) 専攻 ま たは学科 ・科 目

上級技術者、教育研究者の養成 (1)基礎情報 科 学専攻

大
学

①指導 的専門技術者養成の場

②情報 関係諸学の学理 と技術を総合

②計算機 シ ステム専攻

(3)応用 情報 に関す る専攻

院 し、情 報科学の 発展
●

研 ③各種専攻分野 の知的技術的能 力の
究
所 飛躍的増大をめざす学卒者の再教

育対継続教育

④情聯科学教育試行

①全学の学生 一般に対する一般的情 全学部対象

大 、 報 処理 教育
}

ii② 情報処理専門技術者教育

1学1他 学科の教訓 目を胴 軸 噸

1}修 で き る よ うに

1

(1)基礎 論 を中心 とす る学 科

② ハー ドウェアを中心 とする学科

(3)ソフ トウェアを中心 とす る学科

(4)情報 システ ムを中心 とす る学科

}① 全 学生 には 、 計算機 が使用 で きる
1短1

よ う に

(1)一般教育科 目

② 電子工学科}学 習

② 目的を激 つた技術者養成 (3)電気工学科

大
① ドキ ュ メ ン タ リ ス ト

(2)ラ イ ブ ラ リ ア ン

①全科 目の計算処理 機械工学科

②情報処理教育 電気工学科

高 工業化学科

土木工学科

建築学科

専 航空機体工学科

i印 刷工学科

} 、i等16学 科_一_} '一 一

学校種別

工

業

高

校

商

業

高

校

普

通

高

校

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー

目 的(情 報処理教育)

①情報処理教育を行 うための重点学科

②情報処理技術者育成

電子計算機に関する知識と技術 を習

得 させ、計算機を利用する工業生産

電子計算機の製造などの分野におけ

る情報処理製造、管理運用保守 など

の業務 に従事する技術者

(情 報技術科)

一一__竺 竺 ま た は 学 科 ・科 目 、」

(1)電 気 科

② 電 子 科

㈲ 建 築 科

(4)土 木 科

(科 目)学 科

ソ フ ト ウ ェ ア コ ー ス

電 子 系 ハ ー ド ウ ェ ア コ ー ス

機 械 系 ハ ー ドウ ェ ア コ ー ス

①情報処理技術者育成

事務お よび電子計算機の利用に関す

る知識 と技術を習得させ情報処理に

関する事務に従事する者

(情 報処理科)

②その他の学科

」

一 般の教 育

一ー 一 一1

① 共同利用

②入門 コー スの実 習

③教 育 システム、教材 の開 発

入門科 目

専門学科

__._一_____」
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第5表 供給可能情報処理技術者数推移

じ

◎

学生 全般を対象に情報 処理教 育 を行 なった場合

① ② ③ ④ ⑤,

需 要 数 現状維持 情報処理技 総供給可 充 足 率 情報処理技
術者以外の

型供給数 術者供給数 能数 ④/① ㈲ シ ス テ ム的

思考を修得

年度 囚 (勺 囚 ②+③ した人

49 161ユ00 57400 一 57400 357
一

50 197,500 62β00 38400 100β00 510
、

496β00

51 239500 67200 113,500 180,700 755 1ρ07ρ00

52 288,200 72ユ00 193200 265400 921 1530ρ00

53 345,320 77ρ00 264400 341400 98b 2ρ79ρ00

54 412,900 81β00 322100 404ρ00 979 2β49000

55 494ρ00 86,600 373ρ00 459β00

1
930 3234ρ00

出典 ①②文 部省 「定量的 基礎」

③ 以 降 当協会算 出
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第6表 学 校 種 別 電

　= 一_機 種別

学校種別＼ ＼

大 型

(大)

大
(中旦

大 型

(小)

単 価 ・年 間 レ ンタ ル1台 購

入価 格

万 円

24,000

1

万 円

18,000
万 円

9,600

大学

1

台 数 34台 223台 68台

経

費

年間 レンタルお

よび購入費用

億 円

81.60

億 円

401.40

億 円

6528

1
L台 数

短パ 経
1費

年間 レンタルお

よび購 入費用

"一 一

高専

台 数
!

剰 年間 レンタルお
`

≡ び購入費用i
i 工 業
!

高校

i

台 数

経

費

年間 レンタルお

よび購入 費用

1商 業

・高 校
'

台 数
、(

黙㌫ ご
普通

}

高校

台 数

注

費

年間 レンタルお

よび購 入費用

情報

処 理
セ ン
ターー

一

台 数

経

i費1
)

【當 《㌶ 億 円

112.8

1
台 計

台 数

81台 223台 68台

経 費

194.40億 円 1401・40億 円 }652・8億 円

注1.※ 印 につ い ては 購 入 機 器 は49年 度 に購 入 す る もの とす る。 したが つて

狂2.各 都 道府 県 単 位 に情 報 処理 セ ン ター を置 き普 通 高校 各1校 に端 末 機 を設
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亀

,

子 計 算 機 必 要 台 数

※ ※ ※

1中 型 小 型
ミ ニ1コ ン

1

ミ ニ コ ン

n

端末機

万 円
4,200

万 円
840

A型

270万 円

C型

850万 円

万 円
200

万 円
350

64台 168台

億 円

26.88

億 円、

15.8

23台 43台 443台

億 円

9.7

億 円

3.7

億 円

8.9s

=

63台 63台

億 円 ・

26.5

億 円

1.3

422台 422台

億 円 』

177.2

億 円

11.4

320台 320台

億 円

26.9'
ゐ

億 円

6.4

4,050台

'

'

億 円

141.8

〉

1

"

572台 320台

A型

42台

C型

211台 816台
一4

,050台

億 円

240.28

億 円

26.9

億 円

11.4

億 円

19.5

'億 円

16.6

億 円

1.41.8

50年 度 以 降 の経 費 には 加算 し ない 。

遺 しオ ン 。ラ イ ンで 便 用 す る。
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第7表 年 度別電子計算機 シス テム総 費用推移

(単 位:億 円)

1

計 算 機 本 体 オ フ ライ ン ・パ ンチ

年度
(汐 タノ叶購入費用) 機 の レ ン タ ル

合 計 新 たに必要 な費用

49 1,121 188 1,309 1,219

50 928 190 1,118 1,028

～

}51 928 192 1,120 1,030

　

52 928 193 1,121 1,031

「

i
i53 928 196 1,124 1,034

l
F
「

ー

i54 928 198 1,126 1,036
ー
-

i)

ー

55 928 200 1,128 1,038

累計 6,689 1,357 8,046 7,416

1

(注)現 在 、 設置 ず み の 費 用 は年 間 レ ン タル90億 円 で あ る。
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N国 際 協 調 の 方 向

(1)昭 和50年 の資本、輸 入の 自由化は、 国産電算機 業界に対す る保 護措置

の主 要部分 を一挙 に撤廃す るもの であ り、今後 国産機は 国際市場 において

そ の真価 を問 われ るこ ととなる。 この ような事 態に直面 し、 電算機 産業 が

将来 の基幹産 業の一 つ として定着 し、発展 を遂 げてい くた めには、、国 内外

におけ る厳 しい国際競争 に耐 え、 打 ち勝 ってい くだけの技術 、企業体 力を

酒 養す る とと もに、 これを促進 す る施策 が必 要 であることは冷 うまで もな

いo

この ことは、 国際競争力をいかに強化、充実 する か とい うことに外 な ら

ない が、 同時に国際市場 において どの ような態度、方針 を もって臨 むかに

つい て も十分 な配慮 が払われ なけれ ばな らない。

す なわち、国際競争 は きわ めて 激 し く、 かっ厳 しい もの で あろ うが、 そ

れ に臨 む態度は無秩序 、無節度の もので あっては な らず、基 本的 には 国際

協調 の理 念 を もって貫 かれ る ことが肝 要 であ る。 政 治、経済、 文化等 多面

にわた るわが国外交 の基本路線 が国際的 な協 調、調 和 も目標 としてい る今

日、 電算 機の対外 関係 も これ と軌 を一 にす る ことは当然 だか らである。

(2)し か しなが ら電算機 について は、国産機 自体 産業 として基礎 を確 立す る

に至 って お らず、い まだに成長途上 に あるこ と、 加えて世界的 には米国 巨

大資本 にある寡 占がすでに成立 してい ること、 さらには国家の安全 保障の

見地 か ら外国機 へ の依存 には問題 が多い こと等 の特殊性 があ り、 これ らを

考慮 すれ ば、 電算 機 における国 際協調 の具 体的 な内容 は、 他 の成熟産業 の

場 合 と著 し く異 左 り、 かな り特 殊 な性格 となるの も、や むを 得 ない と考 え

られ る。
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この よ うな視点か ら国際協 調 の方 向を模索すれば、 わが国に おけ る電算

機産業定着 の要請 とも関連 して 、 すでに当該産業を擁 して い る先進 国 に対

す る場合 と、そ うでない発展途上 国 に対 す る場合 とでは、 おのずか ら異 な

った方 向での検討 が必 要 と思われ る。

(3)ま ず先進諸国 との関係 をみ ると、 これ ら諸国 ではす でに電 算機 産業 ない

しその技術 が確立ない しは相当 高度 の水準 に達 しているか、 もし くは外国

メー カーが市場 を確保 して お り、 国産機 としては これ と競 争 し、追 う立場

にあるだけに、相互の利害 もか らみ、 国際協調 の実 を挙 げ る ことは現状 で

はか な りの困難 を伴 うもの と思われ る。

した がって当面は次 の項 目に重点 を指向 し、 将来の一段 と進 んだ協調 のた

めの基盤 作 りに努 力す る ことが適 当で ある。

イ 国際的 市場 におけ る競 争制 限的行為 を防 ぐ国際協 調電算機産業の世 界

市場 では特定少数 の多国籍 企業 の支 配力がます ます強大化 しつつ あ り、

その競争制限的行為 の規制 にっいては、 各国協 力の もとに国際的独 占禁

止政策 の運用 を検討す る必 要が ある。 具体 的 には、少数 企業 に よる国際

的 な市場支配 を規 制す る国際条 約 の制定 や独占的行 動 を監視 ・規制 する

国 際的組 織 の設立 を、適 当 な機構 ない し機会 を通 じて提唱 する ことも考

慮 ・検討すべ きであろ う。

ロ 情報 の交換

(i)国 産電算機 の現状 に関す る英 文PR資 料の作成 や配布 にっいて早急

に準備 をすす める ことが必要 であ る。

(ii)JETRO、 電子協 等 の海外 組織(駐 在 地、要 員等)に ついて再検

討 し、 その早 急かつ特段 の充実 が必要 である。

ハ 技術面 での提携 ・協 力
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技術 提供が可能 となる力を増大す ることにっいての 諸方策 の検討。

〔「電算機 産業定着 の方 策 」(と くに技術開発 の方策 とその助成)に お

け る叙述 を、 ここでの関連 において も重 ねて強調 する必 要 がある。 〕

二 国際会議等 へ の積極的参加

企業 や業界 団体 のみな らず政 府関係者 も各種 国際会議等 に対 して積極

的かつ恒常的 に出席 ・参 加する ことにつ とめ、情報の交換 お よび技術 面

での国際協調 を促進す る必要 があ る。

④ 国産 電算機が 国際協調 を もっ とも必要 とす るのは、発展途上 国 との関係

において である。 これ ら諸国 におけ る電算機 の普及、情報 産業 の発展 は も

ちろん今 後の課題 で あろ うが、 国民生活 向上 への社会的、経済 的要請が強

い ことを考 えれ ば、 わが国 として協 力 し得 る分野 は潜在的 に きわ めて広範

で あるといえ る。 一方輸 出を通ず る国産機の基盤 の確立、 強化 の面か らも

これ ら諸 国 とくに中 国を含 めた アジア、中近東、 中南米 ない し東欧 諸国を

主体 とする各国 に対 し、長期 にわた り強 力な支援体制 を築 き上 げてい くこ

とは重 要 で あ り、両者の 利益 は完全 に一致す る。

した がって 当面上記諸 国に対 す る国際協 力に最重 点 を指 向 し、 今後 の状

況に応 じ次 の ような諸 施 策 を講ず る ことが望 ましい。 この場 合、電算機 に

不可欠 な レンタル制 度、 ア フターサー ビスの重 要性 な どの特殊事 情 にかん

がみ、 各国 ご と、個別 の ケー ス ごとに事 前の調査、準備 を十 分な らしめる

とともに、相手 国の国情、政 策方針に沿 い得 るよ う慎重 に対 処すべ きであ

ることは もちろん、国 内 メー カー相互間の節度 ある協調の樹 立 を図 ること

が肝要 である。

イ 国産電 算機 に対 する認識 の徹底

(イ)ジ ェ トロ等在 外公 的機関 を通ず る国産電算機 にっいて のPR
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(ロ)国 産 電算 機 に対 す る認 識 を徹 底 させ るた めの 国 際会 議 の開 催

←寸 当 該 国 に おけ る電 算 機 要 因の 教 育 訓 練 を 目的 と した 大 規模 で計 画 的

な留学 生 受 入制 度 の 確 立

ロ プ ロジエ ク ト立案 、 実 行 に対 す る協 力

ω 在 外 公 的機 関 等 を 通 ず る計 画 中 の各 種 プ ロジ ェク トに関 す る情報 の

収集

(ロ)工 業 化 な い し社会 開 発 計 画 の 立案 実 行 に際 して の積 極的 な参 加 ・協

力

ハ 金 融 面 に おけ る協 力

(イ)当 該 プ ロ ジェ ク トに対 す る ペー ス の無 償 援助 な い し円 借款 の優 先 的

な供 与

回 レ ン タル資金 確 保 の ため の メー カー に対 す る 直 接 または 間 接 的 な財

政 資金 に よ る低 利長 期 融 資制 度 の適 用

(5)発 展 途上 国 に 対 す る協 力(教 育)の 現状

① コ ン ピュー タ ・セ ミナ ー

電 子 計算 機 に関 す る教 育 援 助 と して は 、 外 国 人 留学 生 お よび(財)海 外

技術 者研 修 協 会 を通 じて受 入れ てい る技 術研 修 生 に対 し、 それ ぞれ2週

間teよ び1週 間 の プ ログ ラムに つ いて の学 習 セ ミナ ー を実 施 してい る。

これ らは 国 産 電算機 メー カ3社 に委 託 され て お り、 その 参 加 人 員 は第8

表 の とk・ りで あ り、 昭 和48年 度 の 予算 は 研 修 生 コー ス の セ ミナー に対

して は 、8,738千 円(う ち(財)日 本 自転 車 振 興 会 か らの 補 助 金6,028

千 円)留 学 生 コー スの セ ミナ ーに 対 して は7,726千 円(う ち補 助 金

5,420千 円)と な っ てい る。
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② 海外 関係 会社 か らの研修生

国産 電算機 メー カ1社 が海外関係 会社 か らSE、 販売 ・保安 要員の 訓

練 のた めの研 修生を受 入れ てい る。 訓練期 間は5～6ケ 月程度 である。

これ らの研修生 は(財)海 外技術者研 修協会 を通 じて受け入れ てい るた め、

約75%の 補 助金 を受けてい る。

③ そ の他一般 ユー ザ

国内一 般ユーザ に対す る各種 訓練 コー ヌに外 国入の参 加 もあるが、特

別 な コースは設 けて ない ため、参 加人員 は極 めて 少なしへ,
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V国 際競争力の強化 とその方策

1.国 際競 争 力 とは 結 局 、 自由化 後 の 自由無 差 別 を基 本 とす る 国 際 経済 体制

の 中 で、 内外 市 場 に おい て十 分 に競 争 し得 る 各 種 の パ ワ ーの総 合 的 な動 員

力 と解 せ られ る。

各 種 の パ ワ ー とは、 具 体 的 に い えば 開 発 力、 マ ー ケテ ィ ングカ、 資本 力 、

マ ネ ジ メ ン ト ・ア ビ リテ ィ、 ブ ラ ン ド ・イ メ ー ジ、 産 業 と して の体 制 力 な

どが あげ られ る で あ ろ う。

電算 機 産 業 に お い て は 、 今 後 の前提 と して、(1)市 場 は引 続 き拡 大 し、従

来 の汎 用 コ ン ピ ュ ー ター ・シ ス テ ム市 場 お よび周辺 端 末 機 器 市 場 と共 に、

ミニ コ ン、 マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー ターを採 り入 れ た シ ス テ ムの サ ブ ・マ ー

ケ ッ トが 開け 、 多様 化 す る。 ② ソ フ トウエア、 情 報 処 理 市場 は それ に関 連

して成 長 し続 け る。(3)特 定 メ ー カー が世 界 市場 の60'%前 後 を 占有 す る と

い う特 異 な事 情 が 苓 後 と も続 く、 とい う三 つ の事 情 が 予 想 され る。 この よ

うな前 提 か ら、 さ らに次 の よ うな前 提 が導 き 出さ れ るで あ ろ う。

① 広 大k市 場 で特 定 企 業1社 が 、 す べ て の ニ ー ズ を満 足 す る,こ とは不 可

能 で あ り、 ま た、 そ れ は ユ ーザ ー の立場 か ら も望 ま し くな い。

.② 従 来 のCDCやDECあ るい は米 国 プ ラグ ・コ ンパ テ ィブ ル 周辺 装 置

メ ー カ ーが、 強 大 な トッ プ企 業 が 市 場 に い な い盲 点 を突 くか 、 ある い は

そ の 力 の弱 い 市 場 に 力 を傾 注 し、 そ の分野 で リー ダ ーに な った の と同様

の 可 能性 は 今 後 も依 然 と して存 在 す る。 国 の 産業 政 策 と して も、 こ うし

た 行 き方 は あ り得 、 ス ウ ェ ーゲ ンや カナ ダは こり方 向 に 志 向 しつ つ ある

よ うに 思 わ れ る。

③ トッ プ企業 とそ れ を追 う強 力 な米 資系 大 手 メー カ ー とセ ン トラル ・プ
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ロセ ッサ ー、周辺装置 、端末機器 の主要市場 で競 争 し、 リーゾナブル な

利益 をあげ得 る ようになるまで 自国産業 の確立へ 向か って協力 し、努力

す る。 わが国 とEC諸 国 は この行 き方 を選択 しつ つ ある。

わが国 はEC諸 国 と同様 、来 たるべ き情報化社会 において、 国民生活

と経済 ・社会 の うえに枢要 な役 割を果す 電算 機産業 を 自立 させ るには、

強大 な米 資系企業 に対する抵抗 力を培養 する ことを主眼 としつつ、 メー

カー自身が 自主努 力す る と同時 に、有 利な環境 が整 備 され る よ う次の よ

うな諸般 の施策が実行 され るべ きであろ う。 こ うした施 策が打たれ る中

で企業は 自立へ の企業 責任 を果 す よう努力する ことは もちろん、 進んで

は ソ ミアル ・コン トリビュ ーシ ・ンの責任 を果すべ く真剣 な努 力をなす

ごどが要 求され る。

(1)公 正な競争 を維持す るた めの制度上 の環境整備

① 国内市場 における競争条件 の整備

独占禁止法 の 目的は公正 な競 争秩序維持に ある。独 占禁止法 を厳格

に適用する こ とに より、 巨大 企業の経済力の濫用が防止 され、 フェア

プレイの精 神に よ り、公正 な市場競争 が行 なわれ る よ うになる。独 占

禁止法 は、国内市場 におけ る企 業行動 に関す る限 り、外国系企業 と国

内企業 とを区別す るものでは な く、両 者 とも等 しく規 制 の対象 となる。

しか し、独 占禁止法 の適用 に よって国 内市場 において 公正 な競争 を維

持す るな らば、そ れは健全な国内産業 の発展 に寄 与す る ところが大 き

く、客観的 には競争 の刺戟 を通 じて 国内産業 の体質強化 につ なが ると

思 われ る。.・

この ような点か らみて、独 占禁止法は国内産業保 護や国 内産業の国

際競争 力強化 を目的 とす る ものではない とはいえ、競争 条件 を整備す
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ることを通 じて国内産業発展 の基礎 を固 めるもの として評価す る こと

が できるで あろ う。

② 私 的独 占

独 占禁止法は 「私的 独 占」を禁止の対象 としてい る(2条5項 、3

条 前段)。 私的独 占 とい うのは、 事業 者が他の事業 者の事業 活動 を 「

支配」 し、または 「排除 」 し、それ に よって公共の利益 に反 して一 定

の取 引分野 におけ る競争 を実 質的 に制限する ことで ある。 従 って、電

算 機産業の分野 において も、 ある巨大企 業が経済 力の不当利用 な どに

よ り、他の企業 の活動 を抑圧す る とか、新規参入 を不当 に排除 する よ

うな行為が あれば、私的独 占と して違法 となる可能性が生ず る ことに

なるo

企業 の買収 や乗取 りな どに より、多数 の企業 を傘下 にお き、 あ る産

業 分野 の支配 を行 な うな どの場合 に もまた、違法 となるこ とが あ る。

なお、株式取得、役 員兼任 、資産 の取得 などについ ては、特 別 の規定

が ある(独 禁法第4章)の で、 これ らを効果的 に活用す る ことも考 え

られ る。

③ 不公正 な取引方法

独 占禁止法 によ り各 種 の不 公正 な取 引方法が禁止の対象 とな ってい

るが、 この規制 を活発 に 行な うことに よりい国内市場 におけ る公正 な

競争秩序 を維持 す るこ とが必要 で ある。

電算機産業 においては、 と くに価格差別 とダ ン ピング、不当 な差別

的取 扱い、 レ ンタルの契 約 な どにおけ る不当な拘束条 件付取 引、、お よ

び不 当 な排 他約款(競 争 品取扱 禁止)な どに対す る規制 を強 化す るこ

とが必要で ある。 この ほか取引上 の優越的地位の不 当利用 もまた チェ

一一ー73一



■

ック ・ポイ ン トの一つ と して考え るべ きで あろ う。

これ らの行為は、 いずれ も価格 を不 当に差別 した り、顧客 を不当に

拘 束 した りして、競争 者を市場か ら駆逐 す るところに違法 性が あり、

そのま ま放置 しておけ ば市場独 占の形成 につ らな'ってい くよ う宏行為

で ある。 この意味で、不 公正 な取引方法 の禁 止は、私的独 占の禁止の

予防措置で ある。

④ 独 占禁止法 と特許独 占

独 占禁止法第23条 は、特許権 など無体財産権 の権利 行使 と認 め ら

れ る行為 に対 しては、独 占禁止法 は適用 されていない としている。従

って、特許独 占に対 しては、通常は独 占禁止 法は適用 され ない。

しか し、特許権者がそ の有 す る特許権 を不当 に利用 して、競 争 者の

新規参入 を阻止 した り、 競争者 を排 除 した りす る場合 には、 これが独

占禁止法違反 になることが あるか ど うか、検討 してみ る必要 がある。

また、特 許 の ライセンス契約においては、 部品 や付属品 な どの購入

制 限等各種 の不公正な取 引方法 に該 当する'行為が 行われ 易い。 ライセ

ンス契約 における各種の拘束条件 は、 それが 特許の正当な権利行使 に

とって必要 な限 り許容 され るが、その範囲 を越え る もので あれば違法

とされ る。 これ らの契約 につい て も適切 な規 制を加 え、違法 な条件 を

排 除す る ことが必要で ある。

⑤ 独占禁止法の運用手段

イ)独 占禁 止法違反行為 が ある とき、競争会社、 ユーザ ーの外、 利害

関係 を有 する者が 公正取 引委 員会 に申立 を し、調査を請求す るこ と

がで きる。 公正取引委 員会 は事件 を とりあげ て審判 に付す る義務は

ないが、明白な違反が あれば、調査 と違法 行為排 除 の勧 告 などの措
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置が とられ、さ らにそれ が拒 否され た場合は、審判が行われ る こと

が期待 で きる。

ロ)公 正取引委 員会 に よる措置 とは別個に独 占禁止法違反 に より被害

を受けてい る者は、民事裁判所 に損害賠償 の請求 をす るこ とがで き

る。 もし公取委がそ の違 反に対 して審決 をだ して いる場合 には、独

占禁止法第25条 に よb、 そ の行為 については無過失損 害賠償 を請

求で きる。 公取委 が審決 をだ してい意い場合 には、民法709条 に

よ り、過失責任を追求す る ことがで きる。

いず れの場合 も、因果関係 と損害額 は立証 しなければ な らない。

ハ)特 許権 侵害、 ノ ウハ/ウの権利 侵害 または ライセ ンス契約違反 な ど

で訴 え られた場合、 もし訴 えてい る者の行為が独 占禁止法 に違 反 し

て い るな らば、そ の違 反を控弁 と して、防衛 する ことが で きる場合

もある。 この点は、独 占禁 止法 と特許権 との関係 な どにつ いての難

か しい解釈 問題 を含ん でい るが、研究 に値す る問題 点 と思われ る。

⑥ 独 占i禁止法 の改正

現在 、独 占禁止法 の改正 につい て議 論が行われてお り、 これが実 現

す る と、 独 占禁 止法 の規 制 は さ らに 強化 され る こ とに 在 る。 改 正 の 動

向 に つ い ては、 ま だ予 断 を許 さ ない が 、 電算 機 に 関す る産業 政 策 もま

た 、 この よ うな独 占禁 止 法 の 動 向 を も考 慮 に入 れ るべ きで あ る と思 わ

れ るo

⑦ 上 述 の独 禁 法 に よる外 こ 自由化 後 の対 抗 要件 と して は、GATT19

条 の セ ー フ ・ガ ー ド、 緊 急 関税 な ど総 合 的 な検 討 が必 要 で あ ろ う。

② ハ ー ドウェ ア開 発 力 の 強化

開 発 力 は 動 員 で きる 良質 の マ ンパ ワ ー と資 金 と、 さ らに市場 の 二 一 ズ
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に 合 致 した着 想 を製 品化 し、 企 業 化 で き るマ ネ ジメ ン ト ・ア ビ リテ ィが

結 合 した もの と考 え られ る。 電算機 産 業 の世 界の トッ プ企 業 の技 術 開発

の や り方 は 、1)世 界 に配 属 した 子 会 社 の頭 脳 吸 収、2)巨 額 の 資金 の

割 当 て 、3)5～10年 に わ た る長 期 基 本 戦 略 に沿 っ た開 発 の 推 進 、4)

短 ・中 期戦 術 に沿 った 開 発 の推 進、5)こ れ らの活 動 の 同時 的 かつ マ ル

チ プ ル な推 進 、6)全 社的(VS「orldwideな)視 野 か らの政 策 的 チ ェ ック

と進 捗 管理 を基 盤 と して い る。 こ の よなや り方 に対 抗 し、 わが 国 の 電算

機 産 業 の 開発 力 を強化 す る に は 次 の よ うな対策 が必要 と思 わ れ る。

① 良 質 かつ イン タ ーデ シ プ リナ リーな マ ンパ ワーの 確保 と長 期 基 礎 研

究活動の強化、資金 と動 員 で きる マ ンパ ワ ーの制 約 か ら、 電 算機 お よび

関連製 品 メーカ…の 長期 基 礎 研 究体 制 は米 資系 企業 に 比較 して 弱 い。 そ

こで これ を補 うた め の長 期 的 基 礎 的 共 同 研 究機 会 を増 や し、 良質 かつ

イ ン タ ーデ シプ リナ リー な マ ンパ ワー を充 当す る必 要 が あ る。

② 研 究 方 向 に助言 を あた え る学術 委 員 会 等 の設 置

上 記 活 動 を正 しい 方向 に 向 け 、 ユ ー ザ ーの 真 の ニ ー ズ を察 知 して研

究 に反映 さ せ るた め の コ ン ピ ュ ータ ー学術 委 員会 の よう な もの を設置

し、 助 言 を与 え る。 委 員 に は教 育 機 関 在籍 者 のほ か 、 コ ン ピュ 「タ ー ・

ユ ーザ ー等 の学 識 経 験 者 も当 て る べ きで ある
。

③ 開 発 資 金 の割 当 て

総 売 上 高 の7,1%、6億7,587万 ドル(1972年)と い う トッ

プ企 業 のぼ う大 な開 発 投 資 に鑑 み 、国 が長 期 的研 究 に対 して 主 導 的 な

開 発投 資 を 行 う。

④ 国 際協 力

研 究 成 果 の応 用 を マ ル チ化 し、 知 識 を分 掌 す る方法 の一 つ と して 、
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'外 国 と
の 技術 交 流 、 情 報 交 換 を 積極 的 に推 進 し、 そ れ が許 され る分野

で は 共 同研 究 を 行 う。

③ ソ フ トウェ ア ・シス テ ム 開発 力の 強化

ハ ー ドウ エ ア ーの開 発 力 の強化 ρ 項 の① で述 べ た長 期 的 基 礎 的 共 同 研

究 の場 で は 、 開発 対 象 を ハ ー ドウ ェア に限 らず 、 ユ ーザ ー志 向 型 の ソ フ

トウェ ア あ る い は シ ス テ ム設 計 等 を も対象 に含 め る。 ま た、 コ ミ ュ ニテ

ィ志 向 の大 規 模 公共 シス テ ムの 開 発 等 に寄与 す る。

これ らの 活 動 は 前項(2)の 機 関 に よる助言 を受 け る こ とは 当然 で ある。

ま た、 も ち ろん 国 際 協 力 を 行 え る分 野 では 、交 流 を行 う。

(4)マ ー ケテ ィ ン グカ の強 化

マ ーケ テ ィ ン グカ は 資 本、 マ ンパ ワ ー、 教育 ・訓 練(skill)、 地域

性(グ ロー バ ル性)、 カス トマ ー ・ベ ー ス、 ソフ トウ ェ ア ・ラ イ ブ ラ リ・

一、 カス トマ ー ・サ ポ ー ト、 ハ ー ドウ ェア の 良 し悪 し、 メイ ンテ ナ ン ス ・

サ ー ビス∨ ブ ラ ン ド ・イ メ ー ジ等 が総 合 して顧 客 あ るい は 潜 在 顧 客 を動

か す 力 とな'る と考 え られ る。 これ らの諸 要 素 を有 利 に結 合 で きる トップ

企業悶 抗して・わが爾 鰍 鱗 旋 着させるには・次叫 うな糠

が 必要 と思 われ る。'

① 共 同 マ ー ケテ ィン グ

市 民 と コ ン ビ=一 夕 ー ・ユ ーザ ーに直 結 したPRセ ン タ ーの 開 設

全 国 を適 当 左地 域 に 分 け 、各 ブ ロ ックの枢 要 な都 市 に中立 的 な機 関

に よる市 民PRセ ン タ ー を開 設 し、 次の よ うな機 能 を果 さ せ る。

イ)国 産 メー カ ーの 装 置 、 サ ー ビス の共 同PR

ロ)市 民 に対 す る コ ン ピュ ー タ ーの啓 蒙(タ ー ミナル等 を 設置 し、 オ

ン ライ ンで 実 際 に 試 して み る こ とが で き る よ うにす るo
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ハ)市 民が 蒙 った コン ピ ュー タ に よる 被 害の 苦 情 を吸 収 し、正 しい 理

解 に導 き、 コ ン ピ ュー タ ー不 信 を払拭 す る。(米 国 の 例 で は 、 コ ン

ピュー タ ー の誤 動 作 に よる 被 害は 僅 少 で、 多 くは プ ログ ラ ミン グ 。

ミス、 故 意 の悪 用 で あ る 。)

二)コ ン ピ ュー タ ー 。ユー ザ ー の苦 情 を吸収 す る 。 と同 時 に メー カー

の 相互 研 究 の場 とす る。

ユー ザー 、潜 在 顧客 に対 す る技 術 相 談 、優 秀 なSEを 配 置 し、導 入

相談 等 を 行 な う。

② 流 通条 件 の整 備

強 力 な 米 資系 企 業 に対抗 して、 国 産 機普 及 を円 滑 な ら しめ る ため に

JECCを 中 心 と す る レ ンタ ル体 制 を維持 し、 次 の よ うな強 化 を行 な

う。

イ)今 後 は ① プア ミ リー化 ・ オ ン ライ ン化が 一段 と進 行 し・小 型 以 下

の コ ン ピ ュー タが 市 場 の ニ ー ズ上 切 離せ な くなる.② 現 在 、 補 助 金

の交 付 を受 け て 国産3グ ルー プが 開 穿 中 の新 シ リー ズ は、小 型か ら

大 型 ま で の シ リー ズ とな つてい る。 その ためJECCレ ン タル取 扱

機 種 を小 型 あ る いは 端 末 機 器 にま で拡 大す る 必 要 が あ る。

ロ)こ れ と同時 に、 基 本 的 には レ ンタ ルバ ック の 生 じな い状態 をつ く

り出十 こと 、 中古 機 等 の正 常 な流 通 条 件 を醸 成 す る た め に、JEC

Cレ ン タ ル に柔 軟 な方 式 を 導入 する べ きで あ ろ う。

ハ)海 外 流 通 条 件

発展 途 上 国等 の 海外 か らの必 要 が 生 じた場 合 に、 買取 以 外 の 流通

条 件 、 例 え ば、 レン タル制 度 の可 能 性 を考 慮 す る。
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⑱

⑤ 財 務

市 場 の リー ダー企 業 の レ ン タル制 維 持 とい う特殊 な市場 環境 に あ つて

,は 、 自国産 業 が ス トッ ク効 果 の 自律 的 発揮(自 己 資 金に よる 自 己回 転)

が で きる時期 ま で、 レ ン タ ル資 金 、 開発 資 金等 の融 資 を継 続 し、 併せ て

税 制 面 の恩 典 を継 続 す る必 要 が ある 。

(6)PRの 重要 性

多額 の 資 金 を必 要 とす る こ とに鑑 み 、 コ ン ピュー タ ーの 社 会 に与 え る

意義 をPRし 、 国民 的 コ ン セ ンサ スを 得 る必要 が ある。

欧 州 各 国 の 力 の入 れ 方 や 、 コ ン ピュー ター の 役 割 、流 通 の 仕 組 み な ど、

基 礎 的 な 情 報は 、一 般 に 殆ん ど認 識 され て い ない 現状 を 直視 す る必要 が

ある 。

`

、
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2・ 昭和50年 に資本輸入の 自由化 を控 え、わが 国は 民族産業 と しての電 子

計算機産業 を定着 させ、 日本経済 の将 来に 自由で広 範な発展へ の手段 を留

保 するため、極 めて先鋭化 した外 資系 巨大多国籍 企 業の行動様式 を詳細 に

検討 し・国 内市 場において、継続的 に厳正 なる競争性が維持 され る よう監

視する必 要がある。又国産 メー カは 自立 して国際競争 場裡 にて確 たる競争

力を発揮 で きる様懸 命 なる企 業努力が肝用 で ある。

① 国産 メー カ自つか らの努力で、外 資に対抗 で きる よう優位 な市場の開

拓、技術 の開発、サー ビスの提 供を考え るべ きで ある。

② 外 資に対抗す るために必 要であれば、国産 メー カ相互 間 の技術 、市場

情報 の開 示或は共同受 注等一層協調 を促進す べ きである。

③ 外資系が一 社で システム全体 を排 他的に独 占し、国産機の接続等 に よ

り生ず るであろ うユーザ メ リッ トを無視す る場 合は業 界が一体 とな つて

ユーザに対 しPR活 動を行い独 占企業 に対 する技 術情報 の開示 を求 める

努力が必要 である。

④JECC取 扱い 機種の対象及 び現行 レンタ ル制度 を再検 討 し、弾 力的

な措 置を検討 する必要 がある。IBM等 の レンタル制度 は最近か なり多

様化の傾向が 現われ ているので対抗 措置 として も必要であろ う。
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3.

(1)制 度 につ い て

① コ ン ピュー タとそ の周 辺 端 末 との接 続 に つい てCPUは 外 国製 だ が

周 辺端 末 は 日本製 で うず める とい うこ とも考 え られ る。 これ が 可 能 な

ため の 各 種 の 制 限 を排 除 す る こ と。

② デー タ 通 信 シス テム構 成 につ い て の 各 種 の 制 限は 国 の安 全 とか 、 公

益 上 の シ リアス な問題 が 発 生 す る と き以 外 は 、 自由に す る こ と。

自由主 義 経 済 の も とで の 競争 は、 効 率 化 の争 い で ある 。海 外 諸 国 よ

り厳 しい 制 限 は 必ず 企 業 経 営 の効 率 を 下げ る こ と に な り、 国 際競 争 に

お い て、 不利 とな る。

③T.S.S.綱 を 海外 にま で延 長 する 場合 の 問題 点 の解 明、GEの

T.S.S.で は 、世 界 中 か ら ク リー ブ ラン ドの コzピ ュ一 夕セ ンタ

ー に ア ク セ ス す る よ うに し て ある ので
、 稼 動 率が 甚 だ よい、 日本 オ リ

ジナル のT.S。S.も 海 外 か ら アクセスする よ うな、国 際 化 が 必 要 と

なる だ ろ うか ら、 そ の対 応 策 を考 え てお く こ と。

④'日 本 に お け る コ ン ピ ュー タ 、通 信 回線 な どの技 術 基 準 を海 外 のそ れ

とで きる だけ 一致 させ る こ と、 これ まで 世 界 の 市場 を席 題 した 日本 製

は 、僅 か な例 外 を除 き国 内の 需 要 の 上 に腕 を磨 き、 海 外へ 進 出 した も

の で ある.自 由化 とは 、海 外 に さえ 出 て行 け な い ものは 、 国 内 で も売

れ な くな る とい う こ とで あ る。'国際 性 の な い技 術 基 準 は、 一 時 は 輸 入

防 止へ の障 壁 の よ うに臭 え て も、長 い 目で見 た と きマ イ ナス効 果 の 方

が 大 きい こ とは 、 多 くの 例が 教 え てい る 。

(2)ハ ー ドにつ い て

'① ハ ー ドにっ い てオ ー ル ラ ウン ドで い くか ど うか に つ いて の議 論 が も
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つと必 要 で あ る 。 遅れ を と り戻 す と きの作 戦 と して、最 も一 般 的 な の

は 、 重点 主 義 で ある.全 面 作 戦 で 成功 す る に は 、相 手以 上 の 投 資 と努

力 、 さ らに 相手 を上 回 る知恵 が な くては 不可 能 で あ る。 そ の 自信 が な

い な ら、重 点 主 義 で い く しか 方法 は な い。

② 開 発 の た めの 補 助 金 は 、 負け ない た め だ け では な く、 勝 つ た め に使

う こ との 方 が 望 ま しい。

金 を注 ぎ こめば 、 海 外 メー カ ーに勝 てる と予 想 され る もの は 、 む し

ろ周 辺 端末 に ある 。 そ の よ うな技 術 開 発 に こそ 重点 的 に 金 を使 うべ き

で ある。攻 撃 は 最 良の 防 御 で あ る とい う古 い 訓 言 は 、 い ま で も正 しい。

(3)ソ フ トにつ い て

① シス テ ム設計 と ソフ トに も っジ金 を払 うべ きで あ る,特 に 官庁 関 係

は 予算 の つ きか たが わ る い 。 海 外 の情 報 を.も とにそ の ル ー ル を 確立 す

る こ とが 必 要 で あ る。

② シス テ ム計 画書 の版 権 を認 め る べ きで ある。

ユ ーザ ーが 各 社 か ら提 出 した 計画書 をつ まみ 食 い してひ とつの 計 画 書

にま とめ る と きは 、 そ の 出 所 を明 らか に し、 所要 の費 用 を 支払 うと い つ

つた こ とを行 な うべ きで あ る。

出版 物 に つ い ては 、 著 作 権 法 の改 正 に よ つて、 他 人 の文 章 を勝手 に

切取 る こ とは で きな くな つた 。'

④ マ ー ケテ ィ ン グ

① 性能 的 に も価 格 的 に も大差 が な い に か か わ らず 外 国 機 を導 入 した ユ

ー ザ にっ い て 、 なぜ そ の機 種 を導 入 したか の理 由 を表 面 上 の こ とは 別

と して その 真 相 を徹 底的 に 調 べ る こ と、 これ に よ つてそ の 対 策 もで て

くる はず で あ る。 これ は 単 な る質 問 書 では 絶対 にだ め で あ る。腹 を割
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つて 話 の で き る よう な雰 囲 気 を つ くつた 上 で な くては 、大 当の こ とは

わ か らな い 。 い わ ゆ る デ ブス イ ンタ ー ビ ュー が い る。

② ハ ー ドの 性 能 とか ソ フ トや シス テ ム構 成 の優 劣 は、 技術 的 な もの な

の で、 国 籍 に よる ハ ンデ ィキ ャ ップは な い.し か し、 セ ー ル スは 人 間

的 な もの で あ つて、 日太 入 相 手 の マー ケ テ ィ ン グは外 国 とは 違 った も

の が 、 必 ず ある はず で あ る。 そ の 研究 が な され るべ きで あ る。

(5)PRに つ い て

コン ピ ュー タ産 業 の重 要 性 につ い ての 認 識は 、 関 係 者 の中 につ い て さ

え 、 必 ず し も同 じでは な い 。 一 般国 民は 、 全 く知 らな い とい つて よい 。

この現 実 は 、 や は リ コ ンピ ュ一 夕関係 者 の 怠 慢 とい うぺ き で あ つて 、 自

由化 に つ い て、 オ レン ジや 、 牛 肉 と同列 に扱 われ て も、 や む を え な い も

の で ある 。 コン ピ ュ一一タ問 題 につ い て国 民的 同意 が 得 られ る よ うな 、P

R活 動 を行 な うため には,PRの エ キ ス パー トを動 員 し、 それ に 相 当す

る 金 を使 う必要 が ある 。 コ ン ピ ュー タ の よ うに むず か しい ものは 、 素 人

が 思 いつ き程 度 のPRを や つて も成功 す るわ けが な い。
'

(6)国 としての総 合的方策

IBM対 策 とい うことは 、通産省だけではな く、寛 々公社で もま た他

の省庁 で も言 っている 、と ころがその対応策 につい て、 国と して、一貫

した方針 があ つてそれぞれ の施策 が手分け して行 なわれ ている とは思え

ない。 これは、 国 として各省庁 が分担 して、その施策 をすすめても、な

お多 くの困難があ るほどの大問題 なので、早急 にそ の検討 をす すめ るべ

きで ある。

、
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1情 報処理業等の社会経済における位置づけ

●

●

(1)そ の産 業 と しての 特 性

情 報 処理 業 等 に共 通 す る特 性 は、 ハ ー ドで な くソフ トを、 製 品で な く

,情 報 を提 供 す る こ とで あ るoソ フ トウ エア業 は コ ン ピ ュ ー タ 。ソフ トウ

ェアの生 産(知 識 生 産)を お こな うこ とに存在 理 由 が あ り、 ス ケ ール ・

メ リ ッ トが一 般 に作 用 せ ず 、 製 品(成 果)の 陳 腐 化 が早 いo

情 報処 理 サ ー ビス業 、 情 報 提 供 サ ー ビス業 は 、 情報 の 「加 工 業 」で あ

りか つ後 者 は情 報 の 「流 通 業 」(=媒 体)と い う性格 が強 いoこ の なか

で媒 体 と して の性格 を もつ もの に は、 ス ケ ール ・メ リ ッ トが み とめ られ

るo

これ らの産 業 の担 い手 と しての企 業 は 、専 業 、 兼業 の 双 方 が あ り、 か

つ コ ン ピュ ータ 。メ ーカ ーの 関 係会 社 、 コ ン ピュ ータ 。ユ ーザ ー企 業 の

関 係 会社 、一そ の他 の産 業 の 企 業 多角化 な ど、 さ ま さ ま な タイ プが 存在 す

るが 、以 下 そ れ ぞ れ の業 種 に おけ る専 門 独 立企 業 体 に焦 点を お いて検 討

した いo

夕

(2)ソ フ.トウ ェァ業

⑤ 存在 理 由

ソフ トウ ェア技 術 の 開発 と蓄 積 の だ め に、 コ ン ピュ ー タ 。メ ーカ ー

同 ユ ーザ ーとは 独 立 の企 業 体 の存 立 は可 能 で あ り、 か つ 必要 で ある。

そ の理 由は、 ① 寡 占型 市場 を 形成 して い る コン ピ ュ ータ 。メ ーカ ーが

ハ ー ドとソ フ トを結 合 販 売 し、寡 占 を関連 市 場 へ と拡 大 す る ことは、

産 業 組織 の パ フ ォ ー マ ン ス を悪 化 させ る(価 格 吊上 げ 、 超 過 利潤 の固

定 、 関 連 市場 の 多様 な発 展 の 阻止)可 能性 を もつ。 ハ ー ド価 格 とソ フ

ト価 格 との分 離 、 ソ フ トの 生 成 におけ る競 争 の展 開 が 好 ま しい か らで

あるo② コ ン ピ ュ ー タ 。メ ーカ ーとユ ーザ ー との間 に コ ン ピ ュ ータに
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関 す る技 術 知 識 格 差 を うず め、 コン ピ ュ ータ市 場 に お け る製 品情 報 不
　

完 全 性 を打 破 す る た め に、 中立 的 立 場 に立 つ ソ フ ト専 業 者 の 存在 は意

味 が あ る。 ③ 各 種 の機械 メ ーカ ーが ミニ 。コ ン ピ ュ ータを組 み こみ 、

多様 な エ ン ド ・ユ ーズ に答え る機 器 開 発 を進 め る さ い、 ま た、 ミニ 。

コン ピュ ー タ、 マ イ ク ロ 。コ ン ピュ ータ専業 メ ー カ ーが 、 それ ぞ れ の

エ ン ド 。ユ ーズ の開 拓 をす る さ い、 ソ フ ト専 業 者 に蓄 積 され た ノ ウ 。

ハ ウが 重 要 な 役 割 を演 じ うるか らで あ るo

㊦ ソ フ トウ ェ・ア業 の 問題 と展 開の 方 向

しか し、 現 実 の ソ フ トウェア業 は 、 な お揺 藍 期 に あ る産 業 で あ り、

独 自 の 産 業 を形成 した とい うよ りは、 コ ン ピ ュ ータ ・メ ーカ ーと ユ ー

ザ ー とあ 間 に生 じだ 間 隙 を埋 め る存 在 とみ る こ とが 出来 る。 す 表わ ち

ソフ トウ ェア の市場 は 、(1)コ ン ピュ ー タ 。メ ー カ ーが販 売 促進 の手 段

と して きた ア プ リケ ーシ ョン 。ソフ トの提 供 が 、 市 場 の拡 大 と と もに

社 内 の能 力 を こえ 、 この種 の ソフ トウ ェアの 外 注依 存 が不 可避 となっ

た こ と、(2)コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ ー も コ ン ピュ ータ利用 の拡 大 、 と く

に リプ レ ース、 コ ンバ ージ ョンに さ い して生 ず る大量 の ソ フ ト開発 に

は 、 と うて い社 内 で消 化 す る こ とが 出来 ず 、 こ こで も外 注依 存 が 不 可

欠 とな っ た こ とか ら生 じて い るoたyし この 種 の ソ フ ト需 要 は、 ソ フ

トウ ェア そ の もの に対 す る需 要 とい う よ りは プ ログ ジマー などのマンパ

ワ ー間 す る需要 で 鋤 、 こ こに・ ・フ トウ ・ア業 が頬 派 麟 と し

てまず 発 展 した根 拠 が あ る。

もち ろん 、 コン ピ ュー タ ・ユー ザ ー の側 に、 シス テ ム開 発 技術 の 前

提 に おい て、 ソフ ト.ウェアに つ い て 明 確 な仕 様 と外 注 条 件 を 提示 し う

る能 力 を そ な え、 コス ト ・パ フ ォー マ ンス を重 視 す る企 菜 が 出現 す る

につ れ て、 こ れに対 応 し て、 効 率 的 に ソ フ ト開 発 を遂 行 す る能 力 を も

つ ソ フ ト専 業 企 業 も生 れ て きて お り、 ま た 高度 化 す る コ ン ピ ュー タ ・

ユー ザ ー に対 して専 門 コ ンサ ル タン ト能 力が あ り、 これ と結 び つ け た

シス テ ム ・ソ フ ト開 発能 力 を もつ 専業 企 業 も出現 して きて い るo
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ソ フ トウ ェア業 の産 業 と しての確 立 は、 コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ ㌔

同 ユ ーザ ーの単 な る外業 部 で あ る ことか らの脱 却 に な っ て は じめて 可

能 で あ り、 それ は要 員 派遣 等 か ら脱 却 した企 業 群 に お い て担 わ れ うる

こ とは 明 白 で あ るが、 そ の た め には これ らの企 業 が、 ①専 門領 域 の確

立 の 達 成(ソ フ ト開発 に むけ る ノ ウ 。ハ ウの前 提 と、 ソ フ ト再利 用 の

た め の パ ッケ ー ジ化 の推 進)② 大 型 ソフ トウ ェア開 発 を担 当 し うる よ

うな新 しい企 業 間連 繋(企 業 間 シス テ ム化)の 創 造 ③ コ ン ピュ ー タ

の イ ン プ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トの 多様 な技術 開 発 の進 展 、 イ ン タ ーフ ェ

ース の開 発 に対 処 し、 ソ フ ト技術 を ミニ コン、 各 種 の周 辺 機 器 な どの

ハ ー ド技術 との新 結 合 を計 ること、な どの 発 展 の ため の戦 略 を もつ こ と

が 必 要 とな ろ うo"

ソフ トウ ェア等 に対 す る産 業 政 策 は 、 す で に述 べ た よ うに、 産 業 そ

れ 自体 が 揺藍 期 に あ るた め に、 そ の発 展 の 型 を前 もっ て決 め て しま う

よ うな施 策 は好 ま しい もので は な く、 そ の 多 くの 可能 性 を生 か し うる

もの で なけ れ ば た ら ないoそ のためには、 ま ず、 産業 政 策 は、 コ ン ピュ

ー タ 。メ ー カ ー、 同 ユ ーザ ーに対 して、 ソ フ トウ ェア 専業 者 が独 立 企

業 と して の存 立 を確 保 し うる基 盤 整備 に 向 け られ るべ きで あ ろ う。

夕

◆

㈲ 情 報 処 理 サ ー ビス業

⑥ 存 在 理 由

情 報 処 理 サ ■一・ビス業 は、(1)企 業 な い し各 組織 体 が コ ン ピュ ー タ利 用

に よる情 報 の 加工 に さい して、 外 部 の専 門企 業 に全 面 的 に依 存 す る こ

とに経 済 性 を見 出す た め に、 ② コ ン ピ ュ ータ導 入 を企 図 す る組織 が そ

の導 入 の た めの 前提 条 件 を整 備 す るた めに 、 まず 外部 の専 門 企 業 の 利

用 か ら出発 す るた め に 、㈲ コ ン ピ ュ ータ ・ユ ーザ ーが 特 殊 の デ ー タ処

理 や、 オ ーバ ーフ ロ ーす るデ ー タ処理 に おい て専 門企 業 に依 存 す る傾

向 を もつ た め に、 独 立 の業 態 と して存 在 理 由 を もって い るo
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◎ 情 報 処理 サ ー ビス業 の 問題 と展 開 の 方 向

情 報 処理 サ ー ビス業 は 、 コ ン ピュ ータ 。ハ ー ドウ ェア の 面 では 、 大

型 機 の 導 入 とオ ン ラ イ ン化 に さ い して の専 業 者 の、 ネ ッ トワ ーク形 成

の必 要 性 、 ソ フ トウ ェア面 での ソ フ トの流 通 促 進 、 マ ン パ ワ ーの面 で

の コ ン ピ ュ ータ利 用 の省 力 化 の 必要 性 とい っ た環境変化への新 しい対応

に迫 られ てい る○ そ の結 果 、 情 報 処 理 サ ー ビス企 業 は 、 つ ぎの よ うな

発 展 方 向 に分化 す る こ とが 必 要 とな って きて い る。 す な わ ち、 そ れ は、

(1)情 報 処理 サ ー ビスにつ い て総 合 的 な機 能 を整備 し、 全 国 ネ ッ トワ

ー ク の形成 に 向か う。

② 特 定 分 野 に 専 門 化 し て 、 そ の 情報 処 理 につ い て高 度 の技 術 を発

揮 す る 方 向

(3)フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トの機 能 を追 求 し、 ユー ザ ー の コン

ピュ ー タ等 の管 理 、 運営 に 専 門 化 す る方 向

(4}入 出 力の 専 門機 能 を追 求 し、=一 ザー ・オ リエ ンテ ッ ドなあ らゆ

る入 出 力を提 供 す る方 向 な どに 求 め られ るで あ ろ う。

情 報 処 理 サ ー ビス業 に対 す る産 業 政 策 の課 題 は、 基 本 的 には 、専 業

者 の 自立 を可能 とす る基 盤 整 備 に 向 け られ るべ きで あ るが 、 それ に は

5つ の ポ イ ン トが あ るu

(1)不 公 正取 引 の是 正

情 報 処理 サ ー ビス企業は、そ の 発 生 の経 過 か ら して、 ④ コ ン ピュ ー

タ 。メ ーカ ー直 営 の ハ ー ドウ ェア 。セ ール ス のサ ー ビス 部 門 ② ユ

ーザ ー大企 業 か らの 分 離 した 系 列 企業 ③ い くつ か の企 業 ま た は組

織 が 共 同 で設 置 した 企業 ④ 独 立 企業 の4つ の 形 態 が あ り、そ の

そ の 結 果 、採 算 基 準 の異 な る企 業 体が存 立す る だ め に、 不 公 正 な取

引が 発 生 しや す く、 これ が専 業 者 の健 全 な発 展 を阻 害 す る場 合 を生

ん でい るoこ の よ うな 不公 正 取 引 を排 除 す るた め の競争 ル ールの設
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定が必要で ある。 紗 、電 松 社が実施 す る各種 のデ"極 信 サ'

ビス につ い て は、 公社 が す で に先 導 的技 術 開 発 に集 中 し、、公 共 福祉

型 の プ ロジェク トに 特化 し、独 立採 算 性 を堅 持 してい くとい う基 本姿

勢 を表 明 して お り、 この姿 勢 が つ らぬか れ る限 り、 部 門 の情 報 処理

サ ー ビス等 とは 訟 のず か ら別 個 の 市場 を形 成 す る もの と考 え られ る。

(2)コ ン ピ ュ ータの ソ フ ト。ハ ー ド価 格 分離 政 策 の推 進

一 般 に、 結 合 販 売 方 式 が 市場 の公 正 な競 争 を阻 害 し、供 給 側 の利

潤 目的 の た め に のみ 役 立 つ もの で ある こ とは、 しば しば 指摘 さ れ て

い る通 りで あ るが 、 それ は特 に、 情報 処理 サ ービス専 門企業 の 確立

を阻 害 す る要 因 と な って い るoな ぜ な ら、 これ らの企 業 が 一 般 ユ ー

ザ ー とちが っ て ソフ トウ ェ ア提 供 を必要 とせ ず 、 ま た 、 ソフ トウ ェ

ア の エ ン ドユ ーザ ーへ の 提 供 をそ の事 業 の一 部 と して お こな うもの

だ か らで あ るoま た、 そ れ ゆえ 、情 報 処 理 サ ービス等 の発 展 が望 ま

しい もの とす るな らば、 当 然 ハ ー ド。ソ フ ト価 格 分離 政 策 が 推 進 さ

れ るぺ き で あろ うoま た、 この点 に関 連 して 中 古製 造 市 場 の 育成 ・

整 備 も重 要 な意 味 を もって い るo

(5)省 力化 の 推進

労 動 力不 足 の も とで の情 報 処 理 需 要 の急速 な拡 大 に対 処 す るた め

に、 ハ ー ド面 で の省 力化 、 イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トの省 力化 、 ソ

。 ト面 で の 省 力化 と くに汎 用 ソ ・ トの 利 用促進 ・ 電飾 運 囎 理

の省 力 化 を推進 す る た めの 、研 究 開 発 の た め の基 盤 整 備 を進 め るべ

き で あ るo

(4)情 報i提 供 サ ー ビス業

⑤ 存 在 理 由

この業 種 は、 ソ フ トウ ェア業 、 情 報 処理 サ ー ビス業 に比 較 して も、

産業 と して はほ とん ど未 確 立 の状 況 に あ るoし か し、 コ ン ピュ ータ を

活 用 した情 報 検 策 サ ー ビス 。コ ン ピュ ータで 加 工 した情 報 の磁 気 テ ー
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プに お さめ て提 供 サ ー ビス、 コ ン ピュ ータ と通信 回線 の 結 合 に よるオ

ン ライ ン情 報 提 供 サ ー ビス 、 な どは 部 分 的 に せ よ事i業化 が進 め られ て

お り、 よ うや く情 報提 供 サ ー ビス業 の産 業 化 が 進 み は じめ てい る
。

情報 提供 サ ー ビス業 の本 質 は、 情 報 の流 通業 力・あ るが、 それ は_般

の商 品流 通 とは 異 な って 、 情 報 の 共 同利 用 を進 め る と ころ に特 徴 が あ

り・ そ の独 立 の業 種 と して の 存立 理 由 は、 情 報供 給 の側 に お け る情 報 ,

オ ン ライ ン化 、 情 報 ネ ッ トワ ーク の展 開
、需 要 の側 に お け る企 業 体 お

よびそ の他 の組織 体 の ニ ーズ の拡 大 と値入 の ニ ーズ の開 拓 と と もに
、

情 報 の 生 産(所 存 者)と 流 通 担 当 者 との分 離 が 不 可避 的 に 促 進 さ れ る

`
と ころ に あろ うo

⑮ 情 報 提 供 サ ー ビス業 の 問題 と展 開 の方 向

・ 情 報 化 社 会 に 鮒 る情報 流通 の担 い手 と して の情 報 提 供 サ'・ ビス 等

の展 開 の た め には 、 まず 、 そ の基 盤 整 備 が 不可 欠 で あ るか 、 そ の た め

の 問題 点 はつ ぎの二 つ に集 約 され るo

(1)情 載 ペ ース(デ ータ 。バ ンク)の 整 備 拡 大

共 同利 用 し活 用 すべ き情 報 の整 備 、拡 大 を進 め る こ と も あ り、 そ

の た め に は・ 公 的 機 関 に よる情 報 の組織 的 整 備
、 そ の 相 互 間 で の情

報 ネ ・ トワ ーク形成 ・ 私企 業 内 部 哩 もれ る情 報 時 り 積 極 的活 用 が

必 要 で ある○ たS'し 、 この よ うな情 報時 の整 備 活 用 は
、 私 企業 の 機

密 や値 入 の プ ライ バ シ ーの侵 害 にか か わ る と とは 当 然 予 想 され
、 そ

れ 鮒 に情 報 時 の 社会 化 につ いて ρ原 則 を確 立 す る こ とが 前提 とな

るo

(2)情 報 提 供 シ ス テ ム の基 盤 整 備 強 化

オ ン ライ ン化 を促 進 す る た め に、通 信 回線 自由化 促 進 と料 金 体 系

が しば しね 問題 とされ て い るが、 この問 題 は 、 基 本 的 に は電話 主 導

型 通 信 回線 利 用 ・料 金 体 系 とデ ータ処 理 促進 通信 回線 利 用 。料 金 体

系 との矛 盾 で あ り・ した が って、 問 題 の 基本 的 な解 決 は
、 デ ー痔
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用 通 信 回線 ネ ッ トワ ーク の 開発 に お いて解 決 され るべ きで あろ う
。

この方 向 での 問 題解 決の促進 が望ま しい。 これとともに、 オンライン・ネ

ッ トワ ーク情 報 シス テ ムの 推進 の た めの 技術 開発 の推 進 が 必 要 で あ

る。 特 に、 技 術 的 立 ちお くれ の 目立 つ 、 ネ ッ トワ ー クの た め の コ ン

ピュ ータ間 イ ン タ ー フ ェ ース、 イ ン テ リジ ェス タ ー ミナ ル と しての

ミニ ・コンの 活用 、 オ ン ライ ン 。シス テ ムの た め の オ ペ レ ーテ ィ ン

グ 。シス テ ム、 ビデ オ デ ィス プ レ イを中心 と した端 末 機 器 の 開発 な

どが 必要 で あるo

●

■
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‖ 情報処 理業 等の あ り方

〔1〕 ソ フ ト ウ ェ ア 業 の あ り 方

1ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 主 体

ソ フ ト ウ ェ ア は 、 決 し て ソ フ ト ウ ェ ア 専 業 者 だ け が 作 っ て い る わ け

で はftV・ 。 ユ ー ザ も 作 り 、 コ ン ビ=一 夕 ・ メ ー カ ー も 作 っ て い るoま

ず 、 こ の そ れ ぞ れ が 作 る ソ フ ト の 差 を 明 ら か に す る こ と が 、 こ れ か ら

の 問 題 に つ い て の 回 答 の 示 唆 が 得 られ る だ ろ う と 思 わ れ る 。

1.1コ ン ピ ュ ー タ 。 メ ー カ ー の 問 題 意 識

(1)経 験 的 に も 、 ま た 、 多 く の 評 価 が そ う で あ る よ うにOSltど の 基

本 ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 に 追 わ れ て い るo

こ の 傾 向 は 、 フ ァ ミ リ ー 。 マ シ ン の 開 発 等 に よ り、 さ ら に 強 ま っ

て い るo

(2)最 近 と み に 周 辺 装 置 の 種 類 が 多 く な り、Aす ま す 多 忙 を 極 め て い

るo

(5)一 方 、 大 方 か ら は エBMのAPPLIOATIONLエBRARYに

追 い つ け 、 追 い を せ と 期 待 さ れ て い る が 、 こ のAPPLエCAT工ON

の 範 囲 は 広 大 で あ り 、 か つ 広 範 無 限 に 近 いo

(4)ソ フ ト開 発 の 人 数 は 、 こ れ 以 上 増 や す こ と は 問 題 だ か ら、 外 注 の

安 い 労 働 を 求 め ざ る を 得 な く な っ て し ま う 。

1.2コ ン ピ ュ ー タ 。ユ ー ザ ー の 問 題 意 識

(1)メ ー カ ー 提 供 の ソ フ ト で は 満 足 で き な いo特 にAPPL工CAT工ON

に つ い て は そ う で あ るo

(2)

(5)

(4)

1.3

OSな ど も使 い づ らい し、 機 能 も十 分 で ないo

自己 で 開発 す る とそ の範 囲 と人 手 は大 変 で あ る。

人 事 管 理 上 も問題 が あ るo

ソ フ ト専 業 者 の優 位点 と問題 意識
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現 在 の ソ フ ト業(情 報 処 理 サ ー ビス業 の ソ フ トウ ェア 開発 につ い て

も同様 だ が)は 、 安 い労 働 力 の供 給 源 と して の期待 に よって、 ふ りま

わ され て お り、 それ が 大 きな問 題 な の で あ るoそ こか ら脱 却 す るた め

の一 つ の 方法 は、 マ ソ バ ウ ー と して の人 間 を借 りる よ りも、 安 い ソ

フ トを買 う意 志 さ え もてば;す ぐ手 に入 る よ うに ソフ ト業 が提 供 す る

こ とで あ るoこ れ が 直 面 す る 問 題 解 決 の強 力 な ポイ ン トで あ るoそ

の た め に は、 ソ フ ト業 は 次 の よ うな こ とを実 行 しな けれ ば な らないo

(1)特 化 す る こ と.

専 門 の対 象 を極 度 に しぼ り、 今 日は 「これ 」明 日は 「あ れ 」とい

った放 浪 性 の ある シス テ ム開発 は 極 力 や め ていか ね ば な らな い。

(2)経 験 の反 復

そ の 結 果 、 同種 経 験 を くりか え しす る こ とに よ り、 よ り経 験 の蓄

積 が 相 乗 的 に累加 して い くは ず で あ るoそ うした場 合、 他 の どの者

よ り 、 経 済 的 な ソ フ ト生 産 が 期 待 で きる だ ろ う。

(3)独 特 の生 産 技術 の開 発

蓄 積 が 効果 的 に行 な え、蓄 積 さ れ た経 験 が ま た有 効 に活 用 で きる

よ う表独 特 な生産 技 術 を開 発 しなけ れ は な らないo

(4)以 上 の 結 果 、 質 、価 格 と もに他 の い か た る ソフ ト開発者 よりも優位

に立 つは ず で あ るo

ざ らに以 上 の 点 を詳 述 す れ ば、 次 の とお りで あるo

2ソ フ トウ ェア業 現 況 の 評価

(1)「 考 え る 」こ と の価 値 よ り も 「書 く 」こ とに価 値'

ソ フ ト,ウェ アの生 産 を、従 来 の 生 産工 学 の 見地 か らい うな らば 、

必eetz技 術 は三 つ あ るo

① 製 品技 術

で き上 り品が よい とい うこ とで あ り、これは、製 品設 計 者 の創 造
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的 行 為 の所 産 で あ るo一

② 生 産 技術

これ は、 しば しば 、 で き上 り品 の 品 質 特性 等 を満 足 させ る た め'

に は、 具 体 化 す るた め の方 法 に ム リが 生 じftり す るoま た、 そ の

よ うな要 件 を満 足 させ るた め に は金 がかか りす ぎた りするので・その辺

を、極 め て合 目的 に方 法 論 と して解 明 す るた め の 技 術 で あ るΦ.

この技 術 は 、 さ らに ④ 方 法 技術 と、 ⑧ 作 業測 定 の二 つ に 分 け ら

れ るoも ち ろん 、 さ ら に細 分 化 され だ 技術 とな るoこ れ らは 、

「手 」を動 か す よ り も 「頭 」を働 らか ざ ざ る をえ ない側 面 で あ るo

⑤ 管理 技 術

時 間 と コス トの管 理 技 術 で あ るoこ れ も「手 」よbも 「頭 」の方

が 大 切 な技 術 で あ るo

この よ うな 技 術 に つ い て は ほ とん ど価 値 は測 定 され ず 、 プ ログ

ラム を書 くことに 価 値基 準 が おか れ て、 ス デ ッブ当 りな どの算 定 が

行 な われ て い るo

(2)情 報 処理 技 術 者 の供 給 不 十 分

上 記 技術 を担 当 す る 技 術 者 は た しか に不 足 で あ るが 、 プ ログ ラ

マ は ほS'充 足 しつ つ あ るo

大 学 教 育 も とみ に充 実 し、 企 業 内 にお い て も、 ユ ーザ 。プ ログ ラ

ムを書 く人 間 は 充 足 され つつ あ る。 プ ロ グ ラ ムを書 くとい うこ とは 、

そん な に む つか しい こ とで は な く、 また、 今 よ り も もっ と簡 単 に プ

ログ ラ ムを書 く こ とが で き る よ うに な る傾 向 に あ る。

そ れ よ りも、 シス テ ム 。エ ン ジニ アは 、 プ ロ グ ラ ム 作 成 者 で な

く、 も っ と広 範 な知 識 と技術 を も った製 品 設計 者 で な け れ ば な らな

いoそ れ は、50才 代 の青 年 で は な く、 もっ と老練 な技 術 者 でなけ

れ ば な らないoそ の よ うな見 地 か らは、 技 術 者 は 不 足 して い る とい

え よ うo
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(3)市 場 不 確 定

ソ フ ト協 で行 な っ た調 査 で も明 らか な.よ うに、 ユ ーザ の外 注 マ イ

ン ドは 乏 しい 。 そ の主 な理 由に は二 つ あ る。

④ 「外 部 の人 間 に は業 務 シス テ ムは わ か らな いは ず だ 」とい う、

強 烈 な マ サ ン プ シ ョンが あるo

⑬ 自社 は技 術 者 の 労務 管理 上 、 自社 の技 術 者には、「か っ こい い 」

仕 事 を与 え ねばltら ないoそ の結 果 、泥 臭 い プ ログ ラ ミ ングを外

注 す る。 と ころ が プ 』グ ラ ミ ン グな る もの は、 多 少 あ勉 強 の時 間

さ え あれ ば 習得 で き るか ら、低 賃 金 労働 者 の貸 出 しに よるBODY

SHOPが 生 れ 、 過 当競 争 に よる足 の 引 っぱ り合 い に終 始 する結果

に な って い るo-

(4)市 場 創 造 を して い ないo

後 に もふ え る よ うに、 小規 模 企 業 が ソフ トウェア業には 多 く、 マ ー

ケ ッ トの 創造 をす る だ けの 力が 支 いoユ ーザ ーの歴 史 も古 くなbつ

つ あ り、 そ の 開発 した ソ フ トも、 市 場 価 値 の大 きい ものが でて きて

い るoし か し、 流 通 してい ないo流 通 させ て い ないoも し、 ソ フ ト

業 に 力 が あ るの な ら、 それ を買 っ て、要 求 す る とこ ろに 売 れば よいo

ftと えば 、OSC(ア メ リカ)のEXODUSはBOISEの 木材 会社

の 開発 した もの で あ っ た。

(5)官 業 との競 合

セ ン タ ー 業 も 官 業(電 々)と の競 合 は脅 威 で あろ うが 、 ソ フ ト

業 も同様 で あ るoナ シ ョナ ル 。プ ロ ジ ェク ト、 た とえば 気 象情 報 シ

ステ ム等 は 、 民 間 の ソ フ ト会社 は一 枚 も噛 む余 地 は ないく らいで あ

るo

(6)企 業 規 模 の過 少.

資 本 力 は少 な く、 し ょせ ん は 中小 企 業 の域 を脱 してい ないo喰 わ

ん が た め に必 死 で あ り、 先行 投 資 に は大 きな ズ レが生 じて きて い るo
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したが って 、経 営者 は 、 み ず か らが タ レン トで あ っだ り、 セ ール ス

マ ンで あ って、 マ ネ ジメ ン トをか え りみ る余 地 は す で に な いo

3ソ フ ト業 の 存在 理 由の 位 置 づ け

(1)ユ ーザ ー

ソ フ ト.メ ー,カーノ

必 らず し も(1)の よ うに は な らないo

(2)ユ ーザ ーは、 そ れぞ れ の企 業 の 目的 が あっ て ソ フ トを 作 る の が

目的 では な く、使 うこ とが 目的 で あ るは ず で ある。 この手 間 を 自社

内で 行 な うこ とは、 人事 管 理上 もむ ず か しい 問題 を お こす で あ ろ うo

(業 務知 識 の 欠 如)

(3)KNOW-HOWの 蓄 積 も専業 者 の方 が や りや す く、合 理 的 で あ

るo自 社 内 では 一 回 しか 使 わ ないo

工 房 的 プ ログ ラ ミン グ→ 工 学 的 プ ロ グ ラ ミン グ

(4)メ ー カ ーの提 供 す る フ ァ ミ リイ 。シス テ ムの時 代 か らの脱 却→ 高

度 の導 入 体 制 → ユ ーザ ーの技 術 顧 問 的役 割 → 経 験 あ る ソ フ ト会 社 が

担 当

(5)H/Wに は 今 後数 年 間 は革 命 的変 化 は ない で あ ろ うoし か し、1/O

につ い て は 大 き く変 化 し、 原 始 デ ータの 自動 処理 装 置 、 パ タ ・・ン認

識 は 、 広 範 に 使 われ る よ うに た ろ うo

そ うした場 合 の主 なgapは 、 装 置 と使 用 法 の 不Pt致 で あ るo入 間

/機 械 、 機 械/機 械 の イ/タ ー フ エ ー ス が今 後 は大 きな 問題 とな

る だ ろ う・oそ れ を だ れ が 担 当 し う るか は 、H/Wメ ーカ ーか ら独

立 した組 織 か、 判 断 力 を備 え だ健 全 な ユ ーザ ーで あ ろ うoま た人 間

一12一

ρ

」

w



ひ

'

や

組織 と機械 組織 の相互 作用におけ る問題は、 まだ十 分な解決 をみた

とは い え ないoこ の よ うな問 題 は 、社 会 シス テ ムの情 報 化 、 個 人 の

情 報 化 に と もな っ て、 た な り重 要 な問題 と な って くるで あろ うo

(6)こ れ か らの情 報 処 理 技 術 の進歩 は、ftと えば 、 よ り早 い サ イ クル

タイ ムの計 算 機 を 作 るーこ とや 、 さ らに複 雑 な プ ロ グ ラム言 語 を 開発

す る こ とに よって は 行 なわ れ そ うに 安いoト ータ ル 。コ ミュニ ケ ー

シ ョン に よっ て具 体 化 で き るはず だ。 つ ま り、 人 間/人 間 、人 間/

機 械 、 機 械/機 械 間 の交 信 が十 分 に発 達 しなけ れ ば な らな いo

(7)ユ ・・■ザ ー中心

た とえ ばOSに つ いて も機 械 が 中 心 で、 い か に機 械 が効 率 的 に活

用 す るか とい う こ とが 、 中 心思 想 で発 達 して い るoし か し、 機械 は

ユ ーザ ーの 欲 求 す る機 能 を果 す 手 段 に しか す ぎ ないoそ う しだ場 合

ハ ー ドウ ェア 。メ ー カ ーは 、 メ ー カ ーの論理 で 動 くこ とが必 然 で あ

る し、 個 々 の ユ ーザ ーの力 に は限 界 が あ ろ うoと す れ は 、 それ を代

表 し、 両 者 の論 理 を うま く接 着 さ せ る役 割 、 機 能 が な けれ ば な らな

いo

(8)標 準 化 ●

そ うす るだ め に は 、 ま ず先 決 の 問題 は 、 手 段 、装 置 、 ソ フ トウェ

ア お よび デ ー タ 。エ レ メ ン トの標 準 化 が なけ れ ば期 待 す る成 果 は あ

が る ま い。 現 在 の デ ータ処理 問 題 の か な りの部 分 は、 各 メ ーカ ーの

論 理 に 引 きず りま わ され て、 標 準化 が行 な わ れ て い 左 い た め に起 因

して い るoこ れ らの 問 題 にお いて も、数 多 くの 異 機 種 を扱 っ て きて

い る 独 立 系SIW会 社 は、 十 分 に役 割 を果 た し うるは ず で あるo

(9)機 械 は、 人 間 の 機 能 、 能 力 の延 長 で なけ れ ばkら ないoと ころが

機 械 はむ しろ 人 間 を機 械 に合 わせ る よ うなや り方 で、 機 械 と人 間 は

交 信 してい るo機 械 は、 相 互 の質 問/解 答 等 のやb方 に おい て、 人

間 の 自然 の感 覚 を通 じて人 間 との や りと りが で きる よ うにな らなけ
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れ ば な らな いoも ち ろん 、 これ らの解 決 に は、 メLカ ーtの努 力 を要

す るが 、 もっ と ユ ーザ ー との接 触 の 密 度 の 高 い独 立 系 ソ フ トウェア

会 社 の果 た す べ き役 割 は 大 きい。

(10)以 上 の よ うな機 能 分 担 か らす る と、 ソフ トウ ェア楽 な る もの を、

今 まで の概 念 規 定 で しば っ て しま うわけ に はい か な くな る。 っ ま リ

ソ フ トウェァ業 は 、 現 在 の業 務 内容 か らか な り変 化 した もの に な る

で あろ う し、 そ れ は 「情 報 処理 技 術 業 」とで も呼 ば れ る もの に友 ら

ざる を得 ない の で は な か ろ うか0

4ソ フ ト業 の 直面 す る問 題

(1)シ ステ ム開 発 の宿 命

シス テ ム開発 は、 他 産 業 の製 品 に つい て い えぱ 、 あ る最 終成 果 物

を完成 す る ま で の試 作 設 計 と酷似 してい るoし た が っ て、 思 わぬ障

害 や、 手 直 し、 作 りftk－ しが 生ず るo製 品 の使 用 初 期 に起 る初期 故

障 と同 じ意 味 で パ グ が 生 す る 。 た ×違 う点 は、 シス テ ム開 発 は、

その よ うな試 作 が 価 値 の対 象 なの で あっ て、 製 品 の場 合 は 、 量産 の

際 、製 品 コ ス トに吸 収 され る もの とな るo一 方 ソ フ トは、 同一 ソ フ

トの二 つ 目の 成 果 物 の 生 産 には、 製 造 コス トは 無 視 で き る く らい に

小 さいo(ス ケ ール ・メ リッ トは 生 まれ て くるo)

(2)ユ ーザ ーの育 成

ユ ーザ ーの技 術 力 を つけ 、 健全 な批 判 精 神 を旺 盛 にす る ことが必

の

要 で あ るo超 党 派 的 ソ フ ト会 社 は、 この ク リテ ィ シ ズ ム の 急 先 鋒

11tけ れ ば な らないpだ か ら、 独 立 系 でliけ れ ば な らないoハ ー ド

とソ フ トメ ー カ ーは 、 双輪 で なけ了しば な ら左いo
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(5)技 術 、 知的 労働 成 果 の蓄 積 の.可能 性

ご く大】階に い え ば、 人 類 の歴 史 は、 知 的 労 働 の成 果 を きわ めて巧

妙 に蓄積 した歴 史 で あ るoし た が っ て、 これ らの 問題 は 解決 す るは

ず と確信 す る が、 今 ま で よ り短 期 に、 効 率 よ く蓄積 す る方 法 には 大

き な問題 が あ るoこ れ らは 極 言 す る な らば、管 理 技 術 の 問題 で あ るo

(4)諸 技術 の他 産 業 か らみ た場 合 の遅 れ

よ く問題 とされ る こ とは 、 各 ソフ ト会 社 か ら出 て くる 見積 に非 常

な差 が ある こ とな どが そ の 一 つ で あ るoこ れ は、 デ ー タの蓄 積 が な

い 。蓄 積 す る シス テ ムが ない。 シス テ ム を作 る技 術 が ない 。 とい っ

た こ とが 原 因 で あ るoし か し、 これ らの 問題 も他 産業 では数 十 年 前

に は 同様 な問題 に直面 した と同 じで あっ て、 本 質 的 な問題 で は な いo

(5)知 的 労働 の マ ネ ジ メ ン ト

基本 的 に は、 人 間 行 動 の原 理 か らす れ ば 、 従来 の マ ネ ジ メ ン トと

大 きな相 異 は ないoむ しろ、 この問 題 よbも 、上 記 蓄 積 の 可能 性 に

つ いて 、 技術 的達 成 の可 能 性 の方 が 大 き な問 題 とな ろ うo

(6)LABARTURNOVER

現 代 は 「出入 り 自由 」の 労働 意 識 のwytBlに なbつ つ あ るo決 して

これ は ソ フ ト業 の特 有 の 問 題 点 で は な い。 年 代層 が低 けれ ばそ れ だ

け、 各 産業 で も定 着 の問 題 で悩 み を もって い るo

ここ十 年 を とっ てみ て も、 労働 人 口の 増 加 は年 率1%で しか ないo

労 働 力 の 自由移 動 は 必 然 で あるoわ が 国 が百 年 前近 代 工 業 化 され 、

やが て科 学 的 管 理 法 の 波 に洗 われ て、 い ろい ろ と苦 難 をへ て開花 し

た と同 じく、 知 的 労働 の マ ネ ジ メン トは 開花 が期 待 で き る し、せ ね

ば な るまいo
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5問 題 解 決 へ の一 私 案

(1)ユ ーザ ーの育 成

これ か らは メ ー カ ーの育成 よ り も、 ユ ーザ ーの育 成 に重 点 を 長 く

べ きで あ るoメ ーーカ ーの作 りだす 機 械 は 、 し ょせん 手 段 にす ぎないo

ユ_ザ_の 目的 た る機 能 を達 成 す るた 逆 に、 ユ ーザ ーが正 しい批 判

精 神 を もち、 メ ーカ ーを督 励 す る こ とが、 情 報 化 の発 展 へ の源 動 力

と な るo

(2)官 需 先 行 と して民 需 へ

民 間企 業 はそ れ な りの論 理 を も って い るoそ の 身 に余 る先 行 投 資

は、 い うべ くして 実現 で き 支いoし か し、 官 需 に つ い ては 、 先 行投

資 を行 なえ る素 地 が あ るoた とえ ば 、 開始 した研 究 組 合 は1今 後 の

ソ フ ト発 展 に太 きた影 響 を もつ で あろ う。

(3)協 業 化 の 推 進

今 回 の研 究 組 合 の ネ ラ イは こ こに ある と判 断 す るoこ れ か らの シ

ス テ ム開発 け、 大 規 模 シス テ ムの可 能 性 が大 きい010000ス テ ップ

/年 とす るな らば、 ち ょっ と した シス テ ムで も10/年 く らい の

規 模 に な る。 リス ク を一 企 業 が負 担 す る には あま りに も大 きす ぎ る。

とす れ ば 協 業 化 は 必然 の結 果 で あろ うo

(4)生 産 技 術 の促 進

未 発 達 の技 術 分野 で あ るが 、 他 項 目で ふ れ た これ らの 技術 の発 達

は 絶 対 必 要 で あ るo

(5)ソ フ トウ ェア ・バ ンク

ソ フ トウ ェア生 産 の 生産 性 向 上 と、重 複 投 資の 回避 か ら、 玄人 ど
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お しで 各社 の ノ ウハ ウを流 通 しあ うこ とが 必 要 とな るoも ちうん 、

この前提 としては標 準 化 が 必要 で あ るoし か し、 そ こまで い け な く

て も共 通言 語 の 開発 を通 じて、 当初 目的 の完 成 は疑 い の な い事 実 で

あろ うo

玄人 ソ フ ト業 な ど一 の 間 で流 通 しない ソフ トが 、 ど うして

流 通 市場 を形 成 で き よ うかo

(6)国 に よる吸 引 力 を強 化 してほ しい

ソ フ ト業 、 あ るい は 国内 の チ ーザ ーが 開 発 した ソ フ トウ ェア 。パ

ッケ ージの 買上 け を国 でや っ て もら うこ とは で き ない だ ろ うかoも
?

ち うん委 託 開発 も、 よ り充 実 して ほ しい が。

(7)保 険制 度 の創 設

実現 のためにはいろいろむずか しい面 が あるが、品質 を保証す る

よ うな保 険制 度 が望 ま れ るo問 題 点 で もあげ てい る よ う(c、 現 在 の

ソ フ ト業 は、 規 模 が 小 さいo財 務 内容 も弱 体 で あ る。 そ の 結 果、 発

注 者 は発 注 した くて も、 も し失敗 した ら、 とい う危 惧 か ら憶 病 にな

って しま う。 こ うい った危 倶 が 、 マ ンパ ワ ー 。リ ース の 原 因 の一 つ

た な っ てい る よ うで あ るo自 分 の手 許 に おい て 、 ク ロ ーズ ド 。コン

トロ ール下 にお け ば 安 心 が い くか らで あるoそ のだ め に、 も し、万

が一 に で もなん らか の 問題 が お こった時 、 そ の問題 解決 が最 小 の損

害 で 回復 され、 また そ の損 害 が で んぼ で きる仕 組 み が あ れ ば、 ユ ー

ザ ーは安 心 して発 注 で きる よ うに な るo

もちろ ん理 想 は 、 そ の ソ フ ト会 社 が問題 の回 復能 力 を もつ こ とで

あ るoし か し、 現 状 では それ は で きそ うにな いoし たが っ て、 ソフ

ト会 社 は一 定額 を保 険料 あるい は供 託 とい っ た拠 出 を し、 保 険会 社
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な どが 危 険 を担 保 にす る こ とに よ り、 市場 の創 造 が さ らに促 進 さ れ

るに ちが い な いo

⑧ 価 格分 離 の促 進

こ こで い う価格 分 離 の 意味 は 、 ハ ー ドウ ェア ・メ ー カ ・・に対 して

い うの み で は な く、一 般 ユ ーザ ・・に あっ て も1埋 没 して い る シス テ

ム開発 費 用 を、表 面 に出 すべ きだ とい うこ と もふ くめ て い るoコ ス

ト意 識 が 生 れ る こ とに よって、 もっ と安 くソ フ トを入 手 す る他 の 方

法 へ と需 要 の喚 起 が期 待 で き よ うo

(9)日 本 独 自の進 み 方 を考 え るべ きで あ る 。

従 来 、 われ わ れ の 眼 は常 に 「 エBM」 に向 け られ てい だ。'も うそ

ろ そ ろそ の よ うな追 い 方 は や め て は ど うだ ろ うかoそ の理 由 は、

(A)工BgMに くらべ非 常 に遅 れ て い る し、 か つ遅 れ てい るだ け で な

く対 抗 で き る存 在 は ガい。 とい って よい の で は な か ろ うか。

(B)TSSの 遅 れoこ の 間隔 は埋 め られ るの だ ろ うかo

(C)ミ ニ 。コンに対 す る彼 我 の感 覚 の相 違

こ うい った こ とか ら、 日本 独 自のね ら うべ き方 向 を、 い ま や確 立

す る こ とが 必要 で あ る と痛 感 す る

以 上

9

,

■
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田 情 報 処 理 業 サ ー ビ ス の あ り方

1.情 報 処 理 サ ー ビス業 の あ り方

ω 情 報 処 理 サー ビス業 の位 置 づ け

昭和35年 にわず か5社 で あっ た わが国 の情 報 処 理 サ ー ビ ス業 は,40

年60社,45G365社 と増 加 して,現 在 では400社 を超 え るに至 っ

てい る(JECC調 べ)o

これ らの情 報 処理 サ ー ビ ス業 の 発 生形 態 は,大 別 して,

(1)電 算 機 メー カー 直 営 の ハー ドウ ェア セー ル スの ため の サ ー ビス機 関

{2)大 企 業 か ら分離 した系 列 企 業

(3}数 個 の企業 また は,団 体 が共 同で設 置 した機 関

(4)特 定 のバ ックや系 列 を持 た な い独 立 企業

の4つ に分 類 さ れ るo

また,情 報 処理 サ ー ビス業 が,専 業 と して,成 立 す る に い た った のは,

電 算機 の普 及 にお い て,自 社 で一 時 的 に集 中 す る部 分 の外 注 や 自社 導 入

まで の一 時的 な利 用 等 の 単 純 な需 要 も あった が,基 本 的 に は.次 の よ う

な考 え 方 が,背 景 とな っ て い るo

(1)専 門 家集 団 と して の機 能 の認 識

電 算機 の効 用 につ い て は,十 分 認 識 し,こ れ を 自社 の経 営 に役 立

て た い と考 え つ つ も,取 扱 い の むず か しい機 械 で ある の で,安 全 確

実 に そ の 目的 を達 す る た め に,専 門家集 団で あ る情 報 処 理 サ ー ビス

業 の機 能 を利 用 す る とい う考 え 方o

② 自社 導 入 まで の 指 導 者 と して の機 能 の認 識

い ず れ,コ ン ピ ュー タ を 自社 導 入 して使 い た い が,そ れ まで に 専

門 家 で あ り,か つ,多 くの経験 を持 って い る情 報 処 理 サ ーゼ ス 業

者 に委 託 して実益 を得 る と共 に,同 時 に 自社 内 の コ ン ピュー タ じマ

イ ン ドを高 め,か つ,コ ン ピュー タ利用 の 前提 条 件 を整 備 し,導 入
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後,直 ち に有 効 利 用 で きる よ うに し ょ う とい う考 え方 。.

㈲ 専 門 業 者 の経 済 性 の認 識

自社 使 用 の場 合 の コス トと,専 門業 者 で ある情 報 処 理 サ ー ビス業1

者 へ の委 託 コス トを厳 密 に検討 しぞ,経 済 性 の は るかに 高 い専 門業

者 に委 託 す る方 が よい とい う考 え方o

(4}専 門業 者 と しての 技術 力 の利 用

自社 で一 定 の レベ ル まで の コン ピ ュー タの 利用 は行 な っ て いる が

特殊 な事 態 や レベ ル 以上 の事 態 につ い て は,自 社・で無 理 に取 り組ん

で,ロ スを 出す よ り.も,専 門業 者 の技 術 力 を利 用 した方 が よい とい

う考 え 方。

従 って,コ ンピュー タが 普 及 し↓導 入企 業 が増 加 して も,情 報処 理 サ ー

ビス業 者 へ の 需要 は,専 門業 者 と しての機 能 が 再 認識 され る こ とに よ り,

か え って増 加 を続 け,今 日に い た って い るo

'因 み に
,現 在 情 報 処 理 サ ー ビス業 者 の顧 客 は,

④ 企 業 数 にお い ては,ほ ぼ2割 が コン ピュー タ既 導入 企 業,残 り8割 が

未 導 入 企 業 ㊥ 売 り上 げ高 にお いて は,既 導 入 企 業 未 導 入 企 業が,そ れ

ぞ れ 半 分 ず っ とな って お り,ま た,そ の業 務 は,④ シ ステ ム設 計,プ ロ

グ ラム作 成等,い わ ゆ る ソフ トウ ェア開発 か ら,㊥ 入 力デ ー タの作成 ,

◎ コ ン ピュ ー タ に よ る計 算 処 理 一 ・にい た るま で,情 報 処 理 の あ らゆ る

分 野 に わ た6て い る○

(B)今 後 の情 報 処 理 サー ビス業Qあ り方

(1)通 産 省 は,'70年 代 の通 商 産 業政 策 の あ り方 と して,産 業構 造 を

従 来 の重化 学 工 業 型か ら,省 資 源 型,知 識 集 約型 に転 換 して い くこ と

'を あげ てい るが
,わ れ われ 情 報 処 理 サー ビス業 も,こ の路線 に沿 って,

省 資 源,省 エ ネル ギー化 の見 地 か ら,「 コ ン ピ ュー タ 。リソー セ スの

共 同 利用 の 促 進 」に積極 的 に 努 力す べ きで あ り,そ れ が 当業 界 の社 会

的意 義 を高 か ら しめ る以所 で あ る。
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(a)ハ ー ドウ ェア=大 型 機 の共 同利 用,全 国 ネ ッ トワー クの 形成 コ ン

ピュー タの普 及台 数 が増 加 して い くこ とは,情 報 化 の進 展 上,好 ま

しい こ とで は あ る が,今 後 は,単 独導 入 もさ る こ となが ら・専 門業

者 の持 つ 大 型 機 を共 同 利用 す る こ との経済 性 も充 分検 討 す るべ きで

あ り,特 に オ ン ライ ン化 に 当 って は,情 報 処 理 サー ビス業 者 で形 成

され る全 国 ネ ッ トワー ク を利 用 す る こ とが効 率 的 で あるo

㈲ ソフ トウ ェア=流 通 促 進 と汎 用 パ ッケー ジの利 用

ソフ トウ ェアの 流 通 促 進 と汎用 パ ッケー ジの 利 用 に よ っ て,ユ ー

ザー が 同 じ.ような ソ フ トウ ェアを 個 々バ ラバ ラに 開発 して い る状 況

を是 正 し,ソ フ トウ 。ア 開発 業者,情 報 処 理 サ ー ビ⇒ 老 等 の専 業

者 を利 用 す る方 が,経 済 効 率 上 好 ま しい と思 わ れ る。

(c)マ ン パ ワー=コ ン ピュー タ利用 の省 力 化

若 年労 働 力 の 絶 対 的 な不 足 と情 報 化 の い っそ うの進 展 に よっ て,

情 報 処 理 技 術 者 の不 足 は,今 後 ます ま す深 刻 化 す る こ とが予 想 され

るの で,コ ン ピ ュー タ利 用 の 省 力化 を図 る こ とに よ り,限 られ た人

材 の有 効利 用 を 促 進 す るべ き で あ るo具 体 的 には,④ ソ フ トウェア

流通 の促 進,◎ ファ シ リテ ィ 。マ ネー ジメ ン ト 。サー ビス の利 用

◎ コ ン ビ.ユ一 夕室 運 用 管理 の た めの 省 力 化 シス テ ムの開 発 等 が 検 討

さる べ き で あるo

(2)こ こ数 年,コ ン ピ ュー タ 。ユ ーザ ーに か い て け 「コ7ピ ュ'一夕利 用

の採 算性 」が真 剣 に検 討 され つ つ あ るカ・,こ の こ とは ・上 述 の 「 ・ン

ピ ュ一 夕 。リソー セ スの 共 同利 用 」を志 向 す る もの とい え よ うo一 般

に,ユ ーザ ー にお い て は,自 己 の 利 用 目的 に適 した シス テ ム を設 置 し

て お り,採 算 性 は とか く内在 化 しが ちで あるoそ れ に対 し一「,情 報 処

理 サー ビス業 者 は,専 業 者 と して独 立 採 算 で運 用 され てお り,設 備 管

理技 術 等 もユー ザ ー に比 べ て優 れ て い る点が 多 い。 従 っ て 「コ ン ピュ

ー タ 。リソー セ ス の 共 同利 用 」の 観点 か らす れ ば,今 後 は,出 来 るだ
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騰 門 業 者 を 利用 す る こ とが ,無 しい とい え よ う。

一 方
・欄 処 理 サー・ビ端 紅 あ っ ては,常 に 「鮪 的 先 進性 」と

間 口 ス トパ ー フォー マ ン ス 」の 酵 を きび し 槌 求 し
,「 韻 の

サー ビス を嫌 な価 格 で 提供 す る 」こ とを・心がけ て いか なけ れ ば な ら

れ ・ そ こ に こそ 市 報 処 理 サ ー ビ業 者 の社 会 的存 在 意義 が 劫
,

企業 間 競浄 の ポ イ ン トも 扶,こ こに存 す る
。

情 報 処 理 の 高度 化,多 様 化 に従 って ,今 後 ユ ー ザ ー の要 求 は,

⑦ 入 出 力 デ ー ・量 ・◎ ・一 ンア ラ ウン ドタ イ ム
,◎ デ_。 の価 値 の5

点 吐 い て ・ ま す 封 多様 化 して ぐるで あ ろ う
。 そ の た め に は,ま ず

第1に ・専 門業 者 と して,バ ッチ ,リ モ ー ト・バ ッチ,リ モ_ト.ジ

ョブ エ ン トリー ・ イ ン タ ラク テ ィブ ・TSS
,オ ン ライ ン等,ユ_ザ

ー の あ らゆ 腰 求 に蹴 得 るサ ー ビス を難 し得 鮒 れ噸 らない
。第

2に 請 て る繍 と人材 を最 輔 麺 利用 してlftva・ '一ービス を提供

し徽 肋 ぱな らない唄 体 的 には 超 大 型機 を期 糊 す る た め
の,

多量 処 理 の 揃 の 追 求 や ・ 一 ザーの 求 め に応 じて如 何 な る シ
。テ ム

を も開発 し得 る ・フ トウ ・ア技術 の追 求 が 必 要 に な
っ て くる'。

第5に ・ 靴 一 ザー の 既存 シ ・テ ムを鋤 白勺に
,,コ ン ビ.一 。化 す

るだ け で な く・経 営諸 科 学 を駆 使 して
,必 要 に して,充 分 な シス テ ム

作 成 のた めの 助 語 し得 る鮒 の技 術 も必 要 に な
っ て くる。

(3)し か し・ 現在 の鞠 処 理 サ ー ビス業 者 の 全 て が
,上 述 の 、 うな水 準

噂 す る こ とは到 底 不 可 能 で あ る しパ た
,社 会 的繍 要か らみ て,

そ の 必 要性 もふ と思 われ る・ 従来 ,情 報 処 理 サ ー ビ ス業 者 は 鋼_.

マー ヶ ・ トぼ い て"個 性 な 韻 争"雄 開 し
て きた き らいが あ るが ,

今 後 は ・ 鰍 化 の局 面 が ・麟 か ら社 会 ,生 甑 へ と多 様 化 して くる

縦 って ・ 「技 術 的 先 鯉 」と 「コ ス レ ・一 ・ 。一 ン ・ 」を追求 す

る過 程 ⇔ い て ・そ の 持 て る規 模 や技術 加 応 じて ,い くつ か の 加

・に分化 して い くこ とが 予想 され る
o
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従 って,こ れ か らの 情報 処 理振 興 政 策 は,従 来 の よ うに情 報 処 理 サ

ー ビス業 者 を 包括 的 に と らえ た もので は な く,常 に分化 の方 向 を 察知

しな が ら,キ メ細 か い 政 策 を展 開 し.そ れ に よ り,各 種情 報 処理 サ ー

ビ ス業 の社 会 的 使命 を発 揮 させ,よ って バ ラ ン スの とれ た情 報化 の推

進 を 図 る点 に,重 点 が おか れ るべ きで あるo

現 在 の情 報 処 理 サ ー ビス業 者 が 今 後進 む で あろ うと予 想 され る方 向

と して は,次 の よ うな もの が あげ られ るo

① 総 合 的 な機 能 を整 備 して,サ ー ビ スカ を強 め てい く方 向=情 報 処 理

サー ビ スに 関 して,総 合 的 か つ 高 度 な技術 力 と経 営基 盤 を持 ち,ス

ケ ー ル メ リ ッ トを追 求 しなが ら,全 国 ネ ッ トワー ク も形 成 して い く

行 き方o

② 独 得 の技 術 力 を持 ち,き め細 か な サ ー ビ スカ を追 求 して 行 く方 向=

経 営 力 の 強化 と独得 の技 術 を確立 し,か つ,そ の向上 をは か りつ つ,

キ メ細 か い サ ー ビス を提供 し,必 要 に応 じて,ネ ッ ト網 も形 成 す る

行 き方o

③ 特 定 分 野 の深 い 知識 と技 術 を追 求 して い く方 向=特 定 分 野 の情 報 処

理 に 関 して,深 い知 識 と

・ ④ フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メン トの 機 能 を追 求す る行 き芳=現 在 の 要

員 派 遣 サ ー ビスか ら,今 後 は コ ン ピュー タ室,運 営 に関 す る特 殊 な

技 術 と省 力化 の ソー ル を持 ち,ユ ー ザ ー の コン ピュー タ室 の コン サ

ル テ ィン グか らシス テ ム設 計. .運 営 管 理 ま で を ↓総 合 的 に請 負 っ て

い く行 き方o

⑤ 入 出 力 の専 門機 能 を追 求 して行 く方 向=パ ンチ機 能 は も ちろん,COM,

OCR,OMR等 の新 型 入 出 力機 器 を装 置 し,ユ ーザ ー の あ らゆ る希

望 に 応 じた入 出 力 を行 っ てい く行 き方 。'

2.全 国 ネ ッ トワー クの 形 成 と再 編 成,業 務 提 携

(A)全 国 ネ ッ トワ一一ク の形 成 につ い て
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(1)上 述 の よ うに,情 報処 理 サ ー ビス業 が 「技 術 的 先 進 性 」と 「す ぐれ

た コ ス トパー フ ォー マ ン ズ 」に よっ て,そ の社会 的 使 命 を果 た してい

くた め には'Uジ ョンWG中 間 報 告P・38の 通b,全 国 ネ ッ トワー

ク の 形成 が 必 要 で あ るo

情 報 処 理 サ ー ビス業 者 が,ヒ の全 国 ネ ッ トワー ク を形成 す る メ リッ

トと しては 次 の よ うな もの が あげ られ るo.

④ 大 型 機 の 共 同利用 に よる レ ン タル 。コ ス トの低減

◎ ソ フ トウェ アの 共 同利 用 に よる ソフ トウエ ア 。コ ス トの低 減

◎ 大 規模 業 務 の共 同受 注

㊤ 技術 力 の 強化

㊥ 共 同 研修 等 に よる技 術 力 の 向 上

情 報 処 理 サ ー ビス業vatsい て け,レ ン タル 費 と人 件 費 で原 価 の7割

を 占め てお り,固 定 費 の 比 率 が きわ め て高 く,こ れ が情 報 処 理 サ ー ビ

ス業 の経 営 を 圧迫 す る大 きな要 因 とな って い る。 こ う した こ とか らみ

れ ば,上 記,全 国 ネ ッ トワー ク形 成 の メ リッ ト④,◎ は,情 報 処 理 業

の経 営 効 率 化 に大 き く寄 与 す る もの と思 われ るo特 に,最 近,入 件 費

の急 激 な上 昇が,経 営 上 最 大 の 関 心 事 とな って い るが,㊥ ソ フ トウ ェ

アの共 同 利 用 に よ るSE,プ ログ ラマ ーの 省 力化 と節 約 は,経 営 効 率 向

上 に 直接 的 に つ なが る も の と思 わ れ るoそ の 点,ソ フ トウ ェ アの 流通

と汎 用 パ ッケー ジの 使 用 が 進ん で い る 米 国 の情 報 処 理 業 にお い ては,売

・・ 上 高 に比べ て
,SE,プ ログ ラマ ー の数 が,わ が 国 よ り,は るか に低 い

こ とは注 目 され るべ きで あ るo

さ らに,全 国 ネ ッ トに よ る◎ 大 規 模 業 務の 共 同受 注は,個 々の情 報

処 理 業 が 今 ま で,取 り組 み得 な か った 大 口業 務 の受 託 を可 能 にす るも

の で あ るoビ ジ ョンWG中 間報 告P16～1疋 あげ られ て い る④ ～ ⑦ の

よ うな各 種 社 会 シ ス テ ムは,経 済 社 会 の発 展,福 祉 国 家実 現 の た め の

急 務 とな って い る 。 この社 会 シ ステ ムの 開 発 と運 用 に関 して は,バ ー
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ドウ ェア メー カー や特 殊 ユー ザ ー に対 して,中 立的 な立 場 に あ る情 報

処 理 サー ビス業 者 が.全 国 ネ ッ トワー クを 形成 して,こ れ に参 画 す る

こ とが可 能 と在 るoた とえ ば,大 企 業 等が 全 国 的規 模 で の流 通 シス テ

ム を作 成 す る場 合 等 は,情 報 処 理 サー ビス業 の こ の よ う な ネ ッ ト ワ

ー ク を利 用 す る方 が
,効 率 的 で あ る と思 われ るo情 報 処 理 サー ビス業

に よ って 形成 され る この よ うな全 国 ネ ッ トワー クは,将 来 情 報提 供 サ

ー ビス業 の 発 展 を支 え るベ ー ス と もなる で あ ろ うo

現 在,進 行 中 の もの,ま た は近 い将 来 に予 想 され る もの と して は 次

の よ うな ものが あげ られ るo

① 全 国 的 ネ ッ トワー ク=現 在 ハ ー ド。 ウ ェア ・メ`カFご とに,形

成・され つ つ あ るネ ッ トワー ク協 議 会 の他,い くつ か の 大手 計 算 セ

ン ター が 計 画 中 で あるo

② ア プ リグ ー シ ・ン別 ネ ッ トワー ク=④ 専 門 計 算 セ ン ター を 中心 と

した もの ◎ 特 定 分 野 の 専 門計 算 セ ン ター 同士 の 結合 等 が考 え ら

れ るo

③ 地域 的 ま た は,並 列的 ネ ッ トワー ク=同 規 模 程度 の 計算 セ ン ター

が ④ コ ン ピュー タ 。パ ワー の融 通 ◎ 大 型機 の共 同 利用'◎ 大

型 業 務 の 受 注 ㊤ ソ フ トウ ェア 。コス トの低 減 等 を狙 って形 成 す

る ものo

④ 国 際 間 の ネ ッ トワー ク=好 む と好 ま ざ るに かか わ らず,充 分 予 想

され るo

(2)上 記 の よ うな種 類 の ネ ッ トワー クが 想定 され る が,本 来,各 企業 の'

自主 性 にお い て,自 然 に最 も好 ま しい ネ ッ トワー クが 形成 され るの が

望 ま し く,そ れ を促 進 す る よ う誘 導 すべ ぎで あ ろ うo特 に,ハ ー ドウ

ェ ア 。メー カー を 中心 と した ネ ッ トワニ クの形 成 に 当 っ ては,ハ ー ド

メー カー の 利益 が優 先 され る こ との な い よ う充 分配 慮 さ れ るぺ きで あ

るo
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本 来,こ の種 の ネ ッ トワー ク は.利 用 す る コン ピ ュー タの機 種 を超

え た 形 で で も可 能 で な けれ ば 左 らない が.現 在 で は,ま だ イ ン ター フ

ェイ スの 問題 等 が未 解 決 の ま ま 残 され て い る の で,将 来 は ユー ザー の

希 望 に応 え て どの よ うな機 種 に よる サー ビスで も提 供 で きる よ う,機

種 間 の検 討 が 早 急 に進 め られ るべ きで あるo

ま た.通 信 回 線料 金 の適 正 化,低 廉化 も同時 に検 討 さ れ るべ きで あ

るo

(B)再 編 成 。業 務 提 携 につ い て

本 件 につ い て も,基 本 的 に は,企 業 の 自主性 に お い て 考 え られ るぺ き

,で あるが,特 に 留 意 さ れ るべ き点 は,情 報 処理 サー ビス業 の再 編 成 は,

その 特 性 か らみ て,必 らず し も他 産業 にみ られ た よ うな企 業 合 併 等 に よ

る規 模 の拡 大 の メ リ ッ トは少 な い とみ られ,そ れ よ りもむ しろ,上 記 の

よ うな ネ ッ トワー ク形 成 に よっ て充 分業 界再 編成 の 実 を あげ 得 る と思 わ

れ る点 で あ るo

なお,そ の他 の業 務 提 携,協 業 化 の パ ター ン と しては,次 の よ うな も

の も考 え られ るo

①業務拡大のた めの もの=④ オ ーバーフ ・一時の顧客 の融通,(∋ 入 出

力専 門セ ンター(前 述)の 共 同設立,(∋ 大型業務の共 同受注 等

② コス ト低減 のための もの=④ 資材の共 同購入,◎%の 共 同搬送,

◎共 同教 育等

③ その他=既 存 の各種 中小企業政策の援用 を受 けるた めの協業 化

5経 営基盤の強化 とそ の対策

(1)基 本 的方向

情報 処理業 は,利 用 者の機密 に関す る業 務であ り,公 共性 の高 い業種

である。そ のため,経 営基 盤を安 定させ,高 い信 頼を得 ることが,情 報

化の社会 的要請 に応 え てい く道で あるoそ のため には,次 の よ うな経営

基 盤強化策が必 要 であるo
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① 公 正 競 争 と適 正価 格 の維 持

② 企 業 の 体質 強 化

③ 資金 面 で の助 成

④ 技 術者 の確 保 と省 力化 努 力

なお,従 来 の情 報 処 理 振興 政 策 は 臣 コ ン ピュー タを経 営 の補助 手 段 と

して利 用 して い る一 般 ユ ー ザ ー と,こ れ を生 産 手 段 と して い る専 門業 者

とを,等 し く"コ ン ピュ ー タ,ユ ー ザ ー万 とい う立 場 か ら と らえ て,特

に差 別 が なか っ た(例=JECO)の レ ン タル価 格,エPAの 委 託 開 発等)

情 報 化 の初 期 の段 階 に お い ては そ れ で よか った が,現 在 で は,省 資源 化

(=コ ン ピュ ー タ,リ ソー セ スめ 共 同 利 用)の 見 地 か ら,両 者 に対 す る

政策 を区 別 す るぺ き時 期 に 来 た と考 え られ るo

② 公 正 競 争 と適 正価 格 の 維 持

「情 報 処 理 サ ー ビ ス業 の位 置 づ け 」に お い て前 述 した よ うκ,情 報処

理 サー ビス業 は,さ ま ざま の 発生 経 緯 を持 っ てお り,現 在 にい た る ま で

そ れ が 完 全 に払 拭 され て い る とは言 い 切 れ ない。 す なわ ち,必 ず しも

"専 業 者,と して の経 営 理 念 が確 立 され て 蔚 らず,"他 の 目的 の理 念"

が これ に優 先 して い る企 業 が 混 在 してい るの が現 状 で あ り.こ れ が 当業

界 の正 常 化 を阻 害 す る一 因 とな って い る こ と も見逃 せ な い事 実 で あ るo

そ う して,経 営 理 念 の 中 に他 の 要 素 が 導入 さ れ て くる と,原 価 計 算 方 式

等 も自 ら異 って くるo

もち論,き び しい経営環境下 において適正 な原価計算方式 を とらなけ

れ ば,終 局的 には経営 の破 たん を招 くことになるので・ほ とん どの企業

は原価計算方式 の確 立 に努力 しているが,な お業 界全体 と して不完全競

争,不 公正競争を是 正 で きず にいるのが現状で あるo

このた め,業 界のコンセンサスを得 て,標 準原価計算方式等 を早急に

確 立 し,出 来得れば公正競争規約 を締 結 して,業 界の正常化,協 調性 の

確立 を図 るべ きで あるo情 報処理サ ー ビス業 は将来 高い成長性 が見込 ま
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れ てい る こ とか ら,新 規 参 入 の抑 制 策 等 は好 ま しくな い が,新 規 参入企

業 に対 して は,少 くと も健 全 な 高慣 習 を遵 守 せ しめ る こ とが 必要 で あ るo

なお,寛 々公社 が 実 施 す る各 種 デ ー タ通信 サー ビス に つ い ては ビ ジ ョ

ンWG中 間 報 告P38の 通b,双 方 が 納得 す る形 でそ の 関 係 を 確 立 す る

こ とが必 要 で あ る が,上 記 公 正競 争 規 約が 締結 され た時点 で は,同 公社

を もそ の対 象 とす る こ とが 好 ま しい。

また,ハ ー ドウ ェア メ ー カー を情 報処 理 サ ー ビス業 者 の 情報 処理 マ ー

ケ ッ トに おけ る分業 に つ い て は,コ ン ピ ュー タ,パ ワー の濫 費 を 強制 す

るが 如 き販 売方 法 や ピ情 報処 理 サー ビ スを行 うに当 って,ハ ー ドウェア・

セ ー ルス の手 段 ど して これ を利用 し.:情 報 処 理 サ ー ビ ス業 界 の 商慣 習 を

無 視 す る傾 向 に つ い て,規 制,指 導す ぺ き であ る。

日本 ア イ ・ピー 。エ ム の デ ー タ セ ン ター の行 き方 につ い て も,米 国

工BMの 独 禁法 問 題 の例 か らみ て も,十 分注 目す る必要 が あ る で あろ うo

(3)企 業 の体 質強 化

前 述 の よ うに,情 報 処理 サ ー ビ ス業 は,コ ン ピュー タ 。レン タル料 と

人件 費 が経 営費 の2/5以 上 を 占 め,固 定費 率 が きわ め て高 いの で,こ

れ が企 業 体質 を 弱化 させ て ら る原 因 とな っ てい るoそ の た め,次 の よ う

な施策 が と られ るべ きで あるo

① 価 格 分 離 政 策 の導 入

情 報 処 理 の 専 門業 者 と して の情 報 処 理 サ ー ビス業 者 は,コ ン ピュー

タの購 入 に際 して ソフ ト ウェア を必 要 と しない場合 が多 い の で,少 く

と も当業 界 に対 して は,ハ ー ドウエ ア メー カー が ソフ トとハ ー ドの価

格 分離 政 策 を採 用 す べ きで ある と思 われ るoま た,一 般的 に価 格 分 離

政 策 を実 施 した場 合 で も,ソ フ トウ ェアの価 値 の確 立 に プ ラス要 因 と

な り,当 業 界 として の メ リッ トも大 きいo

② 中古 機 市場 の育 成

中古 機 市場 の育 成 に は時 間 が か ～り,サ ー ビス体制 等 の 問題 もあ る

一28一

●

●

、



■

'

■

と思われ るが,少 くともハー ドウェア メー カーが保有す る中古機 を,

適正価格 で情報処理 サー ビス業 に提供 する方途が検討 され るぺ きで あ

るo

(4)金 融税制措置

既に相 当の措置 が実施 され てい るが,今 後 さ らに下記 の観点 か ら一 層

キ メ細か く検討実施 され るぺ きで あろ うo

① 情報 処理 サー ビス業 の特性 にマ ッチ した措置

② ネ ヅ ト網形 成に関す る助成措置

③ 各種 中小企i業政策 の援用

(5)情 報処理 技術者の確 保 と省 力化へ の努 力

情報処理技術者不 足は,ま す ます深刻化 しつつ あるが,④ 情報処理 需

要 の急速 な拡大,◎ 若年 労働 力の限界等か らみ て,中 間報 告P25～25

の よ うな技術者育成策 か ら必要 な ことは言 うまで もないo

しか し,若 年 労 働 者 の 不足 はわが 国産業全体 の問題 で あ り,当 業 界

のみ の現象 ではないoそ の中におい て,ひ とり情報処理 サー ビス業 のみ

が十分 なる若年労働 力 を確保 し得 るこ とは望むべ くもない。 さ らに経 営

の効率化,原 価 引き下げ の観点か らも,情 報処 理サー ビス業 自体の知 識

集 約化,省 力化 を図る必要が あ るoそ のた め関連ハー ドウエア業 界 も含

めて,次 の よ うな課題 に取b組 むべ きで あるo

① バー一・一ド面 での省力化=④ 標準化,◎ エ/oの 省力化,◎ その 他

② ソフ ト面での省力化=④ 標準化,◎ 汎用 ソフ トの利用促進

◎ そ の他

③ 電算 機運用管理 の省 力化=④ フ ァシ リティ ・マネー ジメン ト。サー

ビスの利用,◎ 省力化 システムの開発

◎その他

4.技 術 の向上 とそ の対策

(1}目 標
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中間 報 告P16～17に 述 べ られ てい る よ うな

① 利 用場 所 の 自由

② 対 選 択 の 自由

③ 利 用 知 識 の 不 要

④ 簡 易 な操 作

⑤ 低 廉 な利 用 価 格

⑥ 完全 な機 密 保護

⑦ 高度 な信 頼性 と安 定 性

⑧ シ ス テ ムの 柔軟 性

は,情 報 化 の5つ の局 面 の いず れ に対 して も理 想 の 姿 と.hftよ うo

(2)目 標 達 成 の ため の 技 術

上 記 の 目標 を実 現 す るた めに は,次 の よ うな技 術 の 確立 が必 要 に な っ

て くるo

① 大 型 コ ン ピュー タを効 率 的 に使 うた めの技 術

② オ ン ライ ン技 術

③ 各 種 端 末 機 を 自由に接 続 で き る技 術

④ 会 話 型言 語

⑤ 各 種機 密 保 護 シス テ ムの完 備

⑥ 豊 富 で,か つ使 用 効 率 の 高 い ア プ リケ ー シ ョ ン

⑦ 高 度 の フ ァ イル マ ネ ー ジ メン ト技 術

(3)業 界 固有 の技 術 の 確 立

一 方 に お い て ,情 報 処 理 サー ビスの 専業 者 と して,次 の よ うな 固有 技

術 の 開 発,確 立 を推 進 す べ きで あ るo

① 生 産 性 の高 い プ ログ ラ專 ン グ技 術

② 多 数 の異 種 」OBを 効 率 的 に,正 確 に処 理 す る スケ ジ ュー リン グ

技 術

③ 多数 の顧 客 の異 種業 務 を正 確 に生 産 して い く生 産 管理,工 程 管理
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技術 ・

(4)必 要 な措置

(2),(3)の よ うな技術 を確立 してい くためには,次 の よ うな措置,.政 策

が とられ るべ きであるo

① 電算機の互換 性

② 低廉 な端末機 の開発推進

③ 回線料(専 用線)の 低下

④ 電話料(公 衆回線)の 低 下

⑤ 機 密保護 システムの開発 と設置 に関す る助成

⑥ 大学 の言語 な らびに プログ ラミングテクニ ックに対す る研究助成お

よび産学協 同の推進

㈲ 上記 目標 を経営的 に成 り立 たせ る技術

① 社 会のニーズ発屈 の技術

② マーケ ッテ ィング技術

③ コンサルテ ィング技術

④ セール ス技 術

⑤ 独 自製品 をつ くり出す技術

θ

令
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TV「 情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 の あ り 方

1,情 報 提供 サ ー ビ ス業 の現 状

情 報 処理 サ ー ビス業 と違 っ て,情 報 提供 サ ー ビス業 は ま だ 業 界 と して の

広 が りも厚み,ま とま り も持 つ 段 階 に至 って い ないo

しか し,コ ン ピュー タ を活 用 した情 報検 索 と して は,海 外 貿 易 情 報,特

許情報,科 学技 術 文 献 情 報,不 動 産 情 報,な どが あ り,ま た コン ピュー タ

で加 工 した情 報 を磁 気 テ ー プの 形 で販 売 し,こ れ を コ ン ピ ュー タ処 理 す る

とい う事 業 も企 業 財 務 デ ー タ経 済 統 計 等 につ い て軌 道 に乗 っ て い るoさ ら

にコンピュータと 通 信 回 線 を結 合 したオ ン ライ ン情 報 提 供 サ ー ビス も証 券 市

況情 報,経 済 情 報 な どの領 域 で実 働 の段 階 には い ってい るo

一 方 ,企 業 内 に も主 と して情 報 提 供 を 目的 と した シ ス テ ムが 証 券,不 動

産会 社 等 で部 分的 に 実働 して お り,航 空 会社,旅 行 業 者 の リザ ベ ー シ ョン

サー ピス も情報 提供 サ ー ビスの 側 面 を強 く持 っ てお り,こ こで は一 種 の ネ

ッ トワー ク も形 成 さ れ つ つ あるo

したが っ て,情 報 提 供 サ ー ビスが事 業 と して展 開 す る基 盤 は徐 々に で は

ある が,進 みつ つ ある とい っ てい いoた だ これ らの 端緒 的 な動 きの なか に

も,次 の よ うな点 が 指 摘 し うるo

(1)公 共 的 ない し半 公 共 的機 関 が 行 っ てい る情 報 サー ビス と企業 と して情

報提 供 を 行 お うとす る もの が 出 て き てい る。

(2)オ フ ラ イ ン情 報 提 供(情 報 検 索 結 果 の プ リン トア ウ ト,磁 気 テー プ販

売 を 含 め)と オ ン ラ イ ン情 報 提 供 で は,そ の経 営 基 盤 技 術 的 条 件,将 来

の課題 な どに 大 きな差 が あ るo

(3)オ ン ライ ン提 供 の 場 合 も比 較的 単純,低 加 工 の情 報 を 速報 的 に提 供 す

る シス テ ム と加 工 度 の 高 い情報 を提供 す る シス テ ム(い わ ゆ る タ イ ム ・

シ ェア リン グ 。サ ー ビス と重 な る領域)と で は 経 営 的,技 術 的問 題 は相

当 の違 い が あ るo
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2.情 報 提 供 サ ー ビス業 展 開 の 方 向

情 報 提供 サー ビス業 は,情 報 の流 通 業 で あ るが,商 品 の 流 通 と違 うの は,

情 報 の 流 通 は,結 局 情 報 の 共 同利 用 とい う本質 を持 つ とこ ろ に あ るo

した が って,情 報 提供 サ ー ビ ス業 の 発展 は,情 報 の共 同利 用 とい う基 盤

が拡 大,発 展 す る こ とを意 味 す るo情 報 の共 同利 用 が拡 大 す る過 程 に つ い

て,次 の よ うな ポ イ ン トに注 目す る必 要 が あ る とみ られ るo

α}オ フ ライ ンか らオ ン ラ イ ンへ

求 め られ る情 報 の質(加 工 度)量(1回 の イン ク ワイ ア忙 答 え る情 報

量)請 求頻 度 の 違 いか ら,オ フ ラ イ ン情報 提 供 もオ ン ライ ン提供 も長 い

将 来 に わ た っ て併 存す る もの と考 え られ るが,情 報 に対 す る ス ピー ドの

要請,地 域 に よる情 報 格 差 の是 正 の た め,オ ン ラ イン情 報 提 供 が 中心 に

な って い くもの と考 え られ るo

(2)情 報生 産(所 有)者 と情 報 流 通 者 の分 離.

現 状 で は情 報 の生 産 。所 有=者 が情 報 の提 供(流 通)に 当た る ケー スが

多 く,こ のた め情 報 提供 サ ー ビス者 に,官 庁,半 公共 的 機 関 や新 聞社,

広 告 社 等 の在 来 か らの情 報 機 関 が 多 い とい う傾 向が み られ るo

しか し,情 報共 同利 用 の 範 囲 が拡 大 し,一 般 にデー タ 。バ ン クの名 で

考 え られ る よ うな経 済 統 計,企 業 財 務 デー タ,株 価 デ ー タ,特 許,判 例,

文 献,所 在情 報 の 範 囲 を こえ,広 範 囲の 情 報 が 共 同利 用 さ れ る一 そ れ

が と り も直 さず情 報 化社 会 で あ る 一 よ うにな る と,情 報 生 産,所 有者

が常 に情 報 提 供者 であ る とい う姿 は,変 化 して い くに違 い な いo

しか も情 報 の 共 同 利 用 の 場 合,利 用 され る情 報 は そ の1回,1回 の利用

を とって み る と,収 集,蓄 積 され て い る情 報 の ご く一 部 で あ る とい う'宿

命 を持 って い る。情 報 検 索 は 網 罹 的 な情 報 郡 の なか か ら必要 な情 報 だ げ

が 引 き出 され る と ヒう に 意味 が あ り,し たが って 利 用 され る情 報 は その

数十 倍,数 百 倍 の利 用 さ れ な い情報 の収 集,著 積 コス トを負 担 す るo日

本 に おけ る情 報 価 値 の 評価 は こ うした 事態 を正 当 に評 価 し うるほ どま だ
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高 くない の で,提 供 を 目的 と した 清朝 の生 産,収 集,ぼ 積 は企 業 化 に 困

難 が あ るoそ の面 か ら も上記 の分離 は 必至 で あb,あ る意 味 で は,そ の

分 離 が情 報 提供 サー ビス業 展 開 の メル ク マ ー ル にな るの か も しれ な いo

(3)情 報 ネ ッ トワー ク の発 展

情 報 の共 同利 用 の 範囲 が 拡 大 し,さ らに情 報 生 産 者 と提供 者 の 分 離 が

部分 的 に も進 行 す る過 程 では,情 報 ネ ッ トワー クが極 め て重 要 な意味 を

持 って くるo

情 報 ネ ッ トワーク は 多 様 な情 報 源(生 産 者)と 提 供 サ ー ビ ス業 者 間 に

と どま らず,情 報 提 供 サ ー ビス業 者 間 に も結ば れ よ うoま た情 報 提 供 サ

ー ビス業 と一 般 企 業 間 の ネ ッ トワ ー ク も単 な る情 報 の提 供 だ け で な く
。

両 シス テ ムの 融合 とい う形 を とって い く こ と も考 え られ るo

(4)企 業 ニー ズ か ら個 人 ニー ズへ

情 報 提 供 サ ー ビ ス業 は,現 状 で は,企 業 を対 象 と した情 報提 供 で なけ

れ ば,業 と して成 立 しに くいo情 報 対 価 の 支 払 い能 力並 び に情 報 価 値 観

念 に よ る もの だ が,ま た 個人 の 要 求 す る情 報 は極 め て多 岐 にわ た る こ と

も一 因 で あ るo

情 報 提 供 サ ー ビス業 が まず 企業 ニー ズに 応 え る こ とに よ ってそ れ 自体

の経 営基 盤 を確 立 し,さ らに情 報 ネ ッ トワー ク の発 展 に よ り,多 種 多様

な情 報 に ア ク セ スで きる よ うに なる に従 って,個 人 の ニー ズ を満 た す よ

うな方 向へ情 報 提 供 サー ビ ス業が 展 開 し,い わ ゆ る情 報化 社 会 が 実現 し

てい く もの と思 わ れ るo

o

,

愈

4

5.情 報提 供 サー ビ ス業 育 成 の ポ イン ト

(1)情 報 ベ ー ス(デ 一一タ 。バ ンク)の 整備 ,拡 大

共 同 利 用す べ き情 報 の整 備,拡 大 を進 め る こ とけ,単 に情 報提 供 サー

ビス業 育 成 の た め に必 要 な こ とで は な く,情 報 とい う財 をわが 国 社会 が

い か,に有 効 に活 用 す るか に か か わ る こ とだ が,着 目す べ き点 と して次 の
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よ うな こ とが 考 え られ るo

(a)公 的機 関 に よ る情 報 の組織 的 整備

情 報 の共 同利 用 が 公 共機 関 に よ る情 報 を対 象 に まず考 え られ る のは

当然 で あ り,こ の点 か ら情 報 は公 共財 で あ り,情 報提 供 サ ー ビス業 は

ま、ず 国 が 行 うべ きだ との考 え も出 て ≦る。

しか し,当 面2～3年 とい うの な らと も角,10年 とい うスパ ン で

考 え る と き,情 報 生 産 者 と提供 者 の 分 離 とい う展 開 が 予 想 され、る し,

また,情 報 提供 は ユ ー ザ ー の 要望 を キ メ細 か く汲 み と り,創 意 工 夫 を

こ らして こそ は じ めて 事 業 と して定 着 し,情 報 化 社 会 の発 展 に寄 与 し

うる と思 われ るo

む しろ,国 の第 一 の 役 割 は,公 共 財 といわ れ る範 囲 締 綱 つ い て ・

そ の組 織 的整 備 を行 うこ とに あろ うo公 共機 関 に 鉛げ る行 政 的,・ オベ

レー シ ョ.ナル な事 務 処 理 か ら種 々の経 済 統 計 が 生 まれ て い る が これ を

情 報 と してみ る と き,各 統 計 間 の 斉 合性 は 必 ず し も十 分 とれ て い る と

は い えず ま た時 系 列 と して利 用 しよ うとす る とき,断 層 の 多 い こ と も

事 実 で あ るoそ の 組 織 的整 備 を はか る一 方,そ の公 開 につ い て,考 え

方 を整 理 して い くこ とが ま ず 必要 と思 わ れ るo

(b)情 報 ネ ッ トワー クの 育 成

公 的機 関 に よる情報 の組 織 的整 備 の た め に も情 報 ネ ッ トワー ク を進

め る こ とが 必要 で あろ うo各 官庁 間 の ネ ッ トワ ー ク,官 庁 と半公 共 的

機 関 業 界 団 体,公 益 企 業 とのネ ッ トワー ク等 が 進 む ご ζ に よっ て各

情 報 間 の基 準 の違 い統 一 的 利 用 の た めの問 題 点 が 浮 きぼ りにさ れ そ ぐ

るで あろ うo

この ネ ッ トワー ク は 必 ず しもオ ン ラ イ ンで あ る 必要 は な いが,こ れ

が オ ン ラ イ ン化 され る こ とに よ り,オ ン ラ イン ・ネ ッ トワー ク ・シ ス

テ ムの技 術 的 条件 も洗 い 出 され る。 これ もま た国 が情 報 化社 会 推 進 の

ため:担 うべ き役 割 の 一 つ とい え よ う。
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(c)一 般 企 業 の情 報 化

一 般企 業 が 日常 の業 務 の コン ピュー タ処 理 の結 果 い わ ば用 ず み で捨

て られ て い るデ ー タ も,こ れ を角 度 を変 え,他 の 企 業 ない し,個 人 が

分折 加 工す れ ば,極 め て有 用 な情 報 で あ る こ とが 多 いoこ れ ら埋 れ た

情報 財 を共 同利 用 に供 し,社 会的 に役立 て る こ とも,情 報 化 社 会 の 重

要 な課題 の一 つ で あ るo

い うま で もな くこれ は企業 秘 密 に属 し,ま た プ ライ バ シ ーの侵 害 に

か か わ る こ と も多 いが,こ うした広 い 意味 で の情 報 財 の社 会 化 に つい

て考 え方 を整 理 し,た とえ ば公 益事 業 の デ ー タの公 開 等 を手 掛 りに情

報 ベ ー スの整 理,拡 大 を進 め て い く必要 が あ るo

(2)情 報 提 供 シ ス テ ムの基 盤強 化

情 報 提供 サ ー ビス業 の将 来 が オ ン ライ ン志 向 型 に な る こ・と を前提 に,

情 報 提 供 シ ス テ ムの基 盤強 化 をは か る こ とが情 報 提供 サー ビス業 育 成 の

も う一 つ の重 要 な柱 に なるo具 体 的 には次 め よ うな点が あげ られ る。

(a)通 信 回線 自由化 促 進 と料 金 体 系 の変 革

46年 の法 改 正 に よ リオ ン ライ ン情 報 提 供 サー ビスの道 は開 か れ た

が.特 定 通 信 回線 の他 人 使 用 にお け る メ ッセ ー ジ交 換 の禁 止 な ど,ま

だ 制 限条 件 は 多 いoオ ン ラ イ ン情 報 ネ ッ トワー クの進 展,情 報提 供 サ

ー ビ ス シス テ ム と企 業 シ ス テ ムの融 合 な ど を考 え る と
,情 報 の流通 を

業 とす る もの が,ユ ーザ ーの 多角 的 な希 望 に添 い うる よ う,問 題 点 を

整 理 し,も う一 段 の 回線利 用 自由化 をはか る こ とが必 要 で あ るo

ま たオ ン ライ ン情 報 提供 サ ー ビ スを行 う場 合 に遠 距 離 の通 信 回線 料

金 が 高 い こ とは 問 題 であ るoこ れ を ユー ザ ー が負 担 す れば,た また ま

コン ピュー タの所 在 地 か ら遠 か っ たた め に 同一 の情 報 に極 め て高 い対

価 を支 払 わ ねば な らない とい うのは 不合 理 で あ ろ うoと い っ て これ を

情 報 提供 企 業 の 負 担(プ ー ル計 算)と すれ'ば,・'企業 の リスク は極 め て

高 くな るo個 人 と個 人 の間 の 連絡 とい う点 に基 礎 を お い た 電信 電 話 料
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金 体 系 と,全 国 の 不 特 定 多数 の人 に平等 に情報 を提供 す る情 報 提 供 サ

ー ビス に回線 網 を使 用 す る こ と とは発想 的 に全 く異 っ た もの で あ り.

新 しい視 点 に立 った情 報 提 供 サ ー ビスの た め の 回 線料 金 体 系 の 検 討 が

望 まれ るo

(b)ハ ー ド,ソ フ ト面 の技 術 的 開発

オ ン ライ ン情 報 シ ステ ムの 進 ん でい る 米 国 と比 べ る とわが 国 の場 合,

技術 的 な立 ち遅 れ が 目立 っ て い る。 ネ ッ トワー クの た め の コン ピュー

タ間 の イ ン ター フ ェ イス,オ ン ライ ン シス テ ム におけ る ミニ コ ンの活

用,オ ン ライ ン シス テ ムの た め のOS.ビ デ オ デ ィスプ レー を 中心 に

した 端末 機 器 な どにそ れ が 目立 っ てい るo

これ らは ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア メ ー カー にか か わ る ところ が

多 い し,ニ ー ズ の ない と こ ろ に研 究 開 発 も進 ま な い とい う側 面 もあ る

が,将 来 志 向的 な見 地 か らの基 盤 整 備 が 望 まれ るo

(c)財 政,金 融 面 か らの支 援

情 報 提 供 サ ー ビス業 は 自由企 業 体 制 の も と に リスク をか け た企 業 の

創 意 工 夫 と努 力 の 上 に 築か れ るぺ きで,国 は情 報 の流通 が 円滑 に進 む

た め の基 盤整 備 につ とめ る のが本 来 の あb方 と思 わ れ るo

国 が先 導 的 に情 報 提 供 サ ー ビ スを 行 な い,順 次 民 間 に 払 い下 げ てい

くとい うよ うな 明治 初 期 的 や り方 は,電 々公 社 の デー タ通信 サ ー ビス

が,"試 行"役 務 と して行 わ れ なが ら今 日問題 化 して い る よ うに危 険

な 要 素 を は らん でい るo

ま た大 規 模 な"総 合 的"情 報 提供 サ ー ビス とい うもの は,理 念 と し

て は考 え られ て も,個 人 か ら企業 ま で の幅広 い ユ ーザ ー を考 え るな ら

ば,要 求 す る情 報 範 囲 と利 用技 法 の 広が り,情 報 の 質 の落 差,対 応 す

るデ ー タ ・ベー ス の量 とそ の メ ン テナ ン スの 困難 さ な どか ら.実 現 は

む ず か しい と思 われ るo

と はい って も,民 間 にお け る情 報 提 供 サー ビ ス業 は,特 に オ ン ライ
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ン シ ステ ム として考 え る場 合,初 期 投 資 が大 きい とい う面 で問 題 も多

いO

企 業 の 主 体性 を損 わ な い範 囲 で の財政 金融 面 か らの支 援 が望 ま れ る

が,特 に コン ピュー タ とそ の端 末 機 器 が 融 資上 の担保 と して突 質的 に

は認 め られ ない状 態 に も問題 が あ るoま た,損 害 保 険 に よ 』て企 業 の'リ

スク を軽 減 す る こ と も考 え られ ね ば な る まいo

t
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V既 存産 業の情報 化

完 全 自由化 を 目前 に ひか え,自 国 の情報 産業 の定 着 を 全 うするこ とは,国 内

に あ るす べ ての ポテ ン シ ャル を活 用 して も なおか つ 相 当 の難 事 で あ ろ うoそ

の 意味 に お い て,既 存 産業 の もつ 蓄 積 。能 力 。発 展 性 を評価 検 討 し.期 待 し

得 る機 能 が あれ ば そ れ を社 会 に還元 させ るべ く誘導 す る必要 が あろ うo

一 方 ,既 存 産 業 は これ まで そ の情 報 化 を通 して経 営 を効 率 化 し,国 際競 争

力 の 瀬養 をはか り,加 工貿 易 立 国 の 基 幹 と なっ て きたoこ れ が将 来 に 亘 りま

す ます重 要 に な る こ とは疑 い の余 地 が な く,そ の上 最 近急 激 に表 面化 したo

石 油 ・石 炭 に見 られ るが ご と き世 界 的 資源 需 給事 情 の変 化,な らび に これ に

伴 う国 際協 力等 国 際 諸事 情 の 変 化 を考 慮 した場合 既 存 産業 に求 め られ るの は

情 報 化 の 推進 を通 しての 経 営 力 の 強化 は一 層 肝 要 な こ と とな る とい え よ うo

そ の 意 味 に お い て,既 存 産業 の情 報化 を よ り一 層効 率 的 に推 進 させ るぺ く最

適 の 施 策 が求 め られ て い る と考 え ねば な らな いo

(1)情 報 産 業 の一 員 と して の既 存産 業

a)そ の特 質 利 点 と欠 点

既存 産業 の 大 手 企業 は シ ス テ ム部 門が 独 立 した 専業 者 で あ ろ うと,

既 存企 業 内 に と どま っ て い る場 合 で あろ うと一 般 に情 報 の シ ステ ム化,

特 に コン ピュー タを も用 い て の シス テ ム化 にか な りの実 績 を もち,世

界 的 に見 て も,さ ほ どひ け を と らな い水 準 に達 してい る とい え。よ うo

事 実,一 部 の企 業 で は あ るが,海 外 の 同業 者 に シス テ ム建 設 ノ ウ 。・こ

ウを販 売 ～ 指 導 してい る ケー スが 出て きて い るoこ れ は,コ ン ビュー一'

タが 導入 され た10数 年 前 か ら始 った こ とで は な く,古 くか ら蓄 え ら

れ,研 鐙 をつ ま れ て きた 広義 の シス テ ム化 の能 力 を背景 に して 成 り立

って お り,特 に 各業 種 共,そ の大 手企 業 は 自業 種 の情 報 シ ステ ム化 に

関 し相 当 の 自信 を持 つ 段階 に 至 ってい る と見 られ るo

こ の実 績 を得 た ベ ー スは,コ ン ピュー タに 関 す る細 い テク ニ ック に
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あ るので は な く,シ ス テ ム化 に関 す る ア プ ロニ チ の ノ ウ 。ハ ウ,シ ス ・

テ ム構 成 の 能 力 に あ るoそ の 上,多 くの場 合,経 済 環 境 等 条 件 の変 化

に即応 して く り返 しシス テ ム を改 変 して きて お り,と の こ とが ます ま

す その 能 力 に 磨 きをか け る こ とにな る と同時 にiコ ン ピュ'一夕の ア プ

リケー シ ョン(使い方)に ついて もか な り の細 部 に亘 っ て の蓄 積 を可 能 に

させ て きて い るo'こ の蓄 積 は シ ステ ムの使 いや す さ とい う,コ ン ピュ

ー タ と入 間 の作 業 の 関連 付 け の面 で特 に著 しい もの が あるoそ の結 果,

先進 的 企 業 にお い て は情 報 シス テ ムの総 費 用 に対 し数100%の 効 果

を あげ て い る もの と見 られ るo

さ らに,「 一般 的,相 対 的 な こ とで は あ るが,大 手 企 業 は 多 く,優 秀

な人 材 を多 数擁 し,ま た 組 織的 な仕 事 の 進 め方 に 習 熟 して おウ,さ ら

に企業 基 盤 が 安 定 してい る とい うこ とに よ り,か 左 りの懐妊 期 間 を必

要 とす る大 シ ステ ムの建 設 を可 能 に して きた とい う事 実 も指摘 で きるo

これ らの こ とか ら,現 在 既 存 産業 の大 手 の か な りの部 分 が,対 象 に

も よろ うが,シ ス テ ム の外 販 ～ 指 導 力 を も ち,社 会 シ ステ ム建 設 へ の

参画 の ポ テ ン シ ャル を持 っ てい る と見 る こ とが で き よ うo

一 方 ,大 手 企 業 には,数 々 の欠 点 も ある。 そ の第 一 に あげ るべ きは

人手 不足 で あるoこ の た め に コ ン ビュー一夕に よ るデータ・プ ロセ シン グ

(ア プ リケ ー シ ョ ン 。プ ロ グ ラ ミン グ)の 面 で は コ ン ピュー タ 。メー

カ よ り水 準 は 高 く大 手 の専 業 ソフ トウ ェア メー カー に も十 分必 摘 しよ

う。 これ ま でも 外 注化 が行 なわれ て きた が,そ の 多 くは低 級作 業 で あ

っ たo今 後 は 専業 者 側 の 実 力蓄 積 に応 じ,次 第 に 高 級 職 種 に及 ぶ こ と

に な ろ うoま た,企 業 。業種 に よ っては,情 報 シ ステ ム部 門,な か ん

,ず く コン ビ、ユ一 夕室 の 労務 問 題 が難 しく(交 替 勤 務,ロ ー テ ー シ ョン.

昇 進,給 与 体 系 等)そ の た め別 会 社 と して 分離 す るケ ー スがか な りあ

るo

さ ら に,わ が 国 にお いて無 形財 に対 す る価 値評 価 の 観念 が十 分定 着
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してお らず,し た が って シス テ ム あ る い は コンピュータ ・ソフトに対 す

る流 通 対 象 と して の 正 当 な評 価 も正 当 に得 られ るには 至 って い な い 事

情 に加 え,過 当競 争 の長 い歴 史 か らか,第2に,一 部 の企業 。業 種 で

は あ る が,自 企 業 内の シス テ ム化 ニ ー ズ に波 が あ り,そ の た め に繁 忙

期 に は莫 大 な要 員 を必 要 とす るが,閑 散 期 に はそ の要 員活 用 のた め に

企 業 外 業 務 に進 出せ ざ るを得 ず,そ の た め に専 業 者 の 業 界 に若 干 の 混

乱 を も ち込 む ご'とが あ った。 一 般 に各 企 業 が最 も得 意 とす る 自業 種 業

務 の シ ステ ム を国 内 で は販 売 しに くい とい う一 般的 傾 向 が あ り,国 家

社 会 的 に見 れ ば無 駄 も発 生 して い よ うo

さ らに加 え れ ば コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェア やOS等 ベー シ ック 。

ソ フ トの 分野 で強 力 な ケー スは一 部 の側 外 に 過 ぎない とい うこ ど も挙

げ られ るo'

b)既 存 産業 の情 報 産 業vateけ る位 置 付

以 上 見 て きた よ うな既 存産 業 の この 分野 にお け る特 質 と情 報 処理 葉

箒 の 特 質 お よび コ ン ピュー タ ・メー カの 現 在 の実 力を考 慮 した 場 合,

自 由化 を ひか え,既 存 産業 に どの よ うな位 置 付 を与 え るか は重 要 左 テ

ー マ と な ろ うo

既 存 産 業 は シス テ ム構 成能 力,蓄 積 能 力 が 他 に比 し優 れ てい るの が

特 徴 で あるか ら極 力 これ を引 き出 し,社 会 シ ステ ム建 設 等 に 参画 させ

るの が望 ま しい と考 え られ るoそ の場 合 の 位 置 付 は情 報 処理 菜 箸 あ る
　

い は コ ン ピ ュー タ 。メー カに対 し コ 。オペV－ 夕 とな ろ うoたN'社 会

シ ステ ム等 大 システ ム にお い て は個 別技 術 で は な くシ ス テ ム構 成技 術

が 最 重 要 で あ る こ とか ら,コ ン ピュー タや 個別 の ソフ トウ ェアが部 品

の地 位 を 占 め るこ とに な るの は 当 然 で あ るoたsそ の場 合,既 存 産業

が シス テ ム構 成(総 合化)分 野 を分担 した こ とを利 して 自企 業 。自集 団 の

利 益 を図 るべ く,そ の た め に不 合 理 を敢 え てす る ことの ない よ う対 策

が 必要 と な ろ うo
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一 般 の 自由 市 場 に お い て は 既存 産 業 もそ の企業 形 態 の い かん を問 わ

ず フ リー の コ ンベ テ ィタ と して考 えれ ば よいoたs',あ ま りに も不 自

然 な方 法 に よ り過 当 競争 を 惹起 し,そ の た め に業 界 を混 乱 悠 弊 させ い

た ず らに外 国 企 業 の蹉 りん に ま かせ る よ うな事 態 だ け は防 止 せ ね ば な

らないo

(2)既 存 産業 の情 報 化

先述 の 通 り既存 産 業 は 自既業 の水 準 向 上 ・競 争 力強 化 の ため に 情 報化 を

進 め て き た。 その 主 た る対 象 は 商 品価 値 の向 上 と省 力化,省 資 源 。省 エ ネ

ル ギ ー,省 設備,ス ピー ドア ッ プを主 とす る コス ド・ダ ウ)含 よび経 営 管 理

の水 準 ・精 度 の 向上 で あ る。 これ らは,現 在 す で に飽和 点 に近 い な ど とい

うセ とは な く,ど の 企業 にお い て もま だ:Aだ 未 開発の分野 を広 く残 してい るo

しか も,情 報化 が 進ん でい る の は 主 に 大手 企 業 で あ り,類 似 の ニ ー スを 抱

え てい る中 小企i業 の大 半 は情 報 処 理 業 者等 の目か ら見 た場合 ほ とん ど巨大 な

未 開 発 マー ケ ッ トと して 残 っ てい るoさ らに,大 企 業 の 多角化 ・国 際 化 。

系 列 対 策 に お け る情 報 シス テ ム化 の ニー ズ や 異企 業 間 にま たが る情 報 処 理 、

の 問題 等 環 境 。基 盤 の整 備 を必 要 とす る もの も あ ろ うが,何 れ も各 企 業 の

産 品 。サ ー ビス の 競 争 力 強化 につ な が るテ ー マ といえ るo

しか も,こ れ 等 の ニー スに応 え て情 報 シ ステ ム化 を進 め る過 程 で の蓄 積

の 中 には,社 会 シ スデ ム建 設 のた め に 有 用 な もの が相 当に 含 まれ て い る と

考 え られ るo{・'

一 方
,わ が 国 コン ピーー一一タ ・メーカーは海 外 大 手 に比 し,OS等 ベー シ ッ

ク・ソフトの 面 で著 しい立 遅 れ'が あ る。 こ とにそ の安 定 化 に は長 時 間 を要 し,

=一 ザ の拡 大 の最大の難点 となってい る。 これは・例えば60%も の シエアを も

つIBM社 が そ の情 報 蒐 集 。管 理 能 力 を相 模 って世 界中 で 膨 大 な実験 を し

てい るに等 しいの に比べ て考 え れ ば ま こ とに 当然 の結果 と もい え よ うoこ

の対 策 として は や は リユー ザの フ ィー ル ドを使 う以 外方 法 は な く,そ の た

め の施 策 を構ず る必要 が あ ろ う。
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以上 を情 報 化推 進 に ま つ わ る メー カ}の 側 か らマー ケ ッ トと して評 価 す

れ ば そ の潜 在 量 は,現 時点 か ら見れ ば無 限 に近 く大 き く,そ の 上 そ こで得

られ る蓄積 は社 会 に還 元 して 国 民 を養 す る ことにつ なが っ てい る とい えよ

うo

(3)既 存 産 業 に対 す る施 策

a)既 存 産 業 自身 の 産 品 サ ー ビ スの競 争 力 強化 につ なが る情 報 シス テ ム

化 に関 して は,こ れ ま で も 「金融措 置 」「既 存 税 制 」に よ り,税 制 面

か ら配 慮,融 資 に よ る助成 を行 って きたo国 際環 境 の 変化 に よる わが

国経 済 の地 位 を考 慮 す れ ば これ らの方 策 は継 続 す る こ とは論 を ま たず,

一 層 拡 大 ・推 進 す る こ とが
,望 ま しいoたs,そ の場 合,既 存 産 業 に

お け る シ ステ ム開 発 が 社 会 シ ステ ムの 開発 に還 元 し うる もので あ る場

合 には,殊 にそ れ が 企 業 の危 険 負 担 を超 え る可 能 性 の あ る場合 には,

特 に重 点 的 な配 慮 を 構 ず べ きで ある と考 え られ るo

b)既 存産 業 が 情 報 処 理 等 の メー カー と して機 能 す る場 合 には,そ の企

業 が 専業 形 態 を とろ うと も兼 業 者 で あろ うとも一 般 の情 報 処理 業 等 と

区 別 す る必 要 は な いo

一 般 情 報 処理 業 に 対 す る施策 を適 用 す る こ とが適 当 で あ ろ う。

c)コ ン ピュー タ 。メー カの ベ ー シ ック 。ソフ ト開発 促 進 な らび に安 定

化 のた め には,ユ ー ザ の フ ィー ル ドを活 用 す る の が早 道 で あ ろ うoそ

の た め に は ユー ザに 助 成 を 行 た い場 を提供 させ る 必要 が生 じる。 この

助 成 は 結果 は電 産機 産 業 の わ が 国 に おけ る定 着 に 資す る もの で あ るo

こ とに鑑 み危 険 負 担 な らび に協 力 に対 し十 分 な金 額 で なけ れ ば な らな

いo

d)社 会 シ ス テ ム等 の建 設 に ま つわ る施 策

社 会 シ ス テ ム等,公 共 性 が 高 くか つ大 型 の シス テ ム開 発 は,現 在 の

わ が 国の どの 企 業 も単 独 では な し得 る もので は な いoま た開 発 され た
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シ ステ ム は情 勢 の変 化 に対 応 しな が ら改善 さ れ 運 営 さ れ ねば な らないo

この両 方 の事 情 か ら,社 会 シス テ ム 等 の 開 発 ・運営 に関 す る第 三 セ

ク ター一の 設 置 が必 要 と な るの で は な いか と考 え られ るoこ の第 三 セク

ターは,政 府 助 成 と法 人会 員 の 出 資 に よ り構 成 し,メ ンバ ー の一 部 も

出資者 に提 供 させ る必要 が あ ろ うoこ の第 三 セ ク ターの 機 能 は① 社会

シス テ ム の総 元 請 と プ ・ ゼク ト編 成,② 研 究,③ 教 育,④ 社 会 システム

の運 転 ・1整備 が考 え られ,法 人 会 員 は プ ロゼ ク トの 元 請 受注 権tsよ び

研 究 成 果 の 還 元 な らび に教 育機 会 の 獲 得 を も っ て益 す る よ う配慮 が 必

要 と な るo

こ の第 三 セ ク ター にお い ては 既 存 産 業 の参 加 を求 めそ の シ ス テ ム構

成 能 力 の 提 供 を期 待 す る ところ とな ろ うo

また,必 要 で あれ ば元 請決 定 に際 し法 人会 員 を含 む共 同企 業 体 を認

め る とか,あ る い は有 効 と考 え られ る プ ロゼ ク トにお い てコ ンペ テ ィ

シ ョン を導 入 す る とか さま ざまの 工 夫 が 必 要 と な ろ うo
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今

W情 報 処理 業 等の国 際的展 開

我国は,戦 後 の経済復興期,昭 和30年 代の高度成長期を通 じて,膨 大 な

設備 投資 と技術革 新 に よ り急 速 に 経 済規 模の拡 大,産 業構 造 の重化学工 業

化 を達成 したoこ の過程 で,企 業経 営をは じめ国民生活全般 にわた って必要

とされ る情 報量 が著増 し,質 的 にもますます高度 な もの が要求 され る よ うに

なって きたoい わ ゆる情報化社会の進展 であるo

情報がますま す重要 な価 値 を もつ よ うになった主 な要 因 と して次の諸点 が

指摘され るo

(イ)所 得水準 の向上 に伴 い,消 費支 出は高級化,多 様化 し,商 品の ライ フ

サイクルは短縮化 の方向をた どるoこ のため企業経営戦略 として,豊 富

な市場情報 を収集 し,迅 速,的 確 な需要予測が重要 とな り,同 時 に生産

体 制は多品種少量生産へ の移行が要請 され るo

(ロ)産 業構造の重化 学工業化が進 展す る過程 では,家 電,自 動車等の耐久

消費財,重 電機器,産 業 機械,大 型 コン ピュー タ等の高加工度製 品が拡

大す るoこ れ らは部品数 やアセンブル工程数 が膨大 で あるか ら,生 産管

理 。事務 管理面 で情報処理 システムの開発が きわめて重 要 とな るo

内 労働 力不 足が激化 し,人 件 費が急 ピヅチで上昇す るか ら,経 営情報 シ

ステムや 省力 シ ステムの開発が必要 とな り情 報処理技術 の向上が重要 に

なって きたo

以上の結果,① 自動高速 で高密度,大 量 なデー タ記録機能,② 自動高速 な

デー タ比 較判断機 能,③ 自動高速 な計算機 能等 を有 する コン ピュー タ技術 の

発展 が促進 され,昭 和50年 代 の末項か ら,コ ンピュー タの導入が急 ピッチ

で進展 したoこ れ に伴 って,す でにみた,情 報処理業が発展 してい ったo

と ころ で,経 済財 としての情報 は,① 機 密保持の 問題,② マーケ ッ トの細

分性,つ ま り差別性が きわ めて大 きい。③需 要の不安定 性,不 規則性,④ さ

らに各国の文化,社 会制度 に強 く影 響され る等の特 色が あって,こ れ らの要
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要 因 は情 報 処 理 業 に さま ざ ま な影 響 を与 え,そ の発 展 速度,発 展 パ チー ン を

規 定 して くるo

そ こで,情 報 処 理 業 の 国 際 的 展 開 を検 討 す る前 に ,我 国 の情 報 処 理業 の特

色,情 報 処理 の 形 態 につ い て検 討 してteこ うo

I情 報 処理 業 の特 色

(1)日 本 におけ る情 報 処 理 業 の発 展 過 程 とそ の特 色

日本 に おけ る情 報処 理業 はす で にふ れ た とお り,昭 和50年 代以 降 ,

コ ン ピュー タの 導 入 と と もに発展 してい ったが ,そ こに は い くつか の き

わ だ った 特 色が み られ るo特 に,ア メ リカ と く らべ る と,日 本 で は ソ フ

トウ ェア あ るい は情 報処 理 サ ー ビスの 専 門会 社 の 発 達が 遅 れ,情 報 処 理

業 の発展 テ ン ポは著 る し くお そか ったoこ の 発 展 の遅 れ に注 目 しつ つ 日

本 の情 報 処 理 業 の特 色お よびそ れ を と りま く環境 につ い て検 討 す る と,

つ ぎの 諸点 が指 摘 され るo

第4は ・ ア メ リカ と違 っ て軍 事 発 注 が なか った ¢)でソ フ トウェ ア需 要

の 上昇 率 がそ れ だ け 鈍 か っ たoそ の うえ 賃金 水 準 が 低 く,コ ン ピ ュー タ

利用 の経済 的効 果 が 急 速 に 現 われ ない の で,企 業 は 先 を争 って 導 入 す るr

より も安 い 労 働 力 に依存 す る 方 が 収益 面 で有 利 で あ ったoこ のため ,先覚

的 企 業 の導入 結 果 を み なが ら,コ ン ピュー タ を導 入 し,ソ フ トウェア を

は じめ情 報 処理 に 関す る マ ンパ ワー を充 実 してい ったoし た が っ て ,外

部 の 専 門会 社 が成 長 す るほ ど需 要 は大 き くなか った。

第2に ・ 日本 で は,重 要 技 術 とそ の関 連技 術 は大 企 業 に ま ず定 着 し,

そ の後 中小 企 業 に トラン ス フ ァー す る とい う傾 向 が あ ったoこ の 理 由 と

して,① 重 要 技 術 は 資本 力 の強 い大 企 業 に よ って まず 海 外 か ら導 入 ,消

イヒされ た こ と,② ま た,大 企 業 は 重 要技 術 の将 来 性 を見 込 ん でそ の 関連

技 術 も含 めた 全技 術 体 系 を 自社 内 に定 着 させ よ うと して き た こ と等 の諸

点 を あげ る こ とがで きるo

第5に,大 企 業 はす ぐれ た人 材 を多数 吸 収 して いたoつ ま り新 規 学卒
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者 の う ち,優 秀 な人 材 は大 企 業 に吸 収 さ れ てお り,こ れ らの人 材 は きわ

め て高 い適 応 力 を もって い るか ら,大 企 業 では,こ うした 人材 を社 内異

動 に よって情 報 処 理 部 門 に 配 転す れ ば.数 年 足 らず の 短期 間 にす ぐれ た

マ ンパ ワー を確 保 す る こ とが で きたo

第4に,情 報 処 理業 の最 大 の ク ラ イア ン トとな るべ き政 府 。地 方 自治

体 関係機 関 で は,大 企 業 と同様,自 らの機 関 内 で情 報処 理 部 門 の マ ンパ

ワー を育 成 した か ら,外 部 発 注が 少 なか ったo

第5に,日 本企 業 が もつ 特 徴 的 な経 営 シ ステ ムで あるo

そ の第1は,終 身雇 用制,年 功 序 列 賃 金 とい う雇 用 制度 で あ るo勤 続

年 数 に よ って賃 金 が上 昇 し,生 涯 が 保 証 ざれ てい る大 企 業か ら.,地 位 が

不 安 定 な独 立 の 情報 処 理 専 門企 業 ヘ ス ピ ン,オ フす る人 々の数 は 限 られ

て い たo従 って,逆 に言 え ば,上 記5の 理 由 とあ い ま って,独 立 専 門企

業 にす ぐれ た 人材 が不 足 して い たo

そ の第2は,日 本 の企 業 組織 で は 意 思決 定機 構 が全 員 参 加 の ボ トム 。

ア ップ方 式 で あ る点 で あ る。 これ が 日本 企 業 の企業 内情 報 シ ス テ ムを 形

成 してい る の で あ る。 ボ トム ・ア ップに よ って 意思 決 定 が 行 われ る 日本

の企 業 組 織 で は,企 業 組織 の各 段 階 全 体 に わ た って,意 思決 定 をな しうる

ス タ ッフ を育 成 して お か ね ば な らな いoそ して
,そ の た め に は スタ ッフ

全 て が 情 報 の意 味 内容 や処 理 方 法 に つ い て精 通 してbぐ 必 要 が あるo能

力 水 準 が 平均 化 して い る 日本 に お い て,ボ トム 。ア ップの 組織 自体が 情

報 を巧 み に処 理す る体 系 に な って お り,外 部 σ 専 門処理 業 者 へ 依 存 す る

必要 性 は 少 な い の で あ るo

ち なみ に,ア メ リカの企 業経 営 組 織 を み る と,ア メ リカ で は元 来 情 報

,の 正 確 な伝 達 ルLル が 確 立 して い る 。 ア メ リカの 労働 者 は,日 本 とは 異

っ て,企 業 に対 す る忠 誠 心 が な い うえ 多様 な人 種か ら成 り立 っ て い る か

ら共 同社 会 的 な感 覚 が欠 如 してい るo経 営 者 の主 要 関心 は こ う、した賃 金

に関 心 は もつが 企 業 の 発展 には 無 関 心 な労働 者 をいか に合 理 的 に働 か す
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か に存 す る。 つ ま り,ア メ リカの 経 営 者 は,各 人 の仕 事 の範 囲 と量 を明

確 に 決 め,経 営全 般 の状 態 を常 に把 握 し,判 断 し,指 示 す る こ とが 必要

で あるoこ の た め,ア メ リカの 経 営 者 は,外 部 の エ コノ ミ ス ト,弁 護 士

な どの専 門家,シ ンク タ ンク をは じめ とす る調 査 機 関 、情 報 処 理業 者 等

に調 査 。情 報 処 理 を委託 す る こ とに な るo

そ の第5は,我 国 で は企 業 集 団 の果 す役 割 が きわ め て大 きい こ とで あ

るoそ の代 表 が 財 閥 系企 業 集 団 で,そ れ らは 同一 集 団 内 の コン ビ=一 夕

メ ー カー か ら コン ピュー タをそ の コス ト,パ フオー マ ン ズを度 外 視 して

優 先購 入 した よ うに,情 報 処 理 業 にお いて も,企 業 集 団系 列 内 の情 報処

理 業 に優 先 発注 され たoこ の主 な要 因 と しては,① 企 業 む よび企 業集 団

内 の機 密保 持,② 企 業 お よ び企 業 集 団 の もつ 共 同 体 的 結束 力が あげ られ

るo''"/

こ の よ うな状況 は,独 立 専 門 の情 報 処理 業 の発 生 を遅 らせ る と同 時 に

情報 とい う経 済 財 の流 通,プ ライ スメ カ ニ ズ ムの 成立 に とって 負 の方 向

に作 用 した と考 え られ るo'

以 上 の よ うにみ て くる と,日 本 に比 して,ア メ リカの情 報 処 理 業 は き

わ め て発 展 しや す い,社 会 ・風 土 。経 済 の フ レー ム ワー ク を も っ ていた

と考 え られ る。

(2}日 本 の情 報 処 理業 の発 展 条 件 の 変 化

日本 の情 報 処 理業 の発 展 過 程 を た どる と,そ こ には情 報 処 理 業 の発展

に とって マ イナ ス に作 用 す る要 因 が あ る こ とが指 摘 され たoと こ ろが,

今 後 の 発 展 方 向 を展 望す る と,必 ず し も従 来 の 単 純 な延 長 と考 え る こ・と

は で きな いo'/[t

そ の 第1の 理 由は 若年 労 働 力 が決 定 的 に不 足 す る こ とで あ るoこ の結

果,労 働 力不 足 が激 化 す る分 野 なか で も 中小企 業,業 種 的 には サ ー ビス

業 。建 設 業 等 で情 報 処理 業 の利用 率 が 向 上 して ゆ くか ら,独 立 の 専 門企

業 に 対 す る需 要 が増 大 して ゆ こ うo
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そ の第2の 理 由 は,社 会 。風 土 的 特 色 とは独 立 的 な 関係 に あ るo科 学

技 術 関 連 分野 で は,専 門 の情 報処 理業 を利 用 した 方 が コ ス ト的 に有 利 で'

あ るか ら,こ の面 で の 需 要 は今 後 ま す ま す拡 大基 調 をた どろ うo

第5は,情 報 処 理 需 要 の増 大 と処 理 能 力 の ギ ャ ップが 発生 す る こ とで

あ るσ 情 報 処 理 の 必 要 性 が 高 ま って くるか ら各 所 で コン ピュー タの導 入

が 進 展 す るが,(∋jnhouseの コ ン ビ=一 一タ で処 理 しきれ な い需 要.②

定 常 的 な処 理 シ ス テ ムに乗 せ に くい イ レギ ュ ラー な需 要,③ 前 項 で 指摘

した と同 様 専 門 会社 に 委 託 した方 が コ ス ト的 に安 価 な情 報 処 理需 要 等 が

発生 し,こ れ らの需 要 は 独立 専門 会 社 の収 益増 大 に寄与 す るo

第4は,医 療 情 報 シス テ ム,社 会 教 育情 報 シス テ ム,防 犯 情報 シ ステ

ム,公 害 防止 情 報 シ ステ ムポ 廃棄 物 処 理 シ ス テ ム,新 都 市交 通 シ ステ ム

な ど国民 の福 祉 を推 進 す る情 報 シ ステ ム に対 す る需要 は強 く,民 間企 業

をは じめ,国 、地 方 公 共 団 体 が積 極 的 に取 り組 み つ つ あるo

こ うした面 で 情 報 処 理 業 の 需要 が拡 大 す る と同 時 に,中 に は シス テ ム

の 開 発 に参 加す る ケー ス も拡 大 しよ うo

第5は 、 通 信 回 線 は 寛 々公社 に よっ て独 占的 に 管 理 ・運 営 さ れ て きft

が 、46年9月 、47年11月 の2度 にわftっ て、 特 定 通信 回tWteよ び

公 衆通 信 回 線 の 自由化 が大 幅 に認 め られ、 両 回線 の相 互 接 続 も可 能 とな

った。 通信 回 線 の 自 由化 は、大 企業 ば か りで な く、 す く'れた マ ンパ ワー

とす ぐれ た技 術 力 を もつ 情 報 処 理 専 門 企業 に も有 利 な経 営環 境 を 形成 す

る こ とに な ろ うo

以 上 の よ うに、 情 報 処 理業 を と りま く環境 は従 来 とは異 な グ、 急速 に

好転 し て きてい る と言 うこ とが で きる。 .

H情 報 処 理 の形 態

こ こで は、 す で に み た 諸 点を ふ まえ つ つ情 報 処 理 の パ タ ー ンとそ の特 色

に つい て概 観 しよ う。

第1は 、.国家 や 行 政 上、 必要 な情 報 処理 で ある。 こ れは 国民 生 活 全 体 の

福 祉 に貢 献す る が、 企業 経 営 採 算 に 乗 りに くい情報 処 理 シ ステ ムで 、 元 と

え ぱ、 気象 情 報 、特 許 情報 、 判 例 情報 、医 療 情報 、 防 犯 情報 、公害 防 止 情
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報,社 会教 育情 報 な どが あげ られ るoこ れ らは グ ロー バ ル な形 で協 力す る

こ とに よっ てそ の利 用価 値 を さ らに 高め る こ とが で き る
oし た が っ て,こ

の情 報 処 理 パ ター ン につ い て は国 内お よび国 外 を問 わ ず 公 共 機 関 が イ ニシ

ア テ ィ ブを とっ て推 進 すべ きで あ るo

第2は.企 業 内 情 報処 理 で あ るoす で に指摘 した よ うに我 国 で は
,こ の

企 業 内情 報処 理 シス テム が き わ め て発 達 してお り,今 後 もζ の特 色 は急 速

に変 化 す る とは考 え られ な いoま た,企 業 集 団 内 で の情 報 処 理 シス テ ムに

つ いて も同 じこ とが言 え るo

第5は,企 業 間情 報 処理 で あるo

この パ ター ンは,① 同業 種,た とえば ,銀 行 間 で の情 報 処 理 シス テ ムで,

水平 的 企業 間情 報 処 理 シス テ ムの開 発,利 用,② メー カー と流通 業 者
,大

手 流 通 業者 と小 売 業 者 等 の よ うに垂 直 的企 業 間借 熟 処 理 シ ステ ムの 開 発
,

利 用 の2つ に大 別 され るo水 平 的企 業 間 情報 処 理 シ ステ ム に して も垂 直 的

企 業 間 情 報 処理 シス テ ム に して も,異 企 業 間で は企 業 機 密 保 持 の 問 題 が あ

るた め,強 力 に利 害 が 一 致す る特 定 目的 に応 じた情 報 処 理 分 野 を除 くと
,

そ れ ほ ど急 速 な進 展 はみ られ な いだ ろ うo

第4は'プ ・セ ス ・'・ン ト・一 ル 型情 報 処理 パ タ一一ンで あ る。 とれ は
,

生 産 プ ロセ ス と情 報 処理 の シ ステ ム が密 接,不 可 分 に一一体 とな っ てい る パ

ター ン で ある
.・ この パ'ター ンには ・NCエ ㈱ 槻M・ を は じめ,石 油化

学 プ ラン トや 製 鉄 プ ラ ン トに い た るま で多 数 存 在す るo

第 欺 大轍 ・きわめて短 期敵 世界で もっと繊 の高 峰 化乾 菜 プ

ラン トを作 吐 げ 餓 剛 ・ このプ ・セス ・・ン ト・一 ル型情綱 理技術

に きわ め てす ぐれ て い る こ とを示 して いる
。つ ま り,我 国 で は,社 会経 済,

企 業 経 営 面 で の情 報処 理 技 術 よ りも ,む しろ,生 産 プ ロセ ス に関 ず る情 報

処 理技 術 が 急速 に 発 達 した とみ る こ ともで きるo'

第5は ・情 報 処 理業 者 に よる情 報 処理 で ある 。'kvaみ た,第2～ 第4の

繍 処 理 パ ・一 ンは ・解 の 生 産(収 集,カ ロエ),疏(伝 達)
,魅
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(消 費 。利 用)の 大 部 分 を企 業 内 ・企業 集 団 内 ・提 携 企業 内 で担 っ てお り,

ま た,第1の パ タ一一ンは,生 産 と流 通 ま で を主 と して行 って い るoこ れ に

対 し,第5の 情 報 処理 業 に よ る情 報 処 理 パ ター ンけ,情 報 の 生 産 。流 通 ・

販 売 の 全過 程 を あ るい け いず れ か の過 程 を専 門 に手 が け るoつ ま り,情 報

(あ る いは 情 報処 理 サー ビ ス)と い う経 済 財 を供 給 す る企業 で あ って,そ

の大 半 が 営 利 企 業 で あるo

情 報 の 生 産 。流 通 。販 売 を司 る情 報処 理業 者 は す で に述 べ られ て い る よ

うに,現 在 の と ころ,シ ンク タン ク業,ソ フ トウ ェア業,情 報 処 理 サ ー ビ

ス業,情 報 提 供 サ ー ビス業 に大 別 され てお り,こ れ らは主 と して情 報 の販

売 形態 に注 目 した 分類 で あ るo・これ に対 し,情 報 の流 通(伝 達)の 技術 的

方 法 が オ フ ・ラ インか オ ン 。ライ ンか に よって,オ フ ・ライ ン情 報 処 理 業

とオ ン ・ラ イ ン情 報 処 理業 に分 類 す る仕 方 も ある。

日本 の情 報 処 理 は 企 業 内 で内鍵 化 す る傾 向 が顕 著 で ある こ と,し か し,

昭 和40年 代 に 入 る と この 傾 向 は持 続 して い る も の の,独 立 専 門の情 報 処

理 業 の 発 展 に と って好都 合 な環 境 が 譲 成 され つ つ あ る ことを す で に指摘 し

たo

そ こで,つ ぎに情 報 処 理 業 発 展 の方 向 とそ の条 件 を簡単 にみ て$・こ うo

① 大 規 模 利 益 の追求 とそ の 条件

情 報 処 理 業 発 展 の 分野 と して,情 報 一経 済 財 一 の 生産,流 通,販 売 に

スケ ー ル,メ リッ トの 作 用す る分 野 の 存 在 が 予 想 され るo

た とえ ば,現 在,情 報 処 理の 中 で,大 きな ウ ェイ トを 占め る情 報 処 理

業 一計 算 セ ン ター につ い て み る と,全 セ ン ター 数 の35%弱 が東 京 都 に,

12%弱 が 大 阪府 に集 中 し てk・b,地 方 では,県 庁 所 在 地 や企 業 の本 支

店 が集 中 す る地 区 に計 算 セ ン ター の設 立 が 多 くみ られ るoし か もこれ ら

の地 区 に は大 規 模 な計算 セ ン ター が 多 く存 在 す る∩ 情 報処 理 業 の需 要 は,

官 公庁 や企 業 の本 部 が集 中 す る大 都 市 に お い て多 く発 生す る,都 市 立 地

型産 業 とい うこ とが で き るoこ の都 市 立 地 型産 業 と しての 特 色 は.通 信
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回線 が情 報 処 理 一デ ー ター通 信 の た め 自 由化 され てい なか った か ら,情

報 処 理業 の マー ケ ッ トは 地域 的 に限 定 され た こ とに よって さ らに倍化 さ

れ たo

こ うして み る と,情 報 処 理 業 に も ス ケー ル メ リ ッ トの存 在 が 推 定 され,

通 信 回線 の 自 由化 に伴 っ て,ま す ま す この可 能 性 は 強 化 され る と言 え るo

ス ケー ル 。メ リッ トが働 く,量 産 。量 販 可 能 な情 報 は,加 工 度 が低 く,

汎 用度 が きわ め て高 い もの で なけ れ ば な らず,ま た,そ の入 手 コ ス トが

低廉 で あ る必 要 が ある と考 え られ るo

② 中 小規 模 の 利 益 の追 求 とそ の条 件

情 報処 理 業 の マー ケ ッ トは 元 来 そ の細 分 性 つ ま り,財 の差 別 性 が無 限

大 に近 いほ ど大 で ある こ とを特 色 と して い るoし たが って,情 報 とい う

経済 財 を対 象 とす る場 合,多 品 種,少 量 生 産で しか も高付 加 価 値 化 を追

求 す る方 向 が 考 え られ るo

す で に第1の 方 向 で は寛 々公 社 や 国際 寛 々をは じ め民 間企 業 数 社 が エ

ン ト リー と してい るが,寛 々公 社 や 国 際寛 々 との 間 に我 国 の 情報 処 理 業

の発 展 に と っ て プ ラ ス とな る有 効 競 争 の ルー ル の確 立 が 急務 とされ よ うo

ま た,第2の 分 野 にお い ては,今 後,ベ ンチ ャー,ビ ジ ネス的 企 業 が多

数 情 報 処 理業 に エ ン トリーす る こ とが予 想 さ れ る。

情 報 処 略 の パ ター ンを み る と以上 の よ うな特 色 が み られ,情 報 処理業

と してみ る と,ス ケ ー ル メ リッ トを 追求 す る 中大 企 業 の 発厚 と,中 小 規

模 の メ リッ トを追 求 す る 中小 企 業 の 発 展 の二 極 分化 傾 向が予 想 され る。

つ ぎに以 上 の よ うな我 国 にお け る情 報 処理 業 の特 色,発 展 方 向 を ふ まえ

て;情 報 処 理業 の 国際 的 展 開 を検 討 してみ よ うo

皿 情 報処 理 の 国 際交 流 の形 態

まず,一 般 的 に み て,情 報 処 理 業 が他 国へ 進 出す る場 合 には,ど の よ う

な条 件 が 進 出国側 に,必 要 で あ るか につ い て検 討 して み よ うo

第1に,情 報 処 理 技術 が 香 れ て いる場 合 が あげ られ る。 これ は ・ 先進 国
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か ら技 術 的 にす ぐれ た重 化 学 工 業 関連 プ ラン トの輸 出 が,発 展 途 上 国 に 向

け て増 大 す る ケー ス と対 比 す る こ とが で きるo

第2に,需 要 量 が 大 きい の で,量 産技 術 にす ぐれ てtSbし た が っ て,コ

ス トが低 い場 合 で あるoた とえ ば,我 国 の家 電 産 業 は とび ぬ け て輸 出比 率

が 高 く,国 際競 争 力 が強 いoこ れ は,家 電 産業 の成 長期 に,国 内お よび国

外 の 両 市 場 に進 出 し,量 産 体 制 を確 立 で きた た め,製 品 コ ス トは 他 国 の追

随 を許 さ な い ほ ど安 価 にな った た め で あ るoこ うした 状 況 は 現 在 の ア メ リ

カの情 報 処理 業 にみ られ るoた とえ ば,地 球 上 に存 在 す る時 差 を利用 した,

グ ロー バ ル な マー ケ ッテ ィン グ戦 略 は 需 要量 の 拡 大 を図 り,情 報 処 理 の 単

位 当 リコ ス トの低 下 を可 能 にす るo

第3は,先 行 投 資 の リス ク と資 金 の 固定 化 に耐 え 得 る場 合 で あ るo情 報

処 理業 におけ る顕 著 な 例 と して,衛 星 通信 の打 止 げ を あげ る こ とが で きるo

膨 大 な宇 宙 開 発 コ ス トを勘 案 す れ ば,衛 星 回 線 を利 用 した 情 報 処 理,提 供

サ ー ビス では採 算 ベ ー スに 乗 らな い こ とは 明 白 で あ るoこ う した開 発 資 金

の先 行 投 資,そ の 資 金 の 固 定 化 に耐 え得 る国 に とっ て,情 報 処 理 業 の対 外

戦 略 は き わ めて 強 力 な も の とな るo

第44,情 報 ス トックが 大 きい場 合 で あるo情 報 の蓄 積 そ れ 自体 は 多額

の コ ス トと長 期 間 を要 す る もの で あ り,情 報 ス トックの大 き さ は,情 報 処

理 業 の競 争 力 を規 定 す る太 きlt要 因 で あるo

第5は,風 土,経 済 シ ステ ムで 共 通性 が大 きい 場 合 で あ るo資 本 進 出の

条 件 につ い て み る と,進 出 国 側 の 情 報 処 理業 におけ る条件 と して,① 国 内

需 要 の 頭 打 ち,② 技 術 の 過 剰 蓄 積,③ 国 際 マ ー 〆 ッ トに進 出 した 方 が量 産

効 果 が で き る場 合,④ 賃 金 の急 速 な 上 昇 が あ る場 合 等 が あげ られ,特 に③

の要 因 は,情 報(処 理)需 要 の マー ケ ッ トの細 分 性 に も とつ くもの で あるo

資本 進 出 を受 け入 れ る側 に は,④ 情 報(処 理)需 要 の速 い 拡 大,② テ ク

ノ ロ ジー.ギ ャ ップ,③ 情 報 処 理業 の 末 成 熟等 が 指 摘 され る。

以 上 の よ うに情報 処 理 の国 際 交 流 の条 件 を列 挙 してみ る と,我 国 の情 報
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処理 業 は ア メ リカに 情報 処 理 技 術,量 産技 術 等 の面 で ギ ャ ッ プが 存在 す る

もの の,日 本 の情 報 処 理 業 の国 際 的 地位 の 上 昇 は 著 る しいo

つ ぎに,日 本 の情 報 処 理 業 の国 際 的 展 開 に つ いて,展 望 してみ よ うo

IV情 報 処 理 業 の 国際 的 展 開 の展 望

(1)海 外 へ の進 出

日本 の情 報 処 理 業 の 国際 的 展 開 の第1の タイ プ は国 連 をは じめ とす る

国 際機 関 との協 力 の も とに,グ ローバ レオ な情 報 シス テ ムの開 発 に参 加

し,そ こで 日本 が リー ダー シッ プ を発揮 して ゆ くと とで あ るoこ れ は,

す で に 国 内 にお い て も公 共 機 関 主導 型 の 情 報処 理 パ ター ン として 分類 し

た もの に相 当す る もの で当 面気 象情 報,公 害(海 洋 。大気)情 報,犯 罪

情 報 等 の情 報 シ ステ ムの開 発 が 考 え られ,こ れ らは,世 界全 体 の ウエ ル

フ ェア ー の増 進 に寄 与 す るo

第2の タ イ プ と して,発 展 途 上 国へ の進 出が あげ られ るo周 知 の通b,

東 南 ア ジア を は じめ とす る発 展 途上 国 は第 一 次 産業 の ウ ェイ トが きわ め

て高 く,工 業 化 へ の道 が真 剣 に模 索 され てい る実 情 に あ るo発 展 途 上 国

の 多 くは 工 業 化 を促 進 す る た め,鉄 鋼 。石 油 化 学 な どは じ め とす る各種

プ ラン トの輸 入 を促 進 してい るが,プ ラン トの運 営 が 孤 立化 し,一 国全

体の 経 済 組 織 の分 業関 係 を育 成 で きない,い わ ゆ る"二飛 地経 済"の 問 題

が 発 生 して い るo

.しか し,発 展途 上 国 と しては 今 後 ともプ ラン トの輸 入,イ ン フ ラ ス ト

ラ ッチ ャー の整 備 を図 り,そ れ とと も に農 業 革 命 に 力 を入 れ,一 国経 済

の テ イ クオ フを 実 現す るた めに 努 力 を傾注 して ゆ くこ とに な るo

した が って,我 国 は,① 各 種 プ ラン トπ内 包 され た,プ ロセ ス,コ ン

トロー ル 型情 報 処 理 シ ステ ムの輸 出,② イ ン フ ラス トラク チ ャーの 中 で

通 信設 備 に関 連 した 情 報処 理 技 術 の輸 出 等 に さ しあ た り力 を入 れ て ゆ く

と同 時 に,発 展 途 上 国 の情 報 処 理 技 術者 の教 育 に努 力す る こ とが 我 国 の

情 報 処理 業 の国 際 的 展 開 を容 易 にす るで あ ろ う。
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以 上 の ほか,発 展塗 上 国 にお い ては 官庁 を は じめ と し大 量 情 報 処 理 の

発 生 す る とこ ろでは ・ン ピ一 夕の導 入 も進 みつ つ あ り・ しか も・発 展

途 上 国 が この方 面 で我 国 に期 待 す る とこ ろ も大 き く,ハ ー ドウ ェアば か

りで な く,そ れ に伴 って情 報 処 理業 の進 出が 予 想 され るo

第3に,欧 米企業 と日本の企業 とが提携 して,国 際的展開 をとげてゆ

くタ イ プ を考 え る こ とが で きるo

(2)海 外 か らの進 入

海 外 か らの進 入 に 目を向 け てみ よ うo、

海 外 か らの情 報 処 理業 の進 入 の ・『ター ンを大 雑 把 にみ る と,① 医 療 ・

科 学技 術文 献検 サ ー ビス業 者 の 進 出(提 携).②Tssサ ー ビス業 者 の

進 出(提 携),③ 金 融機 関 や大 学 コ ンサ ル タ ン ト会 社 と提 携す る形 で の

シ ンク タ ンク の進 出等 が あ り,昭 和51年4月 か ら情 報 処 理業 の 資 本 自

由化 を契機 に さ らに各 種 の 進 出が予 想 さ れ る。

しか し,次 の理 由か ら情 報処 理業 の我 国へ の進 出は,資 本 自由化 に な 、

って も,そ れ ほ ど急 速 な進 出 は な く,.た とえ 進 出 して きた と して も我 国

で支 配 的 な シ ェア を澄 さめ る こ とは な い と考 え られ るo第1は,す で に

み た とむ り,我 国 で は,企 業 内情 報 処 理 シ ステ ムあ るい は 企茉 集 団 内 情

報 シス テ ムが 大 きな 力 を もって い る た め で あ るo・,t

第2は,シ ンク タン ク につ い て は 大 企業 が系 列 シ ンク タ ンクの 育 成 に

力 を 入 れ てい るo

第5は,ス ケー ル 。メ リ ッ トの 働 く情 報 処 理 。提 供 サー ビス の分 野 で

は 寛 々公 社 が 存 在 す る こ とで あるo

第4は,す で にみ た とお り,特 にア メ リカを中 心 とす る先 進 諸 国 と我

国 との 間 に は経 営 シス テ ム 。文化 ・風土 。経 済 の フ.レー ム ワー ク に大 き

な差 異 が 存 在 す るか らで あ るo

以 上 の よ うにみ て くる と,情 報 処 理 業 の テ ク ノ ロ ジー 。ギ ャ ップが 解

消 して ゆ くにつ れ て,我 国 の情 報処 理 業 が発 展 途上 国ば か りで な く,先
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進諸 国 に進 出 して ゆ くこ と も充 分可 能 と考 え られ るo

V問 題点

最 後 に,我 国情 報 処 理業 の国 際 的 展 開 を展 望 す る場 合の 問 題 点 につ い て

い くつ か 指摘 して お ζ うo

まず第1に,情 報 の 性 質 と実 需 の 把 握が あげ られ るoす で に指 摘 した と

お り,情 報 とい う経 済 財 に は,機 密 の 問題,差 別 性 が きわ め て大 きい とい

っ た特 色 が あ って,そ の 実 需 の 把 握 が きわ め て困 難 で あるoし か も,我 国

と社 会 ・風土 。経 済 の フ ンイ ム ソー クの 異 な る国 々 に進 出す る場 合 は,特

に この 点が 重 要 で あるo情 報 処 理業 は,進 出国側 の 経済 ・社 会 ・文 化 等 の

要 素 を分折 調 査 す る こどに よ'っては じめてそ の実 需 を把 握 で きる と考 え ら

れ るか ら,情 報 処 理業 には き わ め て幅 広 い い わゆ る国 際 感 覚が 必 要 とぎれ

るo

第2に,先 行 投 資 の リス ク と 資金 負 担 の 問 題 が あるoこ れ は,上 記 第4

の問題 とも関連ず るが,情 報 の実需 が きわめて把握困難で あるた め トライ

ア ル ア ン ド ・xラ ー的 な先行 投 資 が大 きい と考 え られ るo情 報 処 理 業 が対

外 進 出 の前段 階 と して こ うした先 行 投 資 に耐 え 得 る資金 力 が 必要 とさ れ る。

第1,第2の 問題 は経 営 的問 題 に属 す る と考 え られ,こ れ らのほ か,

第5に,技 術 的 問 題 が 指 摘 され るoし か し我 国に も,優 れ た大 規 模 シ ス テ

ムが 稼 働 して い る こ とか ら技 術 的 ノ ウ ・ハ ウ不 足 が それ 程大 きい と考 え る

必 要 は ない と考 え られ るo技 術 的 問 題 に お いて 重要 な点 は シス テ ムwsプ ロ

セ ス指 向 か らデ ー タ 。ベー ス に向 いつ つ あ り,汎 用 的 なデ ー タ 。ベー ス ・

シス テ ム技術 の 確 立 が急務 と され る こ とで あるo:「"1

以 上 の問 題 点 をは らみつ つ も我 国 の情 報 処 理業 は;国 内 で の急 速 な 発展

と国際的 に飛 躍 で き る段階 に達 してい る と言 え よ うo
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W情 報処理教育に関する提言

産業 の知識 集約化や情報 化社 会の実現 は、 今日わが国が最 も強 い関心 を

示 してい る問題 のひ とつ で あ り、 そのための施策 が逐次推進 されつつ ある。

これ らの実現 のために中心 的 な役割を果す のは、究極的には人間で あるこ

とは明 らかで あり、 その人材 の育成 こそが、 これ らを可能 にす る最重要手

段 である。 しか るに一般 に見 うけ られ る現実の情報処理教育は、 残念 なが

ら未分化の状態 に あるといわ ざるを得ず、 多 くの問題 を含ん でい る。

この重 要 な問題 の改善 には、政府 の積極的 な果断 と政策(そ れ を裏付け

る予算 を含 めて)が 是非 とも必要 で あり、 またそれは産業界 に対す る指標

とい う意味 で もきわめて有 意義 である。以下 に若干政府 に対す る提言 を挙

げ る。

(1)政 府 は、学校教育vateけ る情報処理 教育 について、 その あb方 を再検

討 し、情 報処理教育の充実 をさ らに一層 計 るべ きである。

学校教育における情報処理教 育は、現在職 業高等学校 の一部お よび大学教

育の ご く一部 にお いて、 分散 的、 非系統的 に実施 されているにす ぎない。

一方において情報処理教育はその基礎的思考 をむ しろ初等教育 か ら実施す

べ きであるとの意見 もあ りなが ら、 この問題 は十分に研究 され てい るとは

いい難 い。 情報処理教育 の一般 化は遅 々 としてお り、社会、 産業の情報 化

のテ ンポ よりむ しろ遅 れ気味 の き らいがある。

す でに文 部省の 「情報 処理教育 に関す る会議 」におい ても提言 され てい

る如 く、一般学生に対す る情報処理教育の推進 にもっと拍車 をかけ るべ き

であろ う。そ のために学 校 にお けるコン ピュー タ予算の配分 も、研究 を主

とした計算 センター よりも、 む しろ教育 を主眼 とした一般情報処 理教育セ

ンターに重点的 に切 り換 え る必要 が あろ う。

また財政 的に困難 を訴 えてい る公私立大学 に対す るコン ピュー タ設置 の

積極的助成 も大いに図 られ 左ければな らない。
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これ らの 一連 の 問題 に つ い て、 政 府 は 学校 教 育 に お け る情報 処 理教 育 の1

重 要 性 を再検 討 し、 必要 な施 策 を早 急 に 推進 す ぺ きで あ る。

② 政 府 は、 産 業 界 が広 く利 用 し得 る ような共通 の 一 般的 情 報 処 理 教 育機

関 の 設立 に つ い て、 早 急 に検討 し計 画 を推 進 す ぺ きで あ る。

・ 情 報処 理 教 育 の 必 要 性 を痛 感 しつ つ も
、 自主 的 に 行 な うだけ の 力 と余裕

とを もた ない 中堅 以 下 の企 業 は少 な く ない。 一 方、 既 存 の コ ン ピュー タ ・

メー カー に よる客 先 教 育 は、 そ の役 割 りは大 き く評 価 で き る とは い え、 製

品 教育 を主 眼 と してい るだ け に、 必 ず し も各 企 業 の ニー ズ に よ く適 合 した

教育 を提 供 し'てい る とは い い得 ない。 わ が 国の 場 合、 学 校 は この よ うな対

t

象 に対 して は開放 されてお らず、 またその内容 もニーズに適合 していると

"は いえない
。 また多 くの コンピュー タ ・メー カーが同種 ・同程度の教育に

重複的 に投 資 を重 ね てい ることは経済的に も好 ま しいことでは ない。

この ような実状 に対 して、政府 は、 多数の企業 が共同 で広 く利用 し得 る

ような信頼 すべ き教育機関 の設立 について、積極 的に検討 し推進す ること

が望 まれ る。

なお、 現在 の(財)情 報処理研修 セ ンター は高度 の専門要員の育成につ

いては高い評価 を受けてい るが、 その収容能力は きわめて限定 されてお り、

専門要員以外 の多数 の基礎 教育程度の対象は考慮 されてい ない。従 って①

、上記の量的 な問題 に対処す るための公共的教育機 関 を新設す るか、②上記

研修 センター を根本的 に改組 して、 より巾広 い教育対象 を取 扱 うようにす

る ことが必要 で ある。

(3)政 府 は、産業界 におけ る情 報処理教育の内容 お よび方法 について研究

を促進 し、 その あるべ き方向 を示す とともに、 で き得れば標準的水準

(カ リキュ ラム)を 開発す ることが望 ま しい。

情報処理教育は比較的最 近 に起 って きた新 しい問題 で あ り、 その内容、

水準、 方法等 につ いては多 くの議論が あ り、大部 分の教育機関 においては

未 だ試行錯 誤の域 を出 ないのが実情 である。 また、その教育がほ とん ど企
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業 内教育 とい う形 で行 なわれ ることか ら、 教育 の あ り方、 教育投 資、教育

効果 の点 で問題 な しとはいえ ない。

産業 構造審議会人間能 力部会 において も、 企業教 育の開発等 につ いて数

々の有益 な提言 が なされ てい るが、 知識 集約型 産業 の典型 ともいわれ る情

報産業 にお いて、 能力開発 の源泉 た る教育の内容、水準、 方法等 につ いて、

政府 がすすんで開発 にあた り、準処 し得 べ き指標の ご ときもの を設定 す る

必要 が ある。

また、企業 におけ る教 育の投 資対効率 の問題 につ いても、 シス テム的手

法 を もって解 明 し、標準的 なモデルを開発 して もらいたいもので ある。

(4}政 府 は、将来 にわた り情報産業 の分野vaas・いて必要 とす る技術 者の需

要予測 を行 ない、そ のあるべ き技術 水準 を把握 してお くぺ きで ある。

来 るべ き情 報化社会の到来 にそ なえ、 これに対処 す るための情報処理技

術者の 需要 は きわめて大 きい。 過去 において も技術 者の需要予測 が行 なわ

れたが、 間歓的 であったため に連続性 に乏 しい。 今後は定期的 に技術者 の

需要予測 を行 ない、 実態 との間の ギャ ップを適 確に把握 し、かつ、 それ ら

の技術的水 準 を計数的に予測す ることに より、 現在 ・将来 にむけ る全体 と

して必要 な教育の質 と量 とを検討 す るこ とがで きる。 また、 教育媒体別 に

よる教育 の担 当分野 を検討 す るこ とも必要 であろ う。

(5)情 報処 理技術 者試験制度 を推 進 し、そ の資格 の取得 に対 して、 よb-一・

層権威 あ らしめる よう配慮 すべ きである。

情報処理技術者試験制度 が昭和44年 度 に発足 して以来、 すでva13200

人 に上 る合格者 を出 し、 この制 度 もほぼ定着 した感 がある。 しか しなが ら、

この試験制 度が資格試験 でな く認定試験 である こと、 合格率 が非常 に低 い

こと、 紙上 試験 であ り実技試験 でないこと、情報処 理技術の進歩が 日進 月

歩で あるこ となどの理 由か ら、 多 くの意見 が よせ られた こと も事実 で あっ

たが、 今 日ではほぼ定着 し、世 界 で もきわめてユニー クな制度 と して各国

か ら関心 を よせ られ るところ となっている。

一59一



今後 この制度 を一層推進 しその権威 を更に高めるために も、政府 は格段

の配慮 を払 う必要があろ う。 た とえば、 情報処理業におけ る一定数の有 資

格 者の確保、 官公庁 ・公共団体 にお・ける有資格者 の積極的 登用 ・優遇、 さ

らに民間企業において も有資格 者の格付け ・優遇、 新規採 用時 の配慮等、

積極的 な配慮が望まれ る次第 で ある。
り
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珊 情 報 の 安 全 な 維 持 管 理

1基 本的 考 え方

現 在 の社会 、産 業 社 会 は 物 質 的 繁栄 や 、 それ よ り生 ず る大 量 消 費 へ の指

向 が認 め られ た。 これ に対 し次 の段 階 の社 △ にお い て は 、頚 在 の欲 求 充足

を 更 に要求 す る ことは 勿論 、余 暇 へ の期待 、 福祉 社 ξ二指 向 、精 神 的豊 か さ

を強 く追求 す る と考 え られ る。

国 民 の願望 は、 省 資源 、 知 識 集 約 産 業構 造 の 中 で新 しい牛活 、 文 化構 造

を調 和 させ た活 力 あ る梧祉 社 会 、新 しい型 の豊 か な社 会、 高度 の選 択 性 を

も った 自由 と誰 和 の あ る成 熟社 会 に あ る。

一 方 、 この様 な社 会 では 、 情報 が重 視 され そ れ よ り予測 や計画 の精緻 化

に よ り、 各 社会 的 レベ ルに 土'ける管 理 ホ 能 が 向上 す る。 噴たそ れ と平 行 し

て、情 報 や知 識 を扱 う専 門職 や 組絆 が拾 頭 し、 これ らに よる支汗 が 亭 交 る

可 能性 が 生 じて くる 。

また、 この情報 の集 収 、 処 理 、 提 供箏 の枝術 は 、 コ ン ピュ ー ター ●テ ク

ノ ロジ ーの利 用 に よ り極 め て 強力 と 左 り、所 謂 情 事化 の光 、 メ リッ トとと

もに情 報化 の 影 デ メ リッ トが生 じて くる。

情 報 化 の デ メ リッ トと して産 れ て くる管 理 社4・は 市民 の 「自由 の抑 圧」

デ モ ク ラシ ーの 成長 を阻 害 す る 「少数 エ リー トの独 裁 」 入恒 性 の喪 失 を き

たす 「和 様 中心 主 義 」 管 理 シス テ ムの 中央 集 中 に よる 「直一 性 の増 大 」 弁

ど を内在 とす る。情 報 化 の 推 進 に 当 っては そ の光 ・メ リッ トの み で 方 く、

影'デ メ リッ トを充 分検 討 し、 予 め そ の防 除 の対策 を構 じて穿・・く必 要 が あ

る 。

情 報 処 理 サ ー ビス菜 箸 は 、 恒 報化 の必 理性 よ りその マ ーケ ッ トを創 造 し

つつそ の需 要 を満 足 させ て、情 報 化 を推 進 す る役 割 を果 す もの で あ る。 従

って当然 、情 報 処 理 サ ー ビス業 苦 は精 穀化 の メ リッ トとデ メ リッ トの両 者
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を荷 うもの で あ る か ら、 この産業 の育成 に あた っては 、 特 に管理 社 会 の デ

メ リッ トを如 何 に減 少 せ しめ るか を充分 考顕 す る必 要 が あ る。

2情 報化 に よる副 次的 マ イナ ス効果

情 報化 は 、副 次的 に管理 社会 と しての デ メ リッ トを 内蔵 す る。 この様 な

副 次 的 マ イ ナス効 果 を挙 げ る と次 の様 な ものが あ る。

日)情 報処 理 シス テ ムが 管理 社会 の制 御 シス テ ムの 一環 を形 成 す る。

情 報処 理 シ ス テ ムは、 シ ステ ム 自体 の 目標 とは無 関係 に、 制御 シス テ

ム の一環 を形 成 して い る。例 えば 、入事 管理 の た め の最適 システ ムをつ

くる とし て も従 業 員 の プ ライ バ シーを犯 す おそ れが あ り、 ま た 自発 的 情

報提 供 が行 わ れ た と して も、 シ ステ ム提 供者 と管 理槙 構 との間 の利 用 目

的 の 乖離 が な い とは いえ ない。 これ は国民 総 背 番号 制 に つ い て も、 国民

の迅 速'正 確 な情報 検 索 とい うメ リッ トと国 家権 力 に よる思想 ・行 動管

理 を可能 に す る デ メ リッ トが あ る。

(2)情 報 の ス プ ロー ル化 現象 が 生 ず る。

情報 の生 産 や流 通 が 自由放 任 のま ま進 行 す る と、不 必 要 な情報 が氾濫

し、社 会 的 に必 要 な情報 の 入手 が 困難 に な る。

例 え ば、 各 種 マ ス メデ ィ アを通 じて流 さ れ る消 費情 報 の氾濫 に比 し、

生産 情 報 は一般 に公 開 され て いない為 、 消 費動 向 に つ い て無 用 なパ ニ ッ

ク状態 が生.じ た りす る。

この様 に無秩 序 で ア ン バ ランス な情 報 の氾 濫 を情報 の ス プ ロール化 現

象 と呼 ん で い る。 この様 な現 象 は 人 間 の豊 か な安 定 した生 活 の欲 求 と相

反 す る もの で あ る。

(3}情 報 処 理 シ ステ ムの高度 化 と精神 の豊 か さの喪 失

情 報 処 理 シ ステ ムの高 度化 は 、定 量 的'数 値 的転 換 が 不可 能 ま た は困

難 な情 報 の 無 視 また は 、軽 視 を もた らす文 化 的 風土 を生 ず る危険 が あ る
。

各 種 の冗 長 度 の大 きな もの に コン ピュ ー タ'テ ク ノ ロジ ーの特性 よ り排
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除 され が ち な ことは、 入 間 の感性 や精 神 的 安 定 な どの心 の豊 か さ の喪 失

に つ な が る可 能 性 が あ る。

(4}プ ライ バ シ ー問 題

既 に④ 項 にエ・い てふ れ た様 に、 管理 社会 の基 本 的 マ イ ナス効果 で あ り

コ ン ピュー タ'テ ク ノ ロ ジーに よ り問題 の 生 じや す い環 境 に おか れ る こ

ととな った。 国民 の個 人 情 報 は 、 国 家 や地 方 自治体 或 い は民 間 企 業 の コ

ン ピュ ー タ記憶 に貯 蔵 され る粒会 が 多 くた って きてい る。 こ うし た個 人

情 報 の集 中 化 が進 行 す る と、 住民 登録 、 職歴 、 病歴 、税 金 、投 票歴 な ど

が 全部 、各 人 の 個人 デー タ ・ファ イル に記憶 さ れ る とい うこ とが 実現 可

能 に な る。

この様 に国 民 個 人 の デ ー タの集 中管 理 、 も'しくは そ の乱 用 や誤 用 か ら

いか 口 して値 入 の プ ライ バ シ ーを保 護 す るかは 、重 大問簡 であ る。

亡 の梯 な情 報化 の マ イ ナ ス効果 を、 情報 処 理 サ ー ビス羊等 は、 充 分 研

究 して うけ とめ なけ れ ば な らない 。情 報 処 理 サ ー ビス業 等 は 、情報 処 理

シ ス テ ム、情 報 自身 で 去 るデ ー タの集 積 が ある わけ で あ り、 これ鶴 間 題

の渦 中 に あ る と言 わ な け れ ば な ら若い。

の

＼

5情 報 化 の安 全対 策 の基 本

情 報化 はプラスの面、 マイナスの面を有 し、マイ ナ ス面 の一 、二 につ い て秦

察 した が 、 これ らを如 何 に カバ ーす るか が安 全対 策 で あろ う,そ の異 本 に

なる考 え方 に つ い て述 べ る。 ・

{P情 報 マイ ン ドの育成

情報 化 は 、 よ り快 適 左豊 か な生 活、 社 会 の追 求 の ため の 手段 で あ り、

そ れ 自体 は 目標 では ない 。 そ の手段 は コ ン ピュ ー タ'テ ク ノ ロジ ー を中

心 と した情 報化 テ ク ノ ロ ジ ーで あ り、工学 的 知識 体 系 に属 してい る。 し

か しなが ら、 そ の 目標 は 、個人 や社 会 の意 識 や 生活 様 式 で あ り、 非 工 学

的 在 存 で あ る。従 って、両 者 の調 和 あ る理 解 を井 本 と したテ ク ノ ロジ 一
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ア セ ス メ ン トが必 要 で あ るく

また 、 国民 が各 種 の 情報 技術 を正 し く理 解 し、積 極 的 に プ ラスの面 と し

て利用 で き るため には、 国民 り必要 を満 たす べ き情 報 を国 民 自 らが利 用

で きる能 力 を抗 え て い なけ れば な らない。 この ため に は学校 教 育 に お い

て も中老 年 り社 会 教 育 に おい て も、 適 当 な教科 課 程 を設 け る こと も必要

で めろ う。 この際注 意 すべ きで め る のは、 恒 報 マ イ ン ドの 育成 は情 報 桜

器 の操 作 や ソ フ トウエ ア の面 に限 られ るべ き もので は な く、 情報 の 本質

や社 会 的 意義 に つい ての 広 い 包括 的 な理解 力 を高め る こ とが必 要 で ち る。

(2)法 律 的 歯止 め

情義 の独 占 が権 力 の独 占 に通 じ、権 力 、 組織 に よる過 度 の秘 密 主義 と

個人 情報 の管 理 が民 主 主 義 の原 理 と対 立 す る もの で あ り、 少数 エ リー ト

に よる独裁 を助長 す る もの で ら るこ とは 、明 らか で め り、 これ等 に対 す

る施策 が 必要 で ら る。 ま た、新 しい技術 と して む コン ピュ ー タ'テ ク ノ

ロ ジー は、 そ れ を荊 帰 した新 しい犯罪 を已 ん で い る、 恒 報 処理 技 術 の進

歩 と、情 報化 の 拡大 は 急速 で ≧)り、 これ まで の紘密 保 護 の法体 系 の み で
、

は 、 カバ ー しきれ ない ケ ース が出 現 しつ つ ら るの で あ り、法 的 整備 が必

要 で め る。

これ等 の為 に、 まず情 報 化 マイ ン ドを浸透 し、 また、情 報 処理 に携 わ

る人、企 来 、固 体 の倫 理観 の高 揚 が 必要 で むろ う。 つい で、情 報 処 理 技

術 の セ ー フが カ ー ドの ら り万 に つ き充分 の論議 を た し、 その監 視 転 関 を

設 け る等 の手段 を 講 じつ つ、 新 しい 情報 に関 す る立法 を若 殿 す べ きで あ

ろ う。

一一64-一

⑱

■

畢

亀



σ

白

K情 報 処 理 サ ー ビス 菜 等 の'濃密 保 持 対策

1機 密 の特 徴

情 報 処 理 サー ビス業 に お い て取 扱 う機密 とは 何 か とい う こ とは 非 常に難

問 で あ る。

「プ ライ バ シー を侵 害 す るお そ れ の ある デー ター」 「国民 等 権 力 の統 制

を 助成 す る可 能 性 あ るデ ー タ」 「企 業桜 密 」 「国 家機 密 」

等 々の デー タと

「企 業 違営 、 国 防 造 用等 の シ ス テ ム、 あ るい は ソ フ トウエ ア」

等 々の シ ステ ム と考 え られ てい るの が適 例 で あ る。 具 体的 には ど の シ.ステ

ム、 どの デ ー タが弦密 で あ るか は 、

0過 去 の経 験 よ りの 常識 的 認 定

o当 事者 と情報 処 理 企 業 との間 の契 約 に よる。

に ま た な けれ ば な らない。

後 者 の よ うに、契 約 に よ り"こ れ これ の デ ー タ"ま たは"シ ス テムの こ

の範 囲"が 秘 密 て あ る と文章 に よ り明確 に なってい れ ば楡 密保 護 上 、対 象

が把 握 しやす い。 しか し現 実 には 、弦 密 の対象 が きわめ て漠 然 と し、垣 去

の経験 よ り常識 的 に判断 して お り、 そ の解 釈 につ い て紛争 の種 と なる おそ

れ が あ るの が実情 で あ る。

例 えば、 刑法 第154条 の秘 密 漏 泄 に対 す る罰 則 にお・い て も、 「故 老当

其 業務 上取扱 い た る こ とに つ い て知 りえ た秘 密」 とあ り、秘 密 とは何 か 、

の 定義 は ない。 また 、国 家 公務 員 法第100朱 、 地 方 公 務 員法 第54条 に

∵ い て も 「職 業 上知 る こ との で きた秘密 」 とあ りこ こに も秘 密 の定 義 は な

い 統 計 法 第14条 にお い て も 「人 、 法人 または そ の他 の 団体 の秘 密 に属

す る事項 」 とあ り、 これ も前述 同ぴ で ある,民 間 各社 に おい て も、 桜 密保

護 上 、振 密 の定義 を具 体 的 に 明確 に して い る ところ は少 ない 。

続 審 は 「どの 事項 が そ れ に該 当 す るのか 、 また、 そ の取扱 い を ど うす る
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のか」 を定 め な い で、 伝密 保諌 問 題 を語 る ことは 無意 味 に近 い
。 従 って、

情 報 処理 ヴ ー ビス業 者 が顧客 の デー タ処 理 を受 託 す る ときは、 機密 に 関す

る厳 密 左定 義 を含 ん だ 契 約 が必要 で あ る、'

情報 処 理企 業 の特 性 と してさ らに複雑 なこ とは 、A企 業 で秘 密 で ない デ

ー タが・情 報 処理 企 業 に入 手 され・ そ の デ ー タを 利用 す るこ とに よ りB企

業 の 秘密 とす る こ とに抵 触 し、 ま たは、 プ ラ イバ シー の侵 害 に なる事 があ

り うる こ とで ゐ る。 この 問題 は 、個 別企 業 内 、 個別 官庁 内 で の桜 密 保護 問

題 以 上 に や っか い な特殊 性 の め る こ とを示 して い る。

次 み 儲 処 理 企 業 に 紺 る磁 密保護 問 題 が、 他企 業 のそ れ と異 な る点 に

以 下 む 恒 な ことが あ る。複 数 の ソース の こ とな る デ ー タが集積 し
、新 しい

観 点 で加 工 して生 じた情 報 は 、全 く元 デ ー タ と価 値 をかえ猿 轡 性 の強 い デ

ー タ とな り うる可 能性 の あ る点 で あ る
。従 って、 猿密 の定義 、 デ ー タ、 シ

ステ ムの取 扱 い 方 に つ い て特別 な配慮 が必 要 と な る,

この業 界 は 未 だ形成 され てか ら日浅 く、 ま た コン ピュ ータ'テ ク ノ ロ ジ

ー も社会 全体 に定着 した わけ で も ない
。 この ため の機 密保 護 に関 す る経 験

が 不足 で め り事 前政 策 に つ しへて も、 又万 一楡 密 が 侵 害 された場合 の事 後 処

理 あ るい は法 的 保霞 等 に つい て も充 分 で ない の が実 情 で あ る
,,

、

2プ ラ イバ シ ーの保 護

フ フイ パ シ ー の問 題 は 、企業 機密 等 と本 質 的 に異 なる面 を も
って い る。

プライ バシ ーの保持 は 個 人 と して の基 本的 入権 で あ り
、 個人 記録 の殻 密性

の保 持 は、 た とえ デ ー タ処理 能率 の低 下 とい う犠 牲 をは ら って も受 入 れ る

べ き こ とで?Pり 、 そ の;ixな モ ラル を情 報 処理 企 莱 もシ ステ ム'エ ンジ ニア

も基 本的 義務 と考 え なけ れ ば ならな い。

プラ イバ シ ー を値 入 の 名誉 と比較 して考 え てみ る と
、 名誉 は人 の社会 的

評価 で あ るの に対 し・ プ ラ イバ シーは そ っと してエ・い てほ しい とい う人 の

心 の平 穏 そ の もの で あ る。 従 って 名誉 毅損 にお いて は、 真 実性 お よび相 当
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性 の立 証 が φれ ば 免責 され る こ とが め るが、 プ ライ バシ ー侵 害 にお い ては、

た とえ真 実 であ って も私事 を公開 す る こと 自体 が入 の精神 感 情 を害 し、 責

任 を成 立 せ しめ る もの であ る。

従 って情報 処理 企 業 は個 人 情 報 の処 理 を行 う以 上 プ ライバ シーの保 持 に

つ いて は あ らゆ る犠 牲 をは ら って も行 なわ なけ れ ば な らな い
。

プ .ライ バ シー保 護 の た めの 基本 的考 え 方は

(11プ ラ イバ シー尊 重 に対 しては 、 公共 の福 祉 の みが優 先 し 公 共 機 関 や

私 企 業 の利 益 は優 先 しな い等 で あ ろ う,,

② デ ー タ所 有 者 は 、完 全 な所有 権 を有 す るの で は な く、 デ ー タ該 当者 は

潜 在 的 主 権 を有 す。

③ 法 あ る いは契 約 に も とず か ない デー タ収集 移 動 加 工 作成 を行 なわ ない
。

(4}自 己 の デ ー タが意 図 に 反 しまた は不 利 益 に なる様 な収 集 移 動、 加 工 が

行 わ れ た場合 取 消 を求 め る権 利 を有 す。

(5)デ ー ぞ所 有 者 は そ の デ ー タの存在 と消滅 に責任 を負 う。

(6)デ ー タ所 有者 は 、不 法 な収集 移 動 加 工 に よ って 生 ず る個人 の 直接 ・間

接 の損 害 に 険 し無 条件 で責 任 を負 う

3機 密 侵 害 の 態様

現 在考 え られ て い る桜 密 侵 害 の態様 は、 次 の三 つ で あ る,、

a盗 用 等 に よる機 密 の漏 洩

現 在 情 報 の楡 密保 護 対策 と して論 ぜ られて い る もの の多 くは機 密漏 洩

で あ る。 機 密 の 漏 洩 は、 情 報 の 含 ま れ てい る 物体 そ の もの の窃 盗
、複 写

に よ る盗用 ・ 従 来 員 の 買 収 や 引抜 き、 盗聴等 あ らゆ る手 段 で行 な わ れ る

可 能 性 が あ る。

吾 国 ではA雑 誌 出版 社 が 顧客 名 簿 の 整理 をB計 算 セ ンタ ーに依 頼 して

い た が、 入雑 誌 出版 社 は、 購 読 者 リス トを収 め た磁 気 テ ー プ を入 手 し
、

告 訴 され た事 件 が あ る,,
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また米 国 で は、UCq社 の従 莱 貝 がIbD社 の開 発 した フロ ツテ イン

ク ・ プ ロ グ ラ ム をISDの キ ー コー ドに よ り20,000,一 ドル 相 当の

ノ ウハ ウを電 話 回ぷ を利 用 して盗 み 出 す事 件 が生 じ審 理 甲 で あ る。

b桜 密 の滅 失 ・破畷

情 報 処理 の過程 で微密 デー タの滅 失 、破 瑳 が 生 じ偏 る可 能性 が ら る,,

これは 過失 あ るいは悪 意 の オ ペ レ ー シ ョン'ミ ス等 に よる人為 的 な もの

と 、地震 、 火災 等 の 自然 現 象 に よ る もの とが あ る,,

国防 省 空車 統 計 局 の火災 事 故 に よ り磁 気 テ ー プ7,000巻 以 上 が焼 失

し、2～5千 万 ドル の損 害 を生 じてい る。 また、 ダ ウ ●ケ ミカル では反

戦 クル ー プ メ ンバ ー に よ り故意 に磁 気 テー プ のデ ー タを磁石 に よ って 消

失 され 、10万 ドル に の ぼ る損 失 が生 じた こ とが報告 され てい る。

c誤 情 報

誤 情 報 は 椋密 デー タの侵 害 とい う意味 で重 大 な因子 で あ る。

例 え ば、 米 国 にお け る クレ ジ ソ ト等 の誤 情報 に よ り銀行 取 引 停止 を う

け重 大 な損 害 を個人 が うけ た例 が報 告 さ れ て い る。

、

▲

4版 密 保 護 の基 本対策

情 報 処理 サ ー ビス菜 箸 に お け る穣 密 保護 対 策 に つい ては 、 理想 に近 い万

全 の対 策 を直 ちに 見出 しか つ推進 す る こ とに は か な りの困 難 が あ る。 しか

しな が ら、 この問題 の重 要 性 と業界 の情 報 化社 会 に 白け る先 導 的役 割 を念

頭 に 道 け ば、 多 少 の 困難 が め って も対 策 の弘化K力 を注 ぐ必要 が あ り、 こ

の意味 か ら、 まず 当面 以 下 の事 項 を と りあけ て基 本対策 と し、 そ の実 現 に

努 力 を傾 注 しな けれ ぱ な らない。

① 倫 理 の高揚 をは か る こと

情報 の安 全 性 と擬 密 性 確 保 に対 す る信 用確 立 の ため に は、 この 莱界 に

属 す る経 営 者 ・従 来 只 の すべ て が、 倫 理 の高揚 をは か る こ とを 自覚 しな

け れば な らない 。
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暢 密保 護 を包含 す る、 よ り広 範 な視野 か ら、 「倫 理綱 領」 な どの ご と

き もの を制 定 し、業 界 内 部 にお け る行 動指 針 と して、 ひ い ては 情 報 化 社

会 に お・け る情報 処理 の秩 序 維 持 の支柱 と して、 そ の遵 守 ・普 遍化 をは か

る べ きで あ る と考 え る。

② 機密 保 護 管 理基 準 を定 め る こ と

情 報 の機 密保 護 の具 体 的 実 現 の決 め手 に 法るの は、情 報媒 体 の取 扱 い

を 中心 とす る処理 手続 き な らび に管 理 経 営 上 の規律 ・規範 で あ る とい う

こ と がで き よ う。 この 規範 あ るい は管 理 面 の行 動 基準 と して、 「管 理 基

準 」 を設 定 し、 そ の普 及 、徹 底 をは か る こ とが必 要 で あ る.

桜 密保 護 にか ん す る管理 面 の諸 対策 あ るい は方 法論 に つい て は業 界 各

社 と も未経 験 か つ研 究 不 足 の方 合 が多 く、 考 え万'取 扱 い万 も区 々で あ

り、抽 象 的'観 念 的 な呼 び かけ だ け では、 具 体的 に実効 あ る造 営 対策 は

容 易 に採 用 され ない可能 性 もあ る。 管 理 基 準 は、 これ に対 して具 佐的 行

動 基 準 を明示 す る とと もに、 個 々に詳 細 な説 明 と例 示 を も含 ませ 、業 界

各 社 が対策 の内容 を容易 に納 得 し得 る よ うに し、 業界 全体 の管 理 水 準 向

上 に寄.与 しよ うとす る もの で あ る,、

通 産 省 では47年 度 か ら 「情 報処 理 サー ビス企 業等 台帳 制 度 」 を発 足

させ てい る。この概 要 は 、 全国 約500所 の事 業所 を 対象 に、 桔 報 処理 サ

ー ビス企 業 お よび ソフ トワエ ア業 の実 態
、 と くに桜 密保 護 に関 す る実 態

を調 査 して台帳 を作成 し、 そ れ を ユー ザ ーに閲 覧 させ る もの で あ る。 と

れ は業 界 、 と くに機 密 保 護 対 策 に適 切 な基準 をみ い だせ 安い 中小 の情報

処 理 サー ビス業 者等 にひ とつ の努 力 目標 を与 え てそ の体 質 向 上 を図 る 目

的 を もつ もの と考 え られ るが 、 こ う した国 の施策 に対応 す る情報 処理 サ

ー ビス業 界 の 自主 的 な万策 と して
、 この管 理 基準 は 評価 され るべ きで あ

ろ う。

なお 管理 基準 は、 情報 処理 の激 しい進 歩'変 革 に対 応 し、一 旦 定 め た

後 も、業 界 各社 の実態 と環 境 の変 化 に合 せ て、 逐次 改訂 を加 え てい くこ
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とが必 要 で あろ う。

③ 秘 密保 護 に有 効 な技術 的 対策 の普 及 をは か る こ と

上 記 官 理 煙 管 上 の対 策 に加 え て、 情 報 処 理過 程 にお け る技 術 的 手 法 が

極 め て効 果 的 な場 合 が 考 え られ る。

現 在 の情 報処 理形 態 が パ ッチ処理 主 体 で め る こと や、手 法 研究 の不 十

分 さ もあ'、て、 現 状 は技 術 的手 法 に よ り管 理 手 法 の万 が そ の有効 度 にお

い て優 先 して い るが、 オ ン ライ ンの普 及 、 通 信 回線 の利 用度 向上 に伴 い

技 術 的 手法 の有 効 性 は 今後 大 き く高 ま るで あろ う。

機密 保 護 の技 術 手 法 に つい ては 、今 の と ころ ア メ リカ等 の事例 を 中心

に各種 の方法 が紹 介 さ れ てい る。 そ れ らの導 入 κ加 え て、 わが 国情 報処

理 の実態 に合 せ た改 良 や新 規 開発 も必 要 で あろ うか ら、 そ の普 及 には 若

干 の時 間 を要 す るが 、 業界 と して 自主 的 に手法 の収集 ・研 究 を進 め 、適

用 条件等 の解 説 を も加 え て、紹 介'指 導'普 及 等 の対 策 に力 を入 れ なけ

れ ば な ら ない。

@顧 客 お よび第 三者 に 協力 を求 め る こ と。

機 密 保 護 は、 情報 処 理 サー ビス業 界 各 社 が 努 力 す るのみ では、決 して

そ の 万 全 を期 す る こ とは で きない 。顧 客 な らび に第三 者 の深 い理 解 と

力 が必 要 で あ り、 さ らに い え ぱ、 法律 面 の整 備 や社 会 頬 境 の醸 成があっ

て 、は じめ て 業界 の努 力 も生 きて くる もの とい うべ きで めろ う。

情報 処理 サ ー ビス業 が取 扱 う情報 の性 格 か ら考 え る と、機密 の 定義

範 囲 の確 定 、 管理 ・技 術 両 面 にお け る対策 の実 行 、契 約 の問題 等 、いず

れ を と って も顧客 との密 接 な協力 関 係 を必要 とす る。

また、 機 密 保護 の管 理 を強化 す れ ば、 管 理 コス トの増大 は必至 であ

るが これが情報処理 コス トにはね返 ってくる こ とにつ いて も、 十分 な了解

を もとに、適 切 な コス トとの バ ラ ンスを保 持 す る よ うに しなけ れ ば な ら

ないo

上 記 の ような顧客 な らび に第三 者 の理 解 と協 力 は、単 なる個別 の説
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だけ で成 立 し うる もの で な く、 業 界 鴎 の 自律 的 親 告屹 基礎 に して 自然

に形 成 され る社会 的 信 頼 の うえに醸 成 され る もの と信 ず る。

⑤ 情 報 の価値 の確立

従 来 情 報 とい う ものは、 単 なる サ ー ビス と して扱 われ て きた 。洋 服 を

買 う ときに、 どの デ ザ イ ンが最 新 で ある とか 、 あ なたに は この型 の服 が

似合います とかの情報 をわれ われは何 の不 思議 もな く無 料 で受 け と って い る

しか し、現 在 で は ひ とつ の プ ・グ ラムの尻発 に数 億 円 の 費用をかけるこ

とは そ うめ ず ら しい こ とで は な くな りっ つ あ る。 また1個 の磁 気テー・プに

収 め られて い る情 報 に数 億 円 がつ ぎ込 まれ てい る例 もめず ら しくない。

情報 の 機密 保 護 に対 す る基 本 的 な課 題 のひとつは、情報 に対 す るこれまでの

認識 を転 換 し、 これ か らは知 識 や桔報 が非 常に重 要 な役 割 を果 た す社 会

ある こ との理 解 を深 め る こ とで あ る.

この よ うな発 想 に た って こそ 、機 密 保護 の ため の 各種 の対 策 は さ らに

有効 な もの とな り うるの で あ る。

⑥ 法 的 ・行政 的 対 策 に協 力 し、併 せ て理解 を求 め る こ と

情 報 処 理 の高 度化 が わ が国 産業 の振 興 に資 す る と ころが 大 きい との観

点 か ら、情 報 産 業 の 育成 振 興 に つい て 、法 的 ・行 政 的 な施 策 が益 々強 化

され る機 運 に あ るが 、 情報 処 理 サー ビス業 界 は 、 これに積極 的 に協 力 す

る必 要 が あ る。 勿論 あ る程度 の規制 措置 も伴 うで あ ろ うこ とは、 当然 考

慮 に入 れ なけ れ ば な らな い。

機 密 保 護 に関連 す る法 律 的規 制 に は、 当 面、 プ ラ イバ シ ー保護 を中心

とす る棺報 処 理 一 般 の規 制 措置 と、情 報 産業 そ の もの に対 す る直接 的 規

制 の2通 りが考 え られ るが 、 問題 を内包 してお り、 今後検 討 すべ き もの

と判断 され る。

こ の場 合 、 まだ未 熟 で きわ め て流 動 的 段階 に あ る情 報産 業 に

つ い て、各 界 に十分 理 解 を求 め、 「角 を た め て牛 を殺 す」 こ とに なら な

い よ う、 法 的 ・行 政 的 規制 には 十分 な配 慮 を要望 しなげれ ば な らない。
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⑦ 保 険 制 度 の検 討 を行 うこ と

伝 密 保 護 に万 一 の遺 漏 を生 じた場合 、 横 笛 の内容 い かん に よ っては、

そ の損 害 額 が 大 さく、情 報処 理 サー ビス来 た る と顧 客 た る とを問 わず、

そ の補 填 の負 担 に耐 え きれ ない易合 も起 り得 るで あろ う。

この さい の救 済 措 置 と して 、 た とえば利 益 保 険 、 損 害 賠償 保 険 、 あ る

いは 情 報価 値 に対 す る保 険 など保 険 制 度 の開 拓 は 大 きな意義 が あ る もの

と考 え られ る。 ア メ リカ等 に をけ る事 例 を参 考 と し、損 害保 険 業 界 と協

調 して、 この問題 の検 討 を積極 的 に進 め る こ とが 必 要 で あ ろ う。

亀

5入 事 管理

私 企 業 に お い て撤密 保 護 に 関 す る責 任 主:識 とい って も究 極 的 には人 に対

す る信頼 の問題 に帰 す る。機 密 保護 重 視 の ため には 、 格段 の横 笛 保 誇 を中

心 と した職 業倫 理 観 に よる入 事 菅 垣 に対 し配慮 す る要 求 が あ る。

わが国 で公法 的 に繊 密 保 護 を規制 され る職 業 は 、 医療 機関 、 国家 公務 員 、

地 方 公 務員、 弁 護 士 、 公 認 会 計士 、 税 理 士 な どで あ り、公 証 人 、薬 剤師 、

産 婆 等 に も規 制 お よひ罰 則が 適 用 さ れ てい る。 叉た 、 公衆 通 信 に つい て も

機 密 保 訟 の義 務 規程 が ら る,

情 報 処理 サー ビス莱 が これ ら と同等 の社会 的 要求 を うけ て い る事 を 自覚

す る と と もに、 公 的 規制 には実 効 を伴 わ ない もの もあ る ことに鑑 み 、 そ の

育成 促 進 の た め に今後 、 公 法 的 規制 が必 要 とな っ て こ よ うか 、 当面 は ユー

ザ との向 の私 的契 約 看 よび 、栢報 産 業 の社 内規 範 の 整備 に よって人事 管 理

を行 う必要 が あ る。

具 体 的 に は、 次 の よ うな手法 が考 え られ よ う。

a採 用 前 調 査

機 密 保謡 等 前歴 に つい ての慎重 な審査

b教 育 訓練

機 密 の重要 性 と、 そ の保 護 の た めの具 体 的技術 訓練

¶
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"

・ 職 務 分権 お・よび牽 制 組 織

営 業 ・プ ロ グラマー ・オ ペ レ ータ等職 種 別 に分 離 し、 そ れ ぞれ に精 進

させ る とと もに牽制 組織 に よ り機 密 保 護 の立 場 よ り相互 牽 制 可 能 な業 務

処理 手順 を ととの え る。

d責 任 者 の 任 命

機 密保 護 の 責任者 を 設 け る,,

e監 査 お よび罰 則

定 期 的 な監査 とと もに猿轡 保 護 に関 す る罰 則 を設 け て お く

6保 安 設備

情報 処理 ・ト ビス業 苦 は、 コン ピュ ー タ室 に 限 らず鶉 漸 にエれ て、椴

密 情報 式 は シ ステ ムが取 扱 う例 が 多 い た め、 そ の漏洩 を防 ぐため 、 また コ

ン ピュ ー タ"シ ステ ム の安 全 を確保 す るため 外 来老 の受入 れ には 慎重 で な

くては な ら ない。 勿論 従 業 員 に つい て もそ の牽 制 組織 を有効 に働 か す為 み

だ りに他 の職場 に入 室 し ない様 指 導 しなけ れば な らない
。

a入 場 者管 理.

外 来者は、事業所 の入 口の受付 におい て登録 し、入場許可証 を房行せ

しめ る 。

b入 室 者 管 理

コ ン ピ ュ ー タ 室 の 入 室 は と く に 許 可 さ れ た も の に 限 定 し

Memo「ylocksystem・C・ ・dk・y・y・t・m
・ 泣・・ …p・y…in

等 々 に よ り 厳 重 に チ エ ツ ク す る 必 要 が あ る 。

c場 内 監 視

機 密 の 漏 洩 防 止 と 設 備 の 安 全 の た め 、 テ レ ヒ に よ る等 常 に 事 業 所 全 般

を 監 視 す る 必 要 が あ る 。

d保 管 設 備

磁 気 テ ー プ 、 デ ィ ス ク 、 あ る い は 必 要 文 書 、 入 出 力 デ ー タ等 の 火 災
、
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盗難 に対する配慮 を施 した保管設備 を設 け る。出来 うれば遠隔地 に も予

備 保管設備 を設け安全 を期 す。

e防 火設備

火災 の災害 を未然に防 ぐ感知装置 、消火設備 等 を設置 する。

f事 故復 旧対策

万一の事故 の ときも重大事 にいた らず復旧 する為 の諸研究手順等 をあ'

らか じめ定 めてお く必要 が わる。

これ らは複 合的 に設備 荘用する必要 が ある。例 えば、重要 な磁気 テープ

は、必要 な予偏 プアイルをつ くり、保管 設備に入れ るとともに遠隔地 に も

保 管 し、火災、天災等 に もそ なえ る必要 が あろ う,,ま た設備 の違用は人 で

あ り、磁気 プアイル等 の配慮 も必要 であ る。

■

7猿 轡保持対策 に対 する助成施策

機密保持 は、恒報処理 ナーヒス菜箸 の発展 の基盤 となる対策 である。 こ

れ らの対策 に対 し、政府 が積極 的助成策 を行 う事は、音画の該業界 の発展

に資 し、情報化 の健 全 な進展 をはか りうる重要施策 である。

a倫 珪観確立 の指導

業界 に栢報の安 全性 と禄 密保持 に対 する信 用確立 の為 「倫理綱領」 の

娠立 と厳 守 の為に積極的指導 を行 う。

b保 安設伝 に対す る融資等の助成

保安設備 の投資 は直 ちに利益 を還元 される もの でない が、情報処理企

業 に と り絶対必要 な設備 である。

本設脆 の完備の為 、特別償却 、低利融資等の措置 を講 じ助成 する。

c保 安技術bn発 の助成

コン ピュー タ ・テ クノ・ジーの重要 な一分野 と して保安技術 を確立 す

る必要 がある。 この為 の ハー ド並 びに ソフ ト開発 の為 に開発費の補助等

特別 な助成策 を講 ず る。
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▲

d俊 良$業 所の登録 あるいは認定制度

情報処理 サー ビス菜箸 の台帳制度 を更に前進 させ 、事 業所の信 用力、

組織 、内規 、施設等 の具体的審査項 目 とその水準 を設定 し、水準以 上の

事業所 を登 録 あるいは認定 し、政府 プロジェク ト等に積極 的 に参加 させ

助成 する。

e法 的措置

既 に述べ た様に、秘密保護 を中心 と した情報化 全般 について、 何 らか

の立法 が必要 となろ う。

'
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X情 報 安 全 対 策 と して の 保 険

1コ ン ピ ュ ー タ ー 危 険 の 大 き さ と 保 険 の 必 要 性

た と え ば 、IbM570-mod
.165の 売 買 価]tliは 、4,675,000ド

ル(約14億 円)で ・)b
・ そ の 賃 貸 粕 ま湖"000ド ・レ(約2970

万 円)とL・ わ れ る!11聯 ・8年 ・月末 端 書iに よ ると
、 わ噛 の 。ン ピ

ユ 一 夕 普 及 台 数 は17
,255セ ッ ト で 、 そ の 評 価 額 は 、1 ,57J7,282,0

(2)00
,000巳 で あ る 。 こ の ほ か

、 磁 気 テ ー プ な ど の 記 憶 媒 体 に 蓄 積

さ れ て い る 膨 大 な デ ー タ の もつ 価 値 は 、 無 阪 大 に 近 い も の と な る は ず で あ

る 。'

この ように高価 なコンピュータや磁気 テープ等 に火災
、盗難 、水害 など

の轍 醗 生 した場 創 ・は・企業働 に主輪 的纏 を与 える糸繰 とな り、
、

とくに情 処 理 鷲 の企業 のコ治 には 、顧 の離散、嚇 閲 する糖 賠

償金 岐 払等 のため倒 産する繊 に さらされ る.事 故発生後 、短鯛 内 に

采務 を再開 して煙客 の信用 を確保 する ことが、桔報 処理業界全体 の発展 の

ために必要 不可欠 である。

情報処理莱 の健全 な発展 を確保 し、その社会 的信用 を維持す るためには

かか る事故の発生 を事前に阻止 するための予防対策 を徹底 す るほか
、万 一

の給 にそ妖 て・保 険等 に よる復旧Stttrを 拾直 す ることが必要 である
。

コン ・ニユ一夕ーそれ 自体が事故 に対す る抵抗 力 の弱 い性質 を も
ってい る

鮒 で な く・デ ィスク・rvlT・ 翫 一プ、 カー ドなどの記憶媒体 も、熱 や

衝撃 など鰯 い酸 を も・ている・惜 艮繊 繍 の酸 化 によ 備 輌 集

、

▲

、

(1)Chubb&SonIncに 工・い て1974'5・9に 聴 取 し た も の
。

tZ)通 法 省 版 樹 滅 産 業 局(・ ・8・10・2・)行 灘 化 及 び ↑澱 麟 の 貌 状

5頁 。
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▲

中度 が高 ま った た め、 外 見 上 は小 さ な事 故 が大 損害 を引 きお こす危 険 が あ

り、数 台 の コ ン ピュ ー タ ・ル ー ム の火災 が 大 工場 の焼 失 に匹 敵 す る損 失 を

もた らす お そ れ が あ る。

また 日経 マ グ ロ ウヒル事 件 に み られ る ような企業 機 密 の漏洩 や、 プ ライ

バ シー侵 害 の危 険 の ほか 、プログ ラムの ミスや計 算処 理上 の ミスに よる顧客

ない し第 三 老 の損害 発 生 の 危険 、 さ らに は、 無 形 の 情報 を コ ン ピュー タ'

シ ス ラ'ムを通 じて無断 盗用 す る とい うコン ピュー タ犯 罪 の発 生 の危険 等 も

考 え られ る,

この よ うな、 危険 に対 して何 らの対 策 も と らない で放 置 す る こ とは 、 た

ん に情 報 処 理 菜 箸 の発 展 を阻 害 す るだけ で な ぐ、情 報化 社会 の健 全性 な い

し安 全性 を害 す る結 果 とな る。

した が って、 現段 階 で予 想 され る情報 化 社 会 に エ・げ る さ ま ざま な危 険 を

予知 し、 そ の発 生 を防 止 す るため の安 全対策 を強力 に押 しす す め る と同時

に 、万 一 の・場 台{てそ なえ て危険 の分 散 お よび現 状 回復 をは かる ため の具 体

的 で効果 的 な措 置 を用意 す る こ とが是 非 と も必 要 であ る。

情報化保険 は、そ あ ため の 最 も有 力 な措 置 の一 つ で あ る と考 え られ るの で 、

そ の よ うな 目的 に 遮合 す る保険 の組 織 お よび 内容 を検討 す る と とが 緊急 な

諒 題 で あ る とい え る 。

＼

φ

S

●

2事 故 予防 対 策 と保険 との相互 補 完 関 係

予 防 対 策 と保 険 とは矛 盾 対 立 関 係 に わ るの では な く、 両者 は情 報 の安 全

な維 持 管 理 の た め の車 の両輪 に比 す べ き 関係 に あ る。 一 方 だけ が発 達 して

他 方 が遅 れ てい る と、両 者 の バ ランス が くずれ るた め、情 報 処理 業 等 の 健

全 性 が確 保 で き ない。

昭和47年9月 投 資財 流 通 研究 会 の桔 報化 保険 分科 会 が コ ン ピュ ー タ

・ユ ーザ ー5 ,100社 の付保 状況 、 事 故 例 な どに つ い て ア ンケ ー ト調査 を

行 い 、情 報 化 保 険 を付 保 して い ない会 社 に つ きそ の理 由 を聞 いた と ころ、
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(狙 保 険 制 度 自体 が確立 され て い ない 、 め るい は この種 の保 険 の 存 在 を知

らltか っ た、{2)安 全 対策 を完 全 に と ってX・'るので保 険 の必要 は ない
、

(3)レ ン タル の 場合 、機 械 に つ いて は 、 レ ン タル 会社 の付 保 のみ で十 分 で

め る 、 閣 業 務 の性 裕 上 、 争故 の 発生 は 許 され ない し、 事故 発生 は必然

的 に企 業 倒 産 に 直結 す るか ら、事 故 発 生 後 の対策 と して保 険 を つけ る こと

は ナ/セ ンス に近 い、 とい う理 由 が 圧倒 的 で φ った。(3)

また、 同 分科 会 の討 論 の過 程 にお い て、 情 報 処理 業 κ と っては 、 事 故 発

生 後 、 きわ めて短 期 間 内 に平 常 ど お・りの営 莱 の再 胸 に こぎつ け る こ とが急

務 で め り、 そ り た めに代 替 コン ピュ ー タ と設 備 の確保 、 要員 の離 散 の回避 、

営 業継 続 の た め の資 金 の確 保 が 何 よ りも必要 であ り、精 報 処理 業 者 が 被 っ

た損 害 を保 険金 で カバ ーす る とい う消極 策 だけ では役 に立 た ない とい う見

解 も出 さ れ た。'

これ らの考 え万 に は、ニュア ンスが ある が、基 本的 には 、安 全 対策 と保 険

とは二者 択 一で あ り、安 全対 策 が完 全 で あれ ば保 険 は 不用 で あ る と考 え る

か 、 そ うで ない と して も、安 全 対策 第 一主 義 で あ る とみ られ る
。

しか し、 この考 え方 には賛 成 で き ない。

い くら万 全 の防 災 体制 を と った つ も りで も、事 故 の 絶滅 は期 しが たい か

ら、万 一 の 場合 に抗 え る こ とは必 要 不 可欠 の措 置 と考 え られ る。 そ れだ け

で な く、 川 安 全 対 策 が ある程 度 の レベ ル に到 達 しない と保 険 会社 に よる

保険 の 引 受が 不 可能 ない し困難 で あ り、不 十 分 な安 全対策 の まま付 保 す る

場 合には、危険 率が高 いため、事 実上保 険加入の禁止 と同 じ効果 を もつだ

け 高い保険料 を要求 され るおそれが ある。 椥 安 全対策 が強化 され るに

したが って危険 が減 少す るので、当然 に保険料が安 くなるか ら、結局 、防

災 ・安全対策 の充実 と保険 の整備 とは相互 に補完 する固係 にのる と考 え ら

(3)財 』法人 臓械 振興協会経済研究所'投 資材流通 の現状 と将来
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れ る。

米 国 のNFPA(NationalFireProtectionAssociation)が 、

↑959年 に米 空軍 の コ ン ピユ ー一夕 一-5台 の破 損 に よる大 事 故 例 を教 訓 と

して 、1960年 に初 め て防 災 基 準 を作 成 して コン ビ=・一 夕 ーユ ーザ ー に

そ の遵 守 を勧 告 し、 そ の後5回 の改 訂 を へて、1972年 の現 行 防 災 基 準

を広 く被 保 険 者 の間 に普 及 さ せ る こと に よ り、 事故 防 止 に貢 献 して い る事

実 も、`上記 の 見解 の正 当性 を裏 づけ る もので あ る。 つ ま り保 険 会社 に よる

安 全基 準 の 明示 、 安 全対 策 に つい てψ 技 術 的 指導 、 定 期的 検 査 に よる安 全

性 の確 保 が、 保険 会社 の利 益 に 直結 す る と同時 に、 情報 処理 に 関連 す る事

故 の予 防 に対 して大 きい貢 献 を して い る わけ で あ る。

コ ン ピュ ー タ室 の管 理 ない し防 災 体制 と して、(P'健 物 は 耐 火 耐震 構 造

で ある こと、 働 洪 水、 退 避 を考 え地 下室 に は設置 しない(3)一 般事 務

室 や保 管 庫 との同 は防 火 壁 で仕 切 る こ と(4}可 燃 性 内装 材 は 使用 しない

(5}出 入 室 ゲー トチ ェ ッ カ ーの 設置(6)防 火'消 化 設 備の強 化(71コ

ン ピュ ー タ室 は 一階 が最 適 な どの基 本 的条件の充 足 が望 まれ るほ か 、磁 気

テ ー プ等 の安 全 管理 に つ い ては、(1)別 棟 に適 切 な空調 設 備 を備 え た自家

用専 用 保 管庫 に格 納 、{2)コ ン ピュ ー タ室 内 に耐 火 金庫 を設 置 して格 納 、

(3}磁 気 チ ー フ専 用 の社外 倉 庫 に 保 管 を委 託 などの方法が勧奨 され、 テー

プは テ ユ プ リケ イ トを と って元 本 が 同時 に災 害 に合 うこ とが ない よ う分 散

保 管 す る こ とが 常識 化 しつつ ある。

これ らの安 全対策 の 指導 を、 コン ピュ ー ター メー カ ーに期 待 す る こ と も

で きる が 、安 全 対策 の 強化 と損 害 率 減 少 との 直結 か らみ て保 険 会社 に期 待

するのが、最 も効果的 であ り、米国 では保険会社 の果 す防災機能 が高度 に

期待 さ れ、 相 当 に 高 く評価 され て い る よ うに み え る,
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5㍑'報 化 保 険 実 施 上 の 問 題 点

5-1Allrisksの 保 険 の 必 要

米 国 κ お い て も 、層当 初 は コ ン ピュ ー タ を め ぐ るAllrisksの 保

摸 は な く、 火 災 保 険 な い し助 産 総 合 保 険 に よ っ て 紬 塗 し て い た が 、

1960年 代 に な っ て は じ め てElectronicDataProcessing

Policyと い う コ ン ピ ュ ー タ ー 専 用 の 保 険 が 発 売 さ れ 、St・Pau1,

EederalInsuranceCompany,Fireman)sFundInsurance

Company,AmiericanHomeAssuranceCompanyな ど 数 社 が 、

こ の 保 険 の 営 業 を し て い る に す ぎ な い,,

わ が 国 で は 、 火 災 休 険 、 動 産 総 合 保 険 な い し 機 械 保 険 に よ っ て 、 電

算 俵 本 体 お・よ び メ テ イ ア の 保 険 が 部 分 的 に 行 な わ れ て い る に す ぎ な い

が 、 現 状 で は 、 電 算 機 の 普 及 お よ び 栢 報 処 理 業 務 の 発 達 と保 険 の 遅 れ

と の ア ン バ ラ ン ス が 顕 著 で め る 。 わ が 国 の 柁 報 化 の 進 展 速 度 に 保 険 が

追 征 す る 形 に な っ て い る が 、 保 険 に 倒 す る 限 り 、 米 国 の 歩 ん だ 後 を 約

10年 遅 れ て 歩 い て い る と い え る か ら 、 そ の 遅 れ を 急 速 に 取 り も ど す

必 要 が あ る 。

そ の 場 合 に 予 定 さ れ る 情 報 化 保 険 は 、(IJDataProcessing

Equipment{2}DataProcessingMediaの 保 険 の ほ か'

(3}BusinessInterruption(4}ExtraExpe'nse(51Data

ProcessorslErrorsandOmissionsLiabilityの 保 険 を 含

むAll'・i・k・ の 保 険 で な け れ ば な ら な い 。

5-2新 型 高 性 能 コ ン ピ ュ ー タ ー 調 達 の 保 険 の 導 入

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ・メ ー カ ー は 商 品 戦 略 と し て 数 年 ご と に 、 全
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〈世代 の異 る新 機 種 の生 産 に移 行 す る ため、事 故発 生 時 に、 滅失 した

旧機 種 と同一 の コ ン ピ ュ ー ターの調 達 が不可 能 となる場 合 が あ る た ぬ

保 険 契 約 締結 の 当初 に保険 契約 者 側 の 申告 に もとづ き、購 入 予定 め新

機 種 を特 定 し、・その購 入 価格 を保険 金額 と定 め て、 そ れ に見合 う保険

料 が支 払 われ る ケ ース が米 国 では稀 で ない とい わ れ る。

この方 法 に よる新 磁 極 の調 達 をfunctionalreplacernentと よん

でい るが、 これ と同 じ保険 を、 わが 国 に お い て も蹄発 す る こ とが必 要

で あ ろ う。

た だ、理 論 上 の問題 のほ か実 務 的 な問題 も闇主'し て い るたあ 、慎 重

に その解 決 方法 を検討 しなけ れば な らない。

5-5免 責 約 款 の制限

米 国 で は、 コン ピュ ー タ ー関 係 の リス クが大 き く、 多発 性 のほ か損

害 の 多額 性 が この保 険 の特 徴 で あ る ため、 コマー シャ ル ベ ー スに のせ

るの に保 険会 社 が苦 労 して い る よ うで あ る。 きわ めて シ ビャ ー な ア シ

タ ー ライテ イ ング姿 勢 を堅 持 す るほ か、 目立 つ事 故 が発 生 す る たび に

そ れ を保険 の対 象 外 とす るた めに、 免責 約款 を追 加 した り、 約款 文言

を修 正 してい る。

被 保険 者 の立 場 で はAllrisksの 保 険 で あ る以 上 、 コン ピュ ー タ

ー をめ ぐるめ らゆ る リス クが保険 の対象 と なる こ とを期待 す るのが 当

然 で あ るか 、 この 期待 は、 免責 約款 の追 加 、 約款 文言 の修 正 に よる担

保 範 囲 の縮 少 、 高額 のdeduction(振 保 険 者 の 自己 負担 分)の 設 定lt

どに よ って装 切 られ る た め、 保険 加 入 者 の筒 では 「保険 会社 は 当方 の

必 要 とす る保 険 は 売 らない で、不 必 要 な保険 ば か りを売 りつけ よ うと

す る」 とい う非難 の声 が 高 ま る こと に なる。
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したがって、休 挾 加 入老 の保険 ニ ーズ を十分 に満 足 させ る保険 を尻発

干 る こ とが 重 幾 で あ り、'その た めに免 責約 款 を最 少 限度 に押 さえ る な

どの棺 直 を とる ほ か、 個別 的 に保 険 加入 者 と保険 会 社(ま た は代理 店)

との間 で 、保 険 内容 と保 険条 件 につい て煮 詰 め た交渉 が行 な われ、双

方 の十 分 な納得 に もとつ い て契 約 が結 ば れ る ことを制 度 的 に促進 す る

必 要 が あろ う。

¶
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刀 シンク タ ンクの現 状 と問題点 及びそ の対策

ま え が き

シ ンク タ ン クの 問題 につ い て は、 既 に 昭和45年12月 、 産 業構 造 審 議

会 情 報 産 業 部 会 シ ン クタ ンク委 員 会 か ら 「わ が 国 におけ る シ ン ク タ ンクの

あ り方 に つ い て 」と題 す る中間 答 申が 出さ れ て い る。 そ の 報 告書 に は、 我

国 の既 存 研 究 開発 機 関 の あ り方 と枠 を こえ ての シ ン ク タン クへ の大 きな期

待 を は じめ と して、 シ ン ク タ ンクの 発 展 条 件、 問題 点、 更 に は シ ン ク タ ン

ク育 成 の た めの政 府 の と るべ き施 策 な どが明 確 に述 べ られ て い る。

これ に よ る と先 ず シン ク タ ン クの 発 展 条 件 と して① 具 体 的 プ ロジ ェ ク ト

が常 に あ る こ と② 人材 の 豊 富 な存 在 と交 流 ③ 知 的 生 産物 に対 す る正 しい評

価 の5条 件 が あげ られ、 次 に政 府 の施 策 と して の シ ンク タ ン ク成立 の た め

の基 盤 整 備 と して①政 府 プ ・ ジ ェク トの拡 大② 人材 の養 成③ シ ン ク タン ク

育 成 の た めの 助 成④ 活 動 条 件 の整備 の4点 が 指摘 され て い る。 この基 盤 整

備 の4項 目は更 に詳細 な具 体策 を含 む が、 先 の発 展 条件 の 設 定 とい い、 又

この 基 盤 整 備 の4項 目の 指摘 といい、 今 日的 見 方 よ り して も きわ め て妥 当

適 切 で あ り核 心 を衝 い て い る。 即 ち シ ン ク タ ン クの多 くが そ の活 動 を開 始

した 昭和45年 か ら46年 にか け ての 時 期 にお け る シ ンク タ ンク の問題 点

は い まだ に 現 在 の シ ン ク タ ンク の問題 点 で あ り、 そ れ らに対 す る政 府 の施

策 は、 今 日 もなお シン ク タ ン ク業界 か ら強 く要 望 され て い る施策 なの で あ

る。 勿 論 個 々の シ ンク タ ゾ ク では夫 々に この4年 間・ 独 自の経 営 努 力 が行

わ れ た こ とは云 う迄 もない が、 そ れ が4年 前 に指 摘 され た 多 くの 課題 のす

べ て を解 決 した訳 で は決 して な い。 繰 返 して云 うな らば この4年 前 の シ ン

ク タ ンク委 員 会 の 中間 答 申 に指摘 され た シ ン ク タ ンクの課 題 は い まだ に今

日の シ ン ク タ ンク の課題 で あb、 そ れ に対 す る政 府 の対策 もこの4年 間 に

きわ め て十 分 に行 われ た とは 云 い難 い の で あ る。

今回 の この 「シ ンク タ ン クの 現状 と問 題 点 及 び そ の 対策 」につ いて の報
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告書 は以上の ・うな判 断 を前撤 して書か椎 もの であ り
、 その 勘 その

内容 は前回の中間雑 のサ プル メン ・とい う形 をと
ってい ることを始 眺

お ことわ り してお く。

〔1〕 シンク タン クの 現 状 と問題 点

1「 稼 ぐ 」シ ンク タ ン ク

シン"ン クは現在 我国の他産業 と同 じく収支 バ ラ
ンスの確保 とい

う経営上の大 きな課敵 直面 している
.即 ち経散 捕 る諸,ス トの

上昇・綱 「入 」撮 大の資産 とす るシンク・ン姥 あ
っては 。ス ト

の大半 砧 める入憤 の大賊 上昇 が収入の増力
・をは るかに上 輌 、

その収支 バ ランスは大 き く崩れ ようとしている
.こ の収 入齢 それほ

ど大敏 ならふ 醐 はい ぐつ かある
.先 ず1つ は シンク。ン?、,Cあ

っては・ その研究生 産性が縫 条件の改敵 応 じて急激 向上
す る性

質の もので 触 とい うことで一 纏 造歎 紺 る殿 ば新搬 備投

資・ 合理傾 餓 どぬ 姓 難 向上 砺 策 は シンク 。
ン姐 は殆ん

ど醜 しない・ シンク・ ンク臨 け る 「人 」の頭脳 の生離 向上
、即

ち研究者 の髄 鰍 能 力の髄 姉 上 はいか なる処齪 施 そ う
とも短

時 日では容易 峻 峰 ぬ峡 の ものであるためである
.勿 論 ンノ タ

ンク内諏 鮒 研 究職 の改善 など鮭 産性 向上
の鋤 と肱 るカ、

抜本的 な ものとは剖 得 ない
・ ・れが シンク・ン撲 の急速 な収入増

をさまたげてい る第一 の要因 で ある
。

次時 え られ 硬 因 は・ シン〃 ン撲 の本質 が難 麟
であ り、

しか 醗 注都 政 府・ 民間企業
・地方 自治体その他 と多岐 多敏 わた

る勘 雑 され るプ ・ジ・ハ に噌 性 妙 な く、 次 ・噸 種、 顯 、

異領域 の問題 培 え られ る場合が多い ・とである
.そ のため_テ ィ

ン的 に報 猿 手激 したが
って多 くの プ・ジ。ク ・を高 い嫡 で大

量聴 す る・とが不可能 となり、 生産性は高 く妨 勒 。
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この他 数 年 前 の シ ン ク タ ンクの 活 動 開始 の時 か ら大 き く問 題 視 さ れ、

昭 和45年 め 中間 答 申vatsい て も解 決 す ぺ き重 要 課題 と して 強 く指 摘

され てい る我 国 にお け る知 的 生産 物 に対 す る評 価 の低 さ、 そ れ に も と

つ く利 潤 の プ ロ ジェ ク ト価格 へ の織 り込 み の 困 難 さ も収 支 バ ラ ンス確

保 の阻 害 要 因 の 一 つ で あ る。

以 上 収 支 面 にお け る ネ ガテ ィブ要 因 をい くつ か あげ たが、 これ に対

して シン ク タ ン クサ イ ドと して も種 々の経 営 努 力 を続 け て い る。 例 え

ば こN1～2年 、 諸 所 の シ ンク タ ン ク で採 用 して い るマ ルチ ク ライ エ

ン ト方 式 な どそ の一 つ の表 われで ある。これ は一 つ の プ ロ ジェ ク トを複

数 の ク ライエ ン トに 売 る方 式 で、 プ ロジ ェク ト遂 行に要 した コス トに

比 して 大 きな収 入 を あげ る こ とが 出来 るが、 テー マの 設定 、 タ イ ミン

グ、 プ ロ ジェ ク トセ ー ルス に高度 の技 術 と経験 を要す る。 しか も最 近

この 方式 が過 当競 争 気 味 に急 増 し叉 テー マの 重複 がみ られ る よ うに な

った た め、 ク ラ イエ ン ト側 と して は、 よほ ど魅 力 的 なテー マ で ない限

り、 安 価 だ とい うだ け の理 由 では購 入 を見 合 わ せ る ケー ス が 多 くな っ

て きて い る。

要 す るに大 部 分 の シ ン ク タ ン クに とっ てみ れ ば 現在 は先 ず よ り多 く

の プ ロ ジ ェク トを条 件の 不 備 と不 利 を覚悟 で と り こみ、 と にか く 「稼

ぐ 」とい う こ とが、 経 営 の 当面 の急 務 で あ る とす る意 識 が きわ めて 強

い とい え よ う。 そ の 結 果 後 で述 べ る如 ぐ、 シ ン ク タ ンクの 最 大 の 資 産

で あ る 「人 」即 ち研 究 者 に 「 しわ よせ 」が集 中 し多 くの 問題 が発 生 し

て い るが、 同時 に この 「稼 ぐ 」忙 しさ に よっ て シ ンク タ ン クに期 待 さ

れ てい る未 来 指 向 的 、 問 題提 起 的 な研 究 調 査 活 動 の余 裕 が殆 ん どな く

な って きて い る。 夫 々の シ ン ク タ ン クにつ い て この未 来 指 向的、 問題

提 供 的 な リサー チめ 能 力 とセ ンス を有 す る と考 え られ る 組 織 の 中 心

的 な、 い わ ゆ る シ ニ ア リサ ー チ ャー ク ラス は現 実 に数 個 の異 質 な プ ロ

ジ ェ ク トを同 時 に 受 託 し、 そ の 処 理 に大童 で、 シ ンク タ ンク の研 究 者
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の 中 で は最 も余 裕 の ない、 そ の 日暮 し的 存 在 と な って しま っ てい る。

この よ う な現 実 か ら シ ンク タ ン クの未 来 を 考 え る と、 先 の 中 間答 申

で シ ンク タ ンク発 展 の た めの必 要 条 件 とされ た ベー シ ック な研 究 を 可

能 な ら しめ る財政 的 基 盤 の整 備 は お ろ か、 夫 々 の シ ンク タ ン クのス タ

ー ト時 に 曲 りな りに準 備 され た さ さ や か な財 政 基 盤 の食 い つ ぶ しが 進

行 して ゆ く可能 性 も考 え られ よ う。 こ う して シ ンク タ ン クは未来 指 向

的、 政 策 指 向的 課 題 の研 究 の場 とい う期 待 か らは ます ます遠 ざか り、

今 日的 課 題 を過 去 的手 法 に よ り辛 うじて解 決 して ゆ くだ け の あ りきた

りの 社 会 的 機 能 の 一 つ に なろ うと してい る。

、

2プ ロ ジ ェク トの 発 注

シ ン ク タ ンク に発 注 され る プ ロ ジェ ク トの 数 は そ の 発足 時 の数 年 前

に 比 較 して こ こ1～2年 可成b多 くな って きて い る。 これ は楽観 的 な

見 方 をす れ ば、 徐 々に では あ るが社 会 が シ ン ク タ ン クの尋 問 的役 割 を

認識 し、 そ の 特 別 な問題 解 決 能 力 を多 少 な りと も評 価 しは じめた表 わ

れ と も考 え られ る。 又 シン ク タン ク に発 注 され る プ ロ ジェ ク トの質 も

こS・1～2年 、 わ つ か なが ら変 化 して きて い る。 そ れ ま で は発 注 者 に

と って シ ン ク タ ン ク とは問 題 解 決 の代 行機 能 で あ り、 従 っ て発注 す る

問題 ・も本 来 は 発注 者 自身 で解 決 出来 る性 質 の もの で あ っ た。 たX'コ ス

ト的 、塒 澗 的、 ス タ ッ フ的 な理 由か らシ ン ク タ ン クに発 注 す る方 が 有

利 で あ る と判 断 して委 託 して い たが、 最 近 で は発 注 者 自身 の 「手 に余

る 」問題 を委 託 す るケー ス が 少 しつ つ増 加 して きて い る。 発 注者 が政

府 で あ る場 合 に は か な り基本 的 な政 策 策 定 の た めの 研 究 調査 、 民 間企

業 の場 合 で は基 本 的 な経 営戦 略策 定 の た め の研 究 調 査 プ ロ ジェ ク トが

発 注 さ れ は じめ て い る。 これ は最 近 の経 済 ・社 会 ・技術 な どの環 境 の

急激 な変化 がその主 たる理 由 と考 え られ るが、 さXや か とはいえ どシ

ンク タンクの未来指向的、政策 指向的な研究調査の能力が認識 されは
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じめ て きたこ色 に も由 っ てい る。

この委 託 課題 の 変 化 は、 そ れ 自体 シ ン ク タ ン ク に とって は好 ま しい

もの で は あ るが、 課 題 遂 行の た め に研 究 者 サ イ ドの負担 は急 速 に大 き

くな って きて い る。 か っ て発 注者 の代 行機 能 的 役 割 を シ ン ク タ ンクが

果 して い た 時 期 で は、 問題 は残 るがぐ 或 程 度 用 意 され た問 題 解決 の手

法 を用 い て委 託課 題 を解 く こ とが比 較的 容 易 で あ った が、 最 近 の基 本

的戦 略 関 連 の プ ロジ ェ ク トで は、 往 々 に して そ の解 決 の た め の手法 の

開発 か ら始 め なけれ ば な らない ケー ス が多 い。 勿 論 とれ は シン ク タ ン

クに と り、 そ の研 究 者 に と って は シ ンク タ ン ク 自身 の 本来 的 な発 展 と

研 究 ポ テ ンシ ャル の 向上 につ なか る好 ま しいチ ャ ンス で あ リイ ンセ ン

テ ィ ブ と な り得 るが、 シ ニア リサ ー チ ャー 即 ち シ ンク タ ンク の主任 研

究 員 ク ラス の 「稼 ぎ 」の た め の余裕 時 間 の なさ や研 究 手 法 の 開発 努 力

が考 慮 さ れ て い な い現 行 の プ ロ ジ ェク トの価 格 算 定方 式 の不備 と もか

らん で、 シン クタ ン ク の新 しい経 営 の 課題 とな って きて い る。 現 在 は

そ の判 断 と採 否 は シ ン ク タン クの経 営 者 の考 え 方 に よっ て い るが、 こ

の 傾 向 を シ ン ク タ ン クの今 後 の発展 の た めの 大 きな試錬 と して受 け と

め る シ ン ク タ ン ク 自か らの 覚悟 と共 に、 発注 者 を含 めて 広 く外 部 に 中

間 答 申云 う所 の 知 的 生 産 物 に対 す る正 しい評 価 の確 立、 そ れ に も とつ

く委 託 研 究 調 査 の 正当 な価 格 算定 基 準 の 設定 な どを強 く働 きか け る こ

とが大 切 で ある。

㎏

3シ ンク タ ン クの 「人 」に つ い て

シ ン ク タン クの最 大 の資 産 は 「人 」で あ り、 そ の数、 良否 が シ ン ク

タ ン クの 成 長 発展 の基 本 的 要 因 で あ る こ とは今 更 論 ず る まで もない。

しか しこの シ ン ク タ ン クの 「人 」の 問題 に つ い て は最 近 多 くの困 難 な

課 題 が 発生 して い る。

先 ず 考 え られ る こ とは既 に述 べ た が シ ン ク タ ンクの 現 在 の 「稼 ぎ 」
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中心 的 な業 務 展 開 の た め特 に主任 研 究 員 ク ラス に 「荒 れ 」が 目立 っ て

きた こと で あ る。 現 在 の 所、 殆 ん どの シ ンク タ ン クは か な り広 範 囲 な

委 託課 題 を外 部 か ら受 注 して い る。 「稼 ぎ 」即 ち収 入 の 増 加 をは か る

ため多 くの シン ク タ ン ク は特 に そ れ らプ ロジ ェク トの受 注 の選 り好 み

を しない 方針 を と って い る。 この た め1入 の 主任 研 究 員 に は常 に 数 個

の、 異質 、 異 種 、 異 領 域 の プ ロ ジ ェク トが 同時 に与 え られ る こ とに な

り、 それ らの、 限 られ た時 間 内 での 同時 併 行 処 理 の た め超 多忙 と な り
、

自己啓 発 と蓄積 の た め の時 間 的、 精 神 的 余裕 が な ぐ な り、 そ の結 果
、

研 究 者 の必 須 性 能 と して の問 題 解 決 の た め の論 理 回 路 の精 度低 下 及 び

そ の た め の知識 の陳 腐 化 と分散 化 が お こっ てい る。 しか もそ の傾 向 は

発 注 者 サ イ ドの急 速 な環 境 変 化 の進 行 に よって ます ます 加 速化 さ れ て

い るo

研 究 者 に要 求 され るス ベ シ ャ リテ ィの維 持 と向上 即 ちそ の専 門分野

に応 じた専 門 知識 を よ り深 化 させ併 せ て論理 を高 め る こ とは今改 め て

論 ず る迄 もな くシ ンク タ ン クの研究 者 に とっ ては 正 に基 本 的 な 自己啓

発 の課 題 で あ り、 そ の よ うなス ペ シャ リテ ィが委 託課 題 に対 応 して有

効 に結 集 され、 イ ン ター デ ィ シ プ リナ リに課 題 解 決 に当 る形 が シ ン ク

タン ク にお け る研 究 遂 行 方式 の特 色 で もあ る訳 だが
、 そ の た め の基 本

条 件 と もいえ る個 々の 研 究 者 の ス ペ シ ャ リテ ィは上 に述 べ た よ うな雑

然 と した 多 くの プ ロ ジ ェ ク トの 同時 併 行処 理 の流 れ の 中 で数 年 を経 ず

して消失 し底 の浅 い ゼ ネ ラ リス ト化 を進行 させ る結 果 とな リ プ ロジ
ェ

ク トチー ム体 制 に よ る シ ンク タ ンク独 自の 問題 解決 方 式 は大 き くその

有効 性 を失 って ゆ く。 既 に一 部 では あ るが、 シ ン ク タ ンク の研 究 調査

成果 につい てそ の質の低 下が発注者側 で囁 かれて剖 轟 は決 して楽

観 を許 さ ない状 況 なの で あ る。

シ ンク タ ンク に お け る 「人 」の 問題 の 次 の課 題 は オ ー ガナ イザ ー の

問題 で あ る。
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一般 的 な傾 向 と して シ ン ク タン クにお け る いわ ゆ る一 般研 究 員 ク ラ

ス の 素 質 と能 力 は我 国 で は決 して低 くない。 しか し今 後 ます ます 増

大 し多様 化 す る で あ ろ う社 会 の ニー ズ に対 応 す る大型 の委 託 研 究 にっ

い て考 え る左 らば、 どち らか といえ ば セ ミ ・ルー テ ィ ン的 な研 究業 務

の 部分 を担 当す る、 いわ ば 実 動 部 隊 ともい うべ き一 般 研 究 員 ク ラス は

充 足 し得 て もその 上 に立 っ て大型 プ ロジ ェ ク ト全体 をオ ー ガナ イズ し

り一 ドして ゆ くシ ニ ア ク ラス のす ぐれ たオー ガナ イザ ー 或 い は リー ダ

ー の不 足 は ます ま す 深 刻 化 す る可 能性 が大 きい
。筒 、 との 不 足 は本 来

的 に我 国 で絶 対数 が 不 足 して い る とい う現 実 と共 に上 に述 べ た'シニ ア

ク ラス の研 究 者 の荒 廃 化 現 象 の 進行 も これ に拍 車 をか け る こ とに な っ

てhるo

さ て、 海 外就 中米 国 の シ ンク タン クで は、 一 般研 究 員 の レベ ル は我

国のそれ と些較 して きわ
.めて優秀 であるとぼ思 え ない.む しろ我国の

方が高 ヒベルにある との評価 もあ雄 である・ しか し銅 凄 なる所

は・ す く=れた シニ ア ク ラス の オー ガ ナ イザー が比 較 的 多 く
、 そ の リー

ダー た ちが きわ め て 効 率 的 に一 般研 究 員 をオ ー ガ ナ イズ して研 究 を進

め、 シン ク タ ンク全 体 を引 っぱ っ てゆ く形 とな って い る。 米 国 に あっ

て は、 この リニ ダー ク ラス の 数 が そ の シンク タ ン クの 優 劣 を決 め て い

る とま でい われ て い る。 しか し我 国 で は、 皆 無 で は な いが
、 この よ う

な人 材 は きわ め て少 数 で、 こNに 海 外 シ ンク タ ンク との テ ク ノロジー. .

ギ ャ ップ、 マ ネー ジ メ ン トギ ャ ップ発生 の1つ の 原因 が あ る
。

因 に、 海外 シン ク タ ン クの この ク ラスの リー ダー は、 一 方 にお い て

は っ き りと した研 究 分 野 上 の ス ペ シ ャ リテ ィ を持 ち、 又一 方 では きわ

め て広 範 な他 分野 に 及 ぶ 知 識 と判 断 を持 っ て い る
。 ス ペ シ ャ リテ ィに

対 す る高 さ、 深 さ と共 に関 連 領域 にお いて も高度 な理 解 を有 す る典 型

的 ない わ ゆ るT型 の人材 で、 常時 ス ベ シ ャ リテ ィにつ い て の厳 しい 自

己啓 発 を行 な う と共 に他 分 野 につ いて の学 習 も精 力 的 で あ る
。 我 国 で
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は シ ンク タ ンク マ ンの 常識 と して、 自か らの バ ッ クグ ラ ウン ドにつ い

て の関 連 領 域 の拡 大 と理解 は0.J.T或 い は 自己啓 発によ り何 が しか

は行 わ れ て い るが、 肝 心 の問 題 解 決 の 論理 構 築 の基 本 とな るス ペ シ ャ

リテ ィの 深 化 が既 に何 回 も述 べ た如 き理 由 で、 大 き く不 足 し、 い わ ゆ

る縦 軸 の 短 か いT型 の 人材 が 多 くなっ て きて い る。 環 境 、 資源 、 エ ネ

ル ギー、 交 通、 医療 な ど今 後社 会 に お い て大型 化、 深 刻 化 す るで あろ

う諸 課題 を シ ン ク タ ンク が大型 プ ロ ジ ェク トと して 解決 して ゆか ねば

な らない 要 請 が 我 国 で も急 速 に 高 ま りつNあ る今 日、 この プ ロジ ェク

トオー ガ ナ イ ザー の 問題 は、 単 に シ ン ク タ ン ク業 界 の み な らず 国 全体

の問 題 と して真 剣 に取 組 む必 要 が あ ろ う。

「人 」の 問題 の 最 後 に、 シ ンク タ ンクvatoけ る 「人 」の1入3役 論

につ い て簡 単 に触 れ てお・く。 これ は1種 の 理 想 論 で あ るが シ ンク タン

ク にお け る 「人 」の あ り方 と して興 味 ある所 論 で あ る。

シ ン ク タン クに お け る研 究者 は単 にす ぐれ た研 究 者 で あ る とい うだ

け で は な く リサー チ ャー 、 マ ネー ジ ャー、 セー ル ス マ ン とい う3役 を

こなす こ とが要 求 され る。 先 ず シ ン ク タ ン クに あっ ては 問題 解 決 が複

数 の ス ペ シャ リス トを結 集 した プ ロジ ェ ク トチー ムに よって行 われ る

とい う原 則か ら考 え る と、 そ こに は否 応 な しに マ ネー ジメ ン トが必 要

とな り、 す ぐれ た マ ネー ジ ャー の 存 在 が 不 可 欠 とな る。 又 シ ン ク タン

ク で は情 報 提 供 が主 業 務 で あ る と とか ら、 セー ルス 活動 が大 切 で セー

ル ス マ ン と しての能 力が 要 求 され る。 たN'し この 場 合 の セー ル ス とは

シ ン ク タ ンクに 対す る外 部の ニー ズ の先 取 りか ら始 ま ってそ の 商 品化 、

販 売、 ア フ ター サー ビスす べ て を含 ん だ もの で、 需 要 に対 す る先 見性 、

ニー ズ の予測 能 力、 商 品 企 画 力 、販 売 の セ ンスそ の絶す べ て を具 備

した意 味 での す ぐれ た セー ル ス マ ンが シ ン ク タ ン クの セー ルス マ ン な

の で あ る。 従 来 の 考 え 方 か らす れば、 我 国 で は す ぐれ た リサー チ ャー

は、 とか くマ ネー ジ メン トの能 力が 不 十 分 で あ り、 又対 人、 対 外 接衝
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的 な意 味 での狭 義 の セ ー ルス とさ え も、 きわ め て縁 遠 い もの とい う よ

うな判断 が 多 か った が、 シ ン ク タ ンク にお いて は そ の よ うな研 究 者 は、

海 外 の 例 か らみ て も今 後 は そ の組 織 に おけ る有 用 な存 在 とは 成 り得 な

い と考 え られ る。

〔2〕 そ の 対 策

1シ ン ク タ ン ク委 員会 中 間 答 申に み られ る対策

昭和45年 の 産 業構 造 審議 会 シ ン ク タン ク委 員 会 の 中 間答 申に は シ

ン ク タ ン ク育 成 の た め に政 府 の と るべ き施 策 が詳 細 に述 べ られ て お り、

そ の 内 容 は この 報 告 の 冒頭 に触 れ た如 く、 現 在 に お い て も、 きわ め て

妥 当且 つ 必 要 な もの と=考え られ る。 従 って この童 の 育 成 の た めの 対策

に つ い て もそ の 内容 は あ くま で 中間 答 申 を補足 す る もの と して述 べ て

ゆ く。

さ てそ の 中 間 答 申 では政 府 の とるべ き施策 と して次 の よ うな項 目を ・

と りあげ て い る。

○ 政 府 プロジェクトの拡 大

○人 材 の 養 成

○ シ ン ク タ ン ク 養 成 の

た め の 助 成

① 政府 プロジ ェク トの委託発注 の増

加

② 委託発注方式の改善

③ 研究 開発 成果の評価

① 学校教育への システムズ ・アブ・

一 チの積極的導入

② 各研究 分野 におけ る人材養成機 能

の充実

③ システ ムズ ・エ ンジニ アの養成

① 税制上 の優遇措 置

② システムズ ・アプローチの手法の

研究開発に対す る助成
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③ シンクタンクに対す る資金 の確保

○活 動 条 件 の 整 備

各 項 目につ いての詳細 な内容 の記述 は省略す るが、 こNに 盛 られた

数 々の対策 についてその具体的実施 を中間答 申発表以 後の過程 につい

てみてみ る と、 それ らが十 分かつ有効 に実施展 開された とは きわめて

云 い難 い。 とい うことはその対策 の妥当性 より考えて現在時点 におい

て と らるぺ きシンク タンク育 成の ための施策 とは、 この中間答 申に示

された数 々の対策 を実 際 に、 そ して より強力かつ効果 的に推 進す るこ

とに他 な らない といえ る。 ←

以下それ らの補足 と して育成のための対策 を2、3述 べ る。

も

2政 府 プ ロ ジ ェク トの 委 託 発 注 の 増 加

昭和45年 の 中 間 答 申 で は この項 目に つ いて は、 米 国 にお け る シン

ク タ ン クの 発 展 が政 府 プ ロジ ェク ト発 注 に大 き く依 存 した こ とを指摘

し、 我 国 に お い て も政 府 が先 端 的、 創 造 的 分野 の プ ロ ジ ェク トを民 間

シ ン ク タ ンク に発 注 す る こ とに より、 シン ク タ ンクの 技 術 水 準 の 向上、

遂 行経 験 の 蓄 積、 未 来 指 向、 政 策 指 向 の 強化 に資 す る で あろ う と論 じ

て い るo

この 論 は 全 ぐ妥 当 なもの で あ り、 そ の趣 旨は きわ め て正 当 で あ るが
、

現 実 の発 受 注 の姿 は やSこ れ とは異 な ってい る。確 か に ごS1～2年

政 府 の民 間 シン ク タン クへ の プ ロ ジェ ク トの発 注 は量 的 に も増 加 し、

しか も質 的 に は よ り政 策 的、 戦 略 的 な ものが 目立 って きて い るが、 シ

ンク タ ン クの 現状 とそ の かXえ て い る経 営上 の 問題 点 よ りす れば
、政

府 には 今後 よ り大 型 、 よ リ トレ一 二 ング効 果 の 高 い プ ロ ジェ ク トの 発

注 を 期待 した い。 今 日迄 の経 験 に よれ ば、 民 間 企 業 よ りの シ ンク タ ン

クへ の委 託研 究 調 査 は、 い わ ゆ る経 営 の 今 日的 課題 が そ の 殆 ん どで あ

っ た。 勿 論 年 々発 注 プ ロジ ェ ク トの 大型 化 、戦 略化 は あっ た が
、 昨 今

'人

堤 、
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の企 業 経 営環 境 よ りす れ ば そ の テ ー マは今 後 もい きおい 今 日或 い はせ

いぜ い明 日の経 営 課 題 の 解 決 とい う範 囲 を 出 ない と予 想 され る。 しか

もそ の 発 注 件数 と金 額 は微 妙 に 景 気 の好 不 調 を反映 し、 創 造 的 、 未 来

的 か つ 教 育的 効 果 の 大 きい プ ロジ ェ ク トの民 間企 業 よ りの発 注 は 今 後

も望 み 薄 とみ るぺ きで あ ろ う。

又 一 方、 シ ンク タ ンク側 の率 直 な 自己批 判 と して、 民 間 シン ク タ ン

クは い ま だ問題 解決 能 力 は十 分 で は な く、 か つ又 そ の能 力開 発 の背 景

と して の経営 基 盤 は脆 弱 で あ ると み て よい 。

この い くつ か の予 測 と事 実 の 認識 よ り して、 今 後 の シ ン クタ ンク の

成 長 と発 展 の た め に は、 よ り多 くの、 より好 ま しい プ ロ ジ ェク トの発

注 に よる政 府 の バ ック ア ッ プが きわ め て大 き な意 義 を持 っ て お り、 か

つ シ ン ク タ ンクの 期 待 も大 きい。

たS－ この件 につ い て は、 上 に述 べ た発 注 者 と しての政 府 の あb方 へ

の 要請 と共 に、 受注 者 と して の シ ンク タ ン クサ イ ドに もシ ンク タ ン ク

自か らの課 題 と して 多 くの問題 と新 しい姿 勢 の 必 要 の あ る ごとを 指摘

しなけ れ ば な らない。

先 の 中間 答 申 では民 間 シ ンク タ ンクに と って政 府 プ ロ ジ ェ ク トは単

な る需 要 の確 保 とい う意味 の み で あ って は な らない と述 べ られ て い る

が、 実 際 は需 要確 保 とい う側 面 を重視 す る向 きが シ ンク タ ンク側 に無

い とは 断 言 出来 ず、 む しろ 発 注 の 多寡 の波 が大 きい民 間企 業 よ り
、 シ

ン ク タン ク側 に は政 府 を安 定 ク ラ イエ ン トと してみ てい る向 き も多 い
。

前 に も述 べ た如 く、 現 在 の シン ク タ ンクは 「稼 ぐ 」と とに経 営 活 動 の

中心 が移 ってお り、 そ の た め政 府 を ク ラィエ ン トの1つ と して認 識 し

て い る の で あ る。 しか し反 面 ク ライ エ ン トの1つ と しての政 府 の 発 注

プ ロジ ェ ク トは、 他 の も う1つ の ク ライエ ン トと しての民 間企 業 発 注

の ブ ・ ジ ェク トと比 較 して後 で詳 しく述 べ る よ うに単 価 の低 さ、 期 限

の問題 、 手 続 きや事 務 処 理 の 煩 雑 さ な どの ため拒 否 は しな い が敬遠 気
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味 に受取 られ て お リシ ンク タン ク側 と して は、 発 注 が あれ ば受 け る と

い った やX及 び腰 態 度 で発 注 者 と して の政 府 を なが め て い る。 この矛

盾 が シ ン ク タ ンクの、 政 府 に対 す る プ ロジ ェ ク ト発 注 に かXわ る姿 勢

を きわ め て中 途半 端 な もの と して お リシ ン ク タ ン クの本 来 あ るべ き未

来 指 向 的、 政 策 指 向 的 プ ロ ジ ェク トを 中核 と した セー ル ス プ ロモ ー シ

ョ ン活 動 は政 府 に対 して低 調 な ら しめ てい る。

この 問題 に対 す る対 策 と して は、 先 づ1つ 、 シ ンク タ ン ク業 界 が政

府 プ ロ ジ ェ ク トの委 託 発 注 方式 の改 善 を強 く政 府 に働 きか け る こ とが

必 要 で あ るが、 同時 に シ ンク タ ン ク業 界 と して は対政 府 の新 しい姿 勢

と行 動 を考 え る ととが大 切 で あ る。 即 ち、 従 来 か らの 「甘 え 」と 「お

す が り 」よ り脱却 して、 よ り積 極 的 に政 府 と接触 し、 政 策 課題 そ の他

につ い て常 に政 府 との 間 に 良好 なコ ミュニ ケー シ ョンを維 持 す る とい

うこ とで あ る。 発 注 者側 の政 府 と して は、 シ ンク タ ン クが いか なる課

題 に 関心 を有 し、 又 い か な る課題 を処 理 出来 るか とい った情 報 が 殆ん

ど与 え られ てい ない た め、 現在 で は きわ め て曖 昧 な判 断評 価 に よって

程 々に 総 花 的 に プ ロ ジ ェク トを諸 所 の シ ン ク タ ン クに発 注 す る とい う

形 を とっ て い る。 この よ うな現 状 を打破 し、 新 し くかつ 好 ま しい発 受

注 関 係 を両 者 の 間 に つ く り出す た め に も、 今 後 は シ ン ク タ ンク は よ り

積 極 的 に政 府 に 自か らの 分析 と判 断 に よっ て問題 を提 起 し、 その プ ・

ジ ェ ク ト化 を迫 る よ うな前 向 きの経 営 姿 勢 を とる こ とが 必要 と なる。

事 実 、 ま だ数 は少 な いが、 この よ うな接 触 と議 論 に よっ て、 最 近 は政

策 そ の もの に かXわ る大型 プ ロジ ェ ク トの政 府 よ りの 発 注 の ケー ス も

徐 々に増 加 して い る。

政 府 よ りの プ ロ ジ ェク.ト発 注 の 件 に関 して、 シ ンク タ ンクの特 化 問

題 が最 近 新 し く議 論 の 対 象 に あが っ て きてい る。 シ ン ク タン クの特 化

即 ち夫 々の シ ンク タ ンク が 自 ら得 意 とす る研 究 分 野 或 い は手法 を確 立

し、 夫 々 に委 託 課題 解 決 の役 割 分担 をす る こ とが 国全体 に とっ て好 ま
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しい と い う考 え方 で あ る。 これ は シン ク タ ン クの先 進 国 で ある米 国 に

お い て、 数 年 前迄 多 くの シ ンク タ ン クが か な りは っ き り と特 化 し夫 々

にそ の得 意 の 分野 で 多 くの プ ロ ジ ェク トを受 注 し効率 的 に経 営 を進 め

て い た 事実 か ら発 した議 論 で ある。 我 国 にお い て もシ ン ク タ ンクの 発

足時 の 昭和46年 頃 か らとの問 題 は種 々検討 され て は きた が、 現 実 に

は ま だ この特 化 は殆 ん ど進 行 して お らず 大 部 分の シ ン ク タ ンクは 皆 類

似 の研 究 領 域 と研 究 ス タ ッ フ を持 ち、 この た めtつ の政 府 プ ロジェ ク

トの 獲得 に 数 十社 の シ ン ク タ ン クが集 中狂 奔 す る とい った よ うな事 態

を もひ きお こ してい るe

この シ ン ク タ ン クの特 化論 は、 それ 自体 、 シ ンク タ ン クの未 来 の あ

り方 につ い ての 大 き な課題 で あ り、 そ の 是 非 や あ り方 に つ い て は別 途

多 くの議 論 を要 す るが、 政 府 か ら シン ク タ ンクへ の プ ロ ジ ェク ト発 注

につ い ては、 発 注側 の 希望 と して この時 化 が か な り主 張 さ れ る。 そ の

趣 旨は、 若 し現 在 我 国 の シ ンク タ ンク で特 化 が進 ん で い れ ば、 政 府 も

そ の特 化 の 内 容 に応 じて効 率的 に 種 々 の政 策 課 題 を夫 々め シ ンク タ ン

ク に発注 す る こ とに な り、 そ れ が発 注 原 資 の適 正 配分 と な って シン ク

タ ン クの 経 営 改 善 や 技 術 向上 に有 効 に貢 献 す る とい った もの で あ る。

又 この 特 化 に つ いて は早 急 な判 断 は避 け るが、 シ ンク タ ン ク側 と して

は、 特 化 の進 行 に よっ て政 府 プ ロジ ェク トの み な らず 他 の ク ラィ エ ン

トよ りの プ ・ジ ェク トの受注 の 安 定 化 が促 進 さ れ る とレ・う経営 上 の メ

リッ トは期 待 出来 る もの と して、 今後 真 剣 に この問題 に取 組 む必 要 は

あろ う。

3政 府 プ ロジェク トの委託発注方式の改善.

昭和45年 の中間答 申にはこの委託発注方式 について検討 を必 要 と

す る事項 としてα)研究開発成果 と しての知的生産物 に対す る価格算 定

方式の整備② シンクタンクにおけ る企業努 力 を包含 し得 る価格算定の
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問題(3}研究 開発 を長期的、計画的 に実施出来 るよ うな予算制度 の問題

の3点 をあげ、更 に 「現行の予算会計制度 の中 には標準単価制度
、精

算払 い、 単年度主義 などの よ うに民間 シンクタンクに対 す る知的生産

物の発注方式 としては柔軟 性 を欠 いてhる 面 も少 ぐkい ので
、その改

善について.とくに力 を入 れ る必要 が ある 」と述 べ ている
。

こ 」にあげ られ た、 との政府 の委託発注方式 の改善 についての シン
,

クタ ンクか らの要望 は現在にお いて もきわめて強 い
。 就 中研究調査 に

関す る料金算定方式 の改善 は特 に強 く望 まれてい る。

民間 の主要 シンクタ ンク13社(国 民経済研究 協会、社会工学研究

所、政策科 学研究所、組織工 学研究所、 日興 リサーチ センター、 日本

エ ネ ル ギー 経 済研 究 所 ・ 日本 経 済研 究 セ ン ・一 、 日本 総 合研 究 所、 日

本 情 報 醗 協 会・ 日本 リサー チ セ ン ター、野 ‡総 合研 究 所
、 三菱 総 合

研 究 所 、 未 来 工 学研 究 所)が 結 成 して い る 日本 シ ン ク タ ンク 協 議会

(JTA)で は この 料 金 算 定 方 式 の改 善 に つ い て か な り具 体 的 な提 案

を行 っ た。 そ の要 旨は 次 の通 りで、 先 ず提案 の 趣 旨 と して

「(前 略)… ・ シ ンク ・ ン クが その 社 会的 任 務 を+分 に 遂 行す るた

、や には情報提供 に対す る報酬 が、 これに要す る直接、 間接 の費用 を完

全 に回収 し、 さ らに 知識 の充 実 、 開 発 を維持
、 強 化 す る に足 りる もの

で なけ れば な らな い・ …(中 略)… しカ・しな が ら我 国 に 鮒 る現 実 は
、

残念赫 らシ㌘ タンクの繍 的自立 を滅 しうる鮒 の鰯 価値は

社会 的 時 分 に認 め られてい るとはば ない
.そ の重 要 な一 因 と して官

公 庁 に おけ る ソ フ ト研 究 調 査 に関 す る料 金 算 定 方 式 を あげ なけれ ば な

らな い・ … 似 下 略)」 と述 べ、 更 媒 体策 と して 次 の3種 の ソ フ ト

料 金 の算 定 方 式 を あげ て い る。

① オ ー バ ー ヘ ッ ド方 式

委託 研 究 費=(研 究 担 当 者 人 件費)+(特 別 の経 費)十(人 件費 ×

(オ ー バー へ ・ ドチ ・一 ジ レー ト))
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こNで 研究担当者人件es・=給 料 十賞与十法定福利費+厚 生費

特 別 の 経 費=計 算費、 フィール ド費用、 遠隔地及び

外国出張費、特殊印刷費 など

オーバーヘ ッド=(総 費用一人件費)÷ 人件費
チャー ジレー ト

(参 考:米 国で100～170%)

② 技 術 料 方 式

委託研究費=(直 接費)十(間 接費(=一 般管理 費十技術料))

こSで 直 接 費=人 件 費、諸謝金、 会議費、旅費、 交通費、通 信

費、 資料費、 コン ピュー ター費、 印刷、 複写費、

消耗 品費、 器具備 品費 など

一般管理 費=法 人 の経営及 び研究管理の諸費用

技 術 料=知 識 、経験の蓄積 を活用す る頭脳 使用 料及 びそ

の補給に必要 な経 費

(参 考:本 人 給与 に対す る20～40%)

③ 原価積算方式

委託研究費=(人 件費)十(部 門管理 費)十(直 接費)十(一 般管

理 費)

こSで 部門管理費=研 究担 当部門の不動産賃借料
、減価償却 費、 消

耗 品費、水 道光熱料、 通信費な ど。(1入1時

間当 り単位額 を算 出)

同提案では次に この3方 式の利 点、問題点 を あげ、結 論 と しては①

②③ の順位 で採用 を希望 してい る。

この他 や 〉技術 的 に過 ぎるが、 現行の官公庁 の発注制 度の問題 点 と

して 次の よ うな指摘 を行 って いる。

(1)基 本的問題

原価主義 であるため企業努 力や頭脳 使用料 が認め られ ない
。 又原

価主義 とい って も不完 全 で、すべ ての原価 ではない。
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抱 個 々の問題

① 予 算

② 発 注 手 続 き

③ 発 注 の 時 期

④ 現実 との乖離

⑤ 証拠書類の煩雑

⑥ 契 約 前 費 用

⑦ 支 払 い 方 式
の 改 善

(D予 算枠が期待 成果 に対 して極端 に低 い

(ω 積算単価が非現実的 である

(DRFP不 明確 な ものが多い

⑥ に もかSわ らず明細積算 を要求す る

⑩ 契約成立 に長時 間 を要 す る

{》)外 郭団体 が入 って面倒 な場合が ある

A!)担 当者 が事務手続 きを知 らない

GIP諸 様式が不統一 である

(i)年 度後半 に集 中す る

(j)各 種経 費 の単価が世 間相場 よ り安 いので

例 えば作業人 日数 をふや した りしなければ

ならない

㈹ 担当者 の指示す る研究期間 と契 約期間が

一致 しない ことがあ る

(i)研 究機 関の管理 シス テ ムと官公庁 の管理

システ ムが全 く異 な るので二重の管理 コス

トがか ＼る

⑳ 零細類の領収 書 まで必 要 になる

餉)契 約 と一致 しない実費は研究機関の負担

となる

(i)折 衝、企画、実質 的作業 を契約前に行 な

う必要が あるが、 さかのぼ って負担 して も

らえ ない場合 があ る

(」)前 渡金、 中間支払 いの手続 きの簡素化 を

してほ しい
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4シ ンク タン ク の 「人 」に つhて の 対策

シ ン クタ ンク の 「人 」の養 成 につ いて は 昭 和45年 の 中 間答 申 に お

いで、 い くつ か の養 成策 が既 に打 出 され てお り、 現在 の 時 点 で特 にそ

れ らに附 加 す る事 項 は少 な い。

中間 答 申に お い て は人材 の養 成策 と して① 学 校教 育 へ の シス テ ムズ

ア プ ・一 チの 積 極 的 導 入② 各 研究 分野 におけ る人材 養 成機 能 の充 実 ③

シス テ ム ズ エ ン ジニ ア の 養 成 の3点 が示 さ れ て お り、 現 時 点 に お い て

考 え られ る対策 もほX'こ の5点 に尽 きる。 要 は 今 後 も更 に 強 力 に これ

ら対 策 を推 進 して ゆ くこ とが望 ま れ る。

この 項 で特 に附 加 的 に指摘 した い2、3の 点 を 次 に述 べ る。

人材 の養 成 に つ い て はす べ ての シ ンク タン ク が これ を経 営 の最 大 の

課 題 と して夫 々に 多 くの努 力 を払 っ てい るが 、 シ ンク タ ンク全 体 の共

通 の 対策 として 「共同研 究 の実 施 」が シ ン クタ ン ク側 か ら提 起 さ れ て い

る。 この 共 同研 究 にっ い て は、 先 ず 海 外 有 力 シ ン ク タ ン ク との共 同研

究 が考 え られ る。 これ は既 に2、5の シ ン ク タ ンクで は実 行 さ れ て お

り、 そ の教 育 効 果 が大 きい こ とが 判 明 してい る。 勿論 共 同研 究 とい っ

て も海 外 の シ ン ク タ ン ク の シニ ア ク ラス の研 究 者 は きわ めて優 秀 で、

実 際 は そ の研 究 者 を リー ダー とす る プ ロ ジ ェク トチー ムに我 国 の シ ン

ク タ ンクの研 究 者 が 参 加 す る こ とが 多 い。 シ ン ク タ ンク業 は一 般 の 製

造 業 とは異 な り、 い わ ゆ る技 術 導 入 とい った形 では相 手 側 の 高 レベ ル

の技 術 を吸 収 出来 ず 、 一 種 の マ ン ツー マ ンの形 の 業務 遂 行 に よ って相

手 の技 術 を と り入 れ るた め この形 と なる。

この海 外 シ ン ク タ ン ク との 共同 研 究 の考 え 方 を更 に 拡 大 し、 例 え ば

我 国 の 大型 ナ シ ョナ ル プ ロ ジ ェク トな どにつ い て、 国 が海 外 シ ン ク タ

ン クか らす ぐれ た リー ダー を招 聴 し、 我 国 の シ ン ク タ ン クの研 究 者 を

メ ンバ ー と して 大 プ ロジ ェク トチー ムを結 成 し課題 解 決 に当 らせ る こ

と も考 え られ よ う。 これ は 単 な る問 題 解 決 能 力 の 向上 の た め の み な ら
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ず彼 のす ぐれ た オ ー ガ ナ イズ の能 力や 技 法 或 い は マ ネー ジ メン トの セ

ンス な どを習 得 す るた め の格 好 の 場 と 機 会 に な る で あ ろ う
。 特 に政

府 発 注 大型 プ ロ ジ ェク トを政 府 が音 頭 を とっ て との形 で 国 内の い くっ

かの シ ン ク タ ン クか ら研 究 者 を集 め て チー ム を編 成 す る案 な ど も考 え

られ よ う。

この他 共 同研 究 の も う1つ の形 と して国 内 の シ ン ク タ ン クが 数社 共

同 して1つ の プ ロ ジ ェク トに 当 る こ と も考 え られ る。 この場 合民 間企

業発 注 の プ ロジ ェ ク トは 企 業機 密そ の他 の 問題 で共 同研 究 の 可能 性 が

小 さ い こ とか ら、政 府 発注 の プ ・ジ ェ ク トが主 体 とな る。

筒 最 後 に指 摘 した い人 材 養 成 の た めの対策 作 りの ポ イ ン トは、 上 に

の べ た如 き諸対 策 の 他 に、 シン ク タ ンク 自身 の 経 営 基 盤 整 備 が その 要

で あ る と い うこ とで あ る。 既 に何 回 も述 べ た 如 く、 現 在 シ ン ク タ ンク

には殆 ん ど経 営 の 「ゆ と り 」が な く、 そ の た め 有為 の研 究 者 あ「荒れ 」

が お ご り、 シニ ア リサ ー チ ャー の養 成 を阻 害 して い る。 この観 点 よ り

す れ ば、 シ ンク タ ン ク にお け る人材 の養 成 の 成 否 の鍵 は ひ とえ に シ ン

ク タ ン ク 自体 の経 営 の安 定 化 に かSっ てい る といえ よ う。

'、
●

5そ の 他

こXで は シ ンク タ ンク が当 面 してい る諸 問 題 へ の対 策 とは いさNか

異 った 次元 で、 シ ン ク タ ンクの 今 後 の あ り方 な どにつ い て若干触 れ て

み る こ とに す る。

シ ン ク タ ンク は そ もそ も各 種 のス ペ シ ャ リテ ィの集 積 か ら出発 して

い る。 よ り多 ぐの ス ペ シ ャ リス トが イ ン ター デ ィ シ プ リナ リー な結 合

に よっ て問題 解 決 を はか る とい う形 が シン ク タ ンク に とっ て の基 本的

な業 務 遂 行 パ ター ン で、 この 方 式 に よ'って これ迄 もろ もろの ク ラ イエ

ン ト二一 ズ に応 え て きた の で あ る。 と同 時 に ご)・,で 考 え なけ れば な ら

ない 事 は、 そ の形 で の業 務 が曲 りな りに も成立 して いた 背景 には これ
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迄 は シ ンク タ ン クの 有 す るス ペ シ ャ リテ ィの ス ペ ク トル の範 囲 の 中 に

ク ラ イエ ン トニー ズ の大 半 が吸 収 され 得 た とい う事 実 が あ るの で あ る。

しか し最 近種 々の 事 情 で この ク ラ イエ ン トニー ズ に変 化 が起 って きた 。

即 ち シ ンク タ ン ク設 立 の 初期 に は既 に述 べ た如 く代 行機 能 的評 価 に も

とつ く問題 解決 の ニー ズ で あ っ た ものが、 よ り基 本 的、 戦 略 的 課 題 の

解 決 とい うニー ズ に エ ス カ レー トし、 そ の た め シ ン ク タ ン ク に与 え ら

れ る委 託 課題 は急 速 に 大型 化 ・複 雑 化 し、 そ の 解 決 に は 当然 の 事 なが

ら よ り高度 の 論理 と、 よ り広 い範 囲 に及 ぶ 多 くの ス ペ シ ャ リテ ィの 動

,員 が 必要 と な って きた。 そ の結 果1つ の シ ンク タ ン クが 有 す るス ペ シ

ャ リス トの数 と専 門 分野 の広 が りの幅 が委 託 課題 の 広 が りに フ ォ ロー

し得 な くな る とい う事 態 が 起 っ て きた の で あ る。 換 言 す れ ば1つ の シ

ンク タ ンクの イ ンハ ウス リサー チ で は急 速 に大 型 化 し複 雑 化 す る ク ラ

イエ ン トニー ズ に こた え られ な く なっ て き た とい う ことで あ る。 と同

時 に ク ライエ ン トサ イ ドに お レ、て も研 究 調 査 の経 営 に おけ る役 割 の重

要 さの 認識 が こX数 年 急 速 に高 ま り、 自社 内 の ス ペ シャ リス トの育 成

に大 いに 力 を入 れ、 そ の 結 果 、 夫 々 に限 られ た領 域 、 限 られ た数 で は

あ るが、 企 業 内或 い は 官庁 内 のス ペ シ ャ リテ ィは急 速 に高度 化 して き

て い るo

一 方 シ ン ク タ ン クに あ っ て は、 前 に も度 々述 べ て きた、 い わ ゆ る

「稼 ぎ 」中心 的 な経 営姿 勢 の た め、 ス ペ シ ャ リテ ィの 高度 化 は 一 向 に

進 展 せ ず、 こ う して ス ペ シ ャ リテ ィに つ い ての シン ク タ ン ク内外 の隔

差 は一 挙 に縮 少 の方 向 へ と向 って ゆ こ うと して い る。 この 事態 の進 展

は シ ン ク タン ク に と って、 そ の あ り方 の 大 きな転 換 を意味 す る もの で

あ る。 そ の 転 換 の 方 向 が果 して い ず くに 向 う もの であ るのか軽 々 し く

判 断 出来 ぬ が、 そ れ に対 す る解 答 の1つ と して 次 の よ うな もの が 考 え

られ る。

それ は新 しい シ ン ク タ ン クの あ り方 と して、 シ ン ク タ ンク を 「 コ一
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デ ィネー シ ョン能 力 を中 心 とす る頭脳 集 団 」と=考え る発 想 で あ る。 こ

の考 え 方 の拠 り所 と して は、 既 に い くつ か の シ ン ク タ ンク に あっ て は

最 近 委 託 課 題 の 大型 ・広範 囲 プ ロ ジ ェ ク トを シ ンク タ ン クス タ ソ フを

コー デ ィネー ター と し、 広 く外 部 の諸 組織 、 例 えば 大 学、 企 業、 諸団

体 か ら研 究者 を糾 合 して混 成の プ ロジ ェ ク トチー ム を結 成 し、 そ の 各

々の持 て る特 性 と力 を効 果 的 に オー ガ ナ イズ して問 題 解決 に当 っ てい

る少 なか らざ る実 例 の あ る こ とに 由 る もの で あ る。 又 少 数 例 では あ る

が主 要 シ ン ク タ ン クの数 社 に あ っ て は、 そ の 発 足時 よ り少数 の専 属研

究 員 を中心 に外 部 の人 材 を必 要 に応 じて動 員 す る形 で プ ロ ジ ェク トを

処 理 して い る。

との他 、 従 来 は委 託 課 題 を シ ン ク タ ンク の研 究 者 のみ で処 理 して ゆ

く形 で あっ た もの が、 ク ラ イエ ン ト側 の ス タ ッ フ も入 っ た新 しい チ ー

ム編 成 で プ ロジ ェ ク ト処 理 を進 め てゆ ぐケ ー ス も最 近 可 成 りみ られ る

よ うに な り、 従 来 シ ンク タ ンク内 部 の ス ペ シ ャ リス トの コー デ ィネー

シ ョ ンで事 足 りた もの か ら、 外 部 ス ペ シ ャ リス トを 含 め た新 しい形 と

内容 の コー デ ィネー シ ョ ンに よ る問題 解 決 へ とそ の方 式 が 大 きく変 化

して きて い る。

この よ うな い くつか の 新 しい 問題 解 決 方 式 の 出現 は、 オー バー な表

現 をす れば シン ク タ ンクの 問題 解 決 に果 す 役 割 と分 担 の 特 質 を 「ス ペ

・ シ ャ リテ ィか らコー デ ィ ネー シ ョンへ 」と変 化 させ る大 きな促 進 要 因

とな るの で は な い だ ろ うか。 即 ち今後 の シン ク タ ンク マ ンの あ り方 は

シン ク タ ン ク内 外 の複 数 の ス ペ シ ャ リテ ィ を オー ガ ナ イズ しコー デ ィ

ネー トして、 そ の 有 機 的結 合 を問題 解 決 へ と向 わ しめ る もの とな り、

先 に述 べ た シ ン ク タ ン クマ ンの1人3役 論 の 第2の ファ ン ク シ ョン で

あ る マ ネー ジ メ ン ト能 力 の一 層 の 高度 化 と洗 練 が これ か らの シン ク タ

ン ク マ ソの 必須 の能 力 に な る もの と考 え られ る。 勿 論 これ は 直 ちに シ

ン ク タン ク マ ンの ス ペ シ ャ リテ ィの放 棄 を意味 す る もの で は決 して 左
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ぐ、 む しろスペシャ リテ ィの高度化の努力の段階 において獲得 され る

問題 解決 のための論理回路 の精 度向上 な ぐしては
、 コー ディネー シ.

ン能 力の向上 も不可能 となるヒ とを忘れ てはな らない
。

最後 に総合研究開発繍 憤:機 構 》の 劫 方 につ いての馴 シン

クタ ンク側の要望の一部 を記す
0

1機 構 自か らが大規模 な研 究調査 を行 うよbも 民間
シンクタ ンクの

活用及び育成 のため好 ま しい課題 を選択 し発注する こと

2発 注課駅 は難 しきメンバーに よるテー マ委員会絋 く社会 の

同意 を得 られ るよ うな課題 を選択す る こと

5機 縮 か らの研 究調査課敵 は現職 国 で早急 に鰍 を迫 られ
て

いる課題 を中心 にす るζと

4優 秀 な リサー チオー ガナ イザー一の養成 を行 うこと

5民 間 シン"〃 の研究職 改靴 つなが る研究費
の算定基 準の

根本的改革 を行 うこと

6継 の運散 つ・aては従来の官公庁的 彬 での管醜 営を避
ける

とと

(以 上)

、
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東京 都 港 区芝 公園3-j『"FI5番8号

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

株 式 会社 イ,フ ・ア ドバ タ イ ジ ン グ

東 京 都千 代 川区 隼町1番 地

半 蔵門 浅井 ビル50]

TEL(262)2984(代 表)
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